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第 10 巻 第 1 号 


寄生 虫 学 雑 誌 


昭和 36 年 2 月 (1961) 


カイ チュ ウ の 神経 細胞 の 微細 構造 に つい て は R. Gold 
schmidt (1909) な どの , きわ め て 詳細 な 研究 が あぁ る. 併 
し その 当時 は 神経 細胞 の 分 泥 現 象 は 認め られ て いな か つ 
た . C. C. Speidel (1919) が ェ ヒ 類 末端 近く に 存 
在 す る Dahlgren 氏 細 胞 に 分 淫 様 所 見 を 認め て 以来 , E. 
Scharrer (1930, 1932) は Fundulus heteroclitus 
炒 種 の 魚類 の Mucl. magnocellularis praeopticus 及び 
Nucl. lateralis tuberis に 液 胞 と 可 染 題 粒 を 発見 し , 神 
経 細胞 が 分 泌 を いと な む 概念 を 抱き 初め た . 1949 年 , 
W. Bargmann (1949) は 足 乳 類 で , W. Bargmann u. W. 
Hild (1949) は 硬骨 魚類 で , Gomori の Chrome alum- 
hematoxylin phloxine 法 を 間 脳 の 研究 に 適用 し , それ ま 
で EE. Scharrer 一 派 が 容易 に 確定 し 得 な か つた 分 泌 物 の 
排出 する 経路 を , 極め て 明瞭 に 証明 する こと に 成功 し 
た . その 後 , Gomoli 法 に よ つ て , 各種 動物 の 神経 分 泥 
は 次 第 に 解明 され る に 至 つ た . 

併 し カイ チュ ウ の 神経 分 泌 に つい て は , まだ 報告 され 
で て いない. 私 は Ascarzs Zumbricoides (以後 A. と すす 
る ), Ascaris suiZla (以後 A.s. と する ) の 神経 細胞 を 
調べ , その 一 部 細胞 が Gomori の Chrome hematoxylin 
(C.E.) 陽性 を 含有 する の を みた . 

材料 並び に 研究 方 法 

は サン トニ ン に よ つ て 得 た カイ チュ ウ 症 
者 の 装 便 中 に ある も の で , な お 運動 を 呈す る 生き た も の 
を 用 いた . 

A4.s. は 名 古屋 市 の 属 殺 場 で 採集 し た 運動 の 活 潤 な も 
の を , 魔法 科 で 温度 37°C 前 後に 保つ た 生理 的 食塩 水中 
に 入れ て 研究 室 だ 持ち 帰っ つっ た も の を 用 いた . 

固定 液 と し て は Zenker 液 , Bouin 液 , Kolster 液 を 
用 いた . 包 埋 法 は パラ フイ ン 包 埋 を 行い , 4 m 連続 切片 
を 作成 し た . 染色 法 と し て は Zenker 固定 の も の は H&- 


カイ ユウ の 神経 分 


道雄 
名 古屋 大 学 医学 部 解剖 学 教室 


(昭和 35 年 6 月 21 日 受領 ) 


石 川 


matoxylin-Eosin 重複 染色 , Azan 決 名 を , Bouin 固定 
の も の は Gomori の Chrome alumhematoxylin phloxine 
法 を , Kolster 液 固 定 の も の は Heidenhain の Eisen- 
hamatoxylin 染色 を 用 いた . 
自己 所 見 

標本 1) (写真 1 ) 

A.Z の 左側 Amphidial ganglia (g.) の 神経 細胞 . 
Bouin 固定 , Gomori C. FH. 染色 . 細胞 は 梨子 状 を 世 し 
核 は 形 , 著 明 , 染色 質 に , 1 個 の 巨大 な 


A4.Z の 左側 Amphidial g. の 神経 細胞 , Bouin 
固定 , Gomori. C. (10x90) 
核 小 体 を 備え る . 核 の 周辺 部 は 明 調 性 で 題 粒 に 逐 し い 
が , 胞体 縁辺 部 に は 大 小 不同 の Gomori C. H. 陽性 題 
粒 が 存在 する . 

標本 (2) (写真 2 ) 

A.Z の Dorsal g. の 2 個 の 神経 細胞 . Bouin 固定 , 
Gomori の C.H. 染色 . 細胞 , それ ぞ れ 状 を , 
核 は 村 円 形 , 染色 質 に 乏しく , 1 個 の 巨大 な 核 小 体 を 備 
える . 胞体 内 に は , 虎 斑 物質 及び 大 小 不 同 の Gomori の 
C.H. 陽性 題 粒 が 混在 する . 
標本 (3) (写真 3 ) 


写真 1 


1 
| 
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写真 2 A.Z の Dorsal g. の 2 個 の 神 
固定 , Gomori. C. 有 HH. 染色 (10Xx90) 


写真 3 A.s. の Ventralg. の 神経 細胞 , Bouin 固定 
Gomori. C. H. 染色 (10Xx90) 


A.s. の Ventral g. の 神経 細胞 . Bouin 固定 , Gomori 
の C.H. 染色 . 細胞 は 多角 球形 を 量 し , 核 は ほぼ 円 形 , 
核 膜 著 明 , 染色 質 に 乏しく , 1 個 の 巨大 な ひよ うた ん 有形 
の 核 小 体 を 備え る . 胞体 内 特に 核 に 近接 し て Gomori 
C.H. の 陽性 題 粒 が 多量 紋 密 に 存在 し , 胞体 の 縁辺 部 で 
は 散在 性 に 微量 が 存在 する . 

標本 (④) (写真 4 ) 

A.s. の 左側 Amphidial g. の 神経 細胞 . Zenker 固定 , 
Azan 染色 . 細胞 は 多角 球形 を 量 し , 核 は 円 形 , 核 膜 著 
上 明 , 染色 質 に 逐 し く , 1 個 の 巨大 な 核 小 体 を 備え る . 胞 
体 は 青 染 し , 内 に 大 小 の 液 胞 及 び 多 数 の 赤 染 題 粒 が 密集 
し て 存在 する . 

標本 (写真 5 ) 

A4.s. の Dorsal g. の 神経 細胞 . Zenker 固定 , Azan 
. 細胞 は 円 形 を し , 核 は 円 形 , 膜 著 明 , 染色 
質 に 乏しい . 胞体 は 青 染 し , 内 に 多数 の 液 胞 並 びに 疎 に 
配列 する 赤 染 題 粒 を 含有 する . 

標本 (6) (写真 6 ) 


写真 4 A.s. の 左側 Amphdial g. の 神経 細胞 , Zen- 

ker 固定 , Azan 染色 (10X90) 


写真 5 A.s. の Dorsal g. の 神経 細胞 , Zenker 固定 , 
Azan 染色 (10X90) 


定 , Azan 染色 (10X90) 


A.s. の Ventral g. の 神経 細胞 . Zenker 固定 , Azan 
染色 . 細胞 は 星 状 を 呈し , 核 は 円 形 , 核 膜 著 明 , 染色 質 
に 之 し い . 胞体 は 青 染 し , 核 に 近接 し て 虎 斑 物質 を , 又 
胞体 内 に 拡散 性 に 赤 染 題 粒 を 含有 する . 

標本 (7) (写真 7 ) 

この 標本 は 4.s. の Ventral g. の 神経 細胞 (Bouin 
固定 , Gomori の C.H. 染色 ) で あぁ る が , これ ら の 細胞 


2 
‘ 写真 6 4A.s. の Ventral g. の 神経 細胞 , Zenker 


写真 7 A.s. の Ventral g. の 神経 細胞 , Bouin 固定 
Gomori C. 有 HH. (5X10) 


A.s. の 左側 Amphidial g. の 神経 細胞 , Bo- 
uin 固定 , Gomori C. 有 HH. 色 (10x90) 
Gomori は 胞体 内 到 る 処 に に 充満 す 


写真 8 A.s の 左 Internal lateral g. の 神経 細胞 , 
Bouin 固定 , Gomori C. 有 染色 (10X90) 
Gomori 題 粒 は 核 の 周囲 た 出現 する 
写真 11 4A.s. の 左側 Median externolateral g. の 神 
経 細胞 , Bouin 固定 , Gomori C. 了 HH. 染色 


(10x90) 
Gomori は 細胞 外 に 放出 され た 


標本 (9) (写真 9 ) 
A.Z の Ventral g. の 神経 細胞 . Bouin 固定 , Gomori 
C.H. 色 . Gomori の C.H. 陽性 題 粒 は の 線 
に 存在 する . 
標本 (10) (写真 10) 
、 富 | A.s. の 左側 Amphidial g. の 神経 細胞 . Bouin 固定 , 
写真 9 A.Z の Ventral g. の 神経 細胞 , Bouin 固定 , Gomori C.H. 染色 . Gomori 陽性 題 粒 は 胞体 内 到 る 処 に 


Gomori C. HH. (10x90) 密 に 充満 する . 
Gomori 題 粒 は 胞体 の 辺 縁 部 に 存在 する 標本 (11) (写真 11) 


の 中 に は , Gomori の C.H. 陽性 題 粒 が 存在 する も の と A.s. の 左側 Median externolateral g. の 神経 細胞 . 
し な いも の と が ある . Bouin 固定 , Gomori C.H. 染色 . Gomori の C. 耳 . 陽 
標本 (8) (写真 8 ) 性 題 粒 は 細胞 外 に 放出 され た . 
A.s. の 左側 Internal lateral g. の 神経 細胞 . Bouin 標本 (12) (写真 12) 
固定 , Gomori C. . Gomori の C. HL. 陽性 題 粒 A.s. の 左側 Posterior internolateral g. の 神経 細胞 
は 粒状 又は 滴 状 を 呈し , 核 の 周囲 に 存在 する . Kolster 固定 , Eisen-hamatoxylin 染色 . 分 泥 題 粒 は 軸 索 


- 
写真 10 
| 
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真 写 12 "4.s. の 左側 Posterior internolateral g. の 
神経 細胞 , Kolster 固定 , 鉄 HX 染色 (10 
x20) 

分 泥 題 粒 は 軸 索 を 経て , 体液 内 に 放出 され 


写真 13 A. の 左側 Internal lateral g. の 神経 細胞 
Bouin 固定 , Gomori C. 有 HH. 染色 (10Xx90) 分 
泥 物 は 液 胞 状 を 量 し て 胞体 外 に 放出 され る 


を 経て 体液 内 に 放出 され る . 

標本 (13) (写真 13) 

A.Z の 左側 Internal lateral g. の 神経 細胞 . Bouin 
固定 , Gomori C.HH. 染色 . 分 泥 物 は 液 胞 状 を 呈し て 胞 
体外 に 放出 され る . 

標本 (14) (写真 14) 

これ は , 4.s. の 左側 Median externolateral g. の 神 
経 細胞 と 梨 状 器官 (従来 の 巨大 核 を 私 は 梨 状 器官 と 命名 
する . 核 の 所 見 を 認め 難い か ら ) と を 示し た 標本 で , Bo- 
uin 周 定 , Gomori の C.E. 染色 で , 同 細胞 か ら 放 出し 
た Gomori の C.H. 陽性 題 粒 は 梨 状 器官 の 中 に 浸入 し 
堪 い る . 写真 15 は 写真 14 の 拡大 像 を 示す . 

総括 並び に 者 

神経 分 泌 物 の 染色 性 は 今日 で も 全く まち まち で , 特殊 

な 選択 染色 は まだ 達成 され て いな い . 併 し 過 マ ン ガ ン 酸 


(4 ) 


写真 14 4A.s. の 左側 Median externolatral g. の 神経 
細胞 か ら 放 し た 粒 状 中 に 移 
行 す る (Bouin 固定 , Gomori C. 了 H. 染色 ) 


写真 15 写真 14 の 拡大 像 (10Xx40) 


カリ の 硫酸 溶液 は 神経 分 泥 物 の 蛋白 質 成分 の SH 基 な 
いし =ーS-S- を 基 に 酸化 する こと に よっ つて , 
等 電 点 を 酸性 側 に 移動 させ る た め , 分 泥 物 の 塩基 性 色素 
へ の 親和 性 を 発揮 する . この 原理 を 応用 し た Gomori の 
C.H. 染色 は 神経 分 泌 物 を 選択 的 に 染色 する も の と 今日 
で は 考え られ て いる . 

私 は Bouin 固定 , Gomori の C.H. 染色 で カイ チュ 
ウ の 神経 細胞 の 胞体 内 に Gomori の C.H. 陽性 題 粒 を 
認め た . 

神経 分 泌 現 象 の 存在 が 確認 され て いる 無 容 椎 動物 の 種 
類 は 枚挙 に いと まな い が , 円 形 動物 の セン チュ ウ , カイ 
チュ ウ に つい て は 未だ , その 報告 を みな い . : 

カイ チュ ウ は 比較 的 少数 の 神経 細胞 が , 咽頭 輪 の 一 定 
の 場所 に 集中 する . 神経 細胞 の 胞体 は , 単 極 , 両極 , 多 
極性 の Dendriten 様 の 突起 を 備え た 星 状 を 呈し , ほぼ 
中 央 に 円 形 又 は 析 円 形 の 核 を 備え る . 核 膜 は 著 明 で , 染 
色 質 に 逐 し く , 1~ 救 個 の 巨大 な 核 小 体 が あぁ る. 胞体 内 
に は Toluidinbrau 可 染 の 虎 夷 物質 が 存在 する . 


3 


胞体 内 の Gomori の C.H. 陽性 題 粒 は , すべ て の 神 
経 細 胞 に 存在 する も の で な く , 又 そ の 部 位 に よ つ て 多 宴 
が あり , 初め は 核 の 周辺 に 隣接 し て 出現 し , 次 第 に 胞体 
の 辺 緑 部 に 密集 し , つい に 胞体 を 充満 し , 胞体 外 に 放散 
する . と き に 軸 索 に 沿 つ て 体液 に 移行 する . 

カイ チュ ウ に は 春 椎 動物 に み ら れ る よう な 顕著 な 内 分 
泌 腺 が な く , 多く の 重要 な 液 性 連関 機構 は 神経 分 泌 活動 
に 依存 し て いる よう に 想像 され る . た だ カイ チュ ウ は 神 
経 分 泌 題 粒 と 梨 状 器官 の 間 に 形 態 的 連関 の ある こと は 興 
味 が あぁ る が , 梨 状 器官 の 生理 作用 が , 今日 な お 不明 で あ 
る た め , 結論 は さ し ひ か えた い . 

も す で び 

カイ チュ ウ (4A.Z., A.s.) の Dorsal g., Subdorsal g., 
ventral g., lateral g. (internal lateral g., amphidial g., 
Posterior internolateral g., Anterior externolateral g., 
Median externolateral g., Posterior externolateral g.) 
に 於 ける 神経 細胞 の 一 部 に は Gomori の C.H. 陽性 題 
粒 が 存在 する . 

Gomori の C.H. 陽性 題 粒 は 粒状 又は 滴 状 を 呈 し , 初 
め は 核 の 周囲 に 出現 する . これ ら の 王 粒 又は 小 滴 は 胞体 
の 辺 緑 部 に 移行 する . 時 に 題 粒 又 は 小 滴 が 胞体 内 に 充満 
する こと が ある . 次 で l 題 粒 又 は 小 滴 は 周囲 組織 中 に 分 泌 
され る . 或 は 稀 に 軸 索 を 経て , 体液 中 に 現われ る . 

これ ら の 神経 分 泌 物 の 一 部 は 梨 状 器官 の 中 に 浸入 二 


る . 


ON THE SECRETORY PHONOMENON OF NERVE CELL OF ASCARIS 


MICHIO ISHIKAWA 
(Department of Anatomy, School of Medicine, Nagoya University, Nagoya, Japan) 


The granules, which is stained with Gomori’s chrome-hematoxylin, are observed on a part 


御 校 関 を 賜 つ た 戸 閣 教授 に 深謝 いた し ます . 本 論 交 の 
要旨 第 15 回 日 本 寄生 学会 西日本 大 会 に いて 
発表 し た . 
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Acta anat., 8, 264-280. 

Goldschmidt, R. (1909): Das Nervensystem von 
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vensystems einzudringen. Zeitschr. f. Wiss. 
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Gomori, G. (1941): “ Observations with differen- 
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Scharrer, E. (1930): Uber sekretorische titige: 
Zellen im Thalamus von Fundulus Heteroclitus: 
L. (Untersuchungen tiber das zwischenhirn der:. 
Fische II.), Z. vergl.physiol., 11, 767-773. 
Scharrer, E. (1932): Die Sekretproduktion im. 
zwischenhirn einigen Fische. (Untersuchungen 
iber das Zwischenhirn der Fische III.), Z. ver- 
gl. physiol., 17, 491-509. 

Scharrer, E. (1932): Secretory cells in the 
midbrain of the european minnow (Phozinus: 
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of the nerve cell of a dorsal, subdorsal, ventral, lateral ganglia (i.e., internal lateral, amphidial, 


posterior, internolateral, anterior externolateral, median externolateral and posterior externolateraf 
ganglia) of Ascaris lumbricoides and Ascaris suilla, respectively. 

These granules show a grain-like shape or a drop-like shape and appear first around the.: 
nucleus. Then these granules emigrate to the periphery of the nerve cell, which is filled with 


these granules occasionally. Secondly these granules are secret to the tissue surrounding the cell, 


or rarely to the body fluid through the achsencylinder. 


A part of this secretion of the nerve cell infiltrate into the pear-shaped organ. In this: 
report a pear-shaped organ is used in-place of “a giant nucleus’’, because of obscureness of 


structure of the nucleus. 
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肺 吸虫 の 単数 寄生 に 関す る 研究 


(2) 仔犬 に ウェ ぇ テ ルマン 肺 吸虫 え タ セル カリア を 3= 与 えた 
場合 の 虫 体 の 発育 及び 補 体 結合 反応 を 中 心 よ し た 観察 


千葉 大 学 医学 部 医 動 物 学 教室 
勝 


画 南 病院 , 国立 予防 衛 生 研究 所 寄生 虫 部 


(昭和 35 年 7 月 8 日 受領 ) 


は じ め あめ に 

著者 等 は 本 研究 第 1 報 に お いて ウエ ステ ルマン 肺 吸 忠 
Paragonimus westermant) メタ セル カリ ア を 1 コ 宛 同 
腹 の 仔 犬 7 頭 に 経口 感 光 せ し め , 感染 後 84 日 より 142 日 
に 至る 種々 の 期間 に 剖検 し て , 検出 され た 貝 体 の 発育 並 
びに 宿主 側 に お ける 病変 に つい て 詳細 に 観 侍 し た 結果 , 
7 頭 中 3 頭 に 胸腔 内 に 遊離 し た 躍 体 を 検出 し , 感染 後 142 
日 を 経る も 末 せ ず , 多数 感染 の 場合 こ に られ 
る 成熟 虫 体 に 比較 し て 著 る し く 小 さく 上 且 内 丸 , 卵巣 等 の 
生殖 器 系 臓器 の 発育 が 高度 に 遅延 し 未 分 化 で あつ た 事 を 
報告 し た . さら に 単数 寄生 の 場合 に お いて は , 肺 臓 に 中 
体 の 侵襲 に よる 可 成 り 強 い 病 変 を みとめ る に も 拘ら ず , 
虫 論 形 成 の みとめ られ な いこ と せる も 同時 に 指摘 し て お い 
た . 今回 は 10 頭 の 仔犬 に 各々 3 = 宛 の ウェス テル マン 
肺 吸 虫 メ タ セ ルカ リア を 経口 投与 し 224 日 に 至る 種々 
の 期間 に 全 例 を 誠 検 し 虫 体 の 寄生 状況 , その 発育 等 の 寄 
生 虫 学 的 検索 を 実施 する と 共に , 感染 後 35 日 より 224 日 
に 至る 種々 の 期間 に 採血 し , これ ら の 血清 を 用 いて 補 体 
結合 反応 を 実施 し て 両者 の 所 見 を 対比 考察 し 了 胸 か 興味 あ 
る 所 見 を 得 た の で ここ に その 成績 の 概要 を 報告 し た い . 

実験 材料 と 方 法 

ウエ ステ ルマン 肺 吸虫 メタ セル カリ ア は 前 回 と 同様 に 
静岡 県 狩野 川 産 の モク ズ ガ ニ よ り 型 の 如く 分 離し 生後 約 
3 ヵ月 以上 の 仔犬 10 頭 に 夫々 3 = 宛 の メタ セル カリ ア 
を ピペット に て 少量 の 水 と 共に 口腔 内 奥深 くに 注入 し 確 
実 忠 下 せ し め た . 猫 こ れ ら 10 頭 の 仔犬 は 感染 前 予め 
反 便 検 に よ つ て 肺 吸虫 な い 事 を た し か め , 感 
氏 後 や それ ぞ れ 独立 し た 犬 小屋 内 に て 飼育 管理 を 厳重 に 


行 つ た . 10 頭 の 内 3 頭 が 感染 後 174 日 , 210 日 及び 223 
日 目 に 自然 死 を と げた が , 病 余 の 7 頭 は 何れ も 224 日 目 
に 全 例 を 剖検 し た . に際し て は 和 内 体 の 寄生 状 
況 (寄生 部 位 , 寄生 躍 体 数 等 ) 及び 病変 を 詳細 に 観 宗 し 
検出 され た 忠 体 は 1 部 は 圧 平 染色 標本 と な し 他 は その ま 
ま ホ ル マ リ ン 固 定 と し た . 

猫 感染 前 及び 感染 後 約 1 ヵ月 毎 に 全 例 共 前 肢 又 は 後肢 
の 静脈 より 5cc 宛 採 血 後 , 血清 を 分 離し 補 体 結合 反応 
を 行 つ た . 補 体 結合 反応 術 式 に つい て は 既に 報告 され て 
いる 横川 ・ 栗 野 (1956) 法 に よ つ た . 尚 AMS III 法 に よ 
る 工 便 検査 も 実施 し , 虫 卵 の 閥 便 内 出現 状況 に つい て も 
併せ 観 人 た 

実験 成績 

(1) 誠 検 所 見 並 に 検出 貝 体 の 寄生 虫 学 的 所 見 

10 に つい て の 検 所 見 の うち の 有無 及び 
検出 貝 体 数 , 及び その 寄生 部 位 は Table エ に 示し た 如 
く で ある . 各 例 に お ける 害 検 所 見 の 概要 は 以下 の 如く で 
ぁ る (Table I, IL, Plate I, IL, 参照 ). 

No. 1 : 224 日 目 , 3 虫 検出 

左 葉 間 肪 膜 の 高度 の 疲 着 , 肥厚 の 他 , 大 小 新旧 の 出血 
斑 を 多数 みとめ 下 葉 前 面 に 小指 頭 大 の 定形 的 虫 訟 が 1 コ 
存在 し て いた . 由 放 内 に は 2 忠 存 在 し 多数 の 肺 吸 虫 卵 が 
み ら れ た . 獲 右 胸腔 内 に も 1 虫 を みとめ た が 右 肺 臓 に お 
ける 病変 は 軽度 で あぁ つた . 

この 胸 腔 内 遊 1 虫 は 左 肺 の 内 に 認め られ た 
2 虫 と 比較 する と , 大 き さ は 著しく 小さ く 上 且 非 薄 で , 圧 
平 染色 標本 と し て 鏡 検 する と 牽 丸 , 卵巣 , 子宮 等 生殖 器 
官 の 発育 程度 が 著しく 遅延 し , 器官 の 細胞 構築 も 疎 で 充 


本 研究 費 の 一 部 は 文部省 科学 研究 費 ( 肺 吸虫 研究 班 ) の 補助 を 受け た . と と に 人 附 記 し て 謝意 を 表す る . 
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Table I. Experimental infection of puppies with three metacercariae of P. westermani 


ber and location of worms 


Num 
No. of No. and 
No. Exa- metacer- sites of recovered at Pathological findings Eggs in 
mined cariae worm- in worm- in pleural bn of the lungs to itapey feces 
given cyst cyst cavity 
and 
adhaesion in left lung, 
No. 1 3 10) (mature) (immature) 3 many haemorrhagic fle- 224 days 江 
cks in right lung 
localizer: 
4 1 0 2 ning and o emorrha- 224 
(mature) gic flecks in right lung 
2 like as the above in ri- 
No. 3 3 1 (mature) 0 2 ght and left lungs 224 キ 
and chronic haemorra- 
No. 4 3 0 0 (immature) 1 gic pneumoni in right 223 2 
lung 
interlobar pleural adhae- 
No. 5 3 0 sion and old haemorrha- 224 
ges in left lung 
( ¢ lik he abo ha 
two ma- ike as the above chan- 
No. 6 3 1@) ture, one 0 3 ges in right lung 210 天 
immature) 
2 many haemorrhagic foci 
No. 7 3 1 (mature) 0 2 in right and left lung 224 堆 
cirrhosis of the right 
No. 8 3 1@) (mature) 0 2 lung and old haémorrha- 174 介 
gic flecks in left lung 
No. 9 3 1(r) t,t 3 like as the above 224 十 
2 
No. 10 3 1(r) i (Gia 3 like as the above 224 ~ 
(r) right lung (1) left lung 
Table II. Results of complement fixation test for Paragonimiasis 
No No. worms a 35 days 105 days 140 days 188 days 224 days 
a recovered : 3 after infec- after infec- after infec- after infec- after infec- 
at autopsy tg tion tion tjon tion 
No. 1 3 — 十 (21.1) 十 (11.5) 十 (18.4) 十 (11.9) 十 (20.0) 
る 十 (10.0) 十 (10.7) 十 (10.0) (20.0) (39.3) 
No. 3 2 ー 十 (24.3) (15.3) (13.4) 十 (14.1) (40.0) 
No. 4 十 (14.8) ー — 
る ーー 十 (22.8) (20.8) 十 (22.6) (28.8) 
No. 6 3 ー 症 (40.0) 十 (15.6) 
No. 7 2 ーー 十 (10.0) (25.5) 
No. 8 2 ー 十 (22.6) 廿 (40.0) 十 (29.5) 
No. 9 十 (12.4) 十 (24.1) 十 (26.0) 十 (12.3) 十 (19.1) 
No. 10 ー 十 (28.1) 十 (28.0) 十 (11.3) (45.8) 
Abbreviation : — negative reaction 
+ less than X30 in dilution of serum 
moce than X31 
( ) antibody titer shownas dilutions of antiserum 
* immature worm 
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No. 


Plate I. Comparison of the size of which were 
removed from the infected puppies, No. 1, 
No. 4, No. 6, No. 9 and No. 10 


が 著しく 右 肺 下 葉 に 大 な る 貝 准 1 っ = を みとめ 内 に 2 忠 を 
検出 し た . 

虫 体 所 見 は No. 2 の それ に 路 々 類似 し 何れ も 成熟 し 
産 て いた . 

No. 4: 223 日 目 自然 死 , 誠 , 1 中 . 

右 肺 臓 の 所 々 に 限局 性 肪 膜 肥厚 像 と 出血 斑 を 数 コ み と 
め た が 本 例 で は 右 胸腔 内 に 可 成 り 多 量 の 光 出 液 の 貯留 を 
みとめ た . 猪 検 出さ れ た 虫 体 は 1 虫 の み で 右 下 葉 の 肺 表 
面 に 吸着 し て いた が どこ に もせ も 由 旗 の 形 成 は みとめ られ な 
か っ た: 

虫 体 は 著しく 小さ く 上 且 非 薄 で 圧 平 染 色 標 本 と し て 錯 検 
する に 卵巣 , 記 丸 は 辛 う じ て 定 形 的 分 岐 を みとめ る が 細 
胞 成 分 も く 有 上 あぁ た か る も 腺 管 様 構造 を 示し , 甚だ 未 分 化 
的 発育 段階 に ある も の で あつ た . 子宮 も その 形態 は 鮮明 
を 欠き 卵 形成 は 全く みとめ られ な か つた . 

No. 5 : 224 日 目 割 検 , 2 虫 検 出 , 

左 肺 下 葉 に 1 コ の 由 訟 を みとめ た 他 は 比較 的 病変 に と 
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Plate Il. Location of the worm-cysts and worms in the infected puppies 


実 性 を 欠き , 子宮 内 に は 未だ 卵 形成 が 全く みとめ られ な 
か つた . 即ち の 2 虫 が 明らか に 成就 産 て いた 
に も 拘ら ず 1 中 遊離 の も の で は , 同一 由 令 に も か か わら 
ず 未 だ 成熟 し て いな か つた . 

No. 2: 224 日 目 , 2 検出 . 

右側 肺 肛 に は 多数 の 出血 点 及 び 局 限 性 肪 膜 肥厚 像 を み 
と め る と と も に , 下部 に 1 コ の 由 褒 を 認め 内 に 2 忠 が 検 
出さ れ た . 内 の 2 は 何れ も 成熟 し に 多数 の 
みとめ , その 大 き さ No. 1 の 仔犬 に お ける 
内 の 2 類似 し て いた . 

No. 3 : 224 日 目 に 誠 検 , 2 虫 検出 

左右 両 肺 共に 多数 の 出血 みとめ 膜 の 肥厚 像 


(8 ) 


ぼ し か つた . に は 2 生 し て お り , 多数 の 
の 存在 も 認め た . 

これ ら の 虫 体 は 何れ も No. 1, 2 及び 3 に お ける 由 談 
内 寄生 の 虫 体 と 同様 で 成熟 虫 体 で あつ た . 

No. 6 : 210 日 目 自然 死 , 着 検 , 3 中 検出 , 

右 肺 下 部 前 面 に 頭 大 の 1 = の みとめ 内 に 3 
虫 を 検出 し た . 右 肺 葉 間 に は 可 成 り 高度 の 肪 膜 疲 着 を み 
と め 大 小 の 出血 梨 も み ら れ た . 

虫 体 所 見 で は 本 例 に お いて の み 1 = の 由 訟 内 に 3 虫 の 
寄生 を みとめ た が , この 内 1 躍 は 他 の 2 忠 に 比較 し て 大 
き さ も 略 々 リ 』 程度 で あり 上 且 著 し く 非 藻 で あぁ つた . 圧 平 
染色 標本 と し て 之 を 観察 する に 他 の 2 躍 は 共に 成熟 し て 
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いた が , この 1 虫 の み は 未 だ 卵 形成 の 像 は 全く みとめ ら 
れず , 卵黄 導管 内 に 黄 褐色 題 粒 を 充満 する の み で あぁ あつ 
た . 然し , 内 丸 , 卵巣 , 子宮 等 は 可 成 り 成 熟 虫 体 の それ 
に , 分 化し て いた. 

No. 7 : 224 日 目 , 誠 検 , 2 忠 検 出 . 

右 肺 上 葉 に か な り 広 範 な 肪 膜 朋 須 を みとめ た 他 , 左 肺 
上 葉 に 1 = の 定形 的 虫 雷 を みとめ た . その 内 に 2 忠 が 生 
存 寄 生 し て お り 貝 体 所 見 は 前 述 の 成熟 虫 体 と 同様 大 きく 
上 産 て いた . 

No. 8 : 174 日 目 自 然 死 , 誠 検 , 2 虫 検 出 . 

右 肺 全般 及 び 左 肺 の 中 葉 部 は 無 気 肺 状 で 所 々 に 限局 性 
肪 肥厚 像 を みとめ た . 右 肺 下 部 外側 部 に 頭 大 の 
1 の みとめ 内 に 2 を 検出 し た . 体 は 何れ も 
大 きく 上 且 成 熟 産 九 中 の も の で , No. 7 に お ける と 略 々 同 
様 な 所 見 を 得 た . 

No. 9 : 224 日 目 誠 検 , 3 虫 検出 . 

右 肺 下 部 に 定型 的 忠夫 エコ を 中 心 と し て 肪 膜 肥厚 及び 
出血 肺炎 像 を みとめ た . に 2 存 し 何れ も 
体 で に は 色 泥 状 物 と 共に 多数 の が みとめ 
られ た . 猫 左 肺 に だ お いて は 下 葉 の 小指 頭 大 の 出血 巣 の 部 
に 1 虫 が 吸着 し て いた . 由 体 所 見 と し て 本 例 で 興味 ある 
点 は 左 肺 表 面 に 吸着 し て いた 1 虫 は 右 肺 中 旗 内 2 虫 に 比 
し 小さ く 章 薄 で は ぁ あつ た が , 明か に 子宮 内 に 多数 の 躍 
を し て お り 成 た 体 で あぁ つた . 

No. 10 : 224 日 目 害 検 , 3 虫 検出 . 

右 肺 下 葉 に 大 き さ 頭 大 の コ = を みとめ 内 に 2 
忠生 存 寄 生 し て いた . 獲 同 側 胸腔 内 に 遊離 の 1 虫 を 確認 
し た . 右 肺 何れ の 肺 葉 に も 大 小 の 出血 斑 及 び 限 局 性 肪 膜 
肥厚 像 を みとめ 縦 隔 審 肪 膜 炎 が 著 明 で あぁ つた . 

所 見 は 寄生 の 2 虫 は 何れ も 大 きく 成熟 
せる も の で あぁ つた が 遊離 し た 1 忠 は 著 る し く 小 さく 上 且 非 
薄 で 子宮 内 卵 形成 の 所 見 は えら れず 生殖 系 臓器 も 未 分 化 

(2) 補 体 結合 反応 (C.F.T.) の 成績 

C.F.T. は メタ セル カリ アア 投与 前 , 35 日 , 105 日 , 140 
日 , 188 日 目 及 び 割 検 直前 の 224 日 目 計 6 回 に 頁 つ て 実 
施さ れ た . 然し 予定 の 224 日 以前 に 自然 死 し た 3 例 (No. 
4, No. 6 及び No. 8) で は 最後 の 1~2 回 欠如 し た 事 は 
止む を えな か つた . これ ら の 成績 は Table II に 示し た . 
即ち 感染 前 は 全 例 共 に 陰性 で あぁ あつ た が 感染 後 35 日 の 検 
査 で は No. 6 及び No. 7 の 2 例 を 除く 8 例 は すべ て 陽 
性 で つた. て 35 日 以後 の 検査 に お いて も No. 4 
及び No. 7 を 除き すべ て 陽性 で あつ た . No. 4 で は 35 


日 目 の 第 1 回 目 の 検査 で 陽性 (抗体 価 X14.8) を 示し た に 
も 拘ら ず 以 後 223 日 に 至る まで の 3 回 の 検査 で は 何れ も 
陰性 で あぁ つた . 又 No. 7 で は 188 日 目 に お こなつ た 検 
査 に お いて 始め て 陽性 (抗体 価 メ x10.0) と な り 以 後 224 日 
に は その 抗体 価 は X25.5 と 上 昇 を 示し た . 猫 No. 6 で 
は 35 日 目 の 第 1 回 の み 陰性 を 示し 以後 自然 死に 至る ま 
で に 行わ れ た 3 回 の 検査 は 何れ も 陽性 で ぁ つ た . 即ち 感 
染 後 1 ヵ月 前 後に は 大 多数 の 例 で は 既に C.F.T. は 陽性 
を 示し 感染 経過 と 共に 遂 次 抗体 価 の 上 昇 を 認め た が 常に 
上 上 昇 す る と は 限ら な い 様 で あぁ る. 只 興 味 あ る 事 は No. 4 
の 単数 寄生 例 で は 第 1 回 目 の 検査 で は 陽性 (抗体 価 x 
14.8) を 示し た が 了 机 後 の 検査 で は 陰性 と な つた 事 で ある . 
この 点 に つい て は 後に 考察 を 加え る 事 に する . 
総括 及び 考察 

著者 等 は さき に 本 研究 の 第 1 報 に お いて , 仔犬 に 単数 
寄生 を お こさ せ た 場 合 , 感染 後 142 日 を 経過 する も , 肺 
に 形成 は ら れず は 胸腔 内 に 遊離 の 状態 で 検 
出さ れ , 然 か も 虫 体 は 未成 熟 で 子宮 内 に 忠 卵 の 形成 が 認 
め ら れ な か つた が , 卵巣 , 亭 丸 の 分 化 は 或 る 程度 み ら れ 
た こと か ら 単 数 寄生 の 場合 虫 体 は 果して 成 問 す る や 香 や 
を 明か に する た め に は 更に 長期 間 の 観察 が 必要 で ある と 
報告 し た . 

本 実験 で は 10 頭 の 仔犬 に 3 っ 和 宛 ウェ ステ ルマン 肺 史 
虫 メ タ セ ルカ リア を 投与 し た 後 出来 る 限り 長期 間 の 観 宗 
を 試み た . この 場合 著者 等 は , 10 頭 中 恐らく その 半数 近 
く は 単数 寄生 が ぶ み られ る も の と 予想 し , 単数 寄生 と , 2 貝 
以上 の 寄生 の 場合 と の 比較 が 出来 る も の と 考え て いた . 
所 が 著者 等 の 想像 以上 に 本 種 メ タ セ ルカ リア の 感染 率 は 
高く 全 実 験 例 を 通じ て 感染 不成立 に 終っ た 例 は 1 例 も な 
く 感 染 率 は 100 % で , 然 か も 単 数 寄生 例 は 1 例 の み で , 
2 忠 寄 生 例 が 5 例 , 3 虫 寄 生 虫 例 が 4 例 で , メタ セル カ 
リア 投与 総数 30 コ 中 その 76.6 % の 23 っ が 感光 し た . 

従 つ て 単数 寄生 の 場合 に つい て の 例 数 は 充分 で は な か 
つた が , 貝 体 の 発育 と 寄生 数 と の 関係 に お いて 2, 3 の 興 
球 あ る 知見 を 得る 事 が 出来 た . 以下 少し く 考 察 を 加え て 
みた い . 

I. 誠 所 見 及び 寄生 学 的 所 見 に つい て 

1) 貝 体 の 成熟 と 寄生 数 と の 関係 

単数 寄生 例 は 実験 犬 No. 4 の 僅か 1 例 に すぎ な か つ 
た が , 本 例 で は 感染 後 223 日 を 経過 する も 尚 貝 体 は 右 肺 
表面 に 遊離 の 状態 で 生存 し , 未成 熟 で 子宮 内 に 虫 卵 の 形 
成 は 認め られ な か つた . 所 が 3 貝 寄 生 を 認め た 実験 犬 4 
例 中 , No. 1, No. 9 及び No. 10 で は 3 虫 の 内 2 虫 は 
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何れ も に 寄生 し て お り , これ ら の は 何れ も 完 
全 に 成熟 し て いた . 然るに 他 の 1 躍 は 何れ も 胸腔 内 遊離 
の 状態 で 忠夫 存 在 部 以外 の 場所 に 見 出さ れ , 然 か も No. 
1 及び No. 10 の それ は 未成 熟 で , 子宮 内 に 躍 卵 の 形成 
は 認め られ な か つた . 只 No. 9 の 遊離 中 体 は , 成熟 し 
て は いた が , 由 審 内 寄生 の それ より は 造 か に 小形 で ぁ つ 
た . 又 No. 6 で は 3 中 同一 中 旗 内 に 寄生 が み ら れ た が , 
これ ら 3 虫 の 内 2 虫 の み が 同 大 で よく 発育 し , 子宮 内 に 
虫 卵 が 見 出さ れ た が , 他 の 1 躍 は 小形 で 未だ 子宮 内 に 忠 
卵 は 見 出さ れ な か つた . 

2 虫 寄生 の み ら れ た 実験 犬 No. 2, No. 3, No. 5, 
No. 7 及び No. 8 の 5 頭 で は 何れ も 中 電 内 に 2 忠 宛 同棲 
し て お り , これ ら の 虫 体 は すべ て よく 発育 し 略 々 同 大 で 
に 多数 の が 見 出さ れ て いる . 尚 10 例 中 肺 に 
虫 電 形 成 の み ら れ た 9 例 で は すべ て 感染 後 70~80 日 の 
間 に 工 便 内 に 虫 卵 の 排出 を 認め て いる . 

以上 の 点 か ら 曰 井内 に は 2 忠 宛 同棲 する の が 原則 で , 
この 場合 は 虫 体 の 発育 も 速 か で 略 々 一 定 の 期間 内 に は 成 
熟す る が , 1 虫 の み 寄 生 の 場合 は 発育 は 極め て 遅延 し , 感 
染 後 6 ヵ月 以上 に 達する も 尚 成熟 の 域 に 達し な いと 云う 
こと は 明か に 云え る よう で ある . この こと は 著者 等 が 既 
に 第 1 報 に お いて 報告 し た 成績 と 一 致し , 又 古 く は 桂 田 
(1892), 横川 定 (1919) 等 が 本 虫 は , 互 に 相手 を も と め 合 
うと 指摘 し た 恐らく 相互 交接 を 原則 と する と 云う こと と 
密接 な 関係 が ぁ る 如く に 思わ れる . 然し 御 ら 相互 交接 以 
外 に は 性 的 に 成 蒸 し な いか と 云う 点 に な る と 未だ この 実 
験 の み で は 不 充 分 で 未成 熟 の 虫 体 と 云え ども 生殖 器 の 多 
少 の 分 化 は 認め て いる こと か ら , 更に これ より 長期 間 の 
観 祭 が 必要 で あぁ ろう. 先 き に 著者 ら (1958) は 大 平 肺 吸虫 
の 白黒 感染 実験 で 単数 寄生 の 場合 で も , 忠夫 の 形成 は 認 
め ら れ な い が , 胸腔 内 遊離 の 状態 で も 成 蒸 する こと を 認 
め て いる か ら , この 点 に つい て は 肺 吸虫 の 種 の 相 異 に も 
と ずく た めか 尚 明 か で な い . 

尚 相互 交接 を 原則 と すれ ば , 前 述 の 実験 犬 No. 6 の 
同一 由井 内 3 虫 同棲 の 内 の 1 虫 が 未成 就 で あつ た の は , 
未だ 相互 交接 の 機会 を 認め な か つた と 考え られ る し , 叉 
No. 9 の 1 虫 の 遊離 の 虫 体 が 成 問 し て いた の は , 最初 中 
に 同棲 し 相互 交接 し た 後 何 ら か の 理由 に より 
脱出 し 他 の 部 に 相手 を も と め て 移動 し た の で は な いか と 
や 考え られ る . この こと は 同 虫 が 成 熟 は し て いた が , 他 
の 同棲 の 2 と 比較 し か に 小形 で ぁ つ た と いう 
こと か ら も 或 る 程度 推 宗 出来 る の で は な か ろう か . 動物 
感染 実験 で 多数 寄生 の 場合 で も 屋 々 全く 未 就 な 虫 体 の 見 


出さ れる 事 が ある が これ も 以上 の 様 な 理由 に 基づく も の 
か も 知れ な い . 尚 こ こ に 述べ た 相互 交接 と いう 意味 は 極 
め て あい まい で 横川 定 (1916, 1919), 桂 田 (1899) 等 が 指 
摘 し た 如く 同棲 な る 語 の 方 が 適当 か も 知れ な い . 本 例 の 
場合 必ず し も 適切 な 例 と は 考え な い が , た と えば 日 本 住 
血 吸 虫 は 未だ 幼 弱 な 時 期 に 雌雄 抱合 し , は じ め て 成熟 産 
卵 す る に 至る が 抱合 し な いも の は 雌雄 共に 性 的 成就 に は 
容易 に 達し な い の に 類似 し 本 吸虫 も 赤 雌 雄 同 体 と は い を 
未だ 幼 弱 な 時 期 に て 2 忠相 接し て 肺 臓 内 に 侵入 し 忠 誤 を 
形成 し その 中 に 同棲 の 結果 性 的 成 就 に 達する も の と 思わ 
れる . 

2) 成 と 寄生 数 と の 関係 

本 実験 に お いて も 単数 寄生 の 場合 に は 忠 許 の 形成 が 認 
め ら れ な か つた . 又 3 虫 の 内 1 虫 の み 遊 離し て いた 場合 
に は , その 1 虫 は 中 審 を 形成 し て いな か つた . と ころ が 
2 寄 生 の 場合 は すべ て 2 に 同一 中 に 同棲 し て 
いる 事 が 証明 され た . 僅か 2 虫 の み 寄 生 を みた 場合 で も 
多数 寄生 の 場合 と 同様 に 比較 的 広い 胸腔 内 を 移動 し 相手 
を 見 出し て , 同一 躍 座 内 に 寄生 する と 云う こと は , 興味 あ 
る 点 で ある . 機転 に お いて も , 体 の と 同 
様 に 2 虫 或 いし は それ 以上 の 同棲 を 必要 と する と いう 事実 
は 間 違 ・ な いと 思わ れる が , これ が 相互 交接 と 直接 の 関 
係 が ある か どう か は 尚 明か で は な い . 然し 実験 犬 No. 9 
の 如く た と きえ ぇ 成熟 中 体 に お いて も 1 虫 の み 遊 離 の 場合 は 
曰 雷 の 形成 が み ら れ な か つた と いう 点 は 興味 が ある . こ 
の 事 は 大 村 (1960) が 犬 又 は 猫 の 虫 旗 か ら 摘 出し た ウェ エス 
テル マン 肺 吸虫 成虫 を 2 曰 宛 白 包 の 腹腔 内 に 移植 実験 を 
試み た 所 比較 的 短期 間 の 中 に 2 虫 共 胸腔 内 に 移行 し 上 且 肺 
臓 に 定型 的 な 忠 喪 を 形成 し た の に 対し て 1 忠 移 植 の 場合 
で は 由 斉 形成 が 認め らら れ な か つた 事 を 報告 し て いる の と 
一 致し て いる . 

3) 由 斉 形成 部 位 に つい て 

肺 に お ける 貝 電 の 形成 部 位 に つい て は , 動物 実験 で は 
右側 に 多い と 云わ れ て いる . 犬 肺 吸虫 症 に つい て は 三浦 
(1952) は 自然 感染 の 野犬 14 頭 の 調査 に お いて 貝 存 在 
部 位 の 左右 の 分 布 状況 は 右 63.8 % に 対し て , 左 37.7 % 
で あつ た と し 和 道 か に 右側 に 多い 事 を 指摘 し て いる が 人 体 
肺 吸 虫 症 に つい て は 伊藤 (1959) は 57 症例 の 有 レ 線 所 見 
患者 の 148 病巣 の 存在 部 位 を 検討 し 右 肺 88 病巣 に 対し 
左 肺 は 60 病巣 で その 比率 は 右 59.4 % に 対し 左 40.6 % 
で 右側 に 多い と の べ て いる . 最近 著者 ら (1960) も 16 症 
例 の 本 症 患 者 の 外科 的 切除 例 を 検討 し た 結果 虫 井 の 存在 
部 位 は 右 12, 左 2 と 造 か に 右 肺 に 多い こと る も 報告 し た 
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が , 田 ら (1960) も 赤 128 の 53.1 % は 右 肺 に , 
25 % は 左 肺 に な みとめ た . 本 実験 の 如く 犬 肺 吸虫 症 に お 


いて 1 の を 形成 する 場合 に つい て 興味 を 持つ た 


が その 結果 は 矢 張り 9 例 中 右側 6 例 , 左側 3 例 で 上 且 下 葉 
に み ら れ た 例 が 圧倒 的 に 多 か つ た . 然し 何故 右側 に 忠 斉 
が 多い か と 云う こと に つい て は 尚 明 か で な い . 

4 忠 体 の 移動 に つい て 

中 体 の 移動 に つい て は , 人 体 例 で は レ 線 所 見 か ら 種 々 
論議 され , 又 動 物 実験 に お いて も 種々 萌 定 さ れ て いる . 
本 実験 で は , 各 例 に つい て 説明 し た 如く 虫 電 形 成 部 位 の 
みな ら ず , 反対 側 の 肺 に も 葉 間 肪 膜 の 肥厚 , 疲 着 や 大 小 
種々 の 出血 巣 , 限局 性 肪 膜 欠損 又は 肥厚 等 種々 の 病変 が 
認め られ て お る こと か ら , 由井 形 成 迄 に は 両側 の 胸腔 内 
を 同一 中 体 が か な り 自 由 に 移動 し て いる も の と 推 宗 され 
る . 
人 体 寄 生 例 に お いて 感染 初期 に 度 々 両側 性 の 肪 膜 炎 の 
像 が み ら れ る の も , か か る 由 体 の 著 明 な 移動 性 に も と ず 
くも の と 思わ れる . 

IIL. _ 補 体 結合 反応 成績 に つい て 

1) _ 補 体 結 合 反 応 の 陽 転 時 期 に つい て 

肺 吸虫 症 の 補 体 結合 反応 は 比較 的 初期 に 陽性 に 出現 す 
る こと は 既に 知ら れ て いる 所 で ある が , その 根拠 は 主 と 
し て 実験 的 に 多数 寄生 せしめ た 動物 に よる も の で ある . 
か か る 少数 寄生 例 に だ お いて は , 如何 な る 態度 を と る か に 
つい て は 未だ 報告 を みな い . 本 実験 で は 10 例 中 8 例 に 
35 日 目 に お いて 陽性 の 成績 を 示し , 他 の 1 例 は 105 日 目 
に 更に 他 の 1 例 で は 188 日 目 に は じ め て 陽性 を 示し た . 
感染 後 35 日 目 と 云え ば 忠 体 は 胸腔 内 に 移行 し た 直後 で 
未だ 肺 に 虫 旗 の 形 成 が み ら れ な い の が 通常 で , 虫 体 は 勿 
論 末 成 蒸 で 虫 卵 の 産生 は 行わ れ も て いな い . か か る 時 期 に 
僅か 1 虫 な いし 3 忠 の 寄生 で 大 多数 の 例 が 補 体 結合 反応 
が 陽 転 する と 云う こと は 興味 深い 点 で ある. 本 症 の 流行 
地 に お いて , 屋 々 肺 吸虫 症 の 初期 症状 を 疑わ し め る 如き 
胸痛 及び 肪 膜 炎 の 症状 を 訴え て も , これ の 確実 な 診断 方 
法 は な いと され て いた が , 上 述 の 如き 反応 成績 か ら 推 し 
て 股 ら く 補 体 結合 反応 に よっ つ て , その 目的 を 達し 得る の 
で は な いか と 考え られ る . 横川 ( 宗 ) (1959) が 既に 報告 し 
て いる 如く 肺 吸虫 症 の 皮 内 反応 は , 流行 地 に お ける 本 症 
の スク リー ニン グ と し て は 最適 な 方 法 で ある が , 本 反応 
は 感染 後 陽 転 する 時 期 は 比較 的 遅く 又 完全 治 疲 後 も 陽性 
反応 が 長期 間 っ つっ づく の に 反し , 補 体 結合 反応 は , 感染 後 
比較 的 早期 に 陽 転 し , 完全 治癒 後 は 1~3 ヵ月 後に は 陰 
転 す る と 云わ れ て いる が , 本 実験 に よ つ て も その こと が 
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確認 され た 訳 で ある . 尚 No. 4 の 1 出 寄 生 の 例 で は 35 
日 目 に 陽 転 し た の が , その 後 は 陰 転 し て いる が , これ は 
胸腔 内 に 1 虫 の み 遊 離 の 状態 で 見 出さ れ た こと か ら 考 え 
る と , その 寄生 部 位 に よ つ て も 補 体 結合 反応 は 或 る 程度 
左右 され る の か る も 知れ な い が , この 点 に つい て は 尚 明か 
で な い . 然し 異 所 寄生 の 場合 で も , 皮下 に 忠 体 が 見 出さ 
れ た 様 な 例 で は 補 体 結合 反応 は 陽性 に 出現 し て いる . 
2) 補 体 結合 反応 抗体 価 と 感染 期間 と の 関係 

感染 経過 と 共に 補 体 結合 反応 の 抗体 価 の 上 昇 が み ら れ 
る か どう か は 甚だ 興味 ある 点 で ある . いま 補 体 結合 反 
応 の 陽性 度 を その 抗体 価 に より , 血清 稀釈 30 倍 以下 を 
( 十 ), 31 倍 以上 を ( 士 ) と し た 場合 本 実験 で は 殆 と ど 全 例 
共 各 期間 を 通じ て 抗体 価 は X30 前 後 を 示し て お り , こ 
の 範囲 内 で は No. 3, No.5, No.7 は 多少 期間 の 延長 と 
共に 抗体 価 が 蘭 次 上 昇 し て いる 如く 思わ れる が No. 6, 
No. 9 及び No. 10 の 如き は , 必ず し も そう で は な い . 
著者 等 の 経験 で は 通常 20~30 中 寄生 犬 で は 感 決 後 半年 
な いし 1 年 後 に は 抗体 価 は X80~x100 を 示す の が 所 
常 で ある が , 本 実験 の 如く 少数 寄生 例 で は 抗体 価 の 上 昇 
も 緩慢 で その 点 を 明か に し 得 な か つた . 恐らく これ よ 
り 更 に 長期 間 の 観察 が 必要 で ある か も 知れ な い . 尚 人 体 
感染 例 で は , 僅か 1 虫 寄生 例 で も その 抗体 価 は X160 或 
い は それ 以上 示す 場合 も 少く な い . 

むす で び 

10 頭 の 仔犬 に ウェ ステ ルマン 肺 吸虫 メタ セル カリ ア 
を 3 コ 宛 経口 感光 し め 174 日 より 224 日 に 到 る 経過 
に お いて し 虫 成 の 有無 , 体 の 寄生 数 
寄生 部 位 並 に 虫 体 の 発育 等 に つい て 寄生 虫 学 的 及び 病理 


学 的 に 観 宗 す る と 共に 各 例 に つい て 経時 的 に 補 体 結合 反 こ 


応 を 実施 し て 少数 寄生 の 場合 に お ける 抗体 価 の 変動 等 に 
つい て 検索 し 大 略 次 の 如き 結果 が えら れ た . 

1) _ 全 実験 例 に 感染 不成立 に 終っ た も の は 1 例 も な く 
感染 率 は 100 % で 寄生 躍 体 数 は 1 虫 寄 生 が 1 例 , 2 虫 寄 
生 が 5 例 , 3 虫 寄生 は 4 例 で 投与 し た メタ セル カリ ア 総 
数 30 = に 対し て 23 っ (76.6 %) が 感染 し て いた . 

2) 形成 は 2 虫 及び 3 寄生 の 実験 例 の み に 各 々 
1 コ 宛 認め られ に は 2 (1 例 の み 3 ) 寄 生 が 
み ら れ た が 1 貝 の み 寄 生 の も の で は 中 形 成 が みとめ ら 
れず 胸腔 内 に 遊離 し て いた . 

3) 形 成 部 位 は 右 肺 に 6 例 , 左 肺 に 3 例 で 上 
に みとめ られ た も の が 多 か つ た . 

4) 内 に 2 宛 寄生 し て いた 体 は 何れ も 大 きく 
成 し 産 みとめ た が 1 3 貝 生 の も の の 1 は 


4 
3 
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形状 著 る し く 他 の 2 虫 に 比較 し て 小さ く 未 成熟 虫 体 で あぁ 

他方 1 み 胸 内 に 遊離 し て いた 及び 3 
で に 認め られ た は 何れ も 小さ く 未成 で 
発育 の 著 明 な 遅延 が みとめ られ た . 

5) 肺 肛 お いて は 成 の 外 , 多く は 両側 性 に 
膜 肥厚 や 出血 性 肺炎 像 を みとめ 忠 体 の 移動 性 が 著 る し く 
高い こと を 推 侍 せしめ た . 

6) . 補 体 結合 反応 は 10 例 中 7 例 に 35 日 に と に し て 陽性 に 
出現 し に 至る まで 陽性 を 持続 し た . 然るに 
3 例 で は 陽 転 時 期 が 多少 遅延 し 或 は 途中 で 陰 転 し た が , 
之 れ に は 寄生 虫 体 数 及び 躍 体 の 発育 或いは 寄生 部 位 等 が 
関与 する も の の 如く で あつ た 

7) 少数 寄生 の 場合 に お ける 補 体 結合 反応 の 抗体 価 の 
変動 か ら 単 数 寄生 或 は 異 所 寄生 等 に お ける 臨床 診断 的 価 
値 に つい て も 考 し た . 
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STUDIES ON EXPERIMENTAL INFECTION OF DOGS WITH THREE 
METACERCARIAE OF PARAGONIMUS WESTERMANI 
(KERBERT, 1878) BRAUN, 1899. 
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TAKASHI SUGURO 
(Kannami Hospital and Department of Parasitology, National Institute 
of Health, Tokyo, Japan.) 


On the previous paper the authors reported on the studies on experimental infection of 
‘dogs with a single metacercaria of Paragonimus westermani. 

In this experiment 3 metacercariae of P. westermani were fed to each of 10 puppies. 
Complemeni Fixation Tests (C.F.T.) were carried out successively in all cases and they were i 
autopsied during the period from 174 days to 224 days after infection. 

The results are as follows ; | 

1) Al of 10 puppies were infected with Paragonimus westermani as follows; Single 
worm infection: 1 case, 2 worms infection: 5 cases and 3 worms infection : 4 cases. 

2) No worm-cyst formation was found in the case of a single worm infection and the 

worm was not yet sexually developed even 188 days after infection. 

3) Worm-cysts in which two worms lived together were found in each of the five cases 
of 2 worms infection and all of the worms were well sexually developed. 

4) 3 worms were found together in the worm cyst of the one case of 3 worms infections 
and 2 of them were well sexually developed and one of them was immature. 2 worms were 
found together in the worm cyst and one was found freely in pleural cavity in each of the 3 


other cases of 3 worms infections. The worms which lived together in the worm-cysts were all 


well sexually developed but the other worms which were found freely in pleural cavity were i 
all still sexually immature. 
5) C.F.T. of 8 cases out of 10 cases became positive in 35 days after infection, and the 
positive reactions continued until the period of autopsy of these cases. . | 
6) In the other 2 cases C.F.T. became positive in 105th day and 188th day after } 
infection respectively, and in one case in which only a single immature worm was found in 
pleural cavity became negative again on 105th day after infection and still negative here after. 
7) The authors concluded that the cross fertilization (or living together) should be 1 


nesessary for the sexual maturity of the worms of Paragonimus westermani and also it should 


be related to the worm-cyst formation. 
And the authors immunologically considered that the amonut of the antibody of C.F.T. ] 


in serum should be closely related to the numbers, the grade of development and parasitic location | 


of the worms in the host. 
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4 ョ ー ド チモール 製剤 と グル クロ ン 酸 製剤 の 同時 投与 に よる 
集団 駆虫 効果 と その 副作用 に つい て 


小宮 義孝 


小林 昭夫 


国立 予防 衛生 研究 所 寄生 虫 部 
杉山 太 


埼玉 県 熊谷 保健 所 


国立 予防 衛生 研究 所 寄生 虫 部 


35 年 8 月 18 日 受領 ) 


4 ヨー ド チ モー ル は , 林 ら (1958) に より は し じ め て 多 忠 
駆除 効果 あぁ あり と し て 発表 され , その 後藤 沢 (1958), 佐々 
ら (1958) に よ つ て も その 有効 性 が 証明 され た 新 釣 虫 除 
剤 で ある が , 著者 ちら も さき に 同 剤 に よる 集団 駆虫 試験 を 
実施 し , その 結果 に つい て は すでに 記し た (小宮 ら , 
1959 ; 1960 a). 

本 薬剤 の 製剤 (商品 名 チ モ ラ ン , 中 外 製 薬 ) は , その 処 
方 に よれ ば , を つう 成人 で の 1 回 服用 量 は 発売 題 粒 と し 
て 5~6g(4 ヨー ド チ モー ル と し て 体重 1kg 当り 約 50 
mg) と な つて いる が , 1kg 当り の 4 ヨー ド チ モー ル 量 を 
約 100 mg と し て 投与 し た 場合 に お ける 駆 虫 効果 に つい 
て は , さき の 試験 結果 (小宮 ら , 1960a) で は , お お むね 
1- ブ ロー ム ・ ナ フト ー ル (2) と 同 程度 の か な り 高 い 陰 転 
率 が し め さ れ て いる . また 本 剤 は , その 服用 時 分 服 間隔 
を 1 時 間 と し て これ を 短縮 し て 行う と き は , 4 時 間々 隔 
と し た 場合 より も 駆虫 効果 は 増強 され る が , 同時 に 副 作 
用 も それ だ けい ち し じ る し く 出 現す る こと が 判明 し た . 

本 剤 は 駆虫 効果 の 点 で は , その まま 集団 駆虫 に 充分 適 
用 し うる も の と 考え られ うる が , それ の 副作用 発現 に つ 
いて は , 場合 に より か な り の 頻 度 に お いて これ を みる こ 
と が ある . 本 来 集 団 駆 虫 剤 の 適格 条件 と し て は , 駆虫 効 
果 が 確実 で ある こと と と も に これ の 服用 に よる 副作用 が 
み ら れ な いか , あつ て も 軽微 で ある こと が その 必要 条件 
と も な つて いる の で , 本 剤 投与 時 に お こり うべ き 一 作用 
に つい て は , これ を さら に 少く する よう な 工夫 が 講 ぜ ら 
れる こと が の ぞ ま し く , そう し た 副作用 の 軽減 手段 と し 
て は , 具体 的 に は 双 形 方 法 や 投与 方 法 を 改良 する こと も 
ー つ の 方 向 で ある が , また 駆 貝 剤 投与 に 際 し て 同時 に 副 
作用 の 発現 を 抑制 する よう な 他 の 薬剤 を 併用 する こと も 
その 手段 と な りう る . 


その よう な 観点 か ら , 私 た ち は 4 ヨー ド チ モー ル 製 昔 


投与 時 に , 従来 肝 機能 増強 , 解毒 作用 を 有する と いわ が 評 


て いる グル ク ョ ン 酸 を 併用 し た な ら ば , ある い は 同 駆 由 
剤 の 効果 を 減ずる こと な く , 副作用 を 軽減 し うる の で ば 
な か ろう か と 考え 以下 の 試験 を 行 つ て みた . 


試験 方 法 


1) _ 被 検 対象 : 埼玉 県 深谷 市 藤沢 地区 在住 の 一 般 農 民 
(男女 ) 593 名 に つき , 飽和 食塩 水 浮 蓄 法 1 回 検査 に より 
多 虫 卵 陽性 の も の 355 名 の うち 221 名 に つい て ( 衝 ). 

2) 供 試薬 品 : 4 ヨー ド チ モー ル 製 剤 と し て は 中 外 左 
薬 提供 の チ モ ラ ン を 使用 し た . 本 剤 は 題 粒 状 を な し て お 
り , その 1g 中 に 4 ヨー ド チ モー ル 0.5g を 含有 する 

また グル ク ョ ン 酸 製剤 と し て は , グロ ョ ン サ ン 錠 (中 炊 
製薬 ) を 用 いた . 本 剤 の 1 錠 中 に は グル ク ョ ロン 酸 ラ クト 
ン と し て 50mg。 な ミシン ビタ 
を 含有 する . 

3) 薬剤 の 投与 : 被 検 対象 は , これ を 各 年 齢 階層 が ほぼ 
ぼ 均 等 に 含ま れる よう に 2 分 し , その うち の 1 和 群 121 規 
に つい て は , 昭和 35 年 1 月 18 日 に チ モ ラ ン の み を 投 馬 
し (対照 群 ), 他 の 1 群 100 名 に つい て は , 翌 1 月 19 日 
に チ モ ラ ン と グ v ョ ン サ ン 錠 と を 同時 に 与え た . 

チ モ ラ ン の 投与 量 は , 体重 1kg 当り 4 ヨー ド チ モー 
ル と し て お お むね 100 mg と し , これ を 2 時 間 の 間隔 を 
お いて 午前 10 時 と 正午 に 各 等 量 づ つ 2 回 に 均 分 投与 じ 
た . グ ョ ン サ ン 錠 投与 の 場合 は , チ モ ラ ン の 初回 投与 と 
同時 に これ を 内 股 せ し め た が , その 投与 量 は 体重 1kg 
当り グル クロ ョ ン 酸 ラク トン 換算 と し て 約 6 mg と し た . 
チ モ ラ ン お よび ゲロ ョ ン サ ン 錠 の 各 年 齢 階層 別 の 投与 量 を 


許 本 地区 は ネ カ ヵ カト ー ル を ル 種 優先 地区 で ある . 
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し め せ ば 以下 の ご と く で ある . 


服薬 対象 チ そ モラ ンーー ゲ ョ ン サ ン 解 
高校 生 , 成人 12~10g 6 錠 
中 学生 8g 5 錠 
小学 生 高学年 6g 4 錠 

同 低 学年 5g 3 錠 
幼児 4~2g 2~1 錠 


な お 薬剤 投与 日 の 朝食 は 絶食 と し , 蛋 食 は 午後 3 時 以 
後に と と ら せ た . 前 後 下 剤 は 全く 使用 し て いな い . 投薬 場 
所 に は , その 地区 の 世話 人 の 家 を 解放 し て も らい これ に 
あぁ て た . 

4 副作用 の 調査 : 投薬 終了 後 は その まま 投薬 場所 に 
居 残 ら し め , 投薬 完了 後 約 2 時 間 (第 1 回 投薬 後 約 4 時 
間 ) 上 且 に 服用 者 1 人 1 人 に つい て 副作用 の 調査 を 問診 に 
よ ょ り 行 い , 調査 が 終っ た も の か ら 随 時 帰宅 させ た . また 


帰宅 以後 の 副作用 に つい て は , 服薬 の 翌日 午前 10 時 ご 


ろ 保 健 所 員 が 出向 いて 調査 し た . 

副作用 項目 は 厚生 省 の 副作用 調査 の 規準 に し た が つ 
た . その 程度 は 軽症 と 尋 床 に いた つた 程度 の 2 種 の なみ の 
区 別 と し た が , 軽症 者 に つい て は , た と え そ れ が きわ め 
て 軽微 な 自覚 症状 で あつ て も すべ て これ を 一 作用 発現 者 
と 見 父 し て 記録 し た . た だ し 服薬 の 翌日 調査 の 場合 に 
は , 副作用 の 発現 程度 は , 必 ら ず し も これ を 適 確 に 把握 
し えな か つた の で , た ん に 副作用 項目 の み に つ いて 調査 


ィ 


5) 駆虫 剤 の 効果 判定 : 駆虫 効果 の 判定 は 躍 卵 陰 転 率 
に よ つ て 行 つ た . 駆虫 剤 投与 後 の 後 検便 は , 投与 3 週間 
後に 行い , 検査 法 は 飽和 食塩 水 浮 湊 法 1 回 の み と し た . 

本 来 , 駆虫 剤 服用 後に お ける 貝 卵 陰 転 率 を 正確 に も と 
め る た め に は , 真 の 陰 転 率 を 提 乱 する 「 見 か け の 陰 転 」 分 
の 介在 を で き う る だ け 抑 える た め , 後 検査 時 に は 躍 婦 検 
出力 の た か い 二 三 の 検 査 法 を 同時 併用 し て 行う こと が 必 
要 で あり , 多 虫 卵 検査 の 場合 に は , 培養 , 浮 洗 , 塗 抹 の 
同時 施行 に する か , また は 浮 攻 法 の み と し た 場合 に は , 
少く と も これ の 同時 2~3 回 の 施行 が の ぞ ま し いと 考え 
られ る (小宮 ら , 1955, 1959)( 填 ), し か し 今回 の 試験 は , 
その 直接 の 目的 が 主として 4 ヨー ド チ モー ル 単 独 使 用 と 
同 剤 に グル ク ョ ン 酸 を 併用 し た 場合 と に お ける 両者 副 作 
用 発現 状況 の 相互 比較 で あぁ つた こと と , 陰 転 率 自 体 に つ 
いて は 既に 前 回 の 駆虫 試験 時 に , 前 後 検査 法 を いろ いろ 
に か えて 行 つ た 場合 の 効果 が 詳細 に し ら べ て ある の で , 
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むし ろ 今 回 は ゲ グ ョ ン サ ン 使 用 の 有無 に よる 駆虫 剤 の 相対 
的 な 陰 転 効果 比較 で お お むね 初期 の 目的 が 達せ られ うる 
と 考え た の で 前 後 検査 と も 各 浮 湊 法 1 回 の み と し て 試験 
試験 成績 

1) 陰 転 率 

釣 虫 卵 陰 転 効果 は 第 1 表 に し め ゅ され る よう に , チ モ ラ 
ン 単 独 投与 で は , 駆虫 前 の 虫 卵 陽性 者 121 名 の うち 79 
名 が 陰性 を し めし , 陰 転 率 は 65.3 % で あぁ つた . これ に 
対し て , チ モ ラ ン と グン サン の 併用 群 で は , 100 名 中 
70 名 が 陰 転 し , 陰 転 率 は 70.0 % で あぁ あつ た. この 両者 の 
陰 転 率 を x? 法 に よ つ て 検定 し て みる と z=0.55 と な 
り , 全く 有意 差 は みとめ られ な い . 


第 1 表 4 ョ ー ド チモール と グル ク ョ ロン 酸 投 与 に 


ょ る 卵 陰 転 率 
ダル クタ ョ ン 酸 。 被 検 人 員 陰 転 人 員 陰 転 率 
非 投 三 121 79 65.3% 
投 大 100 70 70.0% 
計 221 149 67.4% 


前 後 検便 と ゃ 浮 1 回 


2) 副作用 

駆虫 剤 服用 者 の うち , 服用 後 の 各所 定 の 調査 時 刻 に 一 
作用 調査 が 可能 で あつ た も の に つい て , その 副作用 発現 
頻度 に つい て し ら べ た 結果 は 第 2 表 に し め さ れ る と お り 
で ある . この 表 に お いて は , 駆虫 剤 の 第 1 回目 服用 後 か 
ら 服 用 者 の 帰宅 と いた る まで の 約 4 時 間 内 に 起 つ た 副 作 
用 発現 者 と 帰宅 以後 翌朝 まで の 20 時 間 内 (4~24 時 間 ) 

第 2 表 4 ョ ー ド チモール と グダグダ ルク v ョ ン 酸 投与 
に ょ る 発現 


副作用 副作用 
第 1 回 グル ク 被 検 発現 者 同 慌 床 現 者 に 対 
服用 後 ン 酸 人 数 百分比 者 数 
4 時 間 非 投与 119 44(40) 37%(34%) 5 11% 
以内 投与 9339(36) 42%(39%) 2 5% 
4~24 非 投与 92 80(26) 87% (28%) 一 a 
8074(29) 93%(36%) 一 
投与 92 84(49) 91%(53%) 一 
) 8075(44) 94%(55%) 一 


( ) 内 は 下痢 を 控除 し た 場合 に つい て の も ゃ の 


許 冬期 に 所 ける 培養 法 に ょ る 多 虫 卵 ( 仔 虫 ) 検 出 率 は , 浮 涯 法 の それ より も は る か に 低く し あめ され る 公 和 儲 が 大 で あ 
る (小宮 ら , 1960b) の で , 本 試験 時 の ょ うな 厳冬 期 に 拓 け る 検査 法 と し て は 浮 湊 潜 を 主体 と し て 行う そ べき で あろ 
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表 4 ョ ー ド チモール と グダグダ ルク ョ ン 酸 投与 に よる の 種類 と 


服用 後 4 時間 内 / 4~24 時 間 計 (24 時 間 内 ) 

ン 非 投与 投 非 投与 投 非 投 与 投 

119 名 93 名 92 名 80 名 92 名 80 名 
頭重 , 頭痛 7 (6%) 13(14%) 3 (3%) 4 (5%) 9(10%) 15(19%) 
あめ ま い 1 1 
酢 い 0 0 0 0 0 
心 11 (9%) 7 (8%) 8 (9%) 6 (8%) 17(18%) 10(13%) 
吐 1 0 12(13%) 11(14%) 12(13%) 11(14%) 
腹 靖 20(17%) 15(16%) 3 (3%) 6 (8%) 22(24%) 16(20%) 
下 11 (9%) 11(12%) 73(79%) "72(90%) 74(80%) 72(90%) 
修 坊 2 0 0 3 2 3 
そ の 他 1 4 (4%) 3 (4%) 7 (8%)* 4 (5%)** 


* うち 4 例 : 排 尿 痛 
第 4 表 4 ョ ー ド チモール と グル クロ ロン 酸 投 


時 の 下痢 の 回 数 
14 
3 27 15 
4 16 
$ 6 
6 以上 20 
平均 回 数 3~4 回 4~5 回 


に 起 つ た それ と が 分 け て し め さ れ て いる . な お 副作用 調 
査 人 員 が 後者 の 場合 若干 少く な つて いる の は , 翌日 定 謙 
に その 調査 が で き な か つた も の が あぁ つた た めで ある . 
服用 後 4 時 間 ま で に 起 つ た 副作用 の 発現 頻度 は , グロ 
ン サ ン 非 投与 群 37 %, 同 投 与 群 42 % で あり , また 4~ 
24 時 間 の それ に つい て みる と , 前 者 87 %, 後者 93 % 
で , いずれ の 場合 と も グ ョ ン サ ン 投 与 群 の 方 に か えつ て 
数 % 程 度 の 高 率 が み ら れ た が , と くに 両者 間 に 差 異 が あ 
る と は みとめ が た い . 

服薬 後 の 経 過 時 間 に 伴 うぅ 副作用 発現 頻度 に つい て は , 
両 群 と も ほぼ 一 致し た 傾向 を し めし , 服用 後 4 時 間 ま で 
の 発現 率 約 40 % に 比 し て , 以後 24 時 間 ま で の それ ( 約 
90 %) の 方 が 圧倒 的 に 多く な つて いる . し か し , これ ら 
の 副作用 項目 の うち 下痢 だ け を 控除 し た 場合 に つい て み 
る と , 同 表 の ( ) 内 の 数 字 に みる よう に , 4 時 間 以 内 の 
発現 率 ( 各 34 %, 39 %) より も 4~24 時 間 内 の それ ( 各 
289%, 36 %) の か えつ て 小さ さく な つて いる . この こ 
と は , 服用 後 4 時 間 以 上 を 経過 し て か ら 起 る 副作用 症状 
の 最も 主要 な それ が 下痢 で ある こと を し めす も の で あ 
り ,。 これ に つい て は 第 3 表 か ら も 看 取 さ れる . な お 下痢 
は , 服薬 後 24 時 間 ま で に 服用 者 の ほとん ど 全 員 (80~90 
%) に み ら れ , その 発現 回 数 も グロ ョ ン サ ン 非 投与 群 平 均 


** ちち 2 例 : 排 尿 痛 
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3~4 回 , 同 投 与 群 平均 4~5 回 と か な り 多く な つて いる 
(第 4 表 ). 

し か し 副作用 全般 に わた り そ の 程度 を みる と , 服用 後 
4 時 間 以 内 の 調査 で は , 概して 軽微 で あぁ あり, 慌 床 に いた 
つた 程度 の も の は , グロ ョ ン サ ン 非 投与 群 で 5 名 , 同 投 号 
群 で 2 名 に み ら れ た に すぎ な か つた . 

。 作用 の 種類 列 度 は , 第 3 表 に みる よう に , 服薬 

4 時 間 ま で の それ に つい て は , 下痢 に つい で は 腹痛 , 
心 , 嘱 吐 , 頭痛 等 が 主 な も の で あぁ あり, か よう な 発現 六 麻 
と 傾向 に つい て は , グ ョ ン サ ン 投 与 の 有無 に 関係 な く 必 
ば 同一 で あぁ つた. 


総括 お よび 考察 

1) グロ ョ ン サ ン 使 用 の 有無 と チ モ ラ ン の 陰 転 効果 

チ モ ラ ン に よる 多 虫 卵 陰 転 効果 は , グロ ョ ン サ ン 投 与 の 
有無 に 関係 な く ほ ぼ 同 等 で あぁ つた. 

し た が つて ;, - 上 少く と も 以上 に の べた よう な ゲ ョ シン ササ 
錠 の 同時 投与 と いう 条件 下 で は , 4 ヨー ド チ モー ル の 環 
卵 陰 転 率 を 積極 的 に 増大 せしめ る よう な 効果 は ほとん 
な いみ で まい : 

さて 今回 の 試験 に た より し め ゅ され た チ モ ラ ン 単 独 使用 時 
の 中 卵 陰 転 率 を 前 回 試験 時 の それ (小宮 ら , 1959) と 比較 
し て みる に , 前 回 の 結果 で は , 4 ヨー ド チ モー ルル 換算 ブ 
ロキ n ョ 100 mg, 1 時 間々 隔 2 回 分 服 投与 と し た 場合 の 
陰 転 率 は , 前 検便 浮 蓄 法 1 回 , 後 検 便 総合 検 査 と いう か 
な り 厳 格 な 効果 判定 条件 下 で は 63.3 % で あぁ つた が , ご 
の 場合 の 検便 方 法 を 今回 と 同様 , 前 後 検便 と も 各 浮 潜 
1 回 の み と し た 場合 の 陰 転 率 を も と め て みる と 68 % で 
あぁ る . この 値 は 分 服 の 間隔 を 2 時 間 と し て 行っ つた 今回 の 
試験 結果 (65.3%) と ほぼ 一 致す る . な お 上 記 の 結果 は , 
投薬 前 の 食事 を , 前 回 試験 時 : 非 絶食 , 今回 : 絶食 と し 
て 行 つ た 場合 の それ で ある こと を 考慮 する と , 投薬 前 の 
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絶食 措置 は , チ モラ ン の 駆虫 効果 を より 増大 せしめ る こ 
と は な いよ うに 考え られ る . 

2) グ ョ ン サ ン 使 用 の 有無 と チ モ ラ ン の 一 作用 

グル ク ャ ョ ン 酸 は 肝 機 能 を 増強 し , 生体 内 で は 主として 
肝臓 を 中 心 と し て , 肺 騰 , 腎臓 等 で 抱合 解 寿 作用 を 行う 
と いわ れ て で て いる が , 被 抱合 物質 (Aglicon) が 抱合 , 解毒 
され る た め に は , これ が アル コー ル 人 性 の 水酸基 , フェ ノ 
ー ル 性 の 水酸基 また は カル ボキ シル 基 を も つこ と が 必要 
で あぁ る と いわ れ て いる (中 外 製 薬 . 1957). 4 ヨード チ モ 
ー ル は , その 化学 構造 に みる よう に , フェ ノー ル 人 性 の 水 
酸 基 を 有 し て いる の で , か り に この 水酸基 が 薬剤 の 服用 
後生 体内 に 吸収 され ん た の ち に お いて も な お 存続 し , か つ 
この 水酸基 を も つ 化 合 物 が 4 ヨー ド チ モー ル 製 剤 内 服 時 
に お ける 主要 な 副作用 基 起 成分 で ある と の 仮定 が 許さ れ 
る な ら ば , か よう な 物質 は Aglicon と し て グル クロ ン 
酸 に よ つ て 抱合 , 解 圧 され うる わけ だ か ら , 同 駆 虫 剤 服 
用 に 際 し て 同時 に グ ョ ン サ ン を 投与 すれ ば , 駆虫 剤 に よ 
る 副作用 は 多少 な り と 軽減 され る で あろ うと 考え る こと 
が で きる . そう ぅ し た 仮設 の も と に , チ モ ラ ン に グ ゲ グ ェ ョ ン サ 
ン を 併用 し た 場合 の 副作用 発現 状態 を チキ モラ ン 単 独 投与 
時 の それ を 対 早 と し て 比較 し て みた の で ある . な お グロ 
ン サ ン 錠 内 服 時 に お ける グル ク ョ ン 酸 の 血 中 濃度 は , 内 
服 後 1~2 時 間 で 最大 に 達し , 6 時 間 で ほぼ 投与 前 の 値 に 
戻る と いわ れ て いる (横江 , 1957) ので, チ モ ラ ン 服 用 時 
に お ける 副作用 発現 まで の 時 間 を ゃ も 参 し て 本 試験 で は 
グロ ョ ン サ ン の 投与 と 同時 と し て 行 つ た . 

また 当日 の 朝食 を 絶食 と し た の は , 絶食 こよ る 陰 転 効 
果 増 大 に 対す る 予想 と , 1 つと に は それ に よる 副作用 の 増 
加 分 に 対す る グロ ョ ン サ ン の 一 作用 発現 防止 効果 を 対照 と 
の 比較 に お いて より 顕 著 に 表現 させ よう と し た 意図 に 由 
来 す る . 

その 結果 は さき に も 記し た よう に , 絶食 措置 に よっ つて 
薬剤 の 陰 転 効果 は 増強 され な か つた と 考え られ る と と も 
に , グ ョ ン サ ン 併 用 た に よる チ モ ラ ン 自 体 の 副作用 発現 に 
対す る 軽減 効果 は ," 本 試験 条件 に 関す る か ぎり で は 全く 
これ を みとめ る こと は で き な か つた . 

駆虫 剤 投与 時 に お ける 副作用 防止 の 目的 の た め , 駆 中 
剤 と グル ク ョ ン 酸 と を 同時 に 併用 し て 行 つ た 試験 は , 多 
中 駆虫 剤 に つい て は 今回 が は じ め て の よう で ある が , 和貴 
中 駆虫 剤 と くに サン トニ ン 投 与 時 に お ける これ の 併用 試 
験 に つい て は , 小沢 (1957), 松田 らち (1957) に よ つ て 行わ 
れ て お り , それ ら の 報告 に よる と , グル ク ャ ョ ン 酸 の 同時 
投与 に よ つ て サン トニ ン 自 体 の 副作用 を 明らか に 防止 し 


うる と と も に 弁 虫 効果 を も 増大 し うる と いう . 

石崎 ( 末 発 表 ) に よれ ば , 1- ブ ローム ・ ナ フト ー ル (2) 
や 四 塩 化 エ チレ ン 等 の 多 虫 駆除 剤 服用 に よ ょ る 副作用 の 発 
現 防 止 に は , 自律 神経 元 断 剤 の 同時 投与 が か な り に 有効 
で ある と いう . この 場合 に お ける 一 作用 軽減 化 の 機 庁 
は , 副作用 基 起 物質 に 対す る 生体 側 の 反応 を 低下 させ る 
こと に 基 因 する , いわ ば 生体 機能 の 消極 化 の 方 向 に そう 
も の と 考え られ , 今回 の グ ョ ン サ ン 投 与 の 場合 の よう な 
積極 的 な 生体 機能 活 漢 化 に よる 副作用 軽減 化 の 構想 と 
は , むし ろ そ の 立場 に だ お いて 逆 で あり その 意義 も こと な 
る が , 4 ヨー ド チ モー ルル 投与 の 場合 に も , ある い は そう 
し た 自律 神経 遮断 剤 を 併用 し た な ら ば 副作用 の 軽減 効果 
が ある 程度 みな られ る か も し れ な い . 

さて 今回 試験 時 の 副作用 発現 率 が 著者 ら の 行 つ た 前 2 
回 の 試験 時 の それ に くら べ て や や 高く し め さ れ た こと の 
原因 に つい て で あぁ る が , あぁ あるいは 朝食 を 絶食 と し た こと 
が , その 原因 の 一 つと な つた と いう こと も 考え られ うる 
が , 必 ら ず し も 明らか で は ない . 

私 た ち は さ き に 4 ヨー ド チ モー ル 製 剤 服用 時 の 副作用 
と し て , 場合 に よ つ て は いち し じ る し い 下 痢 の 発現 を みる 
こと が ある こと を 指摘 し た (小宮 ら , 1959, 1960a) が , 
今回 の 試験 で も 顕著 な 下痢 の 出現 を みとめ た . 本 来 下 和 
は 排 価 を 促す 意味 か ら す れ ば , 副作用 と は いえ な いか も 
し れ な い が , し か し 本 試験 時 に み ら れ た よう な か な り 頻 
回 の 下痢 に つい て は , 貝 卵 陰 転 効果 を 低下 させ な いと い 
う 条件 で , これ の 発現 防止 に 対す る 工夫 が 将来 な され る 
こと が の ぞ ま し い . と り わ け 集 団 駆虫 剤 と し て は , 下剤 
を 用 いる こと な く 使 用 し うる と いう こと が 一 つの 条件 と 
も な りつ つ あ る 現在 , か よう な 下痢 の 発現 防止 に 対す る 
期待 は 大 きい . 刻 も 本 剤 の 使用 に お いて も , 場合 に よ つ 
て は ほとん ど 下 痢 の 発現 が みな られ な いこ と も ある (小宮 
ら , 1960a) が, そう し た 差異 を も た ら す 原因 に つい て は 
明らか で な い . 

4 ヨー ド チ モー ル 製 剤 投与 に よる 釣 虫 卵 陰 転 効果 お よ 
び 副 作用 に 対す る グル ク ャ ョ ン 酸 製剤 投与 に よる 影響 を し 
ら べ る た め , 集団 駆虫 試験 を 行い その 結果 に つい て 考 宗 
し た . 以下 は その 要約 で ある . 

1. チ モ ラ ン 服 用 (4 ヨー ド チ モー ル と し で プロ 
約 100 mg) に よる 釣 虫 卵 陰 転 率 に 対す る グロ ョ ロン サン 錠 
(グル ク ョ ン 酸 ラク トン と し て 約 6 mg) の 同時 投与 に よ 
る 影響 は みとめ られ な か つた . 

2. - チ モラ ン 服 用 (同上 ) 時 の 副作用 の 軽減 化 に 対す る 


7 
与 の 
サン 
の 
か 
法 
6 で 
3 
の 


18 


グ ョ ン サ ン 錠 (同上 ) の 同時 投与 に よる 効果 は みとめ られ 
な か っ つた. 

終り に 本 研究 が 埼玉 県 公衆 衛生 研究 費 の 補助 に ょ よっ つて 
行わ も ん た も の で ある と と を 人 附 記し 謝意 を 表す る . 
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TRIAL FOR REDUCING THE TOXICITY OF 4-IODO-THYMOL BY THE 
USE OF GLUCURONIC ACID PREPARATION 


YOSHITAKA KOMIYA, AKIO KOBAYASHI & TAKAMOTO SUGIYAMA 
(Department of Parasitology, National Institute of Health, Tokyo, Japan) 


Glucuronic acid is now being applied to the detoxication of some chemicals, because of 


it’s characteristic activities for detoxication and/or promoting the liver function of the patients. 


If glucuronic acid should be proved to be effective on reducing toxicity of anthelmintics, 


this compound would be usefully available in mass-treatment along with the ‘anthelmintics. 


Present study was chiefly designed to know whether glucuronic acid wouid etfect on 


reducing the toxicity of 4-iodo-thymol, an anthelmintic for ancylostomiasis, when both the 


compounds were adminstered to the patients with hookworm. 


Glucuronic acid preparation (Guronsan) was given orally to 100 patients harbouring hook- 


worm at a dose of 6mg of glucuronic acid lactone per Kg and at the same time 100 mg/Kg 


of 4-iodo-thymol. Control group consisting. of 121 patients was treated with the anthelmintic only. 


The results were no differences in toxicity as well as in cure rate of 4-iodo-thymol 


between the group treated with Guronsan and.that non-treated. 
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大 腸 バ ラン チ ジ ウム に 対す る 各種 動物 


正常 血清 の 為 害 作用 補遺 
陵 功 


慶応 義塾 犬 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 (主任 松林 久吉 教授 ) 
(昭和 35 年 8 月 19 日 受領 ) 


言 

Buchner (1889) が zn vztro で 正常 血清 に 殺菌 作用 を 
認め て 以来 。 これ と 相似 た 障害 作用 は 原虫 に つい て も 認 
め ら れ , これ ら の 非 特 異 的 作用 に つい て 多く の 研究 が な 
され て 来 た . 

この 障害 作用 の 因子 と し て , 細菌 の 面 で は 正常 殺菌 素 
(正常 抗体 ) と 補 体 の 協力 に よる 殺菌 系 が 認め られ て い 
る . 一 方 近年 Pillemer et aZ. (1954) は properdin な る 
物質 が 自然 免疫 の 因子 と し て 血清 中 に 存在 する こと を 発 
見 し , この properdin は 補 体 と Mg イオ ン の 協力 の も 
と に 非 特 異 的 に 殺菌 , ビー ルス 中 和 , 溶血 作用 を 起こ す 
こと を 明らか に し た . properdin は 特種 な 非 特 異 抗体 で 
あぁ つて , 従来 知ら れ て いた 正常 抗体 と は 別 の 物質 と 考え 
られ る が , 最近 , Nelson(1958) は この 両者 を 同じ 物質 と 
みな す 仮 説 を 発表 し て お り , 両者 の 異同 に つい て は 未だ 


' 明 確 な 結論 は 得 ら れ て いな い . な お 以上 の 殺菌 系 の ほか 


に , 補 体 の 協力 を 必要 と し な い 二 三 の 殺 菌 物 質 も 知ら れ 
て いる が , この も の は 自然 免疫 の 因子 と し て は あぁ まり 大 
き な 役 割 を 果して いな いと 考え られ て いる . 

原虫 の 面 で の 障害 因子 と し て , 正常 抗体 と 補 体 の 協力 
に よる 系 が 認め られ て いる が , properdin の 系 に つい て 
は 未だ 検討 が な され て いな か つた . すなわち 障害 因子 が 
正常 抗体 の 系 に よる も の か , properdin の 系 に よる も の 
か , ある い は また 原虫 の 種類 こと よう つて この 両 系 の いずれ 
か に 規定 せら れ て いる も の か , この 点 明 ら か で な い . な 
お 補 体 その も の を 障害 因子 と みな す 説 も 見 られ る が , 補 
体 が 抗体 の ご と き 媒 介 者 の 協力 な し に 直接 に 抗原 に 作用 
する こと は 考え られ な い の で , この よう な 説 は 認め 難 

前 報 に だ お いて 私 は 豚 の Balantidium colz に 対す る 正 
常 血清 の 作用 , 並び に その 作用 因子 の 本 態 に つい て 次 の 
点 を 明らか に し た . 人 , 和牛 , 馬 , 豚 , 羊 , 兎 , モル モッ 
ト , ラッ テ の 新鮮 な 正常 血清 は いずれ も in vitro で B. 


coli を 殺す 作用 が あり , この 作用 因子 と し て 上 記 の pro- 
perdin が 必要 で ある . 言い 換え る と , この 選 . co 殺 
滅 作 用 の 因子 は properdin の 系 で あぁ ある と みな され る . 
また マウ ス 血清 に は この よう な 障害 作用 が 認め られ な 
い . その 理由 は , マウ ス 血清 の 補 体 成分 が 欠け て いる 
か , また は その 補 体 作用 が 不 完全 な た め と 考え られ る . 
これ ら の 結論 を 通じ て , 補 体 が 本 障害 作用 に お いて いか 
な る 役割 を も つも の で ある か と いう 点 が , 追究 を 要する 
問題 と し て 残さ きれ て いた . 

本 研究 は 前 報 に 引 続 い て 上 記 の 問題 を 追求 し た も の で 
あぁ あり, 若干 の 見 る べき 成績 を 得 た の で ここ に 報告 する . 
実験 方 法 及 び 実 験 結果 
実験 1. 補 体 を 添加 し た マウ ス 正常 血 清 の B. coti 

に 対す る zz vztro の 作用 

マウ ス 血 清 は 単独 で は 選 . coZz を 障害 する 力 を も た な 
い . これ は マウ ス 血 清 の 補 体 が 不 完全 な た め と 考え られ 
る . この 点 を 確か め る た め に , マウ ス 血 清 に 他 種 動物 の 
血清 を 稀釈 し た も の を 補 体 と し て 添加 し , この 混合 液 を 
被 検 血清 と し て これ に 玉 . coz を 加え , その 貝 体 像 の 変 
化 を 追求 し た . 

材料 及び 方 法 被 検 血清 : 血清 は いずれ る も 健康 な 動物 
か ら 採 血 し て 凝固 分 離し た も の で , 採血 後 15~20 時 間 
の 新鮮 な も の を 実験 に 用 いた . 

マウ ス 血 清 に 補 体 と し て 添加 する 稀釈 血清 は , 補 体 と 
し て だ け の 作用 を 充分 に も つた も の で あつ て , その も の 
だ け で 選 . coli に 対し て 障害 作用 を 起こ す も の で あつ て 
は な ら な い . 前 報 に だ お いて, 人 , 兎 , ラッ テ , モル モッ 
ト の 各 血 清 の 選 . coZz 殺 滅 作用 は リン ガー 液 に よる 最高 
1:8 稀釈 まで に 陽性 で , 1 : 16 以上 が 陰性 の 結果 を 得 
た . 従 つ て これ ら の 血清 を 補 体 と し て 用 いる 場合 の 濃度 
は , これ を マウ ス 血 清 と 混合 し た 時 の 終末 濃度 で 1 : 16 
以上 で な けれ ば な ら な いこ と が 分 か る . この よう な 条件 
を 満た し 得る も の と し て 1 : 10 稀 釈 の 血清 を 補 体 と し で 
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第 1 表 人 補 体 を 添加 し た マウ ス 正 常 血清 に # け る 選 . coz の 死 虫 体 数 の 百分率 (実験 1) 


被 検 血清 対 血 
作用 時 間 マウ ス 血 1 : 1 マウ ス 血 清 1 : 1 マウ ス 熱血 : 1 リンガ ガー 液 マウ 血清 1 :10 
0.15 ml 0.15 ml 0.15 ml 0.15 ml 0.15 ml 
人 血清 1 :10 人 1 :10 1 :10 人 血清 1 :10 人 1: 
0.15 ml 0.15 ml 0.15 ml 0.15 ml 0.15 ml 
15 72% 0% 8% 6% 
30 92 0 10 10 12 
60 96 0 38 6 10 
120 96 の 34 26 8 
で る こと に し た . 2 表 補 体 を 添加 し た マウ 正常 血 け る 


先ず 人 血清 を リン ガー 液 で 1 : 10 稀釈 し た 落 液 を 作 
り , その 0.15 ml を 小 試験 管 に 入れる. 次 いで この 中 
に マウ ス 血 清 0.15 ml を 加え , よく 混和 する . 

別に 4 本 の 小 試験 管 を 用 意 し , 被 検 血清 に 用 いた と 同 
じ 血 清 及 び リ ン ガ ー 液 を 次 の ご と くく 処理 し て 混合 し た も 
の を , 対 居 に 置い た . すなわち 第 1 表 に 見 られ る ご と く 
対照 の 第 1 管 は 人 血清 を 56°C 30 分 間 の 加熱 に よ つ て 非 
働 性 と し た も の を リン ガー 液 で 1:10 稀 釈 し た も の と 無 
処置 の マウ ス 血清 と を 各 0.15 ml あぁ て 混和 し た も の で 
ぁ あり, 第 2 管 は 同じ 加熱 に よ つ て 非 働 性 と し た マウ ス 血 
清 と 無 処置 の 人 血清 を 1 : 10 稀 林 し た も の と を 各 0.15 
ml あぁ て 混和 し た も の で あり , 第 3 管 は 無 処置 の 1 : 10 
条 釈 人 血清 と リン ガー 液 と を 各 0.15 ml あて 混和 し た 
も の で ある . 

虫 体 像 の 観察 : 上 記 の 被 検 血清 , 対照 血清 の 各 管 に そ 
れ ぞ れ に 述べ る 選 coz 浮 液 0.03 ml あ 
て を 加え て , 混和 する . これ を 直ちに 恒温 槽 に 入れ て 
37°C に 保ち , 15 分 , 30 分 , 60 分 , 120 分 後に お ける 由 
体 像 を 弱 拡 大 (80 倍 ) で 鏡 検 し た . 

次 に マウ ス 血 清 に 添加 する 補 体 と し て 了 束 , ラッ テ , モ 
ル モ ッ ト の 各 血 清 を それ ぞ れ 人 血清 に お ける と 同じ く リ 
ン ガ ー 液 で 1 : 10 稀釈 し た も の を 用 いて 上 記 と 同 じ 方 法 
で それ ぞ れ 実験 を 行 な つ た . な お 対照 は 第 2~4 表 に 見 
られ る ご と く 人 血清 を 補 体 と し た も の (第 1 表 ) と 同じ 要 
領 の も の で ある . 

coli リン ガー 浮 液 : 実験 に 用 いた は 
の 盲腸 内 か ら 分 離し て , 減 菌 し た 米粉 を 添加 し た Bala- 
muth 培地 に 長期 間 継 代 培 養 し た 株 で , その 最終 継 代 後 
20~24 時 間 経過 し た も の で ある . 先ず 培地 の 底 に 沈ん 

se だ 忠 体 を 残し て 上 清 を 捨て る . 次 いで リン ガー 液 を 加え 
て 軽く 混和 し た も の を 手動 遠心 沈 涯 器 に か け , 忠 体 が 壊 
われ な いよ うに し ず か に 10~15 和 廻 転 さ せ て 中 体 を 沈め , 
上 清 を 捨て る . この よう な 操作 を 2 回 反復 し て 躍 体 を 洗 


の 死 虫 体 数 の 百分率 (実験 1 ) 


被 検 血清 対 照 血 清 
15 ml 0. 15 ml_ 
6%  ・ 0% 0% 
30 22 0 
60 44 る 2 
120 38 0 0 


第 3 表 ラッ テ 補 体 を 添加 し た マウ ツ ス 正常 血清 に お 


ける の 死 体 数 の 百分率 (実験 1) 


被 検 血清 対 
時 間 0.15 0. mh: ml 
(分 ) + 
10 血清 1 : 0:15 ml 
ml 0:18 0.15 ml 
15 100% 0% 100% 4% 
30 100 4 98 4 
60 100 0 100 0 
120 100 4 100 2 


第 4 表 モル モッ ト 補 体 を 添加 し た マウ スネ 正常 血清 に 3 
ける co の 死 虫 体 数 の 百分率 (実験 1) 


被 検 血清 対 血 
時 間 0.15 m 0.15 m 0.15 m 
0.15 ml 
(分 モル モッ ト モル モッ ト を る 
ml 
15 0% 0% 0% 2% 
30 4 4 16 16 
60 2 0 ‘22 10 
120 2 14 
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. つた 体 に ご く の リン ガー 液 を 加え て 混和 
し , 貝 体 の 濃厚 浮 湊 液 と する . 加え る リン ガー 液 の 量 は 
虫 体 数 が 略 5X10s/Iml と な る よう に 適宜 加減 し た . 

結果 マウ ス 血 清 に 人 , 兎 , ラッ テ の 各 補 体 を 添加 し 
た も の で は , 第 1~3 表 に 見 られ る ご と くそ れ ぞ れ 死亡 
し た coli が 多数 認め られ , coz 作用 を 起こ 
すこ と が 分 か つた . 一 方 マウ ス 血 清 に 不 活性 補 体 を 添加 
し た 対 照 で は 本 作用 が 認め られ な か つた . また マウ ス 加 
熱血 清 に 補 体 を 添加 し た 対照 で は , 添加 補 体 と し て 用 い 
た 血清 の 動物 種 に よ つ て 本 作用 が 認め られ る も の と 認め 
られ な いも の と が あぁ る こと が 分 か つた . すなわち 添加 補 
体 と し て , ラッ テ 血 清 を 用 いた も の で は 被 検 血 清 と 同じ 
程度 に 認め られ , 兎 血清 を 用 いた も の で は 全く 認め られ 
な い . また 1: 10 稀釈 マウ ス 血 清 に 1 : 10 稀釈 人 血清 を 
添加 し た も の で は 本 作用 が 認め られ な か つた . これ ら の 
結果 か ら , マウ ス 血 清 は 単独 で は 選 . co 殺 滅 作用 を 起 
こす 力 が な い が , これ に 他 種 動物 の 補 体 を 添加 する こと 
に よ つ て この 作用 を 起こ す 力 を も つよ うに な る こと が 分 
か る . 

一 方 マウ ス 血 清 に モル モッ ト 補 体 を 添加 し た も の で 
は , 第 4 表 に 見 られ る ご と く 死 亡 し た 選 . coZz は 認め ら 
れず , 上 記 の ご と き 選 D. coz 殺 滅 作用 は 起き な いこ と が 
分 か つた . これ は マウ ス 血 清 だ が モルモット 補 体 の 作用 を 
限 止 する 抗 補 体 作用 を も つた め と 考え られ る . 

実験 2. zymosan 処理 を し て 補 体 を 添加 し た マウ ス 
正常 血清 の に 対す る vztro の 作用 

前 実験 で マウ ス 血 清 に 人 , 兎 , ラッ テ の 各 補 体 を そ 


. れ ぞ れ 添加 し た も の は いずれ も 選 . coZz 殺 滅 作用 を 起こ 


すこ と が 分 か つた . また 前 報 に お いて , 人 血清 の B. coZz 
殺 減 作用 の 因子 と し て properdin が 必要 で あり , pro- 
perdin 系 すなわち properdin・ 補 体 ・Mg イオ ン , が 
その 作用 因子 と みな され る こと を 明らか に し た . 従 つ て 
補 体 を 添加 し た マウ ス 血 清 に お いて , マウ ス 血 清 の 側 の 
作用 因子 は properdin で ある と 考え られ る . この 点 を 確 
か め る た め に , 次 に 述べ る ご と き 方 法 で zymosan 処理 
を 行 な つ た マウ ス 血 清 に 補 体 を 添加 し て , 上 記 の 作用 が 
現われ る か 癌 か を 追求 し た . 

材料 及び 方 法 zymosan 処理 を 行 な つ た マウ ス 血清 
に , 補 体 と し て リン ガー 液 で 1: 10 稀釈 し た 人 血清 を 添 
加 し た も の を 被 検 血清 と し て , 前 実験 と 同じ 方 法 で 選 . 
coli に 対す る 作用 を みた . zymosan 処理 の 方 法 は 次 の 
を て で あ る: 

zymosan 処理 : zymosan は 酵母 の 皮膜 か ら 得 ら れる 


第 5 表 zymosan 処理 を し て 人 補 体 を 共 加 し た マツ え 
正常 血清 た に た け る の 体 数 の 百分率 


(実験 2 ) 
zymoson 原 末 zymosan 原 末 zymosan 原 末 
マウ ス 血 清 マウ ス 清 マウ ス 清 
17 1°C 75 分 17+1°C 75 分 
37 1°C 20 分 。 0~5°C 20 分 。 10 95 分 ・ 
間 zymosan zymosan zymosan 
一次 処 理 一 次 処理 処理 対 
分 マウ ス 血 清 1:1 マウ ス 血 清 1:1 マウ ス 血 清 1:1 
< 0.15 ml 0.15 ml 0.15 ml 
十 + 
人 血清 1 : 10 人 血清 1 : 10 人 血清 1 : 10 
0.15 ml 0.15 ml 0.15 ml 
15 0% 0% 2% 
30 14 30 74 
45 42 52 96 
60 24 38 92 


物質 で , 水 に 不 深 性 で ある . この 物質 は 10~15°C で 
properdin と 結合 し て properdin-zymosan 結合 物 と な 
る . この 結合 物 を 除い た も の が zymosan 処理 血清 で あ - 
り ,。 この 血清 の 中 に は properdin は 消失 も し く は 減少 し 

zymosan 処理 の 操作 は 11°C の 室温 に お いて 行 な つ 
た . 方 法 は 人 血清 に つい て 行 な つ た Pillemer et aZz. 
(1954, 1956) の 原 法 を 準用 し た . zymosan は Nutritional 
Biochemicals Corporation (Cleveland, Ohio) の 製品 を 
用 いた . 第 5 表 に 見 られ る ご と く , 小 試験 管 3 本 を 用 意 
し , 生理 食塩 水 0.08 ml ぁ て を 3 本 の 小 試験 管 に 分 注 
し , これ に zymosan 1mg ぁ あて を 入れ て よく 混和 する . 
これ に マウ ス 血 清 "リリ sml あて を 加え て , 綿 栓 し , その 作 
用 を 止め る た め に 一 上 0~5°C に 冷却 する . 次 いで 第 1 
管 (zymosan 二 次 処理 ) は 氷水 浴 で 17+1°C に 75 分 間 . 
保つ た 後 , 引続き 恒温 槽 で 37°+1°C に 20 分 間 保 つ . 
第 2 管 (zymosan 一 次 処理 ) は 先ず 第 1 管 と 同じ く 氷 水 . 
浴 で 17+1°C に 75 分 間 保 つた 後 , 引続き 0~5°C に 
20 分 間 保 つ . 第 3 管 (zymosan 処理 対照 ) は 水浴 で 10 二 
1°C に , 被 検 血清 と 同じ 95 分 間 保 つ . 以上 の zymosan 
処理 の 間 に お いて , zymosan は 沈 拉 す る の で 時 々 各 管 を 
振 つ て zymosan を 浮 涯 させ る . 所 定 の 時 間 処 理 し た 後 
は , 直ちに 各 管 と も 温度 を 0~5°C に 下げ て zymosan 
の 作用 を 止め る . 次 いで 各 管 の 内 容 を 3 本 の スピ ッ ツ グダグダ 
ラス に それ ぞ れ 手早く 移し て , 氷水 で 冷却 し つつ 3,006: 
r.p.m. 15 分 間 沈 て 浮 し て いる zymosan を 
底 に 沈め , 上 清 の 血清 だ け を 別 の 3 本 の 小 試験 管 に それ . 上 
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ぞ れ 0.3 ml あぁ て 手早く 移す -. 
結果 結果 は 第 5 表 に 示し た . 表 に 見 られ る ご と く , 
zymosan 一 次 処理 血清 は co を 殺す 作用 が 対照 
清 に 比較 し て 弱く , 二 次 処 理 血 清 は 更に 弱い . 一 方 , 対 
照 血清 に お ける この 作用 の 強 さ は 前 実験 の 被 検 血清 の そ 
れ に ほぼ 近い . すなわち マリウス 正常 血清 は , zymosan 処 
理 に よ つ て properdin を 除く と , これ に 補 体 を 添加 し て 
も 選 . coz: を 殺す 作用 能 を も た な いこ と が 分 か つた . 
従 つ て 補 体 を 添加 し た マウ 正常 血清 の 殺 作 
用 に お いて , マウ ワ ス 血 清 の 側 の 作用 因子 と し て proper- 
din が 不可 欠 の 因子 で ある . 言い 換え る と 本 作用 因子 の 
本 態 は properdin の 系 で ある と みな され る . 
実験 3. マウ ス 正 常 血清 を 添加 し た モル モッ ト 正常 
血清 の に 対す る zn vztro の 作用 
前 実験 (実験 1 ) に より , モル モッ ト 補 体 の 作用 を 阻止 
する 抗 補 体 因子 が マウ ス 血清 中 に 存在 し , この た め に 
玉 . cou 殺 滅 作用 が 現われ な いこ と が 分 か つた . 次 に マ 
ウス 血清 を リン ガー 液 で 階段 稀釈 し て 何 倍 稀釈 まで に こ 
の 阻止 作用 が 見 られ る か を 追求 し た . 方 法 は 次 の ご と く 
で ある . 
第 6 表 マウ ス 正 常 血 消 を 加 し た モル モッ ト 正 常 血清 
に ける の 死 虫 体 数 の 百分率 (実験 3) 


被 検 血 清 
作 マウ ス 
時 0.15ml 1 :1 1:41:16 1:64 清 1:1 一 液 
0.15ml 
+ 十 

分 モル モ モル モ 

清 

0.15ml 0.15ml 
30 2% 88%100%100%% 90% 96% 
60 98 100 100 
90 4 88 100 98 100 94 
120 2- 84 100 98 100 100 


小 試験 管 6 本 を 用 意 し , 第 6 表 に 見 られ る ご と く , モ 
ル モ ッ ト 血 清 0.15ml あぁ あて を 入れ , これ に マウ ス 血 清 の 
4 倍 4 階段 に 稀釈 し た も の 0.15 ml あぁ て を 添加 し て , 
よく 混和 する . 以下 前 実験 と 同じ 方 法 で 忠 体 像 の 変化 を 


追求 し た . 

結果 は 第 6 表 に 示し た よう に , 第 1 管 で は 実験 (1 ) の 
き (第 4 表 ) と 同様 に 作用 が 完全 に 阻止 
され , 第 2 管 で は 軽度 の 阻止 が 見 られ た . この 第 2 管 の 
混合 液 の 全量 は 0.3ml で あぁ あり, その 中 に 含ま れる 1: 4 
希釈 の マウ ス 血 清 は 0.15 ml で ある か ら , この 全量 0.3 


ml に 対す る マウ ス 血 清 の 濃度 すなわち 終末 濃度 は 1: 8 
で ある . 従 つ て マウ ス 血 清 の 終末 濃度 1 : 8 まで に 陽 止 
作用 が 認め られ た こと に な る . 
総括 及び 考察 

(1) 補 体 を 添加 し た マウ ス 正 常 血清 に お ける tn vitro 
の . co 作用 の 因子 に つい て 

properdin 補 体 : マウ ス 血 清 は 単独 で は に 対 
する 障害 作用 を も た な い が , これ に 人 の 補 体 を 添加 する 
と 選 . coli を 殺す 作用 能 を も つよ うに な る こと が 分 か 
つた . 兎 ま た は ラッ テ の 補 体 を 添加 し て も 同じ こと で あ 
る (実験 1). すなわち この coz 殺 作用 が 起こ る た 
め に は マウ ス 血 清 中 に 含ま れる 因子 と 補 体 と の 協力 が 必 
要 で あぁ あり, この マウ ス 血 清 の 側 の 因子 と し て properdin 
が 必要 で ある こと が 分 か つた (実験 2 ). 従 つ て 本 作用 が 
起こ る た め に は properdin と 補 体 と の 協力 が 必要 で あ 
り ,。 言い 換え る と 本 作用 を 起こ す 血 清 因 子 は properdin 
の 系 で ある . | 

な お 第 1 表 に 見 られ る ご と く , 対 居 の 1:10 稀釈 の マ 
ウス 血清 に 1: 10 稀釈 の 人 血清 を 補 体 と し て 漂 加 し た 場 
合 に 作用 が 現われ な いこ と が 分 か つた . これ は マウ ス 血 
清 中 の properdin が 比較 的 に 高い 濃度 で な けれ ば 選 . 
colz に 対し て 作用 し 得 な いこ と を 示す も の で あぁ る. この 
こと は , 前 の 報告 に お いて 人 , 牛 , 馬 , 豚 , 羊 , 兎 , ラ 
ッ テ , モル モッ ト の 各 血 清 を 稀釈 し て 選 . colz に 対す る 
作用 を みた 結果 , これ ら の 血清 の 比較 的 高 濃度 すなわち 
1:2~1:8 稀釈 まで に 作用 が 認め られ た 結果 と 一 致す 
る 

マウ ス properdin と 正常 抗体 : 対照 血清 の 中 で , 特に 
ラッ テ 補 体 を 添加 し た マウ ス 加 熱血 清 で は 選 . coz 殺 減 
作用 が 強く 現われ て いる (第 3 表 ). この マウ ス 加 熱血 清 
は 56°C 30 分 間 加 熱し た も の で あぁ る が , 60°C 30 分 間 
加熱 し た も の で も 同じ 結果 が 得 ら れ た . ラッ テ 補 体 を 添 
加 し た マウ ス 加 熱血 清 に お いて 何故 に この よう な 変化 が 
見 られ る か は 更に 実験 的 に 追 完 し な けれ ば 分 か ら な い 
が , お お よそ 次 の ご と き 可 能 性 が 考え られ る . 第 一 は マ 
ウス 血清 の 側 の 因子 が properdin で な く て 正常 抗体 で は 
な か ろう か と いう こと で ある . この 点 は 実験 (2) で 2y- 
mosan 処理 し た マウ ス 血清 に 補 体 を 添加 し て も 作用 が 
充分 に 現われ な いこ と か ら 人 韻 定 出来 る と 考え られ る . 第 
二 は 人 の properdin は Pillemer et aZ. (1954) に よる と 
血清 中 に 含ま れ た 状態 に お いて は 56°C 30 分 間 の 加 封 
に よっ つて 完全 に 不 活 性 化 さ れる と いう が , マ ワ ウス pro- 
perdin の 熱 耐 性 は 人 properdin の それ より も 高い の で は 


3 
— 
(22) 


上 


な か ろう か と いう こと で ある . も し そう で あれ ば , 56°C 
30 分 間 の 加熱 に よ つ て 非 働 性 に し た マウ ス 血清 中 に は 
活性 の properdin も 多少 残 つ て いる こと が 想像 され る . 
一 方 ラッ テ 血 清 中 に 含ま れる properdin の 量 は 他 の 動物 
の それ に 比較 し て 多い こと が Pillemer et aZ. (1954) に よ 
つて 報告 され て いる . すなわち 補 体 と し て 添加 する た め 
に 1:10 稀釈 し た ラッ テ 血 清 中 に も 相当 量 の properdin 
は 含ま れ て いる わけ で ある . 従 つ て マウ ス 加 熱血 清 中 の 
活性 の properdin と 1:10 稀 板 テ ラッテ 血清 中 の proper- 
din は それ ぞ れ 単独 で は 少量 の た め 作 用 能 を も た な い が , 
両者 が ーー しょ に な る と 作用 能 を も つ 量 に 達する た め に , 
この properdin が 補 体 と 協力 し て 作用 を 現 わ す も の と 考 
えら れる . 

マウ ス properdin の 熱 耐 性 が 高い と する と , その 理由 
が マウ ス properdin の 性 状 に 基づく も の か , また は 他 の 
共存 因子 の 影響 に よる も の か 明らか で な い . 後者 の 場合 
マウ ス 血 清 は 先 に 述べ た ご と く 補 体 成分 が 欠け て いる と 
も 考え られ る の で , この 補 体 成分 を 補う こと に よ つ て 
properdin の 熱 耐 性 が 低下 する こと も 予想 され る . この 
点 を 確か め る た め に , マウ ス 血 清 に ご く 少量 すなわち 
その 小 s 量 の モル モッ ト 血 清 を 加え て か ら 56°C 30 分 間 
加熱 に より 非 働 性 と な し , これ に 補 体 と し て 1 : 10 稀 
の ラッ テ 血 清 を 添加 し た も の を 被 検 血清 と し て 選 . coli 
に 対す る 作用 を 追求 し て みた 結果 , その 死 虫 体 数 の 百 分 
率 は , マウ ス 血 清 だ け を 加熱 非 働 性 と し た 第 1 表記 載 の 
も の と 同じ く 98~100 % の 高 率 が 得 ら れ た . 一 方 , 同じ 
く モ ル モ ッ ト 血 清 を 加え て 加熱 非 働 性 と し た マウ ス 血 清 
に 補 体 と し て 1: 10 稀釈 の モル モッ ト 血 清 を 添加 し た も 
の で は 死 虫 体 数 の 百分率 も や は り 98~100 % を 示し , モ 
ル モ ッ ト 血 清 だ け を 加熱 非 働 性 と し た 第 1 表記 載 の 0~ 
22 % よ りゃ も 著しく 高い 率 が 得 ら れ た . マウ ス 血 清 を 加 
熱 非 働 性 と する 際 に 少量 添加 し た モル モッ ト 血 清 の 代り 
に 人 血清 を 用 いて みて も 結果 は 同じ こと で あぁ つた. す な 
わ ち マリウス 血 清 の 補 体 成分 を 補 つ て か ら 加 熱 非 働 性 に す 
る こと に よ つ て マウス properdin の 熱 春 性 が 低下 する と 
予想 し た こと と は 相反 し て , 熱 耐 性 は 増強 し 安定 と な る 
こと が 分 か つた . この よう な 事実 が 何故 に 起こ る か は 免 
疫学 的 に 説明 し 難い 所 で ある . 

マウ ス 補 体 : 前 報 で , マウ ス 血 清 の 単独 で は tn viztro 
で 選 . coz に 対す る 障害 作用 を も た な いこ と を 明 ら か 
に し , その 理由 が マウ ス 補 体 の 成分 が 欠け て いる か , ま 
た は その 作用 が 不 完全 な た め と みな し た . 
細菌 学 の 領域 に お いて も これ と 相似 た 現象 が tm vitro 
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で 認め られ て いる . すなわち 川島 (1954), Marcus et a【. 
(1954) は マウ ス 血 清 中 に 各種 細菌 に 対す る 殺菌 力 が 証明 
され な いと いい , Muschel et aZ. (1956) は Salmonella 
typhosa 0901 に 対す る マウ ス 血清 殺菌 力 の 欠 除 は 補 体 
成分 の C2 及び C3 が 欠け て いる た め と し て いる . Ritz 
(1911) は マウ ス 血 清 が 深 血 系 補 体 作用 を 示さ ぬこ と を 認 
め , その 原因 が 末 節 の 欠損 に ある と 報告 し , Brown (1943) 
は これ を 更に 追求 し , その 欠損 因子 が C2 で ぁ る と 報 
告 し た . Rice 委 Crowson (1950) は 標準 深 面 系 を 使用 し 
た マウ ス 血 清 の 体 作用 は 1 ml に つき 10 単位 
下 で あり, C1 は 390 単位 , C2 及び C'*4 は 10 単位 以 
下 , C'3 は 50 単位 以下 で ぁ る と 報告 し た . 一 方 Rosen- 
thal (1913) は zn vitro で マウ ス 血 清 が 補 体 作用 を 欠く 
原因 は , マウ ス よ り の 採血 に 際 し て モル モッ ト 等 で は 起 
こら な い 抗 補 体 過程 が 血清 中 で 行なわ れる た めで ある ろう 
と 考え , 川島 (1957a) は この 説 を 認め , 標準 深 血 系 及び 
殺菌 系 に お ける 広い 意味 の 抗 補 体 過程 , な いし は 血清 妥 
質 系 の 変化 が 起こ る た め と みて いる . この 説 の 根拠 と し 
て Rosenthal (1913) は Trypanosoma 感 決 マッ ウス を 用 
いて マウ ス 血 清 に vzvo で 補 体 作用 を 認め , 平林 ら 
(1954) は 溶血 系 を 用 いて 同じ く 補 体 作 用 が 認め られ る こ 
と を 報告 し て いる . な お McGhee(1952) は きわ め て 少な 
い 感 作 血 球 を 用 いれ ば vitro で も マウ ス 血 清 に 溶血 
力 が 存在 する こと を 指摘 し て お り , 川島 (1957b) は 稀 導 
溶血 系 を 用 いて 同じ く マ ウス 血清 に 落 血 系 補 体 作用 を 認 
め て いる . つま り マ ウス 補 体 の 作用 は tn vitro と tin 
vvo と で 多少 趣 を 異 に し て お り , この 点 は マウ ス 血 清 
の zn vztro で の 補 体 作用 が 何故 に 不 完全 で あぁ る か を 理 
解す る 上 の 手がかり と な つて いる . 

(2) モル モッ ト 補 体 を 添加 し た マウ ス 正 常 血清 に お け 
る tn vitro の B. coz 殺 滅 作用 の 阻止 に つい て 

抗 補 体 作用 : マウ ス 血 清 に 人 , 兎 , ラッ テ の 各 補 体 を 
添加 し た も の で は いずれ も co 殺 作用 が 認め らち られ. 
た が , モル モッ ト 補 体 を 添加 し た も の で は 同じ 作用 が 認 
め ら れ な い ( 実 験 1, 第 1~4 表 ). すなわち マウ ス 血 清 は 
モル モッ ト 補 体 の 作用 を 阻止 する 抗 補 体 作用 を も つこ と 
が 分 か る この 了 作 用 は マウ ス 血 清 の 1 : 4 稀 な : 
わ ち 終末 濃度 1 : 8 まで に 認め られ た (実験 3, 第 6 表 ). 
また この 阻止 作用 は マウ ス 血 清 を 56°C 30 分 間 加 熱 記 
よ つ て 非 働 人 性 に し た も の で は 認め られ な い ( 第 6 表 ). 
Rice 用 Crowson (1950) は 落 血 系 を 用 いて マウ ス 血 清 
が そ モルモット 補 体 に 対し て 抗 補 体 性 に 作用 する こと を 誠 
め , 川島 (1957a) は この 作用 に つい て 研 完 報 告 を 行なっ 
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た . 落 血 系 に お ける この よう な 限 止 作用 は , モル モッ ト 
補 体 に 対す る マウ ス 血 清 の 抗 補 体 作用 に 基づく と いう 点 
で 私 の 上 記 実 験 の 結果 と 一 致す る . 

補 体 を 添加 し た マウ ス 正 常 血清 が 戸 . coZ7 (培養 虫 体 ) 
に 対し て zn vitro で いか な る 作用 を も つか を , また そ 
: の 作用 因子 の 本 態 を 追求 し た 結果 を 要約 する と 次 の ご と 
く で ある . 

(1) マウ ス 血 清 は 単独 で は 戸 . coz を 殺す 作用 能 を も 
た な い が , これ に 人 , 兎 , ラッ テ の 各 補 体 を 添加 する と 
いずれ も この 作用 能 を も つよ うに な る . この 選 . coli 
殺 滅 作用 の 血清 因子 は properdin の 系 で あぁ あり, すなわち 
マ ワ ウス properdin と 添加 補 体 と の 協力 に 基づく も の で あ 
る. 
(2) モル モッ ト 補 体 を 添加 し た マウ ス 血 清 は B. coZi 
に 対し て 全く 障害 カカ を も た な い . これ は , マウ ス 血 清 が 
モル モッ ト 補 体 に 対し て も つ 抗 補 体 作用 に よ ょ つて, 貝 体 
に 対す る 障害 作用 が 阻止 せら れる た めで ある . 

稿 を 終わ る に 臨み , 御 指 導 衛 校 関 下 さ つ た 松林 久吉 教 
並び に 浅見 敬三 助教 授 に 深く 感謝 する . また 伝染 研 
: 完 所 の 山本 正助 教授 の 御 助 言 に 感謝 する . 
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ON THE DELETERIOUS EFFECT OF NORMAL SERA OF ANIMALS 
AND MAN UPON BALANTIDIUM COLI IN VITRO 
A SUPPLEMENTAL STUDY 


SHIKO FUJIOKA 
(Department of Parasitology, School of Medicine, Keio University, Tokyo, Japan) 


In the previous report it was elucidated that normal sera of man, cow, horse, pig, sheep, rabbit, 
guinea pig and rat had effect to kill Balantidium coli in vitro. This effect was attributed to 
the properdin system contained in those sera. Serum of mouse did not have the same effect, 
probably due to the lack or insufficiency in amount of complement. The role played by the 
complement in this deleterious effect of normal sera upon Balantidium coli was studied in this 
experiment. 

The sera of man, rabbit and rat were diluted to 1: 10 with Ringer solution and 0.15 ml 
of each diluted serum was added to the undiluted mouse serum separately. Each of these serum 
mixture was found to have a prominent killing effect upon the Balantidium coli, when the 
‘organisms were put into the mixture. When the mouse serum was inactivated beforehand, the 
mixture did not show the effect at all. These results indicated that the mouse serum became 
to have the killing effect upon the Balantidium coli when it was added with complement, and 
the complement itself had no effect when it was diluted to 1:10. It was also proved that the 
effect disappeared when the mouse serum was treated with zymosan beforehand. The effect is, 
therefore, due to the combined action of properdin contained in the mouse serum and the 
complement added to it. Serum of guinea pig, however, did not support the mouse serum to 
kill the Balantidium, when the former was used as the complement. This is due to the anticom- 


plementary action of mouse serum against the serum of guinea pig. 
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遇 虫 の 発育 初期 の 生理 に 関す る 研究 


(1) 単細胞 期 か ら 虫 に 至る 発育 期 に け る 
酸素 消費 の 動き ミ に つい て 


川副 時 
慶応 大 学 医学 部 学 (主任 松林 久吉 教授 ) 


(昭和 35 年 8 月 22 日 受 領 ) 


上 虫 の 形態 学 及 び 生 態 学 に つい て は 過去 に 数 多く の 研 
究 が 積 重ね られ て 居り , 従来 の 方 法 で の この 方 面 の 研究 
に は 向後 大 し た 新知 見 の 発見 を 期待 し 得 ぬ と 云 つ て も 良 
い 程 で ある . 

併 し 古 ら 生理 学 的 方 面 の 研究 は 一 部 の 研究 者 の も の を 
除い て は 殆ど 行わ れ て 居 ら ず , わが 国 で は 故 小 泉 教授 
の それ (1954) が 下 虫 症 の 発症 と 遇 虫 の 生化 学 を 結び つけ 
る 方 向 の 殆ど 唯一 の 深い 研究 と 云え よう . 極め て 最近 
の 数 ヵ年 は よう や く 幅 中 の 生化 学 に 対す る 一 般 の 関心 が 
押 ま り , 酵素 学 的 , 化学 的 発表 が 散見 され る が , それ 等 
は いづ れる もせ 食 育 遇 虫 成虫 の 代謝 に つい て の も の で あつ 
て , 幅 虫 の 発育 生理 に 関し た も の は 先ず 見 当ら な いと し 
. 

虫 卵 は 周知 の 様 に 適当 な 自然 条件 下 で 発育 し , 内 部 
に 仔 躍 を 形成 し て 感染 性 を 得 , 人 体 に 経口 的 に 侵入 し て 
か ら 後 に 血行 的 に 体内 移行 を 営ん で よう や く 小 腸 に 定 涼 
する . この 間 に あ る 一 見 奇妙 な 現象 で ある 体内 移行 の 機 
序 に つい て は 現在 の 所 全く 分 つて いな い が , これ も 発育 
初期 の 生理 の 研究 が 解決 すべ き 問 題 で ある こと は 言う ま 
で も な い . 

帆 虫 卵 の 発育 条件 に つい て は 流行 学 的 な 興味 及び 必要 
か ら 詳 し く 研 究 が 行わ れ , その 1 つと し て 無 酸 素 状態 で 
は 発育 の 行わ れ な いこ と が 用 い 1885 年 に す 
で に Hallez に よ ょ つて 明 と され て いる し , 我が国 で も 小 
林 (1922) , 大 場 (1923), 野村 ・ 土 橋 (1931) が 人 卵 
は 豚 遇 虫 卵 で 定量 的 で は な い が , 不 充分 な 酸素 の 供給 が 
発育 を 停止 させ る こと を みて いる . » 

この 問題 を 定量 的 に 観 祭 し た も の と し て は , 馬 息 虫 卵 
を 用 いた 1913 年 の Faure^-Fermiet の 研究 を 除い て は 
Brown (1928), Huff(1936), Jaskoski (1952) の 研究 が あ 
る が 後述 の 如く に これ 等 の 実験 は 方 法 の 抽 劣 さか ら 誤 つ 
た 結果 を 導い て いる . よう や く 最 近 に 発表 され た Passey 


Fairbairn (1955) に つ て 遇 の 呼吸 の 本 次 と ら 
えら れ 始 め た と し て 良い で あろ う . 
著者 の 報告 は 発育 初期 に お ける 遇 虫 卵 及び 仔 忠 の 酸素 
消費 を 観 人 符 し , これ と , 次 報 に 報 ず る グリ コー ゲン 量 の 
消長 と の 生理 的 関連 か ら 貴 仔 虫 の 宿主 体内 移行 機 庁 を 説 
明 し ょ うと する こと も 一 つの 目的 で ある . 
材料 及び 方 法 

1. 使用 し た 

属 場 か ら 運 ば れ た 新鮮 な 豚 遇 忠 の 子宮 内 卵 を と り 出 し 
て 使用 し た . 子宮 の 上 部 か ら の 貝 卵 は 不 受精 卵 や 発育 能 
力 の 未だ 備 わ ら ぬ 躍 卵 の 混入 が あつ て 実験 成績 を 狂わ せ 
る 恐れ が ある の で 膝 よ り せ い ぜ い 5~10cm 上 方 まで の 
子宮 内 容 を 培養 に 用 いた . 又 看 白 膜 の 付着 は その 粘着 性 
の た め に 均等 な 発育 を 得難い こと や 種々 な 操作 に 不便 が 
ある こと 等 か ら こ れ を 除い た . 勿論 , 酸素 消費 実験 その 
他 の 実験 で も 蛋白 膜 を 構成 する 物質 が 成績 に 影響 を 与え 
る 懸念 が な く な る と いう 点 で も 蛋白 膜 除去 は 好都合 で あ 
る . 蛋白 膜 を 除く こと に よ つ て 呼吸 ゃ 発育 に 影響 が ある 
(Huff, 1936) と の 説 も ある が , 無い と いう 説 も 多く ( 吉 
田 , 1923 ; 大 場 , 1923 ; Jaskoski, 1952), いずれ に せよ 
影響 を 同一 に する 目的 で 全 実 験 を 通じ て 蛋白 膜 を 除い 
た . 除 看 白 膜 の 方 法 は , 実験 前 半 は 浅見 ・ 小 林 ・ 斎 藤 
(1955) に 従 つ て 5 % ア ンチ フ オ ルミ ン 液 に て 40~50 分 
間 処 理 し , 後半 は Fairbairn(1957) の 云う 5 アンチ フ オ ル 
ミン は 看 白 膜 より 下層 を も と か す の で 好ま し く な いと の 
言 に つて 0.5N 性 ツー ダ に 30~60 分 間 し この 
絶え ず 振 し , その 後 水 で 3~5 回 遠心 を 
行い 完全 に アン チ フ オル ミン や 昔 性 ソー ダ を 除く 方 法 を 
用 いた . この 卵 は 完全 に 相互 の 粘着 性 が 無く 培養 容 器 内 
に 均等 に ば ら ま く こ と が 出来 た . 

2. 


0.5 % フ ォ ル マリ ン 寒 天平 板 を 作り , ここ に 上 記 の 貝 
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卵 浮 を ピペット で 薄く 均等 に 塗布 し , 27°C の 
器 に 収め みた. この 方 法 で 培養 する と 発育 の ずれ が 極め て 
少 い こと が すでに 分 つて いる (斎藤 ・ 川 副 . 1960). 

虫 卵 の 発育 期 は 単細胞 期 , 2 細胞 期 , 数 細胞 期 , 桑 実 
期 , , 仔 に 分 け , 培養 後 2 週間 後に 出来 上 つ 
た 期 に つい て は 更に 形成 後 の 日 数 に よる 比較 
実験 も 行 つ た . 

3. 人 工 脱 殻 

これ に は 次 の 2 つの 方 法 を 用 いた . 1 つ は 問 川 (1957) 
に 従 つ て 大 型 の 試験 管 に 直径 約 5 mm の 硝子 玉 約 20 個 
を 入れ , 0.85% 塩水 に 懸 せ た 仔 期 を 加え て 
く 5 へ 6 分 間 振 湯 する 方 法 で あり , 50~60 % の 脱 般 を 見 
る . 併 し 年 ら そ れ 以 上 の 脱 殻 率 を 志す と 硝子 玉 に よる 破 
損 仔 躍 が 増す . 他 の 方 法 は Fairbairn(1957) に 従 つ た . 
すなわち アン チ フ オル ミン 原液 中 に 入れ 37°C 
の 器 中 で 30 分 間 放 置 し その 間 3~4 回 提 する と 
キ チン 質 ) が 最 内 層 の うす い vitelline membrane 
の み と な る . これ を 手早く 水 で 4~5 回 遠 沈 洗 浴 し , 最 
後 の も の は Krebs Ringer Phosphate で 洗 浴 し , 沈 湾 に 
同 液 少量 を 加え ぇ 金 則 砂 を 適量 まぜ て 遠 沈 管 に ゴム 栓 を 施 
し て や や 強く 手 で 振 湯 する . この 操作 に ょ よ つて 95 % 以 
上 の 傷つか な い 脱 殻 仔 躍 を 得る こと が 出来 る . 

4. 酸素 消費 量 の 測定 法 

ワー ルプ ブル グ 検 圧 操 置 を 用 いた . 容量 約 15 ml の 容 
器 に 下記 の 如く 試料 を 入れ 37°C 又は 30°C で 1 分間 
100 回 の 振 湯 を 行い 酸素 消費 を 10 分 毎 に 型 通 り に 読ん 
だ (Umbreit, 1949 ; 吉川 ら , 1954). 

容器 内 容 は , 主 室 に 躍 卵 浮 涯 液 と Krebs Ringer Phos- 
phate 1.8 ml, 副 室 に 炭酸 ガス 吸収 の 為 20 % 昔 性 ツ ソーダ 
0.2ml を 入れ 総量 を 2.0ml と し た . 漂 加 呼吸 の 測定 
の 際 は 側室 に 0.1~0.5ml の M/10 濃度 の 基質 溶液 を 

加え , その 量 だ け 主 室 の 内 容 を 減ら し た . 

斑 適 pH 測定 の 為 の 種々 の pH の 緩衝 液 は , pH 5.0 
へ ~7.5 を 7.0~9.0 を 
PO,-NazB4O;, 10.0~11.0 を Naz:B,O,-NaOH で 作製 し 

普通 の 大 部 分 の 実験 で は Krebs Ringer Phosphate 
(pH 7.4 を 用 いた . 


実験 成績 
1. 単細胞 の 実験 
A. 酸素 消費 と pH の 関係 
除 看 白 膜 単細胞 期 偽 700 万 個 を 緩衝 液 に 懸 濁 させ た . 
緩衝 液 は 先 に 述べ た 如き 組成 で pH 5.0, 6.0,7.0,7.5, 
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第 1 図 酸素 消費 に 及ぼ ば す pH の 影響 (1) 
O5.0, A 6.0, @ 7.0, 口 7.5 
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第 2 酸素 消費 に 及ぼ ば す pH の 影響 (2) 
O7.0, A8.0, @ 9.0, 口 10.0, x11.0 


8.0, 9.0, 10.0, 11.0 と し た . 

夫々 の pH 環境 で の 単細胞 凡 の 酸素 消費 量 を 30°C 
で 測定 し 図示 し た の が 第 1, 2 図 で ある . 

それ で 明か な 様 に 卵殻 を 有 し た 単細胞 期 九 で は 環境 の 
pH は 卵 般 内 部 の 細胞 の 呼吸 に 無 影響 で ある . 

B. 酸素 消費 と 温度 の 関係 

恒温 槽 温度 を 25°C, 30°C, 35°C, 37.5°C, 40°C と 
し , 夫々 で Krebs Ringer Phosphate 中 に 懸 濁 させ た 
700 万 個 の 単細胞 期 卵 の 酸素 消費 を 検 し た の が 第 3 図 で 
あぁ り , 夫々 の 60 分 後 の 消費 量 を と つて 曲線 と し た の が 
第 4 図 で ある . これ か ら 分 る 様 に 25°C か ら 高 く な る に 
つれ て 酸素 消費 は 増す が 至 適 温度 は 37.5°C 付近 で あ 
り , 40°C で は 酸素 消費 が 減る . 
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第 3 図 酸素 消費 に 及ぼ す 温 度 の 影響 
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第 4 図 温度 に ょ る 酸素 消費 量 の 差 

C. 酸素 消費 と 基質 と し て 与え た 糖類 と の 関係 

曰 卵 700 万 個 を Krebs Ringer Phosphate 中 に 懸 濁 さ 
せ 30°C の 条件 下 で 種々 の 基質 を 与え て 酸素 消費 を 測定 
し た . 与え た 基質 は glucose, galactose, mannose, le- 
vulose で あり, 夫々 の 1M 及び りり リ iM 落 液 0.5ml を 
側室 に 入れ , 一 定時 間 後に 主 室 に 混 じ た も の で ある . 即 
ち 夫 々 の 基質 の 最終 濃度 は リ :M 及び リ JuM で ある . 
対 照 と し て 基質 液 の 代り に 蒸溜 水 を 同 量 加え た も の を と 
っ た. 夫々 の 成績 を 図示 し た の が 第 5,6 図 で ある . 何れ 
の 場合 に お いて も 基質 添加 に よ つ て 対照 と 有意 の 差 を 生 
ずる 程 の 影響 は な く , 全く 無 影響 と 考え て 良い と 思わ れ 
る 

2. 発育 時 期 に よる 酸素 消費 量 の 差異 

用 いた 虫 卵 材 料 の 発育 期 は , 単細胞 期 九 材 料 で は 100 
9% 単 細胞 期 , 2 細胞 期 卵 材料 で は 60 % が 2 細胞 期 40 % 
が 単細胞 期 , 数 細胞 期 卵 材料 で は 98 % が 雪 細 胞 期 , 柔 
実 期 卵 材 料 で は 87 % が 実 期 , 材料 で は 95 % 


lo 


30[ 
vy 


2of & 

20 30 ho 50 
酸素 消費 に 及ぼ す 基 質 の 影響 (1) 


〇 対照 。 人 グル ュー ス , ラクトース 
マンノース, VY レブ ロー ス 


(1 M) 


5 図 


( 
gol 10 


8 
50} 


hok 


10 20 30 ho 50 
第 6 図 酸素 消費 に 及ぼ ば す 基 質 の 影響 (2) 


〇 人 グル ュー ス , ラク トー ス , 
マン ノー ス , レプ ブ ョ ロース 


が 遇 , 期 卵 材料 で は 培養 日 数 に より 98~100 % 
が 仔 躍 期 九 か ら 成 る と いう 工 合 で , 多く の 場合 単 一 な 発 
育 期 の 材料 を 用 意 す る こと は 出来 な か つた . 

これ 等 の 各 期 卵 700 万 個 の 酸素 消費 の 状態 を pH 7.0, 
温度 30°C の 条件 下 で 調べ た . その 時 間 的 経過 を 追っ た 
も の が 第 7 図 で あり, 60 分 後 の 酸素 消費 量 を 各 期 に つい 
て 画 い た も の が 第 8 図 で ある . すなわち 単細胞 期 婦 が 発 
育 を 開始 し て 2 細胞 に 分 裂 し た 時 期 に 於 て 一 時 的 に 消費 
量 が 減り , 単細胞 期 九 の 約 と な り , 次 で 分 割 が 進む 
に つれ て 増加 し 遇 蜂 期 に 於 て 最大 の 酸素 消費 を 示し 単 細 
胞 期 九 の 約 2 倍 と な り , それ 以後 は 仔 忠 形 成 の 時 期 に 至 
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う 再び 減少 する . 
13 日 に 於 て 形成 され た 人 期 の その 後 の 日 数 
に よる 酸素 消費 の 度合 を 図示 し た の が 第 9, 10 図 で ある . ; 
仔 忠 形成 後 2 週間 毎 に 測定 し た 結果 で は 最初 の 2 週 に 急 3of 
激 な 消費 の 減少 が 起り , それ 以後 は や ゃ や ゃ ゆる い 速 度 で 減 
少 を 続け , 培養 42 日 後 (6 週 後 ) に は 単細胞 期 卵 の 約 コリ 
と な り , 70 日 後 (10 週 後 ) で は 8.6 届 /700 x 10*eggs と い 1ol 


う 少 基 な つて で も まう 


以上 の こと か ら 卵 は 仔 虫 形成 の 直前 期 に お いて 1 時 的 


に 酸素 消費 が 高まる が 仔 虫 形成 後 は 日 数 の 経過 と と も に 


著しい 酸素 消費 の 減少 が 起り 100 日 前 後に お いて 第 11 図 人 脱 仔 と 仔 期 の 自家 呼 
は この 実験 条件 下 で は 測定 不可 能 な 程度 に まで 呼吸 能力 人 脱 ( 45 %6, 55 
が 低下 する も の と 考え られ る . %) 
3. 人 工 脱 殻 仔 虫 の 酸素 消費 の 45 % を 脱 殻 させ た 材料 (45 % の 入 工 脱 毅 仔 虫 と 55 % 
A. 人 工 脱 毅 と 仔 期 の 自家 呼吸 の 比較 の 期 含む ) と 300 万 個 の 同一 時 期 の 仔 期 と 


前 述 の 方 法 に よっ つ て 300 万 個 の 仔 忠 期 卵 (培養 2 週 後 ) の 酸素 消費 の 比較 を 30°C, pH 7.4 . の 条件 で 行 つ た . 
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その 結果 は 第 11 図 に 示す 様 に 45 % に 脱 毅 仔 虫 を 含む 材 
料 に て 期 比べ 々 2 倍 の 酸素 消費 だ が み ら れ 
た . これ を 同数 の 人 工 脱 殻 仔 忠 の み の 材 料 に 換算 する と 
仔 期 3.2 倍 の 酸素 消費 と な る . 

B. pH と 酸素 消費 量 の 関係 

人 工 殻 仔 お いて は を か むつ た 忠 と 異 り 
外界 因子 の 影響 を 受け 易い で あぁ ろう こと が 上 の 成績 か ら 
も 想像 され た の で , 95% 以 上 の 脱 殻 仔 躍 を 含む 材料 を 用 
いて pH の 影響 を 観 作 し た . 対照 と し て 同時 期 の 仔 忠 期 
卵 を 用 いた . pH 5.0, 6.0, 7.0, 8.0 に 於 て 第 12 図 に 
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第 12 図 人 工 脱 に け る pH と 酸素 消費 量 
の 関係 


第 13 図 仔 期 け る pH と 酸素 消費 量 の 関係 
@ 5.0, 人 6.0, 〇 7.0, 口 8.0, x9.0 


示す 如く 明瞭 な 差 が あぁ あり, 試み た 範囲 内 で は 7.0 に 於 で 


最も 酸素 消費 が 促進 され た . 同時 に 行 つ た 対照 (第 13 
図 ) に お いて は pH に よる 影響 は 表 わ れ な い . 

C. 基質 と し て の glucose 添加 の 影 細 

上 の 結果 に よ つ て 厚い キチ ン 質 の 卵 最 を 除く こと に よ 
り 外 界 の 種々 な 因子 と 直接 影響 し あう 様 に な る こと が 分 
つた の で 基質 添加 の 影 絡 も 現われ る で あろ うこ と が 見 当 
づけ られ た . 

95 % 脱 殻 仔 虫 卵 材料 ( 仔 虫 約 100 万 ) で , pH 7.4, 温 
度 37°C の 条件 下 に 最終 濃度 が M/20 と な る 様 に 糖類 を 
加え て 酸素 消費 の 影響 を 観察 し た . 対 周 と し て 脱 毅 させ 
て な い 仔 中 を 用い glucose を 基質 と し て た . 
対照 に お いて は 第 14 図 の 様 に 予想 通り 基質 光 可 の 影響 
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第 14 仔 期 に る 基質 と し て の グル コー ス 
添加 の 酸素 消費 量 及ぼ する 
ー—O 自家 呼吸 , @---@M/20 ダル 
が 現われ な か つた が , 一 方 脱 殻 仔 躍 群 に 於 て も 極め て 僅 
の 促進 が み ら れ た の み で あつ た の で 仙人 処 理 を 試み た . 
す な ゎ わ ち 基 と し て の glucose 落 液 を 側室 か ら 主 室 に 
混ぜ る 前 に 1.0~5.0 時 間 に 豆 り 37°C の 温度 で は いわ 
ゆる 空振り を 行い , 仔 忠 体内 の 力 源 を 消費 させ て お いて 
か ら 基 質 を 加え , 酸素 消費 を 測定 し た . 対照 は 同じ く 空 
振り の 後 側 室 の 蒸溜 水 を 混ぜ た も の を と つた . その 成績 
は 第 15 図 に 見 る 様 に 試み た 範囲 の 時 間 で は 仙 飯 処理 時 
間 の 長い 程 glucose 添加 に よる 酸素 消費 の 増加 が 認め ら 
れ た 
D. 基質 と し て の 糖類 の 酸素 消費 に 及ぼ す 影 響 の 比較 
上 の 実験 よ つ て 処理 を 行う と は じ め て 忠 が 
glucose を 利用 する こと が 出来 る 様 に な る こと が 判明 し 
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第 15 図 人 工 脱 仔 に た ける 理 時 間 の 酸素 
消費 に 及ぼ す 影響 (時 間 B 0, C1.0, D 
3.5, 5.0, A 自 , B~E グル ュー 
え 加 ) 


た の で 種々 の 糖類 を 基質 と し て 与え そえ て みて それ が 酸素 消 
費 に 影響 する 程度 を 比較 し た . 基質 と し て 与え た 糖 は 


arabinose, rhamnose, xylose, levulose, galactose, glu- 


cose, lactose, maltose, saccharose, _dextrin, soluble 
starch, glycogen の 12 種 で あり それ ぞ れ の 1M 深 液 を 
側室 に 入れ た が , 完全 に は 深 解 せ ぬ も の で は JM 溶液 
を 用 いた . 

従っ て 基質 の 最終 濃度 は 夫々 及び で あ 
る . 理 は 37°C で 3 時 間 半 行っ つた . 

その 成績 の 代表 的 な も の を 図示 し た の が 第 16 図 で あ 
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図 に ける 基質 と し て の 糖類 の 酸素 消 
費 に 及ぼす 影響 の 比較 
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第 1 表 糖類 の 添加 にょ る の 酸素 消費 促進 
の 比較 (自家 呼吸 値 を 100 と し て ) 


アラ ビビ ノー ス 114 ラク トー スズ ス 102 
107 マル トー ス 119 
キシ ョ ロース 107 サッ カロ ー ス 115 
レブ ロー タス 99 デキ スト リン 107 
ガラ クト ー ス 116 可溶性 119 
グル コー スス 131 グリ コー ゲン 95 


る . この 60 分 後に お ける 消費 酸素 量 を 自家 呼吸 値 を 100 
と し て 数 値 で 比較 し た も の が 第 1 表 で ある . glucose が 
著しく 酸素 消費 を 促進 し , arabinose, galactose, maltose, 
saccharose, soluble starch 等 は 中 等 借 に , rhamnose, 
xylose, lactose, dextrin は 僅 に 促進 し た が , levulose, 
glycogen は むし ろ 軽 度 征 ら 抑制 的 に 働い た . 
考 

上 虫 卵 が , 必要 と する 酸素 の 量 の 問題 は 別に し て , と 
に か く 好 気 的 に 発育 する こと は 古く か ら 諸 研究 者 の 実験 
に よっ つて 知ら れ て 居り , 又 自 然 界 で の 虫 卵 の 発育 状況 か 
ら も 充分 に 見 当 づ けら れ て いる 所 で ある . 水深 りや ゃ 深 
い 水 中 や 腐敗 し て いる メジ ウム 内 で は 発育 し な い 事 実は 
いづ れ ゃ も 酸素 の 少 い 環境 で は 発育 し 難い こと を 示す も の 
で あぁ ある. この 問題 を 実験 的 に 取扱 つた も の と し て 小林 
(1922) は 培養 水 を 煮沸 し た り , 表層 に 流動 パラ フィ ン を 
置い て 培養 し 全く 発育 が み ら れ な か つた こと を 報告 し て 
居り , 大 場 (1923) は 嫌気 性 菌 培養 法 を 応用 し て 映 虫 卵 の 
発育 が 停止 する こと を 見 て 居る . 又 野 村 ・ 土 橋 (1931) は 
パラ フィ ン 被 矯 , 培地 内 の 空気 を 炭酸 ガス , アン モニ 
ア , 塩素 等 に 置換 える こと 等 を 行い いずれ も 上 下 虫 卵 の 発 
育 停 止 又は 遅延 を みて いる . 以上 の 様 な こと か ら 質 的 な 
問題 と し て 酸素 が 絶対 必要 で ある こと は 確か と な つて い 


酸素 需要 の 量 的 な 実験 と し て は , 先ず Brown (1928) 
の それ が あげ られ よう . Brown は フラ スコ に , 店 敗 防 
止 の 為 ooowo に フォ オル マリ ン を 加え た 水道 水 を 入れ , そ 
こ に 28 万 ~57 万 の 峠 虫 卵 を 加え , 水道 水 に 酸素 を 通し 
て 飽和 に させ た 上 ワ ゼ リン で 封じ 20°C 又は 30°C に 
お いて 卵 を 発育 させ , 定期 的 に 培養 液 中 の 酸素 量 を 測 つ 
て 酸素 消費 量 を 測定 し た . その 結果 は 酸素 の 消費 率 は 発 
育 時 期 に よ つ て 不変 で , 大 体 一 定 し て いる こと , 仔 忠 形 
成 ま で に 1 個 の 環 虫 卵 が 約 0.0000025 ml の 酸素 を 消費 
する こと を 観 鶴 し て いる . Huff(1936) は Krogh の res- 
pirometer を 用 いて 測定 し で いる が , これ も 500~1100 
と いう 少数 の 忠 卵 を 用 いて 実験 し た も の で ある . それ に 
よる と 宣 白 膜 を 除い た 躍 卵 で は 除 か ぬ も の の 約 5 倍 も の 
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話 盛 な 酸素 消費 を 示し , 前 者 で は 発育 時 期 に よる 消費 度 
の 差 は な い が 後 者 で は 培養 4 日 目 か ら 徐 々 に 上 昇 し て い 
る . そし て 30°C で 発育 させ て 1000 個 の 忠 卵 (蛋白 膜 を 
も つも の ) が 10 日 間 に 4.07 cmm の 酸素 を 消費 する と 

Warburg の respirometer を 用 いた Jaskoski (1952) 
の 実験 で は , 前 二 者 と 同様 4000 と いう 比較 的 少数 の 忠 
卵 を 用 いて 24 時 間 毎 に 読み を と り , Huff の 結果 と 異 り 
看 白 膜 の 有無 は 酸素 消費 に 無関係 で あり , ほぼ 消費 率 は 
一 定 で あぁ る が 培養 4 日 上 月 か ら 少 し の 増加 が み ら れ た と し 
て いる . 

Huff と Jaskoski の 両者 の 実験 結果 に お いて 蛋白 膜 の 
有無 が 酸素 消費 に 大 き な 相 異 を 示し て いる が , 蛋白 膜 の 
有無 が 発育 に は 殆 ん ど 影 響 が 無い の に 酸素 消費 に お いて 
著しい 差 の ある こと は 不 合理 で あぁ あり, 諸氏 の 他 の 実験 を 
み で も 蛋白 膜 の 意義 は 外界 の 化学 物質 へ の 抵抗 に 重点 が 
置か れ て いる 様 で あぁ つて, Huff の 実験 の 何 所 か に 何 か 
の 誤り が あつ た も の と 解釈 する の が よい と 思わ れる . こ 
の 様 な 立場 か ら 著 者 は 全て の 実験 に 除 看 白 膜 卵 を 用 い , 
その 結果 を 蛋白 膜 を 除 か ぬ 正 常 卵 に も あて は め 得 る と 考 
. 

著者 の 実験 と 同じ で 大 量 の を 用 い Warburg 
respirometer で 各 発 育 期 の 卵 の 酸素 消費 を 検 べ た Fair- 
bairn (1955) の 報告 は 発育 期 に よる 酸素 消費 度 の 動き に 
関し て は 全く 著者 の 成績 と 同一 で ある . 彼 も 云う 様 に 下 
虫 卵 の 場合 は 酸素 需要 量 が 少 い の で 10* 程度 の 卵 数 を 用 
いな いと 比較 実験 に 用 い 得 る 程 の 差 は 現われ な いこ と は 
確か で ある . 又 , 柳沢 (1957) の 実験 結果 も 我々 の それ と 
ほぼ 同じ で あぁ る. この 点 か ら も 上 の 諸氏 の 実験 に と 用 いた 
数 が 圧倒 的 に 少く , その 為 に 誤 つ た 結果 が 導 か れ た も 
の と 思わ れる . 

最初 に 試み た 単細胞 期 卵 に お いて 環境 の pH, 基質 の 
添加 等 が 全く 酸素 消費 に 影響 を 与え ず 僅 に 温度 の み が 影 
響 し て いる と いう 成績 は 卵 毅 が 化学 物質 の 卵 内 へ の 侵入 
を 閉 出 し て いる こと を 思わ せる . この こと は 後 の 仔 忠 期 
卵 に おい て も 脱 仔 と し て は しめて 種々 な 外 的 影響 が 
み ら れ る 様 に な る 点 か ら も 分 る . 下 虫 の 卵殻 層 は 外側 か 
ら 白 , キチ ン 質 卵 一 層 の 卵黄 膜 vittelline 
membran の 三 層 か ら 成 る こと が 分 つて いる が , ここ で 
問題 と な る いわ ゆる キチ ン 質 の 卵 需 に つい て は キチ ン だ 
け か ら な る も の で は な く 化 学 物質 に 抵抗 力 の 強い 看 白 質 
も 含ま れ て いる と 解釈 され て いる (Fairbairn, 1957). 兎 
に 角 , この 様 に 厚く , 硬い 卵 融 の 為 に 虫 卵 は 物理 的 に も 


化学 的 に も 外部 の 影響 を 受け る こと な く 独 立 し た 発育 を 
続け 易く な つて いる も の で ある . 

発育 時 期 に よる 酸素 消費 量 の 動き は 前 述 の 様 に Fair- 
bairn (1955) の 成績 と 同一 で あぁ る. 

それ 以前 の Brown に 始ま り Jaskoski に 至る 諸氏 の 
成績 の 如く 若 し も 発育 に 伴 つ て constant な 消費 度 を 示 
し た と する と , これ は 他 の 生物 の 発育 と は 著しく 異 つ た 
こと に な る . つま り , 遇 虫 卵 に 於 て も 他 の 生物 と 同じ く 
細胞 分 裂 の 星 盛 な 時 期 に は 酸素 消費 が 増加 する の で あぁ あ 
る 


従 つ て 仔 虫 が 形成 され た 後 は 貯蔵 力 源 の 減少 と と も に 


酸素 消費 が 減少 の 一 路 を た どる こと は 当然 で あろ う . こ 
の 様 に 酸素 消費 が 減る か ら こ そ 自 然 界 に お いて 仔 忠 期 卵 
が 数 カ月 も の 長期 間 生 存 し 感染 能力 を 保有 し た まま に 過 
し 得る の で あぁ ある. 又 こ の 成績 は 著者 等 が 行 つ た (斎藤 ・ 
川副 , 1960) メチ レン 青 脱色 能 の 発育 時 期 に よ 
る 動き と も 一 致す る . : 

発育 の 極め て 初期 すなわち 2 細胞 期 侍 近 に お いて 一 時 
的 に 著 明 に 酸素 消費 の 減る こと の 理由 は 分 らち ない. 

仔 形成 以後 に て 人 工 脱 仔 忠 と 仔 の 呼吸 の 
比較 実験 の 成績 は 示唆 する 所 に 豊 ぜ も の と 思わ れる . 先 
ず 前 記 の 如く に , 脱 殻 仔 忠 に 於 て は じ め て 環境 の pH 
や 添加 基質 の 影響 が 現われ る の で ある か ら 卵 明 の 持っ 化 : 
学 物質 の 侵 透 に 対す る 強い 抵抗 力 が 充分 に 考え られ る . 


又 両 者 に お ける 酸素 消費 量 の 著しい 差異 (3.2 倍 ) は 卵 暖 … 


が 酸素 消費 を も 抑制 する 作用 を 有 し て いる こと を 示す も 
の で , この こと る の ゆ つ くり し た 発育 と の 
長期 生存 に 好都合 に 働い て いる も の で あろ う . 又 こ の こ 
と は 脱 殻 する と , すなわち 人 体 に 感染 し て 消化 管 で 脱 毅 
が 起 る と , 37°C と いう 酸素 消費 の 至 適 温度 と と も に 酸 
素 の 消費 が 著しく 増加 する こと を 示し て いる . 従っ つて 貯 
蔵 エ ネル ギー の 消耗 も 急速 と な り 仔 躍 は 何 所 か に エネ ル 
ギー 源 を 求め ざる を 得 な く な ろう . 

仔 対し て 処理 を 行っ つた 成績 も 上 の 想定 と 
関連 を 持つ て いる . つま り , 37°C で 炒 時 間 の 空振り を 
行 つ て 仔 虫 の 貯蔵 エネ ルギー を 消耗 させ る と は し じ め て メ 
ジウ ム 内 の glucose を 利用 し 始め る と いう こと で ある . 

培養 温度 と 培養 日 数 と に よ ょ つて 当然 仰 中 の 貯蔵 モエ ネル 
ギー 量 は 異 る で あぁ ろう か ら , 著者 の この 実験 の 様 に 仔 中 
形成 後 比 較 的 短 時 日 内 に 実験 に 供し た 忠 で は 長い 人 
処理 時 間 を 要 し よ ょ う が , 仔 忠 形 成 後 長 時 日 を 経過 し た も 
の で は 恐らく 和 宿主 の 消化 管 で 脱 毅 後 極 め て 短 時 間 内 に 他 . 
か ら の エネ ルギー 源 の 利用 を 必要 と する 様 に な る で あろ 
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5. 
酸素 消費 を 促進 し 得る 糖類 の 促進 度 の 比較 で は Glu- 
cose が 明 に 高い 価 を 示す こと も , 当然 で は あぁ る が , 感染 
し た 仔 虫 が 体内 移行 する 第 一 歩 と し て 血液 内 に 侵入 する 
事実 を 血液 内 の glucose を 利用 する 為 と 解釈 すれ ば 興 
味 深い . 

要 約 

Ascaris Zumbricoides の 子宮 内 を 除 白 膜 し 
その 発育 各 期 の 酸素 消費 を Warburg respirometer を 用 
いて 検討 し た . 

1. 単細胞 期 卵 は 環境 ゃ pH 基質 の 添加 に ょ っ て 酸素 
消費 に 影響 を うけ る こと は な い . 

2. 酸素 消費 の 王 適 温度 は 37°C で ある . 

3. 酸素 消費 率 は 2 細胞 期 に お いて 少し く 低下 する が 
その 後 増加 を 続け に お いて 最大 を 示し 単細胞 期 
の それ の 約 2 倍 と な る が 仔 躍 形成 後 は 時 日 の 経過 と と ゃ も 
に 急速 に 減少 を する . 

4. 人 工 脱 させ た 忠 は 期 の 3.2 倍 の 酸 
素 消費 を する . 

5. 仔 中 適当 な 時 間 の を 行う こと に よ 


つて 基質 添加 に よる 酸素 消費 の 増加 が 現われ る . 


6. 基質 と し て 試み た 糖類 12 種 の うち で は glucose 
が 著しく 酸素 消費 を 促進 し た . 

終り に た のぞみ , 御 指導 , 御 校 関 を 賜っ つた 松林 久吉 教 
授 , 浅見 敬三 助教 授 に 深 基 な る 謝意 を 表し ます . 谷本 論 
の 要旨 28 回 日 本 寄生 学会 総会 及び 第 29 回 日 本 
寄生 虫 学 会 総会 に た 於 いて 発表 し た . 
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STUDIES ON PHYSIOLOGICAL ASPECTS OF ASCARIS LUMBRICOIDES 
AT EARLY DEVELOPMENTAL STAGES. 1. OXYGEN 
CONSUMPTION OF EGGS AT VARIOUS 
DEVELOPMENTAL STAGES AND 
OF LARVAE HATCHED 
IN VITRO 


YASUTOKI KAWAZOE 
(Department of Parasitology, School of Medicine, Keio University, Tokyo) 


The author investigated the oxygen consumption of ascaris eggs at various developmental 
stages and of larvae hatched in vitro. The eggs used were obtained from the upper part of 
uterus of swine ascaris. Protein coat of the eggs were removed after the treatment by antiformine or 
potassium hydroxide solution for 30 to 60 minutes, in order to facilitate the synchronous development 
of the eggs. The eggs are allowed to develop at 27°C on formalin agar plate. The stages of 
development of the eggs were classified as follows : unicellular, bicellular, multi-cellular, morular, 
tadpole and embryonated (larviform) stages. Hatching in vitro of the larvae were made by the 
technic in which the embryonated eggs without chitinous shell were shaken in flask containing 
sterile sand and normal saline. Oxygen uptake of the eggs and larvae were measured by 
Warburg’s respirometer using routine technic. 

In the experiments in which unicellular eggs were used, neither hydrogen ion concentra- 
tions of medium nor addition of sugars as a substrate affected in oxygen consumption of the eggs. 
The optimum temperature for oxygen uptake is 37.5°C, so far as the present experiments are 
concerned. 

At the bicellular stage, the oxygen uptake decreased to approximately two-thirds the 
amount of that of unicellular stage, followed by rapid increase at the further developmental 
stages. Oxygen uptake at tadpole stage was maximum in all of the developmental stages examined, 
showing twice as much as that at initial stage. Just after the larva was formed in the egg shell, 
oxygen consumption decreased rapidly, and thereafter it continued to decline a little more slowly. 
The value of the 70-day-old embryonated eggs showed, however, only one-tenth of the 14-day-old 
ones. 

In contrast to the relatively low oxygen cosumption of eggs, hatched larva consumed 
oxygen actively showing more than 3 times as much as that of embryonated eggs incubated for 
the same period. Optimum hydrogen ion concentrations of the hatched larvae for oxygen uptake 
was revealed to be 7.0, so far as it was tested. Accelerative effect of glucose added as a 
substrate upon the oxygen uptake of the larva was substantiated after the treatment of starvation 
for suitable period at 37°C. Among the 12 kinds of carbohydrates tested as a substrate, glucose 
stimulated the oxygen consumption most actively. 

In considering the situations reported here, the present author supposed that thé much 
oxygen uptake and following consumption of energy source in larva must occur also in the body 


of host when the larva hatched in the alimentary canal of the host. 
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遇 仔 虫 の 発育 に 伴う 酸素 消費 量 の 動き に つい て 


斉藤 昭三 


川副 


慶応 義塾 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 (主任 松林 久吉 教授 ) 


(昭和 35 年 8 月 22 日 受領 ) 


先 に 私 た ち は 呼吸 代謝 に 関す る 実験 を 行 つ て 
来 て , 最初 に Thunberg の メチ レン 青 脱色 反応 法 , 引 
きつ づい て Warburg 検 圧 法 に より pH, 温度 , 基質 濃 
度 , 虫 卵 の 発育 時 期 , 阻害 剤 等 と 呼吸 と の 関係 に つい て 
二 ・ 三 の 実験 を 行い 報告 し た (斎藤 ・ 川 副 , 1960 ; 斎藤 
1960 ; 浅見 ・ 斎 藤 ・ 川 , 1959). の 発育 に 伴う 
酸素 消費 量 の 動き に つい て は 単細胞 , 2 細胞 , 数 細胞 , 双 
実 , 遇 映 , 仔 虫 期 の 各 期 に つい て 検討 し た の で ある が , 
今回 は その 後 の 発育 で あぁ る 体内 移行 中 の 遇 仔 虫 の 酸素 消 
費 に つい て 実験 を 試み た . 

遇 仔 虫 に 関す る 研究 は 古く か ら そ の 発育 , 形態 , 抵抗 
力 並 びに 体内 移行 等 数 多く な され て いる が , 酸素 消費 に 
関す る 報告 は 見 当ら な いよ う で ある . 知 の よう に 下 忠 
の 発育 は , 形態 的 に は 仔 虫 期 九 で 外界 で の 発育 は 終了 し 
その 成熟 卵 が 宿主 と に の みこ まれ , 消化 管内 で 和解 化し , そ 
の 仔 体内 移行 を 営ん で 再び 消化 管 に 戻り 成虫 に 
な る . 遇 忠 は 発育 の 初期 に 於 て 自然 界 か ら 和 宿主 体内 へ と 
いう 大 き な 環 境 の 変化 が ある が , この よう な 変化 に 伴 つ 
て 遇 仔 虫 の 代謝 面 に も 何 か 変 化 を 来 す か 査 か は 一 つの 興 
味 あ る 問題 で ある . 私 た ち は 上 述 の よう な 初期 遇 仔 中 の 
生理 学 的 な 一 面 の 追求 と し て , 人 工 脱 殻 仔 虫 , 肝 内 移行 仔 
虫 , 肺 内 移行 仔 虫 を 特殊 な 方 法 で と り 出 し , Warburg 
検 圧 法 に より 各 遇 仔 中 の 酸素 消費 量 を 比較 測定 し た の で 
ここ に 報告 する . 

材料 及び 実験 方 法 

1. 卵 材料 

人 工 脱 殻 仔 躍 及び 臓器 内 移行 仔 虫 を 得る た め の 虫 卵 材 
料 は , 必殺 場 よ り 得 た 豚 遇 虫 の 新鮮 子宮 内 (下部 2.0cm) 
卵 で , 試料 による 差 を 小さ くす る た め 各 実験 毎 に 夫々 数 
十 匹 分 の 材料 を 充分 提 振 し て 用 いた . 

上 記 躍 卵 材料 を 5 % アン チ ホ ルミ ン 液 に 40~50 分 間 
浸漬 し , 蛋白 膜 を 除去 し て 後 , 蒸溜 水洗 共 を 3 回 行い , 
均一 な 躍 卵 懸 濁 液 と し た も の を 0.5 % ホ ル マ リ ン 加 2 % 


寒天 平板 上 に 置き , 27~28°C 散 卵 器 に 収め て 培養 を 行 
っ 。 

3. 人 工 脱 殻 法 

人 工 脱 殻 は 問 川 (1957) の 方 法 に 準じ て 次 の 如く 行 つ 
た . 大 型 の 試験 管 に 直径 5mm 前 後 の 硝 子 玉 約 20 個 を 
入れ , 生理 食塩 水 に 懸 さ せ た 仔 (培養 第 35 日 ) 
を 加え て , 極 く 軽 度 の 振 湯 に 続い て 37°C 恒温 槽 内 放置 
と いう 操作 を 約 10 分 間 づ っ 数 回 繰返し て 行 つ た . 振 旨 
と 保温 の 程度 に 注意 し 年 ら 行う と この よう な 操作 で 脱 毅 
率 は 非常 に よく 80 % 以 上 で あぁ つた . 

4. マウ ス へ の 虫 卵 投 与 法 

培養 第 35 日 仔 虫 期 九 の 数 万 個 を 1 匹 の マウ ス (12~15 
g) に 経口 投与 し た . その 方 法 は 仔 忠 期 卵 を 白金 耳 の 先端 
に 附 着 させ , マウ ス に 自発 的 に な め さ せ た (小林 , 1958) 
各 実 験 に 使用 し た マウ ス の 数 は 50~60 匹 で ある . 

5. 臓器 内 移行 仔 虫 の 採集 法 

浅田 (1923) の 方 法 に 準じ て 次 の 如く 行 つ た . マウ ス へ 
卵 投与 後 2 日, 4.5 日 , 7 日 に エー テル で マウ ス を 
し , 2 日 後 の マ ウス か ら は 肝臓 を , 4.5 日 , 7 日後 の も 
の か ら は 肺 臓 を 夫々 摘出 し て 乳鉢 の 中 に 入れ , 鉄 で 出来 
る だ け 細 切 し , 37°C に 加 温 し た 生理 食塩 水 を 少量 づつ 
加え 御 ら 乳 棒 で 軽く すり つぶ し た . その 臓器 落 液 を 50 
cc の 遠心 管内 に ガー ゼ で 濾過 し , 1,500rpm 5 分間 遠 
心 沈 淫 を 施し , その 沈 湾 に は 臓器 , 血球 等 の 細胞 成分 を 
混 じ て は いる が , 比較 的 多数 の 生 虫 体 が 得 ら れ た . 

6. の 純粋 分 離 法 

上 記 の よう な 操作 で 得 ら れ た 人 工 脱 仔 脱 
卵 , 脱 殻 後 の 破 壊さ れ た 卵 般 , 死 躍 体 等 が 混在 し て いる 
も の で あぁ あり, 文 臓器 内 移行 仔 忠 の 場合 は 多数 の 細胞 成分 
を 混在 し て いる の で , 峠 仔 忠 の み の 分 離 を 試み た . 即ち 
多 虫 , 工 線 虫 等 の 仔 虫 の 培養 検 査 と し て 一 般 に 行わ れ て で 
いる 濾紙 培養 法 を 応用 し て 次 の 如く 行 つ た . 普通 の 濾紙 
培養 法 で は 試験 管 を 使用 する が , 本 実験 で は 出来 る だ け 
材料 の 塗 抹 面 を 広く する 意味 で 染色 用 バッ ト を 使用 し , 
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それ に 少量 の 生理 食塩 水 を 入れ , 上 記 の 下 仔 貝 材料 を 演 
紙 ( 染 色 用 バッ ト の 大 き さ に 合わ せ て 裁断 ) に 塗 抹 し た も 
の を , 愉 も 染色 の 際 に 多数 の スラ イド グラ ス を 挿入 する 
の と 同様 に , バッ ト の 溝 に 合わ せ て 挿入 し , 濾紙 の 下端 
を 生理 食塩 水 に 浸し , 塗 抹 面 を 生理 食塩 水 の 表面 に 出来 
る だ け 近 づけ る よう 調節 し た . この よう な パッ ト を 10 
~10 炒 個 作製 し し て 37°C 器 内 に 数 時 間 ~12 
時 間 入 れ , 濾紙 の 塗 抹 面 か ら 生 理 食塩 水 に 移行 し た 生 中 
体 を 遠心 沈 淫 に より 集め た . この 方 法 に よ つ て 得 ら れ た 
仔 虫 の 回 収 度 は 大 凡 次 の 如く で あぁ つた . 1 匹 の マウ ス に 
数 万 個 の 仔 虫 期 を 経 日 投与 し , 各 実 験 毎 に 50~60 匹 
の マウ ス を 使用 し た の で , 結局 200 万 ~300 万 個 位 の 仔 
期 か ら 出 発し て 最後 に ほぼ 純粋 に 得 ら れ た 
数 は 極め て 少数 で ぁ つ た . 即ち 肝臓 内 か ら 分 離 採集 され 
た 仔 躍 数 は 数 万 隻 前 後 で あぁ あり, 肺 臓 内 か ら は 10 万 隻 内 
外 で ぁ つ た . 一 方 人 工 脱 殻 仔 虫 は 上 述 の ょ うに 脱 毅 率 
80 % 以 上 を 示し た の で , 10 万 隻 位 の 分 離 採集 は 比較 的 
容易 で あぁ つた . 

7. 酸素 消費 量 の 測定 法 

ワー ルプ ブル グ 検 圧 装置 を 用 いた . 容量 約 15 ml の 容 
器 に 下記 の 如く 試料 を 入れ , 37.5°C で 1 分間 100 回 の 
振 湯 を 行い 酸素 消費 を 10 分 毎 に 型 通 り に 読ん だ (Um- 
breit, 1949 ; 吉川 ら , 1954). 


"(1.3 ml Krebs Ringer Phosphate (pH 7.0) 


副 室 一 0.2ml 20 % KOH 

浮 涯 は 上 記 の 如く し て ほぼ 純粋 に 集め た 
を Krebs Ringer Phosphate で 数 回 沈 を 施し 
その 0.5 ml 中 に 約 30,000 隻 の 遇 仔 中 を 含む よう 調節 
し た も の を 使用 し た . この 実験 に は 基質 を 加え て な いか 
らい わ ゆ る 自家 呼吸 を 測定 し た こと に な る . 

8. の 計測 

酸素 消費 量 の 測定 終了 後 , 夫々 の 環 仔 躍 30 隻 に つい 
て 体長 及び 体 幅 を 計測 し , 忠 体 成長 の 状況 を 観察 し た . 

実験 成績 

1. 中 酸素 消費 量 

上 記 の 如く し て 得 ら れ た 人 工 脱 殻 仔 虫 , 肝 内 移行 仔 虫 
及び 肺 内 移行 仔 虫 の 夫々 約 30,000 令 を 使用 し , Warburg 
検 圧 法 に より いわ ゆる 自家 呼吸 に よる 酸素 消費 量 を 測定 
し た 成績 を 第 1 及び 第 2 図 に 示 し た . 第 1 図 は 各 遇 仔 忠 
の 酸素 消費 量 を 時 間 的 経過 を 追っ つて 示し た も の で あり , 
第 2 図 は 60 分 後 の 酸素 消費 量 を 基 に し て 環 仔 躍 の 発育 
に 伴う 酸素 消費 量 の 消長 を 図示 し た も の で あぁ る. これ か 
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第 1 図 の 酸素 消費 量 


i 


第 2 図 環 仔 虫 の 発育 に 伴う 酸素 消費 量 の 消長 


ら 分 る よう に 人 工 脱 殻 仔 申 より 肝 内 移行 仔 忠 (感染 後 2 
日 ), 肺 内 移行 仔 虫 (感染 後 4.5 日 ) と 感染 後 日 数 の 経 計 
と 共に 酸素 消費 量 は 増加 し , 感染 後 7 日 の 肺 内 移行 仔 忠 
で は 人 工 脱 殻 仔 忠 の 約 5 倍 に も 酸素 消費 量 が 増加 し た . 
尚 肺 に 移行 し て か ら 酸素 消費 量 が 急増 する 傾向 が ぁ つ 

2. 大 き さ 

各 実 験 共 , Warburg 検 圧 法 に よる 酸素 消費 量 測定 後 , 
夫々 実験 に 使用 し た 環 仔 中 の 大 き さ を 計測 し , その 成績 
を 第 1 及び 第 2 表 に 示し た . 体長 (第 1 表 ), 体 幅 (第 2 
表 ) 共 夫々 30 隻 に つい て 計測 を 行い 、 そ の 最短 , 最長 及 
び 平 均 値 を 示し た . 第 3 及び 第 4 図 は 第 1 及び 第 2 表 か 
ら 得 られ た 体長 及び 体 幅 の 平均 値 を 基 に し て , 政 仔 中 の 
発育 に 伴う 体長 及び 体 幅 の 消長 を 夫々 図示 し た も の で あ 
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第 3 図 


の 発育 に 伴う 体長 の 消長 


a) 
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第 4 図 環 仔 虫 の 発育 に 伴う 体 幅 の 消長 


第 1 の 体長 


日 数 (人 工 脱 殻 )  ( 肝 内 ) ( 肺 内 )  ( 肺 内 ) 
最 212p 225p 24lp 335g 
最 長 269 2917 4027 10417 
平 253 7 6827 
第 2 表 虫 の 体 幅 
日 数 (人 工 脱 殻 )  ( 肝 内 ) ( 肺 内 )  ( 肺 内 ) 
最 10.6gp 14.4p 16.0g 17.1gn 
最 長 18.57 24.37 45.97 
平 均 14.97 17.97 20.97 34.27 


る . これ より 分 る よう に 体長 , 体 幅 共 人 工 脱 殻 子 虫 より 
肝 内 移行 仔 虫 (感染 後 2 日 ), 肺 内 移行 仔 虫 (感染 後 4.5: 
日 ) と 感染 後日 数 の 経過 と と も に 増大 し , 感染 後 7 日 の 
肺 内 移行 仔 虫 で は 著 明 な 増大 を 示し , こと に 体長 の 増大 : 
は 体 幅 に 比べ 著 明 で あぁ つた . 

即ち 上 述 の 峠 仔 虫 の 発育 に 伴う 酸素 消費 量 の 増加 と , 
ここ で 観察 し た 体長 , 体 幅 の 増加 の 状態 は 相似 し て い - 
た . 

並び に 考 接 

呼吸 代謝 に 関す る 研究 は Fairbairn(1957) に 
よる と , すでに 1913 年 Fauré-Fermiet に より . 
で 試み られ て で 居り, その後 Brown (1928), Huff(1936),. 
Jaskoski (1952), Passey & Fairbairn (1955) 及び 柳沢 
(1957-8) 等 に より 豚 で 検討 され て 居り , 何れ も 


虫 卵 の 酸素 消費 の 面 を 追求 し て いる . 前 述 の 如く 著者 等 : ~ 


も 赤 Thunberg の メチ レン 青 脱色 反応 法 及 び Warburg 
検 圧 法 に より , 政 虫 卵 の 呼吸 代謝 に 関係 ある 二 , 三 の 実 : 
験 を 行 つ て 来 た が , 今回 は 濾紙 培養 法 を 応用 し 人 工 脱 殻 : 
仔 躍 , 肝 内 移行 仔 虫 及び 肺 内 移行 仔 中 を ほぼ 純粋 に と り 
出し , Wurburg 検 圧 法 に より 山 仔 中 の 発育 に 伴う 酸素: 
消費 量 の 動き を 追求 し た . 

先ず 最初 は 人 工 的 に させ た 仔 或いは 臓器 内 : 
に 移行 し た 仔 忠 の み を 純粋 に と り 出 すこ と に 替 め た . 一 
般 に 感染 の 場合 , 卵 に 仔 が 形成 され て も 更に 
一 定 日 数 を 経 な いと 幅 虫 卵 は 感染 力 を 有 し な いこ と は 多 - 
数 の 人 々 の 実験 で 明か で あり (浅田 , 1922 ; 大 場 , 1923 ; 
豊田 , 1931) 更に 千葉 (1936) に よる と 培養 後 35~45 日 即 
ち 仔 忠 形 成 後 20~30 日 を 経過 し た も の が 最も 感染 能力 
用 盛 で ある と いう . この よう な 意味 で 私 た ちゃ も 感染 力 の 
上 と 思わ れる 培養 第 35 日 仔 期 を マウ ス に 
与 し , 上 述 の よう な 方 法 で 体内 移行 仔 虫 の 純粋 分 離 を 試 
みた が , 採集 され た 貝 体 数 は 非常 に 少数 (数 万 ~10 万 隻 ) 
で あり , 消費 し た 貝 卵 数 , マウ ス 数 , 時 間 , 労力 等 か ら 
みて も よい 方 法 で は な か つた . し か し 衝 ら 活 潤 に 運動 す 
る 元気 な 虫 体 の みほ ぼぼ 純粋 に 分 離 採集 し 得 た こと は 酸素 - 
消費 量 測定 実験 を 可能 に した. いわ ゆる 経 皮 感染 を する . 
や の 仔 に 比べ , 虫 の 運動 は 不 活 あ 
り , 今回 行 つ た よう な 方 法 で 多数 の 忠 体 を 得る こと を 期 : 
待 す る の は 無理 で あろ う . 

この よう に し て 得 ら れ た 幅 仔 虫 の 酸素 消費 量 は , 人 工 
仔 , 肝 内 移行 仔 (感染 後 2 日 ), 肺 内 移行 仔 
(感染 後 4.5 日, 7 日 ) と 発育 が 進む と 共に 増加 し た . 先 
に 行 つ た 仔 忠 期 卵 の 場合 は 仔 虫 形成 後 の 日 数 の 経過 と 共 
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に 酸素 消費 量 は 低下 を 示し た が , これ は 中. 卵 内 で の 発育 
も 一 応 終り , 卵 般 内 の エネ ルギー 源 も 消費 され て 呼吸 代 
謝 も 低下 の 一 路 を 辿っ た も の と 思わ れ , 一 方 貞 仔 中 の 場 
合 は , 宿主 体内 と いう エネ ルギー 源 の 豊富 な 好 環 境 で , 
短 時 日 の 間 に 急 速 な 発育 を する と 共に 呼吸 代謝 も 活 潤 に 
な り , 酸素 消費 量 も 増加 を 示し た も の と 思わ れる . この 
よう な 酸素 消費 量 の 増加 率 は 実験 後に 測定 し た 環 仔 忠 の 
大 き さ ( 体 長 , 体 幅 ) の 増加 率 と ほぼ 同一 で あつ た . 従 つ 
て 酸素 消費 率 と し て は 特別 な 増加 は な いと 考え られ る . 

最後 に 先 に 行 つ た 躍 卵 の 発育 に 伴う 酸素 消費 量 の 動き 
も 含め て 一 て みる と , 単細胞 期 ら 肺 内 移行 仔 
まで の 貴 虫 の 発育 初期 に 於 いて は 自然 界 の 発育 か ら 和 宿主 
体内 で の 発育 と いう 大 き な 環 境 の 変化 が ある が , 映 虫 卵 
: 細 胞 , 仔 忠 の も つ 呼 吸 系 に は , 酸素 消費 の 上 で は 急激 な 
変化 は な いと 考え られ る . 

結論 

の 人 工 脱 仔 マウ ス 投 与 後 各 臓 器 か ら 得 
られ た 肝 内 移行 仔 虫 , 肺 内 移行 仔 虫 を 使用 し , Warburg 
検 圧 法 に より いわ ゆる 自家 呼吸 に よる 酸素 消費 量 を 測定 
も た. 

1. 人 工 脱 殻 仔 躍 , 肝 内 移行 仔 虫 (感染 後 2 日 ), 肺 内 
移行 仔 忠 (感染 後 4.5 日 , 7 日 ) と 発育 が 進む と 共に 酸素 
消費 量 は 増加 を 示し , 感染 7 日 の 仔 人 工 脱 仔 
の 5 倍 以 上 の 酸素 を 消費 し た . 

2. 酸素 消費 量 測定 後 こ れ ら の 短 仔 中 の 体長 , 体 幅 を 
計測 し て みる と , 幅 仔 虫 の 発育 に 伴う 酸素 消費 量 の 増加 
と , 体長 , 体 幅 の 増加 の 程度 と は ほぼ 同一 で あぁ つた . 

3. 先 に 行 つ た 峠 虫 卵 の 発育 に 伴う 酸素 消費 量 の 動き 
と 上 記 の 成績 と を 合せ て 一 偶 し て みる と , 単細胞 期 か ら 
肺 内 移行 ま で の 卵細胞 , 仔 並び に の も つ 
呼吸 系 に は , 酸素 消費 の 上 で は 急激 な 変化 は な いと 考え 
られ る . 

終り に に のぞみ, 御 指 導 , 御 校 を つた 松林 久吉 教 
授 , 浅見 敬三 助教 授 に 深 基 な る 調 意 を 表す る . 谷本 論文 
- の 要 紀 は 昭和 34 年 4 月 第 28 回 日 本 寄生 虫 学会 総会 に 於 
ふい て 発表 し た . 
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ON OXYGEN CONSUMPTION OF ASCARIS LUMBRICOIDES LARVAE 
MIGRATING THROUGH THE BODY OF THE HOST 


SHOZO SAITO & YASUTOKI KAWAZOE 
(Department of Parasitology, School of Medicine, Keio University, Tokyo) 


In the previous works the authors carried out the experiments respiratory metabolism of 
Ascaris lumbricoides eggs in embryonation. In the present paper, comparison of rate of 
endogenous oxygen consumption of larva hatched in vitro and of larva migrating through liver 
and lung was made using Warburg’s respirometer. The eggs removed from the uterus of swine: 
ascaris were incubated on formalin agar plate at 37°C to attain the larviform stage. The 
embryonated eggs were used for hatching in vitro or inoculation into mice. After the inocula- 
tion larvae were collected from the liver on the 2nd day and from the lung on the 4th and 7th 
day of the infection in the mice. 

The rate of oxygen uptake of the larvae hathed in vitro, and of those larvae collected 
from host tissues 2,4 and 7 days after the inoculation were illustrated in the fig. 1 and 2. 
Oxygen consumption of the larvae gradually increased as the days elapse after the infection of 
mice with the embryonated eggs. On the other hand, growth of the larvae collected from host 
tissues were measured on their body length and breadth. It was demonstrated that the increase 
of oxygen uptake in developing larvae agreeded roughly with the growth of the larvae. Con- 
sequently, it is conjectured that no radical change occurs in the respiratory system of the larvae 
when their living circumstances change from natural conditions such as on soil to the inside of 


the body mammalian host. 
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血液 像 より 早期 に と とらえ た 仔 口 虫 症 の 集団 発生 


済生会 奈良 病院 


大 阪 大 学 微生物 病 研 究 所 寄生 貝原 虫 学部 


(昭和 35 年 8 月 25 日 受領 ) 


症 は 東南 アジ ア 諸 域 タイ 及び 中 国 に 多 
べく, タイ で は Tua chid, 中 国 長 江 流 域 で は 長江 浮腫 と 
呼ば れ た . 元 来 虎 , 犬 , 猫 等 に 寄生 する が , 人 体 寄生 に 
つい て は , タイ 国 で Deuutzer の 得 た 中 体 を Levinsen 
が Cheiracanthus siamensis (1889) と 名 付け , 1908 年 
Leiper が Gnathostoma spinigerum Owen (1836) と 同 
" 定 し て 以来 , 上 述 各 地 か ら の 報告 が ある . 

日 本 人 より 中 体 を 摘出 し た の は 田村 (1919), 森下 
(1923) 等 で , 中 国 長 江 流 城 か ら 報告 し , 長江 浮腫 と 呼ば 
れる も の か ら の 証明 は 駒 屋 ・ 北 村 ・ 小 宮 (1944) が , また 
「 肉 地 感 染 患 者 か ら の 曰 体 別 出 は 木下 ・ 森 下 (1923) が 最初 
に 報告 し て いる . 

終戦 後 , 第 二 中 間 宿 主 で ある 雷魚 の 繁殖 , 及び これ を 
生食 する 風習 の 拡 ま る に 従 つ て , 宮 口 忠 症 は 多数 に 報告 
され , 特に , 九州 の 筑後 川下 流 , 香川 県 坂出 地方 , 明石 
市 附近 , 愛知 県 海辺 郡 に 多発 し , 現在 まで の 患者 発生 県 
は 長崎 , 福岡 , 佐賀 , 熊本 , 鹿児島 , 香川 , 愛媛 , 和歌 
山 , 大 阪 , 奈良 , 京都 , 滋賀 , 兵庫 , 岐阜 , 愛知 , 埼 
玉 , 東京 , 千葉 , 栃木 の 諸 県 に 及 ん で いる . また , 雷魚 
より 串 口中 を 証明 され た 県 は , 福岡 , 佐賀 , 熊本 , 香 
川 , 徳島 大阪, 奈良 , 滋賀 , 兵庫 , 長崎 , 愛知 で あ 
る . な お , 本 症 の 集団 発生 は , 福岡 , 香川 県 坂出 地方 , 
・ 佐 賀 よ り 報 告 さ れ て いる . 

奈良 県 に お いて は 菊池 , 森下 , 西村 待 が 頸 口 中 を 雷魚 
よう り 検 出し て いる が , 本 症 症 例 の 報告 は 少く , 僅か に 渡 
: 辺 が 一 例 を 報告 し て いる に 過ぎ な い . 我々 は , 最近 奈良 
市 神殿 町 附近 で 捕え られ た 雷魚 を 生食 し た 7 名 中 の 5 名 
に , 頸 口 虫 症 の 集団 発生 し た の を 検 血 により, 浮腫 発生 
前 に と とらえ 更に 附近 の 池 を 調査 し て , 奈良 市 北 之 庄 町 五 
徳 池 の 和 雷魚 に 頭 口中 の 濃厚 感染 を 認め , 同 池 の 雷魚 生食 
"者 に 更に 1 名 の 本 症 患 者 発生 を 経験 し た の で ここ に 報告 
する . 


集団 発生 

昭和 34 年 7 月 27 日 奈良 市 内 基 会 社 従業 員 7 名 が 市 内 
神殿 町 附近 の 溝 で 雷魚 を 捕え , “洗い ” に し て 食べ た . 
第 2 例 を 除い て は , 雷魚 生食 の 経験 は 今回 の み で ある . 
以下 個々 の 例 に つい て 述べ る . 

第 1 例 45 歳 男 

和 賃 血 に て 定期 的 に 検 血 中 , 8 月 12 日 突然 高度 の 白血球 
増 多 及び 80 % に 達する 好 酸 球 増 多 を 認め た . 問診 に よ 
つて 雷魚 を 生食 し た こと を 知り , 同時 に 生食 し た 他 の 6 
名 を 検索 し た 結果 , 串 口 中 症 の 集団 発生 で あぁ る こと が 判 
し た . 34 年 7 月 27 日 両 下 朋 疹 様 翌日 左 
下腹 部 痛 あ り , 約 2 日 で 軽快 し た . 9 月 4 日 頼 口 虫 幼虫 
抽出 液 に よる 皮 内 反応 を 施行 し 陽性 で あぁ つた . 血液 所 見 
以外 に 症状 は な か つた が , 9 月 21 日 (雷魚 生食 ょ り 56 
日 目 ) に 到 つ て , 左 大 外側 に 性 の 腫 出現 し 約 
1 日 で 消失 , 10 月 12 日 左 大 懇 内 側 に 6 X6.5cm の 発 
赤 , 冶 浴 性 の 腫 月 が 出現 し 約 2 日間 で 消失 し た . 以後 時 
に 腰痛 を 訴え る 外 異 常 は な い . な お , 治療 と し て 8 月 28 
日 より 約 2 ヵ 月間 スパ トニ ン 0.3g を 毎日 投与 し た . 
検査 成績 

検便 : ( 集 卵 3 回 施行 ) 忠 卵 (一 ) 潜 血 べ (-) 

検尿 : 蛋白 (一 ) 糖 (一 ) ウ ロビ リノ ー ゲ ン ( 正 常 ) ゼ リル 
ビン (-) 

肝 機 能 : 血清 総 邊 白 7.5 g/dl, M.G. 4, CCF 24 hr 

検 血 : 雷魚 生食 前 後 の 血 液 像 の 変化 と その 後 の 好 酸 球 
変化 は 第 1 表 , 第 2 表 の 通り で あぁ つた . 


第 1 表 雷魚 生食 前 後 の 血液 像 の 変化 


w Hb NEBML 


21/VI 303 万 5000 78% = 67 2 0 031 


( 40 ) 
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) 


市 内 
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第 2 表 雷魚 生食 後 の 白血球 数 と 好 酸 球 数 の 変動 


14/VI 20/V 2/IX 21/IX 20/X 19XI 13/1 


W 27800 16000 11700 12200 6900 5100 7000 6600 


第 2 例 44 歳 男 ・ 

雷魚 生食 の 経験 が 1 度 る が 異常 は な か つた . 
魚 生 食 の 翌日 か ら 右 下腹 部 痛 が あり , 約 2 日間 で 消 坊 し 
た . 8 月 初め 頃 右 論 丸 痛 あり , 市 内 某 外 科 に て 結核 性 一 
率 丸 炎 と し て 右 副 内 丸 摘出 手術 を 受け た . な お , その 頃 
ょ り 右 下 朋 び まん 性 浮腫 あり , 9 月 30 日 左 大 懇 内側 に 手 
大 の 腫 を 生じ , これ は 3 日間 で 消 , 10 月 20 
左下 懇 , 同 23 日 左足 音 外側 に 移動 約 2 日 間 で 消 裾 し 
た . 35 年 1 月 7 日 左足 背部 に 有 痛 性 熱 感 を と も な う 発 
赤 せ る 浮腫 を 認め 現在 経過 観察 中 で ある . 

な お , 治療 と し て は スペ トニ = ニン 0.3g を 9 月 15 日 よ 
り 20 日 間 , 10 月 21 日 より 1 月 15 日 まで に 計 4 日 間 投 
与 し て いる . 皮 内 反応 は 9 月 4 日 施行 し て 陽性 で あぁ つた . 

検査 成績 

検便 : 虫 卵 (一 ) 

検 血 : R. 420 万, W. 21,400, Hb 80 %, FL 0.95 
(21/VIID 

それ 以後 の 好 酸 球 変動 は 第 3 表 の 通り で ある . 


第 3 表 雷魚 生食 後 の 折 血球 数 と 好 酸 球 数 の 変動 


3/IX 30/IX 12/X 29/X 8IXM 7/1 9/1 


Ww 21400 10900 10500 8200 6200 6700 11200 9500 
57 48 3 7 8 


1 月 7 日 , 9 日 の 白血球 増 多 に つい て は 左足 背 の 熱 
感 , 発赤 せる 腫 服 と 共に 感染 の 合併 が 考え られ る . 

第 3 例 歳 男 

雷魚 生食 の 夜 か ら 心 高 部 痛 あ り , 当 院 で 胃炎 と し て 投 
薬 を 受け 約 3 日 で 軽快 し た . 8 月 21 日 左側 腹部 に 鶏卵 
大 の 性 軽度 痛 を 伴う 皮下 腫 現 , 8 月 27 日 右 肘 
屈 側 に 同様 の 腫 腰 出 現 , 翌日 に は や や 末 枯 に 移動 し 約 2 
日 で 消失 し た . 9 月 6 日 より 1 週間 スパ トニ ン 0.3g を 
投与 し 以後 中 断 し て いる が , その 後 は 異常 が な い . 皮 内 
反応 は 9 月 4 日 に 施行 し た が 陰性 で あぁ つた . 

検査 成績 

検便 : (-) 
検 血 : 第 4 表 の 通り で ある . 


第 4 表 床 巴 球 数 及び 好 酸 球 数 の 変動 


L 11000 16100 17900 
E 43 60 62 
第 4 例 52 歳 女 
自覚 症 な し . 皮 内 反応 陽性 . 無 治療 
検査 成績 
検便 : 虫 ) 


検 血 : 第 5 表 の 通り で ある . 
5 表 球 数 及び 好 酸 球 数 の 変動 


月 日 21/VI 

も 9900 7400 

E 36 25 
第 5 例 42 歳 男 


雷魚 生食 の 後 , 心 穴 部 痛 , 悪心 あり . 当 院 で 受診 し , 
胃液 検査 に て 無 酸 症 , X 線 透視 で 幽門 部 圧痛 を 認め , 胃 
炎 と し て 治療 中 で ぁ つ た . これ は 約 5 日 で 軽快 し て , 以 
後 無 症状 で ある . な お 9 月 4 日 皮 内 反応 を 施行 し た が 陰 
性 で あぁ つた . 無 治療 . 

検査 成績 

検便 : 虫 (一 ) 

検 血 : 第 6 表 の 通り で ある . 


第 表 巴 球 数 及び 好 酸 球 数 の 


20/W 11/1 
7100 5700 10600 
E 17 15 23 

第 6 例 47 歳 女 

自覚 症 な し . 無 治療 . 皮 内 反応 陽性 

検査 成績 

検便 : 卵 (一 ) 


検 血 : 第 7 表 の 通り で ある . 
第 7 表 渋 巴 球 数 及び 好 酸 球 数 の 変動 


11/1 
L400 6800 5700 
E 1 1 8 
第 7 例 54 歳 女 
自覚 症 な し . 無 治療 . 皮 内 反応 陰性 
検査 成績 
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検便 : 卵 (一 ) 

検 血 : L. 4800, E. 3 % 

以上 7 例 で あぁ つて , 雷魚 生食 後 の 腹痛 , 好 酸 球 増 多 。, 
移動 性 腫 彩 の うち 二 つ 以 上 陽性 の も の を 感 決し た も の と 
すれ ば , 第 ユ 1~ 第 5 例 ま で は 感染 者 と 見 仔 し 得る も の で 
あり , 第 6~ 第 7 例 は 感染 を まぬがれ た も の と 考え られ 
る . 次 ぎ に 感 染 の 原因 と な つた 雷魚 に つい て は , 奈良 市 
神殿 附近 の 池 の 調 査 で , 天理 大 安寺 産 各 2 匹 の 雷魚 か ら 
は 頸 口中 幼 躍 を 認め ず , 北 之 庄 町 五徳 池 産 の 雷魚 7 匹 に 
つい て て は: 有 幼虫 を 認め た . な お , これ 
ら の 雷魚 か ら 認 め た 幼虫 の 数 は , それ ぞ れ 1, 2, 2, 3, 
3, 4, 5 隻 と な つて お り , 雷魚 の 感染 率 100 % と は いえ を 
個々 の 感染 量 は , 九州 の 流行 地 に 於 ける ほど 高い も の で 
は な い . 

上 述 し た 7 例 の 外 に , 上 記し た こと が 新聞 紙上 に 報道 
され る に 及 ん で , 同 池 の 雷魚 生食 に よる 新鮮 な 頸 口 虫 症 
患者 1 名 が 発見 され た . 

第 8 例 47 歳 男 

34 年 12 月 8 日 五徳 池 で 捕え られ た 雷魚 を “洗い ” に 
し て 食べ た . 12 月 12 日 午後 先 周 囲 痛 が あぁ あり, 胃 け いれ 
ん と し て 治療 され た . 同 21 日 右前 額 部 に 腫 彩 出現 , 23 
日 に 右 眼 験 に これ が 移動 し , 新聞 に よ つ て 頼 口 虫 症 の こ 
と を 知り , 本 症 を 疑 つ て 来院 し た . 

来院 時 は , 右 眼 発赤 腫 右 球 結 膜 浮腫 と 眼 浮 
腫 発赤 を 認め た . 結膜 控 過 標本 に は 好 酸 球 は 認め な か つ 

好 酸 球 増 多 と 皮 内 反応 陽性 で ある た め , 口 躍 症 と 診 
断 し , スパ トニ ン 0.3g 毎日 20 日 間 と アク ョ マイ シン 
1.0g 5 日 間 投 与 し た . 24 日 右 眼 殆ど ど 閉 鎖 さ れ た が 以 
後 徐々 に 消 視 , 28 日 に は 浮腫 は 殆ど 消失 し た が , 右 耳 
痛 , 右 耳 漏 , 右 外 耳 道 に 発赤 腫 彩 が 現われ た . 

35 年 1 月 4 日 に は 症状 は 殆ど 消失 , 現在 経過 観 宗 中 で 
あぁ る. 


に 


第 8 球 数 及び 好 酸 球 数 変動 


L 10500 12000 11400 7100 6100 
E 23 42 40 13 4 

検査 成績 

検便 : (), 他 の 忠 (-) 

検 血 :R. 475 万 , W. 10500, Hb 100%, F.I 1.05 


(23;XID 

分 類 N.43, E.23, B. 1, M. 2, L. 31 

液 : 清 リン 球 多核 球 s, Pandy(†)》 
沈 湾 に 好 酸 球 を 認め ず :. 

好 酸 球 の 変化 は 第 8 表 の 通り で ある . 

総括 並び に 考 接 

以上 の 8 例 を 一 括 し て 表示 する と 第 9 表 の 通り に な 
これ ら の 症例 に 於 いて は , 患部 か ら の 直接 躍 体 摘 出 は 
全て 不 成 功 で あつ た が , いづ れ も 有 球 頭 口 躍 症 と 考え ら 
れ 患 者 6 例 を 通じ て の 症状 と し て は , 感染 直後 の 腹痛 5, 
好 酸 球 増 多 6, そし て 移動 性 腫 月 の 出現 4 と いう ぅ 順に 現 
われ る の が 一 般 的 な 経過 で あり , 腫 彩 出現 まで の 日 数 は 
55, 20, 25, 13 日 で , 出現 し た も の で の 平均 は 28 日 で 
あつ た 。 

また , スペ パト ニン 投与 例 で は , 好 酸 球 は 除 々 に 減少 し 
殆ど 正常 に 復 す る 者 が み ら れ た が (第 1, 2, 8 例 ) 1 週間 
程度 の 不 完全 治療 (第 3 例 ) 及び 無 治療 例 ( 第 5 例 ) で は 不 
変 な いし は 増加 し て いた . 頸 口 虫 症 の スパ トニ ン 治 療 に 
つい て は , 服部 , 皆 見 等 が 有効 と 報告 し て いる が , 本 報 
告 の 場合 に も 腫 服 減 退 , 好 酸 球 減少 と 云 つ た 点 か ら 有 効 
で 

また , 顕 口中 抽出 液 に よる 皮 内 反応 は , 第 1, 2, 4, 
6, 8 例 に 陽性 で あつ て , 患者 と 思わ れる 第 3, 5 例 に 陰 
性 , 感染 し て いな いと 思わ れる 第 6 例 に 陽性 で あぁ あり, こ 


第 9 表 全 例 ける 経過 


No. E(%) 動 皮 内 反応 パト = ン 治 療 状 

1 24000 77 次 減少 (+) 約 2 ヵ 月 麻 疹 ・ 左 下腹 部 痛 移 動 性 腫 

2 21400 76 減少 60 日 右 下腹 部 痛 ・ 丸 痛 下 有 (移動 性 ) 
3 11000 43 増加 後 一 定  (-) 7 日 心 商 部 痛 ・ 移 動 性 腫 懇 

4 9900 36 定 し 不 (+) 0 無 症 状 

5 7100 17 一 定 後 増加 (~) 0 心 次 部 痛 ・ 幽 門 部 圧痛 

6 4300 1 一 定 後 増加 ( 二 ) 0 無 症 状 

7 4800 3 定 し 不 (-) 0 無 

8 10500 23 増加 後 減少 (+) 20 周囲 ・ 移 動 性 浮腫 ( 一 


- 
| 


1.05 


y( 十 ) 


れ に つい て は 更に 検討 が 必要 で ある . 

頭 口 虫 症 は 近畿 地方 に 於 いて は 遭遇 する こと が 左 程 多 
く な く , 殊 に 特徴 的 な 移動 性 腫 月 を 来 さ な いも の に 対し 
て は 殆ど 念頭 に 浮 ば な いも の で ある . 我々 の 報告 し た 患 
者 の 多く が 胃炎 , 大 腸炎 , 華 麻疹 , 副 諭 丸 炎 と し て 処置 
され て いた 事実 , 或いは 五徳 池 の 雷 魚 200 貧 が 大 阪 , 神 
戸 方 面 へ 食用 と し て 販売 され た こと な ど を 併 す 考え る 
と , 本 症 患者 が 可 成 潜在 する 可能 性 も 充分 に あり , 一 般 
住民 に は 雷魚 生食 の 危険 を 周知 せしめ , また , 診療 に 従 


事 す る も の は , 本 症 の 存在 を 知る こと の 必要 性 を 痛感 す ・ 


る 次 第 で ある . 

1) 定期 的 に 実施 し た 血液 検査 の 所 見 か ら , 雷魚 生食 
者 7 例 中 5 例 に 宅 口 躍 症 の 集団 発生 の ぁ つ た こと を 浮腫 
発生 前 に 診断 し た . 

2) これ は , 奈良 市 神殿 町 附近 で 捕え られ た 雷魚 の 生 
食 に よる も の で あり , 附近 の 池 の 調 査 に よ つ て , 奈良 市 
北 之 庄 町 五徳 池 の 雷 魚 に 濃厚 な 頸 口中 の 感染 を 認め た . 

3) さら に 同 池 の 雷魚 生食 者 に 新鮮 な 眼 症 患 
者 1 例 を みた . 

4) 6 例 の 宅 口 虫 症 患 者 に つき , 症状 は 最初 腹痛 が あ 
り , 次 いで 好 酸 球 増 多 , 移動 性 腫 月 の 出現 と いう ぅ 順に 起 
る の が 最も 多く , 腫 彩 出 現 ま で の 平均 日 数 は 28 日 で あ 
な お , 好 酸 球 増 多 は 最高 82.5 % に 及 ん だ . 

5) スパ トニ ン 0.3g 毎日 20 日 以上 の 投与 に より 腫 
彩 , 好 酸 球 数 の 諸点 で 著 明 な 効果 を 認め た . 

稿 を 終え る に 当 つ て , 恩師 阪 犬 木谷 威 男 教授 , 阪 大 彼 
研 森 下 の 御 指導 , 御 校 を 深謝 する . 本 論 大 
要 は 昭和 34 年 9 月 , 第 39 回 奈良 医学 会 に 発表 し た . 
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AN OUTBREAK OF GNATHOSTOMIASIS WHICH IS FOUND EARLY 
THROUGH ROUTINE BLOOD TEST 


HIDEO KIKUOKA & TORU MASAOKA 
(Saiseikai Hospital, Nara Prefecture, Japan) 


TAKESHI NISHIMURA 
(Department of Parasitology, Research Institute for Microbial Diseases, 
Osaka University, Osaka, Japan) 


Five cases of Gnathostomiasis among 7 persons, who have eaten an Ophicephalus, are found 
by eosinophilia (up to 80%) and leucocytosis early before creeping eruption occurs. 

After examining the ponds in the neighbourhood, a heavy infection of Gnathostomiasis 
was found in the Ophicephali of Gotoku pond in Nara city. A fresh sase of human Gnatho- 
stomiasis due to Ophicephalus of the pond was found and reported. 
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肝 の 実験 的 研究 


(1) る メタ ケル カ カリア 率 , 有 に 肝 の 寄生 分 布 , 
寄生 数 感染 家 の 死 と の 関係 等 に つい て 


兵庫 農 科 大 学 獣 医学 教室 (指導 小野 豊 教授 ) 


(昭和 35 年 9 月 2 日 受領 ) 


は し が き 

肝 蜂 症 は 肝 岐 属 (Fasciolidae) の 寄生 に よ つ て 起こ る 
肝臓 お よび 胆管 の 疾病 で あつ て , 主として 家畜 を 侵す が , 
人 も また 感染 し , FAO( 国 連 食 糧 農 業 機構 ) お よび WHO 
(世界 保健 機構 ) の 専門 委員 会 で は 人 と 動物 共通 の 伝染 病 
と し て 公認 し て いる . 

人 体 に お ける 膨 蜂 感染 例 は 今日 まで 150 例 以 上 に 達 
バ , シリ ア , ポル トリ コ , 中 国 , 日 本 な どか ら 報 告 さ れ 
て いる . 

わが 国 で は 稲田 (1926) は 胃潰瘍 また は 胆 座 炎 を 思わ せ 
る 症状 を 量 し た 福岡 県 の 患者 の 胆 可 内 に 寄生 し た 1 例 を 
報告 し , 横川 (1947) は 山梨 県 の 患 庁 飼育 者 の 工 便 か ら 肝 
此 卵 の 1 例 を 証明 し , 小宮 ・ 河 口 (1954) は 同じ く 山 梨 県 
に お ける 腸 間 膜 リン パ 節 内 寄生 の 1 例 を 報告 し て いる . 
最近 , 京都 府立 医大 の 吉田 ・ 中 西 ・ 西 田 (1959) は 兵庫 県 
豊岡 地方 に お いて , 肺 吸虫 症 検索 中 , た また ま 肝 蜂 虫 卵 
を 持続 的 に 排出 する 1 例 を 検出 し , 詳細 な 了 臨床 検索 後 , 
塩酸 エメ チン , スル ファ アサ イア ジン の 投薬 を 行ない , 治 
療 に 成功 し て いる . 

また , 家畜 肝 蜂 症 は ほとん ど 全 世界 に ひろ が り , 各国 
と も 畜産 業 の 発展 に 重大 な 支障 を うけ て いる . わが 国 に 
お いて は と くに 畜 和 牛 が 侵さ れ , 今日 の 推計 で は 全国 畜 牛 
飼育 頭数 の 40 % に あたる 128 万 頭 が 肝 細 症 に か か り , 
その 損害 は 160 億 を こえ て いる . 牛 の 外 , めん 羊 , 山芋 
も これ に 悩ま され , 家 兎 , 馬 , 猫 , 犬 , モル モッ ト に も 
寄生 する . 

私 は , 過去 8 年 に わた り 肝 上 蜂 症 の 研究 を 行ない , 今日 
まで , 牛 肝 里 症 の 実験 的 研究 , 皮 内 反応 に 関す る 研究 , 
めん , 山羊 肝 蜂 症 の 研究 , 中 間 宿 主 ヒ メモ ノア ラガ イ の 
研究 等 に つい て 報告 する と ころ が あぁ つた. 


今回 は , 肝 症 の 実験 的 研究 の うち , と くに 肝 
症 に 関す 所 見 を まとめ , これ を 第 1,2 お よび 3 報 と し て 
報告 する こと と する . 

まず 本 報告 に お いて は , 家 兎 に お ける メタ ケル カリ ア 
感染 率 , 肝 に お ける 肝 里 の 寄生 分 布 , 寄生 数 と 感染 家 兎 
の 鑑 死 と の 関係 な ど に つい て 述べ る . 

肝 暫 メ タケ ルカ リア が , 終 宿 主 動物 の 消化 管内 に 接 取 
され て , 肝臓 に 達する 経路 に つい て は , いま まで 多く の 
研究 者 に よ つ て 追求 され 次 の よう な 説 が 報告 され て い 
る . すなわち , 小腸 で 被 し た 肝 幼虫 は , 
(1) 十二指腸 の 総 胆 管 開 口 部 を 求め て 直接 侵入 し , 胆管 
内 に 達する . (2) 腸 壁 粘膜 組織 中 に 侵入 し , つい で その 
附近 に 分 布 す る 血管 享 を 容 孔 し て その 中 に 侵入 し , つい 
で その 附近 に 分 布 す る 血管 壁 を 容 孔 し て その 中 に 侵入 
し , それ より 問 脈 系 統 を た ど つ て 肝臓 に 達する . (3) 腸 
壁 を 容 通 し て 腸 腔 に 出 て , 諸 臓 器 の 表面 を ほ ぁ くし つつ 
肝臓 に いた り , 肝 表 面 より 容 入 し て , 肝 実 質 を 通過 し て 
胆管 内 に 達する . ( 和 胎盤 感染 . 

以上 の 4 つの 説 に 対し て 小野 ら は 初め て 多数 の 人 工 感 
染 家 兎 お よび 自然 感染 和牛 に つい て 系 統 的 な 研究 を 行 な 
い , (3) の 説 を 主張 し , た だ まれ に (2) の 経路 の 有する 
こと を 認め て いる . この よう な 感染 経路 を も つと いわ れ 
る 膨 紅 の メタ ケル カリ ア が , 経口 的 に 摂取 され て , どの 
程度 肝臓 に 達し て 成虫 に 発育 し 得る か , また , 肝臓 に 達 
し た 成虫 は , 肝臓 の いか な る 部 位 に 棲息 する か は 極め て 
興味 ある こと が ら で あ る . 今回 これ ら を 完 明 する た め 
に , 家 兎 を 用 いて 肝 蜂 メタ ケル カリ ア を 感染 させ 観察 を 
お こなつ た . また 肝 寄生 数 と 生 家 と の 関 
係 , メタ ケル カリ ア の 作製 年 度 別に よる 感染 率 の 比較 に 
つい て もせ も 併 を て 検索 を お こなつ た の で , その 大 要 に つい 
て 報告 する . 


( 45 ) 


] 
1 
を 
| 
| 
| 
; 


材料 お よび 方 法 

(1). 肝 メタ ケル カリ ア の 採集 

自然 感染 肝 症 の 胆 り 採 集 し た 肝 を 器 
内 で 角 化 させ , 攻 出し た ミラ キ デ イ ウム を 中 間 宿 主 で あ 
る ヒメ モノ アラ ガイ Lymnaea ollula に 感染 させ , 自然 
に 洗 出 し た ケル カリ ア を クロ バー の 葉 に 附 着 被 朗 させ 

(② 感染 法 

感染 に 用 いた 肝 峰 メタ ケル カリ ア は , 被 堆 後 48 時 間 
以上 の も の で 10 日 を 経過 し な いも の を 用 い 、 経口 的 に 
感染 を お こなつ た . 

(3) 実験 動物 

実験 に 用 いた 家 更 は 体重 1.915~2.755kg の も の 37 
匹 を 使用 し た . これ ら は , いずれ も メタ ケル カリ ア 感 染 
後 50~404 日 を 経過 し , 第 死 ま た は 属 殺 後 検索 し た も の 


第 1 表 実験 材料 一 覧 表 


検 メタ ケ 
番 ア 感 染 年 月 年 月 日 日 数 
号 別 
10 71 死 
3 39 80 
10. 9.35..4.:9 92 殺 
11 45 35. 2. 4123 
33 45 61 死 
15 34 35. 1,21  -106 
18 18 20 33.12.10 34,. 2.18 69 死 
22 . 20 34:12. 355 死 
25 9 33 こ 525 60 
29 14 8 -34. 1.84 50 
15 33.42-9 2.25 78 
33. 6.24. 33. 65 


で ある . 


実験 成績 

1. メタ ケル カリ ア の 感染 率 

メタ ケル カリ ア の 感染 率 と は , 経 日 投与 し た メタ ケル 
カリ ア 数 に 対し て , 誠 検 時 肝臓 内 で 発見 され た 成虫 却 の 
100 分 比 で ある . 

メタ ケル カリ ア 10 個 を 家 兎 11 匹 , 15 個 を 6 匹 , 20 
個 を 6 匹 , 30 個 を 10 匹 , 60 個 を 4 匹 の 家 兎 に それ ぞ れ 
感染 させ , 50~404 日 経過 し た も の に つい て 削 検 を お こ 
な つた の で ある が , 全 実 験 例 の 平均 感染 率 は 45.2 % で 
あぁ つた . すなわち , メタ ケル アリ ア 10 個 を 感 湊 さ せ た 
11 匹 の 家 の うち , No. 22 で は 肝 寄生 数 10 100 
% で 最も 高い 感 を みとめ た . No. 21,No. 44, 9 , 
No. 25, No. 40, 7 隻 , No. 43, 6 隻 , No. 42, 5 隻 , 
No. 45, 4 隻 , No. 41, 3 隻 , No. 39, 2 隻 の 肝 蜂 を 
みとめ , 最も 低い 感染 率 を 示し た の は No. 24 の 1 隻 
10.0 % で ぁ つ た . これ ら の 平均 感染 率 は 57.3 % で あぁ つ 

メタ ケル カリ ア 15 個 ず つ 感 湊 さ せ た 6 匹 の 穴 更 で は , 
最も 感染 率 の 高 か つ た の は , No. 33, No. 31 に お いで 
10 肝 を みとめ , 感染 率 67.0 で あぁ つた . また 
No. 34, No. 37 で は 7 隻 , 47.0 % で ぁ つ た が , 他 の 
No. 32, No. 35 に お いて は 感染 率 は 著しく 低く , 1 隻 
7.0 9% の 肝 弥 を みとめ る に すぎ な か つた . これ ら の 平均 
感光 は 40.0 % で あぁ つた 

メタ ケル カリ ア 20 個 ず つ 感染 させ た 区 うち , 
感染 率 の 最も 高 か か つた の は No. 30 に お いて 11 隻 の 
肝 稀 を みとめ 55.0 % で ぁ つ た . つい で No. 29 の 10 隻 
No. 19, 7 隻 , No. 18, No. 16 で は 3 隻 の 肝 箕 を み と 
め た . また , No. 20 に お いて は 全く 肝 転 は 寄生 し て い 
な か つた (感染 初期 に お いて 肝 蜂 虫 卵 を 検出 し た ). これ 
ら の 平均 感染 率 は 28.3 % で あつ た 、 

メタ ケル カリ ア 30 個 ず つ 感 染 さ せ た 家 和束 10 匹 に つい 
て 検索 し た と ころ , 最も 高い 感染 率 を 示し た の は No. 7 
の 26 隻 , 87.0 を みとめ た . つい で No. 10 の 24 隻 , 
80.0%, No. 9 の 23 隻 , 77.0%, No. 6 の 16 隻 , 
53.0 9%%, No. 11 の 14 隻 , 47.0%, No. 8 の 13 隻 , 
43.0 %, No. 15 の 9 隻 , 30.0 %, No. 14 の 7 隻 , 23.0 
% で あぁ つた. また 最も 低い 感染 率 を 示し た の は No. 13 
の 3 隻 , 10.0 % で あぁ つた . これ ら の 平均 感染 率 は 49.0 
9 で あつ た . 

メタ ケル カリ ア 60 個 ず つっ つ を 穴 兎 4 匹 に 感染 させ , 最 
も 高い 感染 率 を 示し た の は , No、1 の 33 隻 , 55.0 % で 
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第 2 表 メタ ケル カリ ア の 感染 率 


メタ ケル カリ ア メタ ケル カリ ア メタ ケル カリ ア メタ ケル カリ ア メタ ケル カリ ア 

10 個 感染 群 15 個 感染 群 20 個 感染 群 30 個 感染 群 60 個 感染 閣 

検 メリ 検 感 検 メリ 検 感 

号 ヵ 数 数 (% 号 ヵ 数 数 (%) 号 ヵ 数 数 (% 号 ヵ 数 数 (%) 号 ヵ 数 数 (%) 

43 6 60 34 7 29 10 50 10 18 30 

42 5 50 14 47 

10 100 12 40 

44 9 90 が 9 30 

45 4 40 

圭 110 63: 57.3 90 36 40.0 120 34 28.3 300 147 49.0 240 109 45.5 


あ つた. つい で No. 3 の :32 ,53.0%,: 5 の 26 
隻 , 43.0 % で ぁ つ た が , 最も 低い 感染 率 を 示し た の は 
No. 2 の 18 隻 30.0 % で ぁ つ た . これ ら の 平均 感 独 率 は 
45.4 6 で あつ た . 

また 各 和 群 の 最高 と 最低 の 感染 率 は 次 の よう で あぁ つた. 
10 個 感染 群 10.0~100 %, 15 個 感染 群 7.0~67.0 %, 20 
個 感染 群 0~55.0 %, 30 個 感染 群 10.0~87.0 %, 60 個 
感染 群 30.0~55.0 % で あり , 最高 と 最低 の 感染 率 の 間 
隔 は , 10 個 感染 群 に お いて と くに 著しく , 60 個 感染 群 
に お いて すく な か つた . 

2. 肝臓 (胆管 ) に お ける 肝 瑞 の 寄生 分 布 

肝臓 内 に お ける 肝 蜂 の 棲息 部 は 主として 胆管 で ぁ つ 
て , わずか に 肝 表 面 , 肝 実 質 に お いて みとめ た . 肝臓 を 
外 左 葉 , 内 左 葉 , 外 右 葉 , 内 右 葉 , 尾 状 葉 , 総 胆管 ( 肝 
管 を 含む ), 胆 才 , 肝 表 面 と に 区 分 し , 肝 蜂 の 棲息 部 位 
を 検索 し た と ころ 次 の よう な 分 布 を 示し た . 

肝臓 に 寄生 する 肝 上 里 総数 は 389 令 で あつ て , その うち 
最も 高い 寄生 を みとめ た 部 位 は 総 胆管 の 144 隻 , 37.0% 
で あぁ あぁ つた. つい で 内 左 葉 78 隻 , 20.1 %, 外 左 葉 55 隻 , 
14.1 %, 内 右 葉 54 令 , 13.9%, 外 右 葉 34 隻 , 8.7 %, 
肝 表 面 12 , 3.1 %, 胆 , 2.8 %, 尾 状 葉 1 , 
0.3 % で あぁ つた. また, 肝 箇 が 寄生 する 各部 位 を 頭数 別 
に みる と , 全 頭 数 36 匹 の うち , 総 胆管 30 匹 で 最も 多く , 
つい で 内 左 葉 26 匹 , 内 右 葉 23 匹 , 外 右 葉 19 匹 , 外 左 
葉 16 匹 , 胆 吾 7 匹 , 肝 表 面 2 匹 , 尾 状 葉 1 匹 で あぁ つ た . 
3. 肝 蜂 寄生 数 と 宿主 の と の 関係 
肝臓 に 寄生 する 肝 上 蜂 数 と 宿主 家 兎 の 感染 後 氏 死 する ま 


第 1 図 家 肝臓 の 分 布 図 


で の 経過 日 数 と の 関係 を 28 頭 の 家 兎 に つい て 検索 し た . 
すなわち , 肝 里 23~32 令 寄 生 し て いる 6 匹 の 家 兎 で は 。, 
経過 日 数 52~175 日 で 上 季 死 し た . また 平均 経過 日 数 は 
100 で ぁ つ た . 肝 11~18 寄生 し て いた 6 の 
で は , 経過 日 数 62~330 日 の 間 に 鑑 死 し , 平均 経過 日 数 
は 112 日 で あぁ つた. 6~10 の 肝 寄生 し て いる 10 
の 家 の まで の 経過 日 数 50~221 日 , 平均 日 数 
103 日 で あつ た . また 1~3 隻 の 低い 寄生 を みる 6 匹 の 
家 兎 で は , 69~404 日 の 経過 日 数 で ぁ つ て , 平均 日 数 は 
4. 肝 交 メタ ケル カリ ア の 作製 年 度 別 に よる 感染 率 
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第 4 肝 蜂 寄生 数 と 宿主 家 の 死 と の 関係 


第 3 表 肝臓 た ける 肝 寄生 分 布 
検 外 内 内 外 尾 総 肝 数 
8 2 2 4 13 2 
6 2 14 33 
10 3 2 2 24 
7 4 2 2 26 
14 3 7 
1 1 10 14 
3 
19 1 
5 11 実質 
25 5 2 
24 1 
29 9 1 10 4 
3 1 1 9 
8 10 
43 3 3 6 / 
39 2 
40 1 5 
1 
42 3 5 
31 1 - 10 
4 10 
16 2 1 3 4 
34 1 3 7 
4 9 
45 4. 4 
35 


76 434 1.144 1 312 389 
13:9:8.7.0.3 87.02.8 3.1 


* 実質 寄生 


自然 感 症 邊 胆 採集 し た 肝 里 を , 人 工 


的 に 角 化 させ 作製 し た メタ ケル カリ ア の 感染 率 を , 作製 
年 度 に よ つ て 差異 が あぁ る か を 検索 し た メタ ケル カリ ア 
を 作製 し た 期日 は 6 月 (夏期 ), 10 月 (秋期 ), 12 月 ( 冬 
期 ) の 3 期 で ある . 昭和 33 年 6 月 作製 し た メタ ケル カリ 
ア 390 個 を 家 兎 9 匹 に 感 決 さ せ た と ころ , 検出 し た 肝 蜂 
は 211 匹 , 感染 率 54.1 % で あぁ つた . 同年 12 月 に お いて 
作製 し た メタ ケル カリ ア 230 個 を 家 兎 9 匹 に 感染 させ , 
認め た 肝 蜂 は 58 令 , 25.2 % の 感染 率 で あつ た . 昭和 34 
年 6 月 に お いて , 家 兎 6 匹 に メタ セル カリ ア 80 個 を 感 
せ 48 の 肝 を みとめ , 感染 は 60.0 % で ぁ つ 
た . また 同年 10 月 に お な ける メタ ケル カリ ア 160 個 を 家 
束 13 匹 に 感染 させ , みとめ た 肝 稀 は 72 隻 , 45.0 % の 感 
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検査 番号 。 検出 虫 体 数 経過 日 数 平均 経過 日 数 


3 32 52 
1 33 | 
26 65 
7 26 175 100 
10 24 133 
9 23 60 
2 18 330 
16 54 
11 14 70 
8 13 75 112 
12 12 81 
30 11 62 
33 10 61 
22 10 221 
31 10 96 
15 9 78 
21 9 174 
103 
25 7 71 
19 7 124 
40 7 81 
43 6 78. 
18 3 69 
3 3 100 
16 3 404 
24 1 75 
32 1 83 J 
で ぁ つ た 
総括 と 考察 


人 工 的 に 作製 し た 肝 蜂 メタ ケル カリ ア を 家 兎 に 経口 的 
に 感染 させ , . メ タケ ルカ リア の 感染 率 , 肝臓 に お ける 肝 
寄 生 分 布 , 肝 寄生 数 と 宿主 家 の と の 関係 , 
メタ ケル カリ ア の 作製 年 度 別 に よる 感染 率 に つい て 観 宗 
し , これ ら を 総括 , 考 祭 すれ ば つぎ の よう で ある . 

肝 農 メタ ケル カリ ア が 経口 的 に 摂取 され , 小腸 で 被 坦 
を 脱し て , 肝臓 に 到達 する 経路 に つい て は 古く より 論議 
され , 現今 とお いて は 小腸 壁 を 容 通 し 腹 膝 に 出 て , 諸 臓 
器 の 表面 を ほ ぁ くし つつ 肝臓 に 至り , 肝 表 面 よ り 容 入 す 
る と いう こと が 主要 感染 経路 と され て いる . 肝臓 に 達 
し た 幼 肝 蜂 は , 肝臓 の いずれ の 部 分 に お いて 発育 を 完成 
する か に つい て は , 一 般 に 胆管 に お いて の み 成 虫 に な り 
うる も の と 知ら れ て いる . し か し , 白井 は 家 兎 , モル モ 
ッ ト , マウ ス 等 の 小動物 に お いて は , 胆管 に 寄生 する も 
の は 極め て 少な く , 肝 稀 は 常に 肝臓 実質 に 棲息 し , まれ 
に 胆管 に 寄生 する と 述べ て いる . また 鈴木 は 自然 感染 肝 
頻 牛 こ に よ つ て , 肝 蜂 虫 体 の 発育 に よ つ て 本 来 の 棲息 部 位 
を 求め て いる . すなわち , 肝 実 質 内 に 寄生 する 貝 体 の 長 
径 は 13.45 mm Xx4.407 mm で あぁ つ て , 胆管 に 寄生 する 
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第 表 肝 メタ ケル カリ ア の 作 度 別 に ょ る 感染 


昭和 33 年 6 月 昭和 33 年 12 月 昭和 34 年 6 月 昭和 34 年 10 月 
検査 メタ ケル カ 検 出 検査 メタ ケル ヵ み 検 検査 メタ ケル カ 検 出 検査 メタ ケル カ 検 出 
番号 リア 感染 数 虫 体 数 番号 リア 感染 数 虫 体 数 番号 リア 感染 数 虫 体 数 番号 リア 感染 数 虫 体 数 

6 30 16 18 20 3 25 10 7 43 10 6 
9 19 7 24 1 39 2 
8 43 20 0 9 40. 7 
10 24 16 3 22 10 42 5 
7 2 26 14 30 7 30 20 11 44 9 
3 60 32 11 2 14 29 10 41 l 3 
5 26 12 45 4 
1 4 33 15 4 9 33 15 10 
2 18 13 3 32 1 

10 

34 7 

37 

35 1 
計 390 211 230 58 80 48 160 72 
% 54.4 25.2 60.0 45.0 


肝 蜂 は 25.22 mmX7.63 mm を 計測 し , 肝 実 質 内 に 杜 
息 す る 肝 蜂 は , 胆管 内 に 寄生 する 肝 蜂 に 比較 し て 著しく 
少 さ く , また 発育 状態 も 極め て 幼 若 で ある こと か ら , 腸 
管 系 統 は 真 の 寄生 部 位 と し て いる . 小野 ら は 26 匹 の 家 
兎 に 人 工 感 染 を お こない , 肝 暫 は ほとん ど 胆 管内 に 寄生 
し , 実質 中 に は 感染 初 期 に お いて の みみ られ , 50 日 以後 
は 壊死 巣 内 に 極め て 少数 の 肝 蜂 を 認め る に すぎ な いと 報 
告 し て いる . 今回 私 の お こなつ た 感染 後 50 日 以上 経過 
し た 36 匹 の 肝 転 症 家 束 では, ほとんど が 腸管 内 に 寄生 
し て お り , 実質 中 に 肝 蜂 を みとめ た も の は 2 匹 で あぁ つ た . 
これ ら 2 匹 の 家 兎 は , 感染 後 52 日 経過 し た No. 3 と 61 
日 経過 を と つた No. 30 で あぁ つた . すなわち , No.3 に 
お いて は 感光 させ た メタ ケル カリ ア は 60 個 , 検出 し た 肝 
蜂 は 32 隻 で あぁ つて, その うち 19 隻 を 実質 中 に みとめ た . 
また No. 30 で は 20 個 ク メタ セル カリ ア を 感染 させ , 
11 隻 の 肝 峰 を みとめ た が , その うち 3 隻 の み 実 質 中 に 棲 
息 し て いた . 以上 の 実験 例 の 他 に 50 日 を 経過 し な い 家 
更に つい て これ ら の 点 に つい て 観 祭 し た . 穴 兎 3 匹 に メ 
タケ ルカ リア 60 個 を 感染 させ , 感染 後 20 日 目 に お いて 
2 匹 (No. 26, No. 27), 30 日 目 に 1 匹 (No. 28) を 誠 検 
を お こない , みとめ た 肝 上 販 は , No. 28 で は 肝臓 実質 中 
に 棲息 する 21 隻 の 幼 若 貝 体 を 検出 し た . また 他 の 例 に 
お いて も すべ て 肝 実質 中 に し て いる こと を 
知 つ た . 以上 の 実験 例 を 考察 する に , 肝臓 に 到達 し た 幼 
肝 帳 は , いつ た ん 実質 中 に 容 入 し , 感染 後 50~60 日 を 
境 と し て 胆管 に 移行 し て 成虫 に 発育 する も の の よう で あ 
り , 家 兎 の 如き 小動物 に お いて も , 肝 蜂 の 本 来 の 棲息 部 
は 反 稚 動物 と 同様 胆管 内 で ある と 考え られ る . 
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全 実 験 例 の メタ ケル カリ ア の 平均 感染 率 は 45.2 % で 
あぁ つた. また メタ ケル カリ ア の 投与 数 を 10, 15, 20, 
30, 60 個 と それ ぞ れ 区 分 し て 感染 を 行い それ ぞ れ の 感 
染 率 は 57.3 %, 40.0 %, 28.3 %, 49.0%, 45.4% で 
ぁ つ て 20 個 感染 群 を 除い て は ほぼ 40~50 % の 感染 率 で 
ぁ つ た . し か し 小野 ら 行 つた 同様 の 試験 で は 9.0 % と 低 
い 感 染 率 で あぁ つて , 本 実験 の 成績 と は 著しい 差異 が ぁ つ 
た . 白井 は 家 兎 モル モッ ト , マウ ス 等 の 小動物 に お いて 
観察 し , 肝臓 実質 を 肝 蜂 本 来 の 棲息 部 と し , 肝臓 組織 を 
崩壊 する こと に よ つ て 貝 体 は ぜん じ 死 滅 消失 する も の と 
し て いる . し か し 本 実験 の メタ ケル カリ ア の 感染 率 は 高 
率 を 示し , 特に 感染 率 の 高 か つ た の は 37 匹 の 家 束 の う 
ち , 100%1 匹 , 90%, 2 匹 , 80%2 匹 , 70%3 匹 , 
60% 3 匹 , 50% 6 匹 で ぁ つ た. これ ら の こと か ら , 肝 
臓 に 到達 し た 幼 肝 蜂 が 死滅 する と いう こと より も , むし 
ろ メ タケ ルカ リア の 感染 能力 ある い は 経口 投与 され て か 
ら 肝 臓 に 達する まで の 間 に お いて , 死滅 , 感染 力 の 低下 
が 感染 率 に 大 きく 影響 する も の と 考え られ る . 

肝臓 を 外 左 葉 , 内 左 葉 , 内 右 葉 , 外 右 葉 , 尾 状 葉 , 総 
胆管 ( 肝 管 を 含む ), 胆 訟 , 肝 表 面 と に 区 分 し て , 肝 映 の 
寄生 分 布 を 検索 し た と ころ 最も 高い 寄生 率 を みとめ た の 
は , 総 胆管 の 37.0 % で あつ た . つい で 内 左 葉 20.1 %, 
外 左 葉 14.1 %, 内 右 葉 13.9 %, 外 右 葉 8.7 %, 肝 表 面 
3.1 %, 胆 %, 尾 状 葉 0.3 % で あぁ つた . 小野 ら に 
よる 肝 蜂 の 寄 生 分 布 は , 総 胆 管 25.0 %, 腹腔 19.0 %, 
内 側 右 葉 18.0 %, 内 側 左 葉 16.0 %, 外圧 左 葉 10.0 %, 
外側 右 葉 7.3 %, 尾 状 葉 3.4 %, 胆 夫 お よび 肝 静 脈 内 に 
それ ぞ れ 0.8 % の 寄生 率 と 報告 し て いる . これ ら の 成績 
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と 今回 の 実験 と を 比較 すれ ば 若干 の 差異 が みとめ られ 
る . し か し , 小野 ら の 供 試 動物 は 感染 初期 の も の が 多く , 
肝 組 織 中 を ほふく 中 の 幼 肝 帳 で あぁ つて , いま だ 固有 の 寄 
生 部 位 に 定着 を みな いも の と 考え られ る . 本 実験 の 供 試 
材料 は , すべ て 感染 後 50 日 以上 経過 の も の に お いて の 
みみ 検索 を お こなつ た こと に 差異 が 生じ た も の と 思わ れ 
る . また 一 般 に 肝 里 は , 肝臓 の 左 葉 に 多く 寄生 する こと 
は 周知 の と お り で あり , 胆管 , 血管 の 主流 が 左 葉 に 走 つ 
て いる こと に 意義 づけ て いる . 家 兎 に お いて も , 内 左 
葉 , 外 左 葉 お よび 内 右 葉 は 他 の 部 に 比較 し 病変 が 高度 で 
ある こと は , 他 の 動物 と 同様 胆管 , 血管 の 分 布 に よる も 
の と 考え られ る が , その 他 に 肝臓 の 各 葉 の 位置 も 感染 に 
関与 し て いる の で は な いか と お も われ る . 

肝臓 に お ける 肝 寄生 数 と 宿主 家 の と の 関係 は 
肝 23~32 令 寄生 で は 平均 100 日 , 11~18 令 は 平 
均 112 日 , 6~10 で は 平均 103 日, 1 ユ 1~3 に お いて は 平均 
135 日 の 経過 日 数 で ぁ つ て , 肝 蜂 寄生 数 が 減少 する に 従 
つて 宿主 家 兎 の 生存 期間 は 延長 する 傾向 に あ ゅ つた. また 
総 胆管 お よび 肝 管 附近 に 多く 肝 蜂 が 寄生 し て いる 家 兎 よ 
り も , その 他 の 細 胆 管 に 肝 蜂 が 寄生 し て いる 穴 兎 の 方 が 
生存 期間 は 短 か か つた . また , と き と し て 1 隻 の 肝 農 が 
貯留 物 と と も に 総 胆管 を 閉塞 し 銘 死 を きた し た 例 も あぁ つ 

メタ ケル カリ ア の 作製 年 度 に よる 感染 率 は , 夏期 , 秋 
期 , 冬期 に わた つて 行 つ た . すなわち , 昭和 33 年 6 月 
の 平均 感染 率 は 54.1 %, 同年 12 月 で は 25.2 %, 昭和 
34 年 6 月 で は 60.0 %, 同年 10 月 45.0 % の 平均 感染 率 
を 示し , 夏期 か ら 冬 期す すむ に 従い , メタ ケル カリ ア の 
感染 率 は 低下 する 傾向 に あぁ つた . 

まとめ 

私 は 家 兎 37 匹 を 用 いて , 人 工 的 に 作製 し た 肝 里 メタ 
ケル カリ ア を 経口 的 に 投与 し , メ タケ ルカ リア の 感染 率 , 
肝臓 に お ける 肝 の 寄生 分 布 , 肝 寄 生 数 と 宿主 家 の 
角 死 と の 関係 , メタ ケル カリ アア 作製 年 度 に よる 感染 率 に 
つい て 実験 を お こない 次 の 結果 を 得 た . 

1. メタ ケル カリ ア の 平均 感染 率 は 45.2 % で あつ た . 
2. . 肝臓 に お ける 肝 蜂 の 寄生 分 布 は , メタ ケル カリ ア 
感染 後 50 日 以上 経過 し た も の で は , 総 胆管 37.0 %, 内 
左 葉 20.1 %, - 外 左 葉 14.1 %, 内 右 葉 13.9 %, 外 右 葉 
8.7 %, 肝 表 面 3.1 %, 胆 審 2.8 %, 尾 状 葉 0.3 % で あ 

3. 肝 寄生 数 と 宿主 家 の と の 関係 は , 肝 寄 
生 数 の 減少 と と も な い , 和 宿主 の 生存 期間 が 延長 する 傾向 


に あっ つた. 

4. メタ ケル カリ ア の 作製 年 度 に よる 感染 率 の 差 は , 
夏期 に お いて 最も 高く , 秋期 , 冬期 に すす む に 従 い 感 染 
率 は 低下 し た . 
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a OF FASCIOLA HEPATICA IN THE LIVER, AND RELATIONS 
BETWEEN THE NUMBER OF PARASITES AND 

DEATH OF INFECTED RABBITS 

SHIGE KIMURA 

計 (Laboratory of Veterinary Medicine, Hyogo University of Agriclture, 

Sasayama, Hyogo Prefecture, Japan) 
I. 
™- The author has already reported the results of experiments on artificial infection of Fasciola 

hepatica in animals. 

[ he- The present experiments were carried out on 37 rabbits. The results obtained are sum- 
marized as follows. 
Di l. A number of metacercariae that had reached the liver often took off cyst in the 
. intestine of the final host. When groups of rabbits were given 10, 15, 20, 30, and 60 metacer- 
chte cariae each, they showed infection rates of 57.3, 40.0, 28.3, 49.0 and 45.4 per cent, respectively. 
13, 


The average rate of infection was 45.2 per cent. 
F 宛 2. In the early stage of infection, a comparatively large number of flukes were found in 
} the abdominal cavity and the parenchyma of the liver. However, 50 days after infection, the 


fF 究 , flukes were mostly found in the bile ducts. In short, the parasites in all the experimental 


日 本 rabbits were distributed as follows : ductus choledochus, 37.0% ; right medial lobe, 20.1% ; left 

oi Jateral lobe, 14.1% ; left medial lobe, 13.9% ; right lateral lobe, 8.7% ; surface of the liver, 
3.1% ; gall-bladder, 2.8% ; and caudate lobe, 0.3%4. 

察 , 3. The relations between the number of parasites in the liver and death of the final host 

雑誌 were examined. The survival of the host was prolonged in accordance with the decrease in 


number of parasites. 
郭 位 4. The rate of infection with metacercariae was different depending on the year when 
3 they were prepared. It was the highest in summer and decreased in autumn and winter as 
prepa 


time passed by. 
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皮膚 席 行 症 様 症 状 を 呈し た 肺 吸虫 皮膚 異 所 寄生 の 一 例 


安藤 収 介 


中 川 修 


出口 県 立 医 病 理学 教 (指導 細川 修治 教授 ) 


(昭和 35 年 9 月 5 日 受領 ) 


肺 吸 虫 は 本 来 の 寄生 部 位 で ある 肺 以 外 に , 異 所 寄生 を 
営む 事 が 特徴 で ある . 紫 の 異 所 寄生 は 容易 に 診断 出来 る 
も の で は な く , 手術 後に 材料 の 検索 の 結果 , 疾病 の 原因 
が 全く 予期 し な か つた 肺 吸 虫 の 異 所 寄生 と 診断 され る 事 
が 多い . 更に 組織 学 的 検索 の 結果 , 肺 吸虫 に 因 る も の と 
の 疑い は 濃厚 で ぁ つ て も, は 定型 的 な が 証明 
され ず , 肺 吸虫 異 所 寄生 と 決定 出来 な い 場 合 も ある . 

山口 県 下 の 肺 吸虫 症 患 者 は , 我 が 教室 の 調査 の 結果 , 
各 河 川 流 城 , 特に ぞ の 山間 地帯 で 地方 病 的 様相 で 発生 し 
て 居る . これ は , 山間 地帯 の 蛋白 資源 の 一 つと し て ,「 ジ ヅ 
ガニ 」 の 嗜 食 が 盛ん な 事 が 原因 で ある . 尚 , 県 下 の 各 河 
川 産 の 「 ソ ガニ 」 に は , 相当 高 率 に 肺 吸虫 被 論 幼虫 が 寄生 
し て 居る 事 は , 我 が 教室 の 内 野 , 高橋 , 豊原 の 調査 で 明 
か に され て 居る . 

此 の 様 な 環境 の 族 , 肺 吸 虫 の 異 所 寄生 例 に 遭遇 する 機 
会 が ぁ り , 既に 当 教 室 で は 細川 ら ( 卵 管 寄 生 ), 安 村 ら 
(大 綱 寄 生 ), 本 学 第 2 外科 の 森岡 ( 脳 寄生 ) の 報告 が 見 受 
けら れる . 

我 が 教室 に 病理 組織 診断 を 依頼 され た 症例 の 中 に , 肺 
吸虫 に 因り , 皮下 組織 及び 肝 の 好 酸 球 浸潤 が 認め られ た 
例 で 然 も 皮膚 に 長江 浮腫 様 の 症状 の 認め られ た 1 例 を 経 
験 し た の で 報告 する . 

観察 症例 

山口 日 赤 病 院外 科 , 政 井 健次 博士 依頼 

11 歳男 , 主訴 , 右 季 肪 部 の 腫 月 

何等 誘因 と 思わ れる も の な く , 右 季 肪 部 に 腫 服 を 生じ 
た . し か し , 此 の 部 分 は 軽度 の 圧痛 が ある 以外 , 全身 状 
態 は 異常 は な い . 

既往 歴 及 び 生活 歴 : 時 々 腹痛 を 訴え る 以外 は , 健康 で 
著 患 を 知ら な い . 患者 は 県 下 の 佐波 川上 流 に 居住 し , 魚 
釣 を 好 ん だ . し か し , 捕獲 し た 魚 を 嗜 食 し た 事 は あぁ まり 
な く , 河 蟹 を 食べ た 記憶 も 明確 で な い (問診 し て も 要領 
を 得 な い ). 


検査 成績 
白血球 数 10200, 白血球 百分率 , 好 中 球 47 %, リン パパ 
球 31.5 %, 好 酸 球 17.5 %, 単 球 4 % で 好 酸 球 増 多 症 が 
あぁ る . 赤 沈 値 は 1 時 間 25, 2 時 間 66 で 若干 促 進 し て 居 
る . 肺 , 胃 , 胆 府 の X 線 検査 で 媒 常 所 見 は 認め な い . 肝 
機能 検査 を 行 つ て も 肝 障 害 は 証明 され な い . 
局所 所 見 : 右 季 肪 部 か ら 胸 部 に 浮腫 状 腫 月 が あぁ あり, 軽 
度 の 圧痛 が ある が , 皮膚 の 発赤 及び 色素 沈着 は な い . 肝 
は 2 横 指 触 知 さ れる が , 特に 硬い と 云う こと は な い . 
入院 後 の 経過 
上 述 の 所 見 及び 検査 か ら 一 応 肝 腫瘍 の 疑い で 試験 開腹 
を 行 つ た . 浮腫 状 の 皮下 組織 に 著 変 な く , 腹水 も な い . 
肝 表 面 は 平滑 で ある が , 処 々 に 小指 頭 大 の 白色 の 部 分 が 
散見 され た . 大 網 及び 腸 間 膜 リン パ 腺 が 数 っ 腫 大 し て 居 
る 以外 は 腹部 各 臓 器 に 著 変 は な い . 前 記 肝 の 白色 の 部 分 
を 組織 学 的 検査 の 為 試験 切除 し , 手術 創 を 閉じ た . 秩 後 
順調 に 経過 し た が , 7 日 目 に 手術 創 に 近く , 以前 の 皮膚 
と 異 る 部 位 に 描 指 頭 大 の 皮膚 膨 隆 が 2 = 生じ た . 前 回 と 
同様 , 軽度 の 圧痛 以外 に 異常 所 見 は な い . 然し 特異 な 点 
は 此 の 膨 隆 は 時 間 的 消長 が あぁ あり, 移動 が 認め られ た . 翌 
日 , 局所 を 切開 する と , 皮下 組織 は 壊死 状 で 汚 箕 色 を 星 
し て 居る が , 肛 様 物 の 流出 は な い . 詳細 に みる と , この 
中 に 異物 様 の も の が あぁ つた の で , 周囲 組織 と 共に 切除 し 
た . 2 カ ヵ カ所 に 切開 を 行 つ た が , 異物 は 1 カ所 の み で あつ 
た . 此 の 異物 は 米粒 大 , 赤褐色 , 無花果 形 (2X3.5 mm) 
の 貝 体 で , 伸縮 運動 を 行 つ て 居 た . 其 後 は 順調 に 経過 し 
開腹 術 後 , 18 日 で 人 退院 し た -. 
発見 され た 貝 体 は , 腹面 に 2 っ の 吸盤 , 即ち , 口 吸 盤 
及び 腹 吸盤 が 認め られ た . 卵巣 内 の 卵 形成 は 認め な い . 
卵巣 , 皮 隷 の 状態 か ら 紫 の 躍 体 は ウエ ステ ルマン 肺 吸虫 
で ある . 
皮下 組織 及び 肝 の 組織 学 的 所 見 
皮下 組織 は , 組織 の 軽度 の 壊死 と 無数 の 好 酸 球 か ら な 


本 研究 は 文部 省 科学 研究 費 ( 肺 吸虫 班 ) の 補助 を 受け た. 
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写真 説明 


1. 皮下 組織 内 の 細胞 を 示 
す , 細胞 の 殆 ん ど が 好 酸 球 で あ 


2. 組織 内 の 細 を 示す 
漫 潤 巣 の 中 心 部 は 肝 細 胞 が 消失 
し て 居る 


3. 2. の 強 拡 大 , 殆 ん ど が 好 酸 b 
球 で ある が , 少数 の 大 単 校 球 が a 答 
認め られ る 


/ 
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る 浸 潤 細 胞 集団 が あり, 処 に よ つ て は 線維 素 の 析出 が み 
られ る . し か し , 好 酸 球 以 外 の 浸 潤 細 胞 は 殆ど み ら れ 
な い . 隣接 脂肪 織 及 び 結 合 織 間 際 に は 播種 状 な いし は 散 
在 性 に 好 酸 球 の 浸潤 が あり , 細 血 管 の 充 久 を 認め る . 
肝 の 変化 も , 皮下 組織 と 同様 に 主 な 変化 は , 好 酸 球 の 
浸潤 で ある. 即ち 小葉 内 或 は 小葉 間 に 多 数 の 好 酸 球 が 集 
塊 を 旋 し て 居り , この 集 塊 に は 少数 の 大 単 核 球 が 混 つ て 
居る . 此 の 部 の 肝 細 胞 は 壊死 に 陥り , 病巣 隣接 の 肝 細 胞 
索 は 細長 く な つて 居る . Sinusoid に は , 好 酸 球 が 充満 
し て 居る , 遠隔 部 の Sinusoid に も 好 酸 球 が み ら れ る . 
両 組 織 共 に 未だ 肉芽 組織 の 形成 は な い . 
考 

此 の 症例 の 発生 機転 は , 肺 吸虫 被 費 幼虫 が 宿主 に 経口 
』 に 摂取 され て 肺 に 至る 和 包 の 体内 移行 を 考え れ ば 自ら 理 
解 出来 る . そこ で , 実験 的 犬 肺 吸虫 症 に 於 ける 肺 吸虫 の 
宿主 内 移行 状態 を 述べ な が ら , 紫 の 症例 の 発生 機転 を 説 
明 し た いと 思う . 

宿主 の 小腸 に 達し た 被 は 脱 て 後 , 腸管 を 
通し 腹腔 内 に 出る . その 後 , 大 多数 は 上 行 し て 横隔膜 を 
容 し 胸腔 に 入り , 肪 膜 を し 下 の 肺 組織 に 躍 
を 形成 する が , 少数 は 横隔膜 究 通 に 先立つ て , 横隔膜 直 
下 に 位置 し て 居る 肝 を る も 容 通 する . 又 , 或 る も の は 腹壁 
腹膜 直下 或 は 筋 組織 内 に 容 掘 し っ つつ 移動 する . 此 の 様 な 
状態 は , 犬 に 被 埋 幼 躍 を 感染 させ た 後 , 1~2 週間 で 開腹 
する と 観 祭 され る . 本 症例 は , 虫 体 の 大 き さ , 組織 像 , 病 
変 の 位置 が 皮下 及び 肝 に 認め られ た 点 か ら , 前 述 の 実験 
的 犬 肺 吸 虫 症 の 感染 後 1~2 週間 に 一 致す る も の で ある . 
肝 の 病変 と 皮下 の 病変 が , 同一 中 体 に 因 る も の か , 別 


個 の 忠 体 に 因 る か は , 簡単 に 決定 し 兼ね る . し か し , 肝 


の 組織 像 は , 好 酸 球 に 大 単 核 球 が 混 し て 居る 点 か ら 皮 下 
の 病変 より 僅か な が ら 旧 い 様 に 考え る . 此 の 事 か ら , 肝 
を 容 通 し て 後 , 腹壁 内 に 迷 入 し , 皮下 を 移行 し た 為 に 皮 
に 浮腫 状 腫 と 痛 を まし て , 丁度 症 の 如き 症状 
を 呈 し , 第 1 回 手術 時 の 皮膚 で は 発見 され ず 更 に 移動 し 
た も の と 考え られ る . 流行 地 で は 皮膚 の 移動 性 腫 須 に 就 
て , 頸 口 中 を 疑い 検査 する と 同時 に 肺 吸虫 の 皮膚 異 所 寄 
生 も 疑い 検索 する こと も 忘れ て は な ら な いと 思う . 
既に 述べ た 様 に , 感染 後 間 も な い 時 期 の 病変 も 考え ら 
れる に 拘ら ず , “ ガ ニ の の 記憶 が いと 
は 不思議 で あぁ る が , これ は , 患者 が , 蟹 が 料理 され て い 
る の を (例え ば すり つぶ し て ダン ゴ , 或 は 蟹 汁 ) 知 らち ない 


で 食べ た か , 或 は , 鳥 同志 の 闘争 に より 離 断 し た 脚 , 或 
は 死ん だ 蟹 か ら 遊 離し た 被 宮 幼 虫 が 河水 の 使用 に 因り 
(例え ば , 水泳 , 飲用 , 食器 洗 浴 ) 誤 っ て 感 湊 し た も の と 
推察 され る . 
結 

11 歳男 , 右 季 肪 部 の 浮腫 状 腫 し , 症 様 皮 
腫 月 を 認め , 試験 開腹 の 結果 , 皮下 組織 及び 肝 に 病変 を 
認め た . 又 皮 下 組織 に は 躍 体 を 認め た . 検索 の 結果 , 虫 
体 は ウエ ステ ルマン 肺 吸虫 で あつ た . 

病変 部 の 組織 像 は , 無数 の 好 酸 球 の 浸潤 を 示し た . 
此 の 病変 の 発生 機転 を 実験 的 肺 吸虫 症 と 対比 し て 考 宗 


本 論 交 の 要 引 は 日 本 寄生 虫 学 会 , 第 14 回 西部 支部 犬 
会 に た 於 いて 発表 し た . 
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ONE CASE OF DERMAL HETEROTOPIC PARAGONIMUS PARASITISM 


WHICH INDUCED CREEPING 


DISEASE-LIKE SYMPTOMS 


TAKASHI MIYAZATO, SHUSUKE ANDO & OSAMU NAKAGAWA 
(Department of Pathology, Yamaguchi Medical School, Japan) 


A patient, 11-year-old boy, complained dermal edematous swelling of right hypogastrial 


region which showed creeping disease like dermal swelling.: 


Paragonimus westermanii parasitism and eosinophile leucocytes infiltration in the dermis 


and subcutaneous tissue was recognized by means 


leucocytes infiltration in the liver parenchyma, too. 


of probe laparotomy, furthermore, eosinophile 
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自然 便 池内 の 選 尿 は , 通常 その メデ ヂ ウ ム 中 に 発生 する 
アン モニ ア の た めい ち じ る し い ア ルカ リ 性 を 量 す る が , 
か か る アル カリ 性 メ ヂ ウム 下 に お ける 和 末 虫 卵 殺 減 剤 の 効 
果 は , きわ め て 低い . し か し あら か し じ め 選 尿 の 液 性 を 強 
酸 等 に よ つ て 酸性 側 に 調整 し て お いて か ら 殺 卵 剤 を 用 い 
れ ば 効果 が 増強 され る こと は , 既に 知ら れ て いた が , 著 
者 は pH 低下 薬 と し て , 強酸 類 の か わり に 肥料 過 燃 酸 石 
釣 を 用 いる こと に よっ つて , 充分 に その 目的 を 達し うる こ 
と を 見 出し た . 一 方 殺 卵 薬剤 と し て は , 効力 , 価格 , 人 
畜 お よび 作物 等 に 対す る 危険 性 , 量産 状態 等 の 面 を 考 誠 
すれ ば , 目下 の と ころ で は 亜 硝 酸 曹 達 が 最も 有望 で ぁ る 
と 考え られ る が , 本 薬剤 を 過 炎 酸 石 灰 と 併用 し た 場合 に 
お ける 殺 卵 効果 に つい て は , さき に 行 つ た 試験 結果 か ら 
それ が きわ め て 強力 で ある こと が 判明 し た ( 小 財 , 1960). 
最近 , 殺 卵 剤 と し て 亜 硝 酸 曹 達 を 主剤 と し た 商品 ( デ 
リサ ン ) が 出 て いる の で , これ に よる 筒 虫 卵 殺 滅 効力 を 
過 石灰 使用 に よる 酸性 下 に お いて , 亜 硝酸 曹達 
単独 使用 を 直接 の 試験 対 居 と し て それ と の 比較 試験 の 形 
で 試験 し て みた の で , その 結果 を 報告 する . 

実験 材料 お よび 方 法 

1. 卵 材料 : 豚 子宮 末端 部 内 新鮮 受精 と し 

2. 被 検 薬剤 : 

a) デリ サン : 伊 吹 正 化学 製 商 品 デ リサ ン は , 同 1 号 
( 淡 黄 色 粉 末 状 ), 2 号 (褐色 粉末 状 ) よ りな り , それ ぞ れ 
の 組成 は 以下 の ご と く で ある . 


組 成 
1 号 , 亜 硝酸 曹達 18.0g 
沈降 硫黄 1.0g 
2 , 過 石灰 8.0g 
カプ リン 酸 0.5g 
硫化 第 一 鉄 0.5g 


以上 の 組成 に みる ご と く デ リサ ン は , その 主要 有効 殺 
卵 薬剤 は 亜 硝酸 曹達 ( 約 64 %) で ぁ り , これ に 駅 形 薬 と 
し て 沈降 硫黄 , 過 炎 酸 石灰 , 硫化 第 一 鉄 等 が 含有 され て 


いる が , その うち , 硫化 第 一 鉄 は 尿 尿 の 防臭 と それ の 変 
色 と を ね らい と し て 含有 せしめ た も の と いわ れる . 

b) 過 燃 酸 石灰 : 神島 化学 製 を 使用 し た . な お 上 記 両 
薬剤 の 床 尿 中 へ の 混入 は , すべ で て それら の 原 末 の まま で 
行 つ た . 

c) 亜 硝 酸 草 達 : デリ サン の 対照 と し て は , 米山 化学 
製 亜 硝酸 曹達 試薬 一 級 を 使用 し た . 

3. 薬剤 作用 方 法 

a) 尿 尿 メ ヂ ウム : 貯溜 に よ づ て 人 為 的 に アル カリ 化 
(pH 8.8~9.0) し た を 用 いた . すなわち , 混合 
比 を 1 : 5 と し た 新鮮 尿 を , 27~28°C, 器 内 に 3 
日 間 保存 し た も の . 試験 に は 各 条 件 の も の と る も 同上 条件 
の 選 尿 50 ml ずつ を 用 いた が , これ に 薬剤 ( 過 炎 酸 石灰 
デリ サン ) の 各種 量 を 混入 後 の そ れ ぞ れ の 全量 を 同一 と 
する た め , 薬剤 混入 後に 全量 60ml と な る ご と く 蒸 溜 
水 を 加え て 調整 し た . な お 容器 は 100 ml 入り 三角 コル 
ベン ( ゴ ム つき ) と した. 

b) 薬剤 の 作用 条件 : 浸漬 温度 を 高温 (28^C) お よび 
低温 (5°C) の 2 種 と し , デリ サン お よび 酸 達 の 作 
用 期間 は , 上 記 各 作用 温度 下 で , 過 移 酸 石 灰 混 入 一 昼夜 
後 か ら 3 日 間 と し た . 薬剤 の 作用 期間 中 は ざさ ム 栓 に て 三 
角 ュ コルベ ン を 密栓 し た . 

c) 薬剤 作用 濃度 : 

i) 過 酸 石 : メデ ウム pH 低下 剤 と し て の 過 
石灰 は , 先 回 に お ける 著者 の 成績 ( 小 財 , 1960) を 参考 と 
し て , 選 尿 50 ml に 対し て 高温 作用 時 は 3 g( 終 末 濃 度 , 
59%), 4g( 同 , 6.6 %) の 各 量 投入 と し , 低温 作用 時 で 
は 4g( 同 , 6.6 %), 5g( 同 , 8.2 %) 混 入 と し た . 

i) デリ サン : 本 試験 に お いて は , 対照 亜 硝酸 曹達 単 
独 使用 と の 比較 と いう 見 地 か ら , デリ サン の 稀釈 は その 
商品 中 に 含有 され て いる 主要 有効 薬剤 加 硝 酸 曹 達 の 作用 
濃度 が 各 1,000 倍 (デリ サン 自体 の 稀釈 倍 , 643 倍 ), 
2,000 倍 ( 同 , 1,286 倍 ), 4,000 倍 ( 同 , 2,572 倍 ), 8,000 
倍 ( 同 , 5,144 倍 ), 16,000 倍 ( 同 , 10,288 倍 ) と な る ご 
と く こ れ を お こなつ た . すなわち , 高温 作用 時 : 過 炎 酸 
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石灰 3g 使用 群 に お ける デリ サン の 作用 濃度 は , その 含 
有 亜 硝酸 曹達 換算 と し て , 1,000 倍 よ り 倍々 稀釈 に よる 
16,000 倍 ま で と し , 同 4g 使用 群 で は 同上 1,000~8,000 
倍 と し た . 低温 作用 時 : 過 炎 酸 石灰 4g 使用 群 : 亜 硝酸 
曹達 換算 250 倍 ~4,000 倍 と し , 同 5g 使用 群 で は 同上 
500~4,000 倍 と し た . 

iii) 亜 硝 酸 曹達 : デリ サン の 対照 的 意味 で 使用 し た 
亜 硝酸 曹達 の 作用 濃度 は , 上 記 デ リサ ン 中 の 亜 硝 酸 草 達 
の 作用 濃度 と と 各 作用 条件 に つき 同一 と し た . 

4. 対照 : 過 燃 酸 石灰 と 殺 卵 薬 併用 に 対す る 対照 試験 
と し て は , 肥料 過 燃 酸 石 灰 , 亜 硝酸 曹達 の 各 単 独 作用 と 
し , 実験 群 に お ける 最高 濃度 と 同一 の 濃度 の も の を 用 い 
た . また , 選 尿 の み の 対 早 も お いた が , いずれ る も 高温 , 
低温 の 別 を お いた . 

5. 薬剤 作用 期間 中 の メ ヂ ウム pH の 測定 : 殺 卵 薬 
剤 (デリ サン , 亜 硝 酸 草 達 ) 混 入 直 後 , お よび 3 日 後に お 
ける メデ ウム pH を , それ ぞ れ pH 濃度 試験 紙 ( 東 洋 濾 
紙 ) た より 測定 し た . 

6. 薬剤 の 効果 判定 : 薬剤 の 効果 は , 各所 定 日 数 , 薬 
液 直後 各 メ ヂ ウ ム 約 10ml を 25 ml 管 に 
と り , これ を 3 回 遠心 水洗 し , 沈 湾 を 素 焼 基 培養 法 (28°*C) 
に より 培養 し , 培養 4~5 週末 に お ける 貝 を 検 鏡 し , 
4~5 週末 に お ける 和 観 祭 中 卵 の 発育 像 に よっ つ て, 生死 を 判 
定 し , これ に より 薬剤 の 効果 を 判定 し た . 

実験 成績 

A: 効果 

対照 群 に お いて は , 高温 お よび 低温 浸漬 時 と も に 過 灯 
酸 石灰 , 亜 硝 酸 曹 達 の 各 単 独 使用 (実験 使用 の 最高 濃度 ) 
は , の み の 対 照 と 同様 に 90 % 以 上 の 仔 忠 期 み 
と め た . 

1. 高温 浸漬 時 

1) 過 炎 酸 石灰 3g(5 %) 使用 時 : デリ サン に よる 完 
全 有 効 濃度 は 643 倍 ( 加 硝 酸 草 達 と し て 1,000 倍 ) で あ 
り , デリ サン の 1,286 倍 ( 亜 硝酸 曹達 と し て 2,000 倍 ) 以 
上 の 稀 夕 濃度 で は 完全 に 無効 で あつ た . 亜 硝 酸 曹達 で は 
1,000 倍 稀釈 で も 56 % の 仔 忠 期 卵 の 発育 を み 完全 に 無 
効 で あつ た . 

2) 過 燃 酸 石灰 4g(6.6 %) 使 用 時 : デリ サン 使用 の 
場合 は さき の 過 燃 酸 石 灰 3g(5 %) 混 入 時 と 同様 の 殺 卵 
効果 を し めし , その 完全 有効 濃度 は 643 倍 ( 亜 硝 酸 曹 達 
と し て 1,000 倍 ) まで で あつ た 。 一 方 この 場合 に お ける 
亜 硝酸 草 達 単独 使用 た に よる その 完全 有効 濃度 は 1,000 倍 
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第 1 表 過 石 灰 混 入 時 に け る デリ サン の 効果 
分 離 混入 方 式 (3 日 間 作 用 , 培養 4~5 週末 ) 
過 石灰 3g 使用 群 4 週末 


A: 高 作用 時 
虫 
胞 1 2 
期 期 期 期 期 種 種 
* 1,000: (643) 11 0°0:0 
# 2000 (1.206) 0:0°0r0. 
4000 (2,572) 3 0009 
+ 8000 (5.144). 10009%6 
3g ン 16,000 (10,288) 2 00094 2 2 
(5%) 1,000 9000 562411 
2,000 00009 2 1 
達 16,000 0'00 0.95 
000 
2,000 (1,286) 000092 3 5 
4000 (2,572) 000095 4 1 
8,000 (5,144) 000093 4 3 
6.6 
1,000 0000 01387 
2'000 0000 341650 
8,000 0000100 0 0 
過 石 の み 
の 
対照 1,000| 00097 10 
倍 


薬剤 混入 直前 の 尾 尿 量 は , すべ て 50ml と し, 28°C, 
3 上 日間 貯溜 の も の (pH 8.8~9.0) を 使用 . 

* デリ サン の 主要 有効 薬 は 硝酸 草 で ある. 配 
合 薬 剤 の 詳細 に つい て は , 実験 材料 の 項 を 参照 の と 


で で あっ 大 

2. 低温 浸漬 時 

1) 過 燃 酸 石 灰 4g (6.6 %) 使用 時 : デリ サン 使用 の 
場合 は , 実験 最高 濃度 161 倍 ( 亜 硝酸 曹達 と し て 250 倍 ) 
作用 で も 数 % 程 度 の 仔 虫 期 卵 の 出現 を みて いる . し か し * 
か り に 仔 虫 期 卵 の 出現 率 10 % 以 下 を も つて ほぼ 有効 と 
見 ば , そ の 有効 限界 は 643 倍 ( 酸 草 と し て 
1,000 倍 ) と な る . 同一 条件 下 に お ける 硝 酸 独 
用 で は 250 倍 稀 釈 で も 5 % に 仔 虫 期 卵 の 出現 を みた が , 
10 % 以 下 を 有効 と すれ ば , その 有効 限 界 濃度 は ほぼ 500 
倍 で あぁ つた . 
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過 石 灰 4g 使用 ・4 週末 
B: 低温 (5°C) 作用 時 
卵 像 
胞 
期 期 期 期 期 
* 250 (161}) 32 0 0 0 425 39 
デ 500 (329) 37 0. 01-4,22936 
(1;286) 1 111.32.11 
( 約 6.6 
250 46.10 0 52919 
硝 500 41 0 0 0 44411 
酸 1,000 44 09. 117.38 10 
2,000 7 00.0. 091 "2 30 
達 4,000 i 
500 (322) 0 0 0:02575 
2.000. (1,286) 0 0 573 22 
5g 4,000 (2;572) 
( 約 8.2 
%) 。500 0017.88 
0.0 0 049 942 
4,000 0 000411346 
の み 090 1 0 
薬剤 混入 直前 の 恒 尿 量 は すべ て 50ml と し , 28°C? 


3 日 間 貯 溜 の も の (pH 8.8~9.0) を 使用 . 
* デリ サン の 主要 有効 殺 卵 薬 は 亜 硝酸 草 達 で ある . 配 
合 薬 剤 の 詳細 に つい て は , 実験 材料 の 項 を 参照 の と 
と . 


2) 過 燃 酸 石灰 5g(8.2%) 使 用 時 : デリ サン の 完全 有 
効 濃度 は 643 倍 ( 亜 硝酸 曹達 と し て 1,000 倍 ) で あり , 
1,286 倍 ( 同 上 , 2,000 倍 ) に いた る と 5 % の 
卵 の 出現 を 許し て いる . 一 方 年 硝酸 曹達 単独 使用 に よ 
る , これ の 完全 有効 濃度 は 500 倍 ま で で , 1,000 倍 稀 
で は 6 % の 仔 忠 期 卵 の 出現 を みて いる . 

B: 薬剤 作用 中 の 尿 尿 メ ヂ ウ ム pH 値 
薬剤 作用 直前 の 民 尿 pH 値 は , 8.8~9.0 で ぁ つ た. 
これ に 対す る 薬剤 混入 後に お ける メ ヂ ウム pH 値 は , 第 
2 表 A, B に みる よう に , 薬剤 混入 直後 , お よび 3 日 後 
に お ける 両 薬 剤 作用 事例 の pH 値 を 比較 し て みる と , い 
ずれ も 全く 同一 の pH を し めし た . 
3 日後 の pH 値 は , 高温 作用 時 の 過 燃 酸 石 灰 3g 使用 群 
は 7.0~7.2, 同 4g 使用 群 で は 6.6~6.8 で , 低温 作用 


すなわち , 薬剤 作用 ・ 


第 2 表 薬剤 作用 中 の 選 尿 メ ヂ ウム pH (3 日 間 作 用 ) 
A: 高温 (28°C) 作用 時 


入 直 前 入 直 
* 1,000 (643)8.8~9.0 6.8~7.0 7.0~7.2 
デ 2,000 (1,286)8.8~9.0 6.8~7.0 7.0~7.2 
4.000 (2,572)8.8~9.0 6.8~7.0 7.0~7.2 
8.000 (5,144)8.8~9.0 6.8~7.0 7.0~7.2 
16,000(10,288)8.8~9.0 6.8~7.0 7.0~7.2 
0 8.8~9.0 6.8~7.0 7.0~7.2 
2.000 8.8~9.0 6.8~7.0 7.0~7.2 
酸 4.000 8.8~9.0.6.8~7.0 
8,000 8.8~9.0 6.8~7.0 7.0~7.2 
達 16.000 8.8~9.0 6.8~7.0 7.0~7.2 
1000 
2,000 (1,286)8.8~9.0 6.6~6.8 6.6~6.8 
4,000 (2,572)8.8~9.0 6.6~6.8 6.6~6.8 
6.6 
9%6) !'000 8.8~9.0 6.6~6.8 6.6~6.8 
2.000 
8.000 
硝 の 
対照 8.8~9.0 8.6~8.8 8.6~8.8 
[=1 
選 尿 の み 8.8~9.0 8.6~8.8 8.6~8.8 


薬剤 混入 直前 の 恒 尿 量 は , すべ て 50ml と し , 28°C, 
3 間 の も の を 使用 . 
* デリ サン の 主要 有効 殺 卵 薬 は 亜 硝酸 曹達 で ある . 配 
合 薬 剤 の 詳細 に つい て は , 実験 材料 の 殴 を 参照 の と 


時 の 過 燃 酸 石 灰 4g 使用 群 は 6.4~6.6 で , 同 5g 使用 
群 で は , 6.2~6.4 で あぁ つ た . 
考 

殺 卵 薬剤 と し て の 各 硝 酸 草 達 を し て その 効果 を 充分 に 
発揮 を せしめ る た め に , あら か し じ め 過 燃 酸 石灰 を 選 尿 メデ 
ウム 中 に 投入 する こと は , それ が た ん に 加 硝 酸 草 達 の 殺 
卵 力 を 助長 せしめ ゅ る ば か り で は な く , 肥料 上 の 利点 と も 
な り , 肥料 , 殺 卵 両面 の 目的 に 適う , い は ば 一 石 二 鳥 的 
効果 を も た ら す 点 に つい て は すでに 前 回 の 報告 ( 小 財 , 
1960c) で の べた . 

最近 , 亜 硝酸 曹達 を 主剤 と し た 新 殺 卵 剤 , デリ サン の 
人 券 場 を みて いる が , 著者 は た また ま 本 剤 の 入手 を えた の 
で , これ に よる 卵 効果 を , 過 酸 石 に よる 酸性 
メ ヂ ウム 条件 下 で 亜 硝 酸 曹 達 単独 使用 を 対 照 と し て , 試 
験 し て みた . その 結果 は , 先 き の 成績 に みる よう に , デ 
リサ ン 使 用 時 の 殺 卵 効果 は , その 主剤 と な つて いる 亜 先 
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B: 低温 (5°C) 作用 時 


メデ ム の pH 値 


デリ リサ 
{1 
入 直 前 入 直 後 3 


* 
500: (322)8.8~9;0 6:4=6.6 
+ 2.000 (1,286)8.8~9.0 6.4~6.6 6.4~6.6 
4g 4.000 2.572)8.8~9.0 6.4~>6.6.6.4~6.6 
250 8.8~9.0 6.4~6.6 6.4~6.6 
500 8.8~9.0.6.4~6.6:6:4~6.6 
酸 1,000 8.8~9.0 
達 4.000 
500 (322)8.8~9.0 6.2~6.4 6.2~6.4 
1,000 (643)8.8~9.0 6.2~6.4 6.2~6.4 
ッ ン 2,000 (1,286)8.8~9.0 6.2~ ~6.4 6.2~6.4 
4.000 (2,572)8.8~9.0 6.2~6.4 6.2~6.4 
98.2- 

1,000 8:8~9.0 6.2~6.4 6.2~6.4 
4.000 8.8~9:0 £6:2~6.4 

8.8~9.0 8.6~8.8 8.6~8.8 
の み 8:6~8:8 


薬剤 混入 直前 の 恒 尿 量 は , すべ て 50ml と し , 
3 日間 貯溜 の % の を 使用 . 

* デリ サン の 主要 有効 殺 卵 薬 は 亜 硝酸 草 達 で あぁ る. 配 
合 薬 剤 の 詳細 に つい て は , 実験 材料 の 項 を 参照 の と 


28°C, 


酸 曹達 の 作用 濃度 に 換算 し て これ を 考え た 場合 , 亜 硝 酸 
曹達 単独 使用 時 の それ と いち し じ し る し い 差 は みち られ な か つ 
た . た だ し , 有効 濃度 限界 附近 に お いて は , デリ サン 使 
用 の 方 が 含有 亜 硝酸 曹達 濃度 に 換算 し て 亜 硝 酸 曹 達 単独 
使用 より わずか に 有効 な 傾向 を し めす よう に 考え られ る 
が , この わずか な 効力 の 差 は 商品 に 配合 され て いる 亜 硝 
酸 曹 達 以外 の 薬剤 の 効果 , と り わ け 該 商品 中 に 少量 で は 
ぁ る が 含有 され て いる カプ リン 酸 に よる も の と 考え られ 
る . カプ リン 酸 の 殺 卵 力 に 関し て は , 竹山 (1951), 稲 臣 
(1951) ら の 報告 が ある が , それ に よれ ば 本 薬剤 は その 
8,000~10,000 倍 稀釈 , 30°C, 3 日 作用 で 完全 な 殺 減 効 
果 を し めす と いう . と ころ で , デリ サン の 有効 濃度 643 
倍 稀 林 時 の 含有 の カプ リン 酸 自 体 の 濃度 は 36,000 倍 の 
な り , それ の 完全 有効 濃度 より は る か に 化 
され た 濃度 と な る の で , デリ サン の 完全 有効 濃度 作用 時 
の デリ サン 中 の カプ リン 酸 分 の 効果 その も の は 充分 で あ 
っ た と は 考え られ ず , むし ろ , 亜 硝 酸 草 達 の 効力 に 対し 
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て 副 次 的 な 効果 を し めし た に すぎ な いと 考え られ , この 
カプ リン 酸 の 附 加 的 な 効力 部 分 が , デリ サン の 限界 有効 
濃度 附近 に お ける デリ サン と 亜 硝酸 曹達 単独 作用 と の 僅 
少な 効力 差 と な つて 現れ た も の と 解釈 され うる . 

さて , デリ サン 中 に 配合 され て いる 硫酸 第 一 鉄 に つい 
て は , それ が , 主として 防臭 と 尿 尿 の 色 を 変色 させ る こ 
と を 目的 と し て 配合 され て いる よう で ある が , その 根拠 
と な つて いる の は , これ を 人 選 尿 に 混 し じ た 場合 床 尿 の 分 
解 よ り 生成 する 硫化 水素 お よび 炭酸 アン モニ ア を 吸収 し 
て 不揮発 生 の 硫化 鉄 お よび 硫酸 アン モニ ア と する た め 
臭気 の 原因 と な つて いる 硫化 水素 , メル カプ タン お よび 
炭酸 アン モニ ア を 防止 する た めで ある (内 山 , 1911) と さ 
れ , また 記 尿 の 変色 に つい て は 硫酸 第 一 鉄 に よっ つ て 黒色 
の 硫化 鉄 を 生ずる た めで ある と いう 

以上 の よう に , デリ サン の 卵 力 は , 主として それ に 
含有 を られ て いる 亜 硝 酸 草 達 の 効果 に よる も の と 思わ れ 
る が , 亜 硝 酸 曹 達 単独 の 効果 以外 に わずか 御 ら , カプ リ 
ン 酸 に よる 相 加 的 な 効果 も ある よう で ある の で , デリ サ 
ン は , 将来 , 亜 硝 酸 曹達 以外 の 附 加 的 殺 卵 成分 を より 増 
量 さ する こと に よ つ て , さら に 強力 な 殺 卵 効果 を 期待 す 
る こと が で きる の で は ある まい か . 

過 酸 石 に よっ つて pH を 調整 され た ヂ ウ ム 和 休 
件 下 に お いて , 亜 硝酸 曹達 を 主剤 と し た 新 殺 卵 剤 デリ サ 
ン の 卵 殺 効果 を , 硝 酸 達 単 独 作 用 を 対照 と し 
て 試験 し , 以下 の 結果 を えた . 

1. 高温 (28°*C) 3 日 間 作 用 時 

アル カリ 性 床 尿 (pH 8.8~9.0)50 ml に 対し て 過 燃 酸 
石灰 を 3g (5 %) 紀 入 し た 場合 (混入 後 の pH: 6.8~ 
7.2) に お ける デリ サン に よる 完全 有効 濃度 は 643 倍 ( 亜 
硝酸 曹達 と し て 1,000 倍 ) で あぁ あつ た の に 対し て 各 硝 酸 草 
達 単独 使用 時 で は その 1,000 倍 稀 楼 濃度 で 56 % の 仔 忠 
期 卵 の 出現 を と みた. また 同上 アル カリ 性 床 尿 に 対し て 過 
學 酸 石 灰 4g(6.6 %) を 混入 し た 場合 (混入 後 の pH : 6.6 
~6.8) に お ける デリ サン の 効果 は , 過 読 酸 石 灰 3g 混入 
時 と 同様 , その 完全 有効 濃度 は 643 倍 ( 亜 硝酸 曹達 と し 
て 1,000 倍 ) で あぁ り , 了 硝 酸 曹 達 単独 使用 の 場合 の それ 
は 1,000 倍 で あぁ つた . 

2. 低温 (5°C) 3 日 間 作 用 時 

同上 アル カリ 性 50 ml に 対し て 過 酸 石 灰 4g 
(6.6 %) を 混入 (pH 6.4~6.6 に 低下 ) し た 場合 に お ける 
デリ サン の 効果 は , その 実験 最高 濃度 161 倍 ( 亜 硝 酸 草 
達 と し て 250 倍 ) 作 用 に て も 4 % 程 度 の 仔 虫 期 卵 の 出現 
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を みた . し か し , か り に 仔 躍 期 の 出現 率 10 % 以 下 を 
も つて ほぼ 有効 と 見 父 せ ば , その 有効 限界 は 643 倍 ( 亜 
硝酸 曹達 と し て 1,000 倍 ) で , 一 方 年 硝酸 曹達 単独 作用 
の 場合 は 500 倍 ま で ほぼ 有効 で あつ た . また , 同上 アル 
カリ 性 尿 に 対し て 酸 石 5g(8.2 %) を 混入 (pH 
6.2~6.4 に 低下 ) し た 場合 に お いて は , デリ サン の 完全 
有効 濃度 は 643 倍 ( 亜 硝酸 草 達 と し て 1,000 倍 ) で , 1,286 
倍 ( 同 上 , 2,000 倍 ) 稀 釈 で は ほぼ 有効 で あつ た . 亜 硝 酸 
曹達 単独 作用 時 で は 500 倍 稀 釈 まで 完全 , 1,000 倍 で は 
ほぼ 有効 で あぁ あつ た . 

3. 以上 に より 過 燃 酸 石 灰 に よ つ て pH を 調整 され た 
床 習 メ ヂ ウ ム 下 に お ける 殺 卵 剤 デリ サン の 効果 は 主 と し 
て その 成分 中 の 主要 殺 卵 薬 で ある 亜 硝酸 曹達 の それ に も 
と ずく も の と 考え られ る が , な お 同 剤 中 に 若干 配合 され 
て あぁ る カプ リン 酸 に よる 附 加 的 作用 も みとめ られ る よう 
で ある . 

稿 を 終る に 当り , 終始 御 な 御 指導 と 御 校 を 
まし た 予 研 寄 生 虫 部 長 小宮 義孝 博士 に 深 基 な る 謝意 を 表 
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‘OVICIDAL EFFECT OF A SODIUM NITRITE PREPARATION, “DERISAN " 
ON ASCARIS OVA IN NIGHTSOIL 


ISAO KOZAI & AKIO KOBAYASHI 
(Department of Parasitology, National Institute of Health, Tokyo, Japan) 


Sodium nitrite was pointed out by the present author (Kozai, 1960) to be the most 
promising chemical among those ovicides already known for ascaris ova in nightsoil when it 
was applied to the ova along with calcium supper phosphate. 

Recently an ovicidal preparation was newly produced in Japan under the trade name of 
“Derisan ”’, which contained sodium nitrite (64%), capric acid (ca. 2%) and other excipients. 

In the present study, experiment was carried out in order to know the ovicidal activity 
of “Derisan’”’ under various conditions in the acidified nightsoil medium with calcium super 
phosphate. 

The artificial nightsoil here applied contained one part of feces and five parts of urine, 
and showed as high as pH 8.8-9.0 just before the use. 

The results obtained were as follows : 

l. When 3 or 4 g of calcium super phosphate was added to the 50ml of the alkaline 
rightsoil ““Derisan ’”” produced 100% kill of the ova at dilution rate 1:643 (equivalent to 
1:1000 of sodium nitrite contained in “Derisan ””) after 3 day exposure at 28°C. 

In the case of using sodium nitrite singiy, the 1:1000 concentration of the chemical 
allowed to produce the larval formation at 56% of the ova in the same medium with 3 g of 
the calcium salt, though whole the ova were killed with the 1: 1000 dilution of the chemical 
when 4 g of the calcium salt was added. 

2. Another test was performed at a lower temperature 5°C using the same nightsoil. 
By the 3 day exposure to the 1 : 643 dilution of “Derisan ””, 100% of the ova was killed only 
when at least 5 or more gram of the calcium salt was added. When sodium nitrite was simply 
applied to the ova, however, it was impossible to achieve complete damage of larval formation 
of the ova with the 1: 1000 dilution of the chemical even in the same medium with 5 g of 
the calcium salt. 

3. From the above results obtained by the comparing effect of “Derisan ”” with that of 
‘sodium nitrite, the ovicidal activity of “Derisan ”” against ascaris ova was considered to be 
mainly depended upon that of sodium nitrite contained in this preparation though some slight 
wefficacy of capric acid which was also contained in the small amount in the preparation was 
«observed. 
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r-Globulin が 日 本 住 血 吸 虫 症 の 予防 及び 治療 に 及ぼ す 影 響 


長崎 宗俊 河野 
佐藤 重 房 沢田 利 上 
群馬 大 学 医学 部 衛生 学 教室 


(昭和 35 年 9 月 14 日 


y-Globulin (y-Gl.) が 麻疹 , 小児 麻痺 , 流行 性 肝炎 , 
日 本 脳炎 等 の 諸 種 の virus 性 疾患 の 予防 又は 治療 に 有 
効 で ある 事 は 既に 報告 され て いる . 著者 等 は 日 本 住 血 吸 
曰 症 (日 虫 症 ) に 対す る y-GI. の 予防 及び 治療 効果 に つい 
て 実験 を 行い 2 3 の 知見 を 得 た . 

実験 材料 及び 方 法 

y-GI. の 調製 方 法 実験 的 に 山 壮 (体重 約 30 kg) に 日 
虫 cercaria を 100 隻 /kg 経 皮 感染 させ , 8 週間 後に 山 
羊 を 殺し , 頸 動脈 より 可 及 的 無菌 的 に 全 採血 を 行い , 
血清 を 分 離し た . この 血清 (200 ml) に 硫酸 安 門 ( 硫 究 ) 
飽和 液 (100 ml) を 加え リ 』 飽和 と し , 37°C 2 時 間 放 置 
後 遠心 沈 淫 (10,000 rpm 15 分 間 ) し , 上 清 と 沈 湾 に 分 
けた . この 沈 流 を 0.85 96 食 塩水 で (50 ml) 溶解 し た 後 , 
遠心 し て 不 深部 分 を 除去 し , 硫 安 飽 和 液 (25 ml) を 加え 
て 硫 リ s 飽和 と し , 沈 (10,000 rpm 15 分 間 ) し 
て 上 清 と 沈 湾 に 分 けた . 更に , この 沈 湾 に 同上 操作 ( 溶 
解 , 再 沈 ) を 2 回 繰返し た 後 , その 沈 湾 を 蒸溜 水 (20 
ml) で 沙 解 し , 0.85 % 食 塩水 に 対し て 48 時 間 透 析 後 , 
更に 蒸溜 水 に 対し 24 時 間 を 行い , これ を 
(10,000 rpm 15 分 間 ) し て 上 清 と 沈 湾 に 分 け , その 上 上 清 
を 深 結 燥 し て y-GI. の 白色 粉末 (2,986 mg) を 得 た . 
使用 に 際 し て は , その 一 定量 を 計量 し 0.85 % 食 塩水 に 
深 解 し て 使用 し た . 

実験 動物 は 生後 5 週 の 20~23g の ddN 系 6 マウス 
を 用 い , y-Gl. の 注射 は 1 匹 に 対し て 1 回 量 10 mg, (0.1 
ml) を 隔 日 毎 に 5 回 腹腔 内 に 注射 し た . cercaria の 感 包 は 
山梨 県 産 感 独 宮入 内 より 得 た cercaria を 1 匹 に 対し て 30 
隻 宛 腹 部 に 経 皮 感染 させ た . マウ ス 体 内 に 於 いて 感染 仔 
虫 が 成虫 に 成育 する に は , 感染 後 5~6 週間 を 必要 と す 
る の で , 感染 虫 体 の 採集 は 感染 後 第 6 週 目 に マウ ス を 殺 
し , 肝 内 の 貝 体 は Yolles 等 の 血管 溢 流 法 に より , 又 
肝 外 特に 腸管 膜 静脈 内 の 忠 体 は 肉眼 的 精査 に よっ つ て 集め 


実験 成績 
I. ヶ y-GI. の 日 本 住 血 吸虫 症 に 対す る 予防 効果 に つい 

実験 1 : マウ ス 5 匹 に それ ぞ れ ヶ y-Gl. を 1 回 量 10mg: 
(0.1 ml) づつ 隔 日 毎 に 5 回 腹 膝 内 注射 し , 注射 終了 2 日 
後に 日 中 cercaria 30 令 を 各 マ ウス の 腹部 に 経 皮 感染 さ 
せ , 感染 後 第 6 週 旧 に これ ら を 殺し て , 肝 及 び 門 脈 系 より 
日 虫 体 を 集め た と ころ , 抱合 虫 体 36 対 (72 隻 ), 単 性 虫 
体 13 隻 , 総 感染 体 85 得 た . , 感染 率 は 


第 1 表 y-Globulin 注射 と cercaria 感染 時 期 と の 関係 


前 感染 

1 yyyyyC 検 
2 yyyCyy 
5 CyyyyY 
6 yyYYYY 
7 yyYYYY 
8 Cc yyYYYY 


y は y-Globulin の 注射 
C は cercaria の 感染 
剖検 は マウ ス の 前 検 


56.7 % で あつ た . 

実験 2 : マウ ス 5 匹 に y-Gl. を 1 回 量 10 mg (0.1ml) 
づつ 隔 日 毎 に 3 回 腹腔 内 注射 , その 翌日 に 日 貝 cercaria 
30 令 を 各 マ ウス の 腹部 に 経 皮 感染 させ , 感染 の 翌日 より 
更に 隔 日 に 2 回 y-Gl. の 腹腔 内 注射 を 行 つ て , 感染 後 第 
6 週 目 に これ ら の マウ ス を 殺し て , 日 虫 体 を 集め た と こ 
ろ , 抱合 虫 体 38 対 (76 隻 ), 単 性 忠 体 9 隻 , 総 感染 虫 体 
85 令 を 得 た . 中 体感 染 率 は 56.7 % で あつ た. 

実験 3 : マウ ス 8 匹 に 夫々 y-GI. 10 mg(0.1 ml) を 腹 
部 に 皮 内 注射 し 30 分 後に 同一 局所 に 日 中 cercaria 30 隻 
を 各 マ ウス に 経 皮 感染 させ , 感染 後 第 6 週 目 に これ ら を 
殺し て , 日 虫 体 を 集め た と ころ , 抱合 虫 体 45 対 (90 令 ), 
単 性 虫 体 8 隻 , 総 感染 躍 体 98 令 を 得 た . 中 体感 染 率 は : 
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第 2 表 血清 y-Gl. の 注射 と 虫 体感 染 状 況 


ウス 1 に cercoria 感染 虫 体 数 
実験 る y-Gl. の cercaria の 体感 
y-GI. の 総 感 染 

番号 数 の 注射 注射 部 位 感染 方 法 合 単 性 総数 染 

1 5 10mg Xx5 腹腔 内 腹部 経度 30 隻 X5 rr- 13 85 56.7 
2 5 10mg X5 腹腔 内 腹部 経度 30 隻 X5 76 9 85 56.7 
3 8 10mg Xx 1 腹部 皮 内 注射 局所 経 皮 30 隻 Xx8 90 8 98 40.8 
4 8 10mg Xx1 背部 皮 内 腹部 経 皮 30 124 19 143 59.6 
5 10mg xXx5 腹腔 内 腹部 経 皮 30 隻 X5 66 15 8l 54.0 
6 5 10mg x5 腹腔 内 腹部 経 皮 30 隻 X5 62 21 83 55.3 
5 10mg Xx5 内 腹部 経 皮 30 隻 x5 68 20 88 58.7 
8 5 10mg Xx5 腹腔 内 腹部 経 皮 30 隻 x5 74 16 90 60.0 
Ci 7 腹部 経 皮 30 隻 xX7 96 0-122 58.1 
C2 生理 的 食塩 水 腹部 皮 内 注射 局所 経 皮 30 隻 X5 90 7 64.7 

0.1 ml x1 
: 対 1, 照 2. 
40.8 % で あっ つた. 体 37 対 (24 単 体 16 総 感染 虫 体 90 得 


実験 4 : マウ ス 匹 に 夫々 y-Gl. 10 mg (0.1 ml) を 背部 
に 皮 内 注射 し , 30 分 後に 腹部 に 日 虫 cercaria 30 令 を 経 皮 
感 , 感染 後 第 6 週 に これ ら を て 日 体 を 集 
め た と ころ , 抱合 虫 体 62 対 (124 隻 ), 単 性 虫 体 19 隻 , 総 
感染 中 体 143 令 を 得 た . 虫 体感 染 率 は 59.6 % で あつ た . 

I y-Gl. の 日 本 住 血 吸虫 症 に 対す る 治療 効果 に つい 

で 

実験 5 : マウ ス 5 匹 に 日 虫 cercaria を 30 隻 宛 腹部 に 
経 皮 感染 させ , 感 湊 の 翌日 より y-Gl. を 1 回 量 10 mg 
(0.1 ml) づつ 隔 日 毎 に 5 回 腹腔 内 注射 し , 感染 後 第 6 週 
月 に マウ ス を 殺し て 日 貝 体 を 集め た と ころ , 抱合 虫 体 33 
対 (66 ), 単 性 虫 体 15 , 総 感染 体 81 を 得 た . 
体感 染 率 は 54.0 % で あぁ つた. 

実験 6 : マウ ス 5 匹 に 日 貝 cercaria を 30 隻 宛 腹部 に 
経 皮 感染 させ , 感染 後 1 週間 を 経て か ら y-Gl. を 1 回 量 
10 mg (0.1 ml) づつ 隔 日 毎 に 5 回 腹腔 内 注射 し , 感染 後 第 
6 週 に マウ ス を 殺し て 日 虫 体 を 集め たと ころ , 抱合 虫 
体 31 対 (62 令 ), 単 性 虫 体 21 隻 , 総 感染 虫 体 83 令 を 得 
た . 感染 は 55.3 % で あぁ つた . 

実験 7 : マウ ス 5 匹 に 日 貝 cercaria を 30 隻 宛 腹部 に 
経 皮 感 染 さ せ , 感染 後 2 週間 を 経て か ら y-GI. を 1 回 量 
10 mg (0.1 ml) づつ 隔 日 毎 に 5 回 腹腔 内 注射 し, 感染 後 第 
6 週 月 に マウ ス を 殺し て 日 貝 体 を 集め たと ころ , 抱合 虫 
体 34 対 (68 隻 ), 単 性 中 体 20 隻 , 総 感染 虫 体 88 令 を 得 
た . 感染 率 は 58.7 % で あぁ つた. 

実験 8 : マウ ス 5 匹 に 日 虫 cercaria を 30 隻 宛 腹部 に 
経 皮 感染 させ , 感染 後 4 週間 を 経て か ら y-GI. を 1 回 量 
10 mg (0.1 ml) づつ 隔 日 毎 に 5 回 腹腔 内 注射 し, 感染 後 第 
6 週 朋 に マウ ス を 殺し て 日 忠 体 を 集め た と ころ , 抱合 虫 


た . 由 体 感染 率 60.0 は % で あぁ つた (第 1,2 表 ). 

し て マウ ス 7 に 夫々 日 cercaria 30 
を 腹部 に 経 皮 感染 させ , 感染 後 第 6 週 目 に マウ ス を 殺し 
て 日 貝 体 を 集め た と ころ , 抱合 虫 体 48 対 (96 隻 ), 単 性 虫 
体 26 , 総 感染 中 122 令 得 た . 感染 率 は 58.1 
% で あつ た (対照 1). 又 マウ ス 5 匹 に 夫々 生理 的 食塩 
水 0.1ml を 腹部 に 皮 内 注射 し , 30 分 後に 同一 局所 に 日 
虫 cercaria を 30 隻 宛 経 皮 感 染 さ せ , 感染 後 第 6 週 目 に マ 
ウス を 殺し て 日 虫 体 を 集め た と ころ , 抱合 虫 体 45 対 (90 
令 ), 単 性 虫 体 7 , 総 感染 97 令 得 た . 体感 染 
率 は 64.7 % で あぁ つた (対照 2, 第 2 表 ). 

総括 及び 考 接 

virus 性 疾患 に 対す る y-GI. の 予防 又は 治療 効果 に つ 
いて の 報告 は 多い . Stokes et aZ. (1944) は 麻疹 の 予防 
及び 治療 に 人 工 免疫 血清 y-G1. を 使用 し , その 著 効 を 認 
め , 松原 ら (1956) は 日 本 脳炎 患者 に y-Gl. を 注射 し て 
好成績 を 収め た と 報告 し た . 又 , 服部 ら (1958) は 実験 
本 脳炎 virus 感染 に 及ぼ す y-GI. の 効果 は 予防 に 
の み 認 め ら れ た と 報告 し た . 著者 等 は 実験 的 日 本 住 血 吸 
虫 症 の 予防 及び 治療 に 日 本 住 血 吸 虫 秩 患 山羊 血清 より 分 
離 精 製 し た y-GI. を 使用 し て , その 効果 に つい て 検討 し 

20~23g の マウ ス に 対し て 総 y-Gl. 量 50 mg ( 隔 日 
毎 に 5 回 分 注 ) を 日 本 住 血 吸虫 cercaria 感染 前 に 腹腔 内 
に 注射 し た 後 , cercaria の 経 皮 感 染 を 行 つ た と ころ その 
予防 的 効果 は 全く 認め られ な か つた . し か し , y-Gl. 10 
mg を 皮 内 注射 し 同一 局所 に 日 本 住 血 吸 貝 cercaria を 経 
皮 感 染 さ せ た 場 合 に は , 僅か 征 ら その 感染 阻害 の 傾向 が 
認め られ た . 
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次 に , 日 本 住 血 吸 虫 cercaria 感染 の 翌日 より , 1 週間 
後 よ り , 2 週間 後 よ り , 4 週間 後 より それ ぞ れ 総 y-GL. 
量 50 mg( 隔 日 毎 に 5 回 分 注 ) を 腹腔 内 に 注射 し た が , そ 
の 治療 的 効果 は 全く 認め られ な か つた . 

即ち , 日 本 住 血 の 山羊 血清 は , 直接 的 
に 日 本 住 血 吸 虫 cercaria の 経 上 感染 を 或 る 程度 阻害 す 
る 事 が 出来 て も , y-GI. を 注射 する 事 に よ つ て 日 本 住 血 
吸虫 症 の 感染 予防 並 に 治療 の 効果 は 全く 認め られ な か つ 

結語 

日 本 住 吸虫 山羊 血清 より 分離 精 た y-Glo- 
bulin を 用 いて , 実験 的 日 本 住 血 吸虫 症 の 予防 及び 治療 
効果 に つい て 検討 し た が その 効果 は 全く 認め られ な か つ 
た . し か し , ヶ -Globulin 自身 に は 微弱 な が ら 日 本 住 血 吸 
虫 cercaria の 侵入 を 阻害 する 効果 が 認め られ た . 

本 論 区 の 要 引 は 昭和 34 年 10 月 30 日 , 第 19 回 日 本 寄 
生 虫 学会 東日本 支部 大 会 に # い て 発表 し た . 
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EFFECTS OF y-GLOBULIN ON THE PROTECTION AND TREATMENT 
OF SCHISTOSOMIASIS JAPONICA 


MUNETOSHI NAGASAKI, MecGumi KONO, SHIGEFUSA SATO & TosHIsADA. SAWADA, 
(Department of Hygiene, School of Medicine, Gunma University, Japan) 


Experiments of protection and treatment of Schistosomiasis were conducted with the 
y- globulin, prepared from the goat serum suffering from Schistosomiasis. 

It was injected into the mice interaperitoneally with a total dosage of 50 mg of y-globulin 
(every other day 10 mg for five times) before or after the infections of cercariae into mice, but 
the protective and curative effects found in the experiments were disappointing.. 
infections with cercariae were conducted on the same spot, where y-globulin injected intradermally 


(with a dosage of 10 mg), the inhibitory effects against the penetration of cercariae. were observed. 


slightly. 
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ウエ ステ ルマン 肺 吸虫 の カワ ニナ へ の 感染 実験 
(1) 経 皮 に つい て 


国立 予防 衛生 研究 所 寄生 虫 部 
(昭和 35 年 9 月 15 日 受領 ) 
まえ が き 得 た を 洗 分 離し , 腰 シャ ー レ に 約 250cc の 


カリ ワリ ニナ (Semisulcospira libertina) へ の ウェ ステ ル 
マン 肺 吸虫 (Paragonimus westermant) の 感染 実験 は 
中 川 (1915), 小林 (1918), 横川 ( 定 ) (1919), 宮入 (1918, 
1934) 等 に よ つ て 報告 され て いる が , いずれ も その cer- 
caria を 得る まで に は つて て いない. 

すなわち , 中 川 (1915) は 水中 で 艇 化し た miracidium が 
カワ ニナ に 好 ん で 侵入 する と 報じ , 中 川 及び 横川 は 実験 
池内 に カワ ニナ と ウェ ステ ルマン 肺 吸 虫 卵 と を 混在 さ 
せ , その 実験 感染 を 試み た が , いずれ も 数 週 に し て 中 が 
死 減 し , 何ら の 結果 を みる に 至ら な か つた . 同様 の 方 法 
で , 宮入 は カワ ニナ 体内 に redia の 形成 まで は 認め た 
が , cercaria の 形成 を 見 る まで に は 至ら ず , 小林 も カワ 
ニナ と ウェ ステ ルマン 肺 吸 虫 miracidium を 接触 させ た 
後 , 40 日 月 の カワ ニナ 体内 に mother redia を 検出 し , 
その 中 に daughter redia の 形成 を 認め た が , cercaria 
の 形成 まで に は 至ら な か つた と 報じ てい る . 

その 後 現在 に 至る まで , 多く の 人 が 同様 の 実験 を 試み 
て いる が , いま だ に 成功 の 例 を みて いな い . し た が つて 
カワ ニナ 体内 で の ウェ ステ ルマン 肺 吸虫 の 発育 に つい て 
は 不明 の 点 が 数 多く 存在 する . 

筆者 ら は 第 一 中 間 和 宿主 体内 で 未だ 不明 で ある ウェ ステ 
ルマン 肺 吸虫 の 発育 過程 の 観 祭 を 試み つつ あぁ る が , まず 
その 前 段階 と し て , ウェ ステ ルマン 肺 吸虫 の カワ ニナ へ 


の 感染 実験 を 行い , 一 応 の 結果 を 得 た の で , ここ に 報告 
する . 
材料 お よび 方 法 


l. miracidium 

静岡 県 函南 地方 より 採集 し た モク ズ ガ ニ (Eriocheir 
Japonicus de Hann) か ら 得 た ウェ ステ ルマン 肺 吸 虫 
(Paragonimus westermani (Kerbert, 1878)Braun, 
1899) の metacercaria を 犬 に 摂 食 せしめ , その 床 より 


と 共に 入れ , 30°C 恒温 槽 で 12~20 日 間 培 差し た . 使用 
時 に は 卵 内 で miracidium に まで の 発育 が 完了 し た こと 
を 確認 し た の ち , 5~8°C の 冷蔵 庫 に 約 15 分 間 入 れ 再 び 
室温 に 戻す と いう 温度 刺激 を 与え て , 一 斉 に 秀 化 させ た 
も の を 用 いた . 

静岡 県 田方 郡 函 南村 の 肺 吸虫 症 流 行 地 の 溝 ょ より 採集 し 
た カワ ニナ (Semizsulcospira libertina Gould) の うち , 
長 5~10 mm 位 の 幼 若 由 を 実験 室内 に て 室温 で 水槽 中 
に 飼育 し て お き , 必要 に 応じ て それ を 使用 し た . 功 若 の 
も の を 使用 し た の は , 自然 界 で の 生存 期間 が 未だ 短 か く , 
し た が つて ウェ ステ ルマン 肺 吸虫 の 自然 感染 の 可能 性 お 
よび その 感染 に 対す る 感受 性 が 低い と 思わ れる こと , お 
よび 表皮 が 柔 か く , か つ 上 貝 体 が 小さ い の で 検査 に 都合 が 
良い と 考え られ た か ら で あ る . また 流行 地 の 由 を 使用 し 
た の は , 流行 地 以 外 の 由 に は あぁ あるいは ウェ ステ ルマン 肺 
吸虫 に 感染 し に くい と いう 可能 性 が ぁ あり は し まい か と 妙 
念 し た た めで ある . 

miracidium 被 虹 後 の カワ ニナ は 大 型 の 角形 水槽 (60cm 
X30 cm X30 cm) 内 を 4 つ に 綱 で 仕 急 り , その 中 に 上 由 を 
実験 群 ご と に まとめ て 入れ , 餌料 と し て は 主として 固形 
餌料 (船橋 農場 製 の も の で ウサ ギ , モル モッ ト 用 の 飼料 ) 
お よび フサ モ , カナ ダ モ など の 淡水 藻類 を 用 い , 水槽 中 の 
水 は 週 2 回 , リョ づつ 水道 水 の く み 置 き 水 で 換水 し た . ま 
た 常時 エア ー・ ポ ンプ で 空気 を 送り , 冬期 (11 月 > 5 月 ) 
は モー ター を 大 水温 を 約 25°C に 保つ て 飼育 し た . 

3. 感染 方 法 ; 

口径 15 cm の 腰 高 シャ ー レ 中 に 上 記 の 方 法 で 角 化 さ 
せ た miracidium の 懸 湯 液 200cc を 入れ , その 中 に カワ 
ニナ を 通常 50 個体 , 実験 群 に よ つて は 25 個体 また は 
75 個体 を 入れ , 室温 で 20 時 間 放 置 し , その 侵入 を 図 つ 


本 研究 は 文部 省 科 学研 究 費 の 補助 た に ょ つて 行わ れ た . 記し て 放す . 
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第 1 表 各 実 験 群 た に 拉 け る カワ = ナ 1 個 体 当り の 
被虐 miracidium 数 (室温 ) 


亡 由 は 除く ) の miracidium 被 蝶 カワ ニナ に つい て , 前 
記 の 方 法 で 感染 成立 の 有無 , 発育 状況 を 検 し , その 結果 


実験 開始 使用 を 図示 し た も の が 第 1 図 で ある . 
—11—20 268 20 単位 で 示し て いる . 図 の 符号 中 S は sporocyst, R は re- 
 ) 
EG OR 2 dia, C は cercaria の 検出 を 意味 し , 符号 の 位置 は 検出 
4 Ee i 0 され た 週 を 示 し て いる . 実験 群 の 番号 が 7 か ら 始 まり , 
14 —ー 5— 6 140 50 途中 12 が ぬけ て いる の は , 方 法 的 に 確立 し な か つた 初 
15 A 311 20 期 の 実験 群 , また は 別 の 実験 群 を 除い た た めで ある . 
た .・ カ ワニ ナ 1 個体 当り の mi- 7 S: Sporocyst 
racidium は 懸 液 0.1cc 中 R:Redia_ 
の 数 より 推定 し た . 各 実 験 群 に 
3 R RC RC 
お ける 実験 開始 日 , 和 miraci- 9 0 0 @- O- 
dium 数 , 使用 カワ ニナ 数 に つ 
いて は 第 1 表 に 示し た と お り で 
ある . 20 時間 放 置 し た カワ ニ 
ナ は 水道 水 で よく 洗い , 前 記 の RR R RC cg RC 
大 型 水槽 中 で し た 13 eee 
4. 感染 虫 体 の 検出 € € © © 


感染 後 , 各 実 験 群 に つい て 24 
時 間 後 お よび 1 週間 ご と に mi- 


racidium 被 虹 を 原則 と し て 3 
個体 と り , その 軟体 部 を いく つ 
か の 小片 に 切り 。 カバ ー グ ラス 
上 より 圧 を 加え , 生 標本 の まま 検 鏡 し , カワ ニナ 体内 で 
の ウェ ステ ルマン 肺 吸虫 幼虫 の 存在 の 有無 お よび その 発 
育 状態 を 観 祭 し た . 

また 対照 と し て 同じ 時 期 に 採集 し , 実験 室内 で 飼育 し 
た 上 貝 を 各 実 験 群 に つい て , 実験 終了 時 に 各 50 個体 検査 
し , その 自然 感染 の 有無 を 調べ た . 

中 組織 内 の ウェ ステ ルマン 肺 吸虫 sporocystt は その 粘 
状 細 胞 の 存在 その 他 に より , 簡単 に 識別 で きた . また そ 
の 若い redia は 他 の 吸虫 類 の redija と の 識別 は 困難 で 
あつ た が , 実験 に 使用 し た 中 は 相当 期間 実験 室内 で 飼育 
し た も の で あり , 自然 界 で 感染 し た 吸虫 類 が ぁ る と すれ 
ば, 観察 時 に は 既に 相当 発育 し た redia, ある い は cer- 
caria に な つて いる も の と 思わ れる . し た が つて 本 実験 
の 結果 得 ら れ た redia で ある か , 自然 界 の 感染 に よっ つて 
得 ら れ た redia で ある か は , その 観察 時期 と 発育 状態 に 
よっ つて る も 充分 に 区 別 し 得 た . 

実験 成績 
現在 まで に 行 つ た 8 実験 群 , 計 248 個体 (実験 中 の 死 


時 間  ( ) 


第 1 図 ウェ ステ ルマン 肺 吸虫 郊 生 の 検出 状況 


以下 これ ら の 実験 群 に つい て , その 和 観察 結果 の 概要 を 
示す . 


A) 実験 群 7 (Oct., 14, 1959~Jan., 13, 1960) 
実験 群 15 (May, 24~Aug., 1, 1960) 

実験 群 7 で は 使用 し た 中 50 個体 , この うち 検査 し た 上 中 
は 33 個体 で 他 は 死亡 し て いる . 被 蝶 させ た miracidium 
数 は 只 1 個体 当り 約 2 940 匹 で , 被 虹 後 24 時 間 に 検 査 し 
た 上 貝 で は , 1 個体 の 貝 に sporocyst 196 匹 が 主 に 足 部 お 
よび 頭 部 に 侵入 し て いた . この 傾向 は 4 週 目 迄 続き , 個 
体 に よっ つて 多少 の 差 は あぁ る が , 貝 1 個体 当り 100~200 
匹 の sporocyst の 存在 が み ら れ た . し か し 5 週 目 に 調べ 
た 3 個体 の 中 か ら は 1 匹 の sporocyst も 検出 で き な か つ 
た . 6 週 目 の 検査 で は 3 個体 の 員 の うち , 2 個体 に spo- 
rocyst が 検出 され て いる が , その 数 は 少な く , それ ぞ れ 
9 匹 , 11 匹 の sporocyst が 検出 され た に すぎ ず , 4 週 目 
迄 の sporocyst 数 に 比べ れ ば , その 数 の 著しい 減少 の 傾 
向 が み ら れ た . 7 週 目 に は 中 腸 腺 の 部 分 に 初め て 多数 の 
redia を 検出 , その redia の 一 部 に は か な り 発 達し た 10 
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炒 匹 の redia が 内 蔵 さ れ て いる の が み ら れ た の で , moth- 
er redia と 同定 し た . 8 週 月 に も や は り 多 数 の redia 
を 1 個体 の 中 か ら 検 出 , 発育 段階 は 7 週 中 の も の に 比べ 
れ ば , 若干 功 若 で あぁ つた . また 頭 部 に は 相当 発育 し た 1 
匹 の redia を 内 蔵 し て いる sporocyst も 同一 個体 の 貝 か 
ら 検 出 する こと が で きた . その 後 13 週 目 迄 ひき つづ き 
検査 し た が , 自然 感染 と 思わ れる 多数 の Pseudezxorchis 
mmajor の redia お よび cercaria を 1 個体 の 由 か ら 検 出 
し た 以外 は , 吸虫 類 の 功 生 は 何ら 検出 で き を なかつ た. 

実験 群 15 も 大 体 こ れ と 同じ 傾向 を 示 し た . た だ 実験 
和 群 15 で は 実験 衝 7 ほど 多く の sporocyst の 存在 は な み ら 
れず , 24 時 間 後に 4 個体 の 中 を 検査 し て , 各 3, 10, 20, 
91 匹 の sporocyst の 存在 が み ら れ た が , それ 以後 の 観 宗 
で は 検出 sporocyst 数 が 少な い . そし て 4 週 目 に は 3 個 
体 の 由 の うち 1 個体 に sporocyst の 存在 が 見 出さ れ た に 
すぎ ず , その 数 も 1 匹 で ぁ つ た . 以後 の 傾向 は 実験 群 7 
と ほぼ 同じ で あつ た . 


B) 実験 群 8 (Nov., 26, 1959~Feb., 18, 1960) 
実験 群 9 (Dec., 24, 1959~May, 4, 1960) 
実験 群 13 (Mar., 16~June 8, 1960) 

この 3 つの 実験 群 は ほぼ 同じ 傾向 を 示 し た の で , 実験 

群 9 を 代表 例 と し て と りあ ぁ あげ , 詳 述 する こと に する . 
実験 群 9 で は 使用 し た 中 数 は 50 個体 , その うち 検査 
し た 上 貝 数 は 44 個体 で あぁ つた. 被 冊 し た miracidium 数 は 


中 1 個体 当り 約 200 匹 で あぁ あり, 24 時 間 後 の 検 査 で は 1 個 


体 の 貝 を 検査 し て , 44 匹 の sporocyst の 存在 が 認め ら 
れ た . し か し 2 週 目 に は 2 個体 の 中 を 検査 し て , 全然 


sporocyst を 検出 で きず , 3 週 目 に は 2 個体 の 貝 の うぅ うち 


1 個体 か ら 22 匹 の sporocyst を 検出 で きた が , その 後 
4, 5, 6 週 上 月 と 各 週 3 個体 ずっ つの 上 貝 を 検査 し て , 何 も 検 
出す る こと が で き な か つた . し か し 7 週 朋 に は 3 個体 の 
由 の うち 1 個体 か ら 多 数 の redia を 検出 , 形態 , 時 期 か ら 
みて , ウェ ステ ルマン 肺 吸 虫 の mother redia と 決定 す 
る こと が で きた . 同様 の redia は 8, 10 週 目 に も 多数 検 
出 で き た . さら に 13 週 目 に は 1 個体 の 由 よ り 多 数 の re- 


dia お よび cercaria を 検出 , redia の 発育 段階 は 不揃い 


で あつ た が , 大 部 分 の redia は 内 部 に は つき り ウ ェ ス テ 
ルマン 肺 吸虫 と 識別 の で きる 20 匹 内 外 の cercaria を 内 
蔵 し て いた . さら に 19 週 目 に も 1 個体 の 貝 か ら 同様 多 
救 の ウェ ステ ルマン 肺 吸虫 redijia お よび cercaria_ を 検 
出す る こと が で きた . 他 の 吸虫 類 と し て は , 17 週 目 に 自 
感 思わ れる Pseudezorchis major の cercaria を 
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1 例 検 出し て いる . 

実験 群 8, 実験 衝 13 も 上 と ほぼ 同じ 傾向 を 示し た が , 
実験 群 8 で は 使用 し た 上 中 の 数 が 少な く (20 個体 ), 後期 の 
観察 を 行う た め ; 被 蝶 後 1~3 週 目 迄 検査 し な か つた . 
し た が つて この 間 sporocyst の 存在 が どど の よう な 状態 で 
ぁ あつ た か 不明 で ある. また 実験 群 13 で は 3 週 目 迄 14 個 
体 の 中 を 検査 し た に も か か わら ず , 1 匹 の sporocyst も 
検出 で き な か つた . し か し この 実験 群 か ら は , その 後 図 


に 示さ れ て いる ご と く , 9 週 目 に 2 個体 の 由 か ら 各 多数 
の redia を 検出 , その うち 1 個体 の 由 か ら 得 られ た redia 


写真 2 感染 実験 で 得 ち られ た cercaria 
実験 13, 77 日 目 


の 大 部 分 は や は り 20 匹 内 外 の cercaria を 内 蔵 し て お うり , 
ご ど ごく 一 部 の cercaria は redia より 脱出 し て いた (た だ も 
検査 の 際 の カバー グラ ス の 圧力 こ に よ つ た も の か どう か は 
断定 で き な い ). また 10 週 目 , 11 週 目 に も 同様 各 1 個体 
づつ の 上 由 より 多数 の redia お よび cercaria を 検出 で き 
。 

この よう に ひき つづ き 3 回 に わた つて cercaria が 実 


| 
、 前 
re- 
検出 
た 初 
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験 員 よ り 検 出さ れ た と いう こと は , 本 実験 の よう に 毎週 
3 個体 づ っ し か 検査 し て いな い 場 合 に は 確率 的 に 非常 に 
高い 検出 率 を 示し て いる も の と 思わ れる . 


C) 実験 群 10 (Jan., 20~Mar., 16, 1960) 
実験 群 11 (Feb., 19~May, 12, 1960) 
実験 群 14 (May, 16~Aug., 5, 1960) 
この 3 つの 実験 群 も や は り 互 い に 同 じょう な 傾向 を 示 
し て いる の で , 代表 例 と し て 実験 群 10 を と りあ ぁ あげる. 
実験 群 10 で は 使用 し た 上 躍 数 は 25 個体 , その うぅ も 検査 
し た 内 数 は 23 個体 で あつ た . カワ ニナ 1 個体 当り の 被 
蝶 miracidium 数 は 384 匹 で あり , 24 時 間 後 の 検査 で は 
中 1 個体 を 調べ て 7 匹 の sporocyst を 頭 部 , 足 部 の 組織 
中 より 検出 し 得 た . し か し 1 週間 後 の 検 査 で は 2 個体 の 
内 か ら 1 匹 の sporocyst し か 検出 で きず , その 後 8 週 目 
迄 検査 し た が , それ 以後 は 吸虫 類 の 幼生 を 全然 検出 する 
こと が で き な か つた . 実験 群 11, 実験 群 14 も 同様 で , 
ほとん ど 吸 忠 類 の 幼生 は 検出 され な か つた . 


上 記 実 験 群 は 便宜 的 に 観察 結 果 に より 同じ 傾向 を 示 し 
た 3 群 に 分 け て 記載 し た が , これ ら 各 実験 群 は いずれ る も 
独立 に 行 な つ た も の で あり , 各 群 間 で 相互 に 関係 の な い 
まで も な い . 

考 

カワ ニナ ヘ へ ウェ ステ ルマン 肺 吸虫 の miracidium を 侵 
入 さ せ , cercaria を 実験 的 に 得 よ うと する 試み は 多く の 
先 人 達 の 努力 こと か か わら ず , 現在 まで 成功 し て いな か つ 
た が , 筆者 ら は 1959 年 か ら 1960 年 に 至る 8 回 の 実験 に 
お いて , ウェ ステ ルマン 肺 吸 虫 の cercaria を 6 個体 の 
カワ ニナ か ら 認 め る こと が で きた . し か し これ ら 6 個体 
の カワ ニナ か ら 得 ら れ た cercaria は 静岡 県 函南 地方 と 
いう 肺 吸虫 症 流 行 地 内 より 採集 し た 貝 を 実験 に 供し た 
た め , 本 吸虫 の 自然 感染 の 可能 性 を 考慮 する 必要 が 当然 
生じ て くる が , これ は 次 の ご と き 理 由 に よ つ て その 可能 
性 を 否定 し うる も の と 考え て よい . 

すなわち , 

1) 実験 に 使用 し た 中 は 採集 し て き て か ら 1~3 ヵ月 
間 実 験 室内 で 飼育 し た 中 を 用 いて お り , 本 実験 で 検出 さ 
れ た ウェ ステ ルマン 肺 吸虫 cercaria が 自然 感染 の 結果 
で ある と すれ ば , 時 間 的 な cercaria の 出現 状態 に , よ 
り 大 き な ば ら つ き が 生じ て こ な け れ ば な ら な い . す な わ 
ち 本 実験 の 結果 見 られ る よう た に, 実験 の 終期 に の み cer- 
caria が 検出 され る こと な く , さら に 早期 に も 出現 し て 


良い 矯 で あぁ ある. し か る に 図 に 示さ れ て いる ご と く , 本 実 : 
験 に よ つ て えら れ た cercaria は すべ て 9 週 以後 に し か 
出現 し て いな い . 同様 の こと は redia の 出現 状態 に つい 
て も いえ る こと で つ て これ の こと に より 
れ た redia, cercaria は 本 実験 の 結果 に よ つ て えら れ た 
も の と 考え ざる を え を ない. 

2) 図 に 示さ れ て いる ご と く , 実験 群 13 に お いて 9 週 
目 か ら 11 週 目 迄 ひき つづ き 3 週間 に わた つて cercaria 
が 検出 され て いる . 無 作 意 的 に 毎週 3 個体 の カワ ニナ を 
つぶ し て 検査 し て いる 本 実験 に お いて , この よう に 3 週 
間 連 続 し て cercaria が 検出 され た こと は , 確率 的 に 考 
えて , 低 感 染 率 を 示す 自然 界 で 感 湊 し た 由 が た また ま 3 
週 に わた つて 見 出さ れ た と いう こと は 理解 し 難く , 実験 
に よ つ て 感 梁 せ し め た cercaria で ある と 考え ざる を 得 
な い . 

3) 既 記 対照 を 検査 し た と ころ , いずれ の 実験 群 の 対 
照 に お いて も ウェ ステ ルマン 肺 吸虫 幼 生 は 全く 見 られ な 
か つた . 

以上 の 諸点 より , 本 実験 に よ つ て 観察 され た cercaria 
は 実験 感染 の 結果 ヵ カワ ニナ 体内 で 発育 し た cercaria で 
ある と 考え ざる を えな い . 

か くし て , 本 実験 に お いて , ウェ ステ ルマン 肺 吸 虫 
miracidium の 実験 感 湊 に より , カワ ニナ 体内 で その cer-- 
caria まで の 成 生 に 一 応 は 成功 し た わけ で ある . 

し か し , 考え て みる と , 実験 感染 せしめ た miracidium 
の 数 に 比 し て 被 検 員 の cercaria の 成 生 率 は いか に る も 少 
な い , と の 感 な き を 得 な い . 他 種 肺 吸虫 で は P. kelli- 
cotti (Ameel, 1934) に せよ , 選 . okhizraiz (横川 , 1958 ; 
吉田 , 1958) に せよ それ ら の miracidium は 第 一 中 間 和 宿主 
体内 で 容易 に cercaria に まで 発育 する の に 比較 し て , 
その 間 か な り 著 し い 差 異 が 見 出さ れる . 

一 方 , sporocyst の カワ ニナ 体内 で の 存在 状態 は , 著 


. 者 ら の 試験 で は , 一 時 に 相当 多数 の miracidium を これ に 


侵入 せしめ た に も か か わら ず , その 侵入 より 時 日 を 経る 
に し た が つて , これ ら は 著しく その 数 を 減じ て いる . 
この 点 に 関し て は , 宮入 (1934) は 最初 の 実験 で 24 日 目 
に , 第 2 回 , 第 3 回 の 実験 で は それ ぞ れ 10 日 お よび 14 
日 目 に すべ て の sporocyst が 消失 し た と 報じ し , その 所 見 
も ほぼ 著者 ちら の それ と 同じ 傾向 を 示し て いる . 

以上 の 事柄 を 考え を て みる と , 本 実験 の よう な 単なる 経 
皮 感 染 と いう 方 法 が , 果して 実際 自然 界 で 行わ れ て いる 
感染 の 常 道 な の か どう か と いう 疑問 が 生じ て くる . し か - 
し その 当否 に つい て は 今後 の 実験 結果 を また ね ば な ら た な . 
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要 約 

ウェ ステ ルマン 肺 吸虫 の miracidium を 第 一 中 間 和 宿主 
で ある カワ ニナ に 実験 的 に 侵入 させ , cercaria に まで 発 
育 さ せる 実験 を 試み た . 

幼 カ ワニ ナ ( 殻 長 5~10 mm) 25~50 個体 の 各 実 験 群 
に 本 忠 miracidium を 経 皮 的 に 大 量 侵 入 せ し め , 以後 毎 
週 原 則 と し て 3 個体 の カワ ニナ を つぶ し て 生 標 本 の まま 
組織 中 の 幼生 の 存在 を 観 祭 し た. 

その 結果 , 現在 まで に ウェ ステ ルマン 肺 吸虫 redia 14 
例 , cercaria 6 例 を 被 検 員 より 見 出す こと が で きた . こ 
れ ら cercaria は 種々 の 理由 に より 自然 感染 の それ で は 
な く , 実験 に よ つ て 得 ら れ た も の と 考え る こと が で き 
た . し か し か か る 感染 方 法 が 果して で て 自然界 に お こ な わ れ 
て いる 本 虫 の カワ ニナ へ の 感染 の 常 道 で る る か と いう 点 
に は 疑問 の 余地 が 存する . 


稿 を 終る に あたり 本 研究 た つい て 種々 の 御 批判 を 戴 い 
た 研究 各 位 た に 厚く 御礼 申 し 上 げ る . 

また 採集 に 便宜 を 与え て いた だ いた 病院 長 ・ 
勝 呂 毅 博 士 に 深謝 の 意 を 表す . 

本 研究 の 一 部 は 第 20 回 寄生 虫 学会 東日本 支部 大 会 に 
いて 発表 し た . 
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THE EXPERIMENTAL INFECTION OF PARAGONIMUS WESTERMANI 
TO THE FIRST INTERMEDIATE HOST, SEMISULCOSPIRA 
LIBERTINA 
|. EXPERIMENTAL INFECTION THROUGH THE SKIN 
PENETRATION OF THE SNAIL BODY 


YOSHITAKA KOMIYA, Nokrul SUZUKI & YOICHI ITO 
(Department of Parasitology, National Institute of Health, Tokyo) 


Semisulcospira libertina has been known as the first intermediate host of Paragonimus 
westermani, but| hitherto no cercaria could be obtained from experimentally infected 8S. 
libertina with its miracidia. 

Here experiments was carried out to gain its cercaria from 8S. libertina experimentally 
infected with its miracidia. 

The young 8S. Zibertina were exposed to large number of newly hatched miracidia (140- 
2,940 miracdia per snail) for 20 hours in Petri dishes. These infected snails were breeded in the 
aquaria under the conditions of 25°C in temperature, and 3 snails were dissected every one week. 

In 6 out of these snails, cercariae were found as early as 9 weeks after the exposure of snails. 
These were identified with that of P. westermani morphologically. 

It is thought that these cercariae were as those from the infected miracidia since no 
evidence of the presence of natural infection of P. westermani was confirmed in the controller 


nes. 
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Gigantobilharzia sturniae Tanabe, 1948 の 形態 学 的 研究 


高 丘 駿 
大 阪 医科 大 学 病理 学 教 朗 (指導 田部 浩 教授 ) 


(昭和 35 年 10 月 15 日 受領 ) 


特別 掲載 


言 

鳥 住 血 吸 虫 は 島根 県 道 の 水田 皮膚 炎 ( 湖 ) 
の 病原 体 と し て 1948 年 田部 教授 に より 発見 され た 鳥類 
住 血 吸 中 で あぁ ある. 其 の 後 こ の 住 血 吸 虫 は わが 国 に ひろ く 
分 布 す る こと が 判り , 現在 で は 国内 諸 地 方 に お いて 発生 
する 水田 皮膚 炎 の 主要 な る 病原 体 で ある こと が 小田 , 重 
松 , 宗 , 小宮 , 北村 , 其 の 他 の 研究 に ょ よ つて 明らか に さ 
れ た . 

住 血 吸 当初 中 間 宿 主 で あぁ る 淡水 産 の 小 ヒ 
ラマ キモ ドキ Polypylis hemisphaerula= Segmentina 
zztidella に お いて 発育 する cercaria が 見 出さ れ (田部 , 
1948), 次 で 終 宿 主 で ある ムク ドリ Spodiopsar cinera- 
ceus (Temminck) の 体内 に 雌雄 の 成虫 が 見 出さ れ た ( 田 
部 , 1949, 1951). 

本 鳥 住 血 吸 虫 の 各 発 育 段 階 に お ける 形態 学 的 構造 に 関 
し て は 田部 (1948), 小田 (1953) の 報告 の 他 , 岩崎 (1960) 
は 卵子 及び miracidium に つき , 小田 (1953) は sporocyst 
に つき , 小宮 (1951), 野村 (1960) は cercaria に つき 検 
索 報 告 し た . 然し 成虫 の 形態 学 的 特徴 に つい て は 田部 
(1949), 小田 (1953) の 報告 ある の み で , 知見 は 未だ 完 壁 
で な い . これ は 本 種 の 成虫 が 極め て 細長 糸状 で , 終 宿主 
の 腸 壁 毛細 血管 より 忠 体 を 無傷 完全 に 採取 する こと の 至 
難 で ある こと に 由 る と 思わ れる . 現在 Gigantobilharzia 
属 住 血 吸 虫 は 8 種 知 られ て いる . その いずれ の 成虫 に つ 
いて る も 体制 構造 の 他 微 細 構 造 を 検索 せる 文献 を 見 な い 現 
況 で ある . 

以上 に より 私 は 田部 教授 指導 の 下 に , 棟 鳥 住 血 吸 虫 の 
雌雄 成虫 の 構造 に つき , 未完 成 の 形態 学 的 知見 を 検討 
し , 併 を て 虫 体 の 微細 構造 を 完 明 する 目的 を 以 て 本 研究 
を 行 つ た . 疲 に 其 の 成果 を 報告 する 次 第 で ある . 

研究 材料 及び 研究 方 法 

島根 県 郡 村 に お いて 捕獲 し た ムク ドリ Sgo- 

diopsar cineraceus 5 羽 の 腸 壁 血管 より 検出 採取 し た 成 


忠 虫 体 を 直ちに 生鮮 状態 に お いて 観察 し , 体制 上 の 計測 
を 行 つ た . 又 成 虫 の 寄生 する 腸 組 織 を Da Fano 氏 液 , 
10% ホ ルル マリン 液 で 固定 し , 法 の 如く 脱水 パラ フィ ン 
包 埋 , 連続 切片 を 作り , Haematoxylin-Eosin 染色 , Azan 
, P.A.S. 染色 , Bielschowsky 色 を 行い , 
器官 の 構造 を 鏡 検 観察 し た -. 

研究 成績 

成 

は 主として 腸 壁 面 に 近い 細 血 管内 に 屈折 : 
し て 介在 し , 為 に 採取 は 極め て 困難 で ある . 由 体 全 形 を 
完全 に 採取 せる も の 2 体 , 後半 部 の 体 刻 を 採取 せる も の 
4 体 で あつ た . 

1. 大 き さ 及 び 体 形 

採取 直後 生鮮 状態 で 観察 し た . 

体 全 形 は 細長 い 和 糸状 を 呈し , 体 の 前 後 端 は 何れ も 鈍 円 : 
を 量 し て いる . 

体長 は 8.9 mm~10.5 mm, 体 幅 0.044 mm~0.053 
mm, 体 表 は うす い cuticula 層 に て いる . 

口 吸盤 及び 腹 吸盤 を 欠い て いる . 

体 前 よ り 0.012 mm~0.014 mm 後方 に あり 
腹 側 に 開き 中 央 に 小さ な 洗 斗 状 の 陥 凹 を 示す . この 附近 : 
の 体 表 は 前 端 よ り 0.0415 mm へ ~0.0415 mm 後方 に 於 て 
横 に 走る 1 条 の 多 に より 区 切ら れ た 如く 見 える . 口 膝 
は この 位置 より 食道 に 移行 する . 

食道 は 繧 か に 屈曲 し つつ 精 旗 直前 に 至り , 2 条 の 腸管 
に 分 岐 し , 体側 を 後 走 し 精 論 後 端 に 於 て 結合 し て 1 条 の 
腸管 と な り , 抱 雌 溝 背 側 を 通 つ て 体 後半 部 に 於 て 丸 群 
の 間 を し つつ 体 後 端 に 至り に つっ て いる . 腸管 
内 容 は 褐色 の 細 和 題 粒 が 充満 し て いる . 体 後 端 中 央 に は 排 
江口 が 開口 する . 3 

生殖 器 系 に 於 て は , 精 論 は 腸管 の 分 岐 部 , 結合 部 の 中 
間 に 位置 し 精子 を 充満 する . 

大 き さ は , 長 さ 0.938 mm へ ~1.200 mm で 緩 か な 螺旋 - 
を 画 い て 次 第 に 漏斗 状 と な り , 前 立 腺 部 を 通 つ て 抱 雌 潮 


( 


第 1 表 血 吸 雄 成 虫 計測 値 (単位 mm) 
田部 (1948) 高 (1960) 
体 長 8.9~10.5 
体 幅 抱 雌 0.072 0.074~0.075 
他 の 部 分 0.031 ~0.051 0.047 ~0.053 
吸 な 
ロロ の 位置 0.015 
腸 分 岐 部 の 位置 0.33 精 前 
生 口 の 位置 抱 の 前 端 同左 
貯 精 略 位置 自体 前 端 0.59~0.80 自 抱 雌 溝 前 端 0.973~1.200 
長 さ 0.36 0.938~1.200 
抱 雌 溝 位置 自体 前 端 1.58 自体 前 端 2.02~2.23 
に 0.56~0.68 0.141 ~0.178 
43~62 
最前 端 位置 自 抱 端 1.828~1.892 
大 0.041 Xx0.031 0.058~0.065Xx0.028~0.030 
成 
体 長 38.4 25.8 
体 0.036~0.063 0.058~0. 065 
の 位置 0.012 
腸 分 岐 部 の 位置 0.30~0.39 卵巣 前 端 
生殖 口 の 位置 0.073 0.054~0.056 
子宮 の 長 さ 0.66 0.36 ~0.83 
卵 形成 腔 の 位置 0.58 
卵巣 位 置 0.84 2.156~2.169 
大 きき 0.47 0.604~0.656 
数 8~9 7~8 
卵黄 巣 の 位置 1.31~1.38 受精 方 0.042 
虫 卵子 宮内 の 数 1~5 = 4~7 = 
内 面 の 前 端 ほ ぼ 中 央 に 於 て 開口 し て いる . 有 膜 を 認め る . 


抱 雌 溝 は , 体 中 央 部 に 位置 する 最も 幅広 き 部 分 で , 長 
さ 0.141 mm へ ~0.178 mm, 幅 0.075 mm~0.074 mm, 内 
面 に は 多数 の 小 球 を 認め る . 

抱 溝 後方 1.828 mm~1.892mm より 形 の 
丸 43~62 個 が 腸管 左右 交互 に 認め られ , 其 の 大 き さ は 
0.058 mm ~0.065 mm Xx0.028 mm ~0.030 mm で , 体 後 
端 直 前 に まで 存在 する . 

, 体 後 に 1 の 雄 に て , 精 の 腹面 体 表 
に cuticula 層 の 認め られ な い 部 分 が あつ た . 

2. 表皮 , 皮下 筋 及び 体 肉 細胞 

表皮 は , 1 層 h の うす い cuticula に 務 れ て いる が , 皮 球 
は 背 が 低く 表面 に 出 な い . cuticula の 幅 は 0.0007 mm~ 
0,0018mm を 示し , 体 部 全体 に 於 て その 厚 さ の 変化 は 著 
明 で は な い . 

皮下 筋 は , 内 層 に あり 内 輸 筋 及び 外 の 2 層 よ 
りな る . 外 縦 筋 は 2 本 の 筋 線維 より な る 筋 束 100~115 
に より 構成 され , 筋 束 の 幅 は 0.0013 mm~0.0018 mm 
で ある . 一 方 内 輸 筋 束 の 幅 は 0.0003 mm で ある . 尚 , 
: 両 筋 層間 に は Azan 染色 に て 青 染 す る 好 銀 性 の 1 層 の 固 


体 肉 細胞 は , 筋 層 と 体内 各 器 官 の 間 に 散 在 す る ほぼ 円 
形 の 核 を 有する 細胞 に し て , 比較 的 規則 正しく 縦列 に 10 
~12 列 配列 し て 居り , 体 前 端 よ り 体 後 端 まで 認め られ 
る ろ る. この 細胞 の 核 は chromatin が 豊富 で , 其 の 大 き さ 
0.0018 mm Xx0.0018 mm で ある . 

3. 消化 器 

体 前 端 腹 側 寄 り に 口 が あり; 曲 腔 は 漏斗 状 を 示し , 内 
面 は 体 表 に つづ いて cuticula を 認め る . 更に 続い て 全 
道 が 見 られ る . 

食道 は , 体 肉 細胞 の 間 を 通 つ て 分 岐 癌 まで 続く が , 其 
の 内 径 0.009 mm で 終始 内 径 に 変化 は な い . 食道 壁 は 
Azan 染色 に て 淡 青 色 に 染まる 固有 膜 より な り , 体 前 端 
より 0.025 mm 附近 の 周辺 に は 食道 腺 細 胞 が あり , P. 
A.S. 染色 に より 陽性 を 示す 胞体 を 持つ 大 き さ 0.0033 
mm X0.0018 mm の 細胞 で ある . この 細胞 は 紡 氏 形 を 示 
し , 横 に 長く 伸び て 食道 忌 に 接し じ て い る . 

腸 壁 も Azan 染色 に ょ つて 淡 青 色 に 染まる 固有 膜 より 
な り ほぼ 食道 性 格 と 一 致し て いる . 上 性 格 を 
する 所 は 全く 認め らち ら れず. 氏 銀 染色 に よ つ て 好 銀 性 を 示 
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用 語 説明 
at : 陰茎 
cr : 腸 再 結合 部 
e: 食 道 
eb : 食道 分 岐 部 
egc : 食道 腺 細 胞 
gc : 抱 雌 
gp : 
i: 腸 管 
ijp: 陰茎 内 層 
Ld : Laurer 
m: 
mc : 筋 細 胞 
od : 輸 卵 
形成 腔 
ov: 卵 
ovc : 卵細胞 
p : Protraktor 
pc : 体 細胞 
sr: 受精 
sub. c : 皮下 細胞 
sv: 精 
t: 
v: 卵黄 巣 
va: 
v.d : 卵黄 
v.f: 輪 精 


腸管 周辺 に は , 実質 細胞 が 接する 様 に 見 られ , 腸管 内 
容 は P.A.S. 染色 に て 弱 陽 性 を 示す . 所 に より 強く 陽 
性 を 示す 場合 も ある . 腸管 の 内 径 は , 分 岐 せ る 所 で は 
0.0053 mm~0.0062 mm Xx0.0035 mm へ ~0.0045 mm, 結 
合 部 以下 で は 0.0062 mm を 示し て いる . | 


4. 生殖 
生殖 は , 抱 内 面前 端 ほ ぼ 中 央 に あり , この 
ぐ 内 側 0.0019 mm に 大き さ 0.014 mm x0.014 mm の 
陰茎 認め られ る . 生殖 よ り 陰 茎 間 に は 抱 
と 同じ 小 が し て いる . 
陰 茅 論 は , 内 に 精子 を 充満 し , 壁 の 厚 さ 0.0009mm 
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Fig. V 


で 切片 縦断 面 で は 略 正 円 形 を 示し て いる . 陰茎 亭 に 続い 
て 前 方 に 外 縦 内 輪 筋 の 幅 0.0003 mm の 陰茎 内 層 が 長 さ 
0.016 mm が 認め られ , この 前 端 は 精 連 る . 
陰 茅 内 層 の 両側 に は 幅 0.0002 mm の 筋 束 が 認め られ , 
走行 は 陰茎 電 背 部 より 精 斉 後 端 背 部 に 走 つ て いる . 

。 精 可 は 食道 分 岐 部 後方 に あり , 外 縦 内 輪 の 筋 層 に より 
囲ま れ , 更に 筋 層 の 内面 に は , P.A.S. 陽性 を 示す 結合 
織 性 の 線維 より な る 固有 膜 を 認め る . 筋 層 は 上 半 部 に 於 
て は 厚 さ 0.0005 mm を 示し , 放 の 周辺 に は P.A.S. 陽 


性 物質 と を 入れ る 細胞 に 囲ま れ て で てい 
る . この 細胞 は 電 前 半 に は 全く 認 
め ら れず , 其 の 大 き さ は 0.0053 
mm X0.0071mm, 核 の 大 き さ 
0.0027 mm Xx0.0018mm で に 
殆ど 密着 し て いる . 恐らく は 筋 細 
胞 と 考え られ る . 

精 端 に は 前 述 の 如く , 陰茎 
埋 の 陰茎 内 層 が 背面 に 入 つ て い 
る . 精 に は 精子 が 充満 し て 
居り , 精子 の 大 ささ は 0.0071mm 
Xx0.0036 mm で 精 形状 に 従 つ 
て 精子 群 が 渦 巻 状 に 認め られ る . 

は , 抱 溝 後方 に 並列 し 体 
後 端 に 及ぶ が , 切片 上 の 大 き さ は 
0.045 mm ~ 0.048 mm Xx0.0198 
mm へ ~0.017 mm で , 内 部 に は 周 
辺 部 に 大 き さ 0.0045mm x0.0053 
mm へ ~0.0071mm の 細胞 が 配列 し 
や や 選 平 な 形態 を 示す . 中 心 部 に 
極め て 大 き な 細 胞 が あぁ あり, 大 き さ 
は 0.008 mm X0.0178 mm で , 細 
胞 内 に 精子 15~20 を 入れ て い 
る . 牽 丸 全体 に は 比較 的 空間 が 多 
く 其 の 空間 に 精子 を 認め る . 表 画 
は Azan 染色 に より 淡 青 色 に 染 ま 
る 固有 膜 で , 輸 精 管 壁 と 同性 格 の 
構成 で ある . 輸 精 管 の 忌 に つい て 
は 既 述 し た が , 内 丸 に 入る 部 は ほ 
ば ぼ 円形 で 0.0036 mm x0.0045 mm 
で ある . 要する に も 輸 精 管 
に 包含 され て いる も の で ある . 

抱 雌 溝 は , 内 面 に 多数 の 小 隷 が 
認め られ , 来 皮 直下 に は よく 発育 
し た 0.0036 mm Xx0.0045 mm の 艇 細 胞 層 が あり , 縦列 に 
2~3 列 に 並ん で 陰茎 可 や ゃ や 上 方 より 抱 雌 溝 後 端 の 位置 
に まで 認め られ る . 更に 外側 に は .0.0018 mm~0.0027 
mm X0.0053 mm へ ~0.0062 mm の 紡 氏 形 細胞 及び 小 円 形 
の 核 を 持つ 皮下 細胞 の 2 層 が 認め られ , 他 の 部 に 比 し て 
よく 発達 し て いる . 

雌 成 

雄 虫 に 比 し て 雌 虫 の 棲息 部 位 は , 粘膜 層 の 細 血 管 の 場 
合 が 多い 為 に 全 虫 体 を 採取 する こと は 尚 一 層 了 困難 で ある 
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が , 完全 摘 出 1, 不 完全 体 4 を 採 
取 す る こと が 出来 た . 

1. 体制 

体 全 形 は 雄 虫 と ほぼ 同型 で , 体 
長 は 25.8mm, 幅 0.058 mm ~ 
0.065 mm, 体 前 後 端 形態 は 鈍 円 
を 虫 と 全く 同様 で ある . 
吸盤 , 腹 吸盤 は 認め られ ず 体 前 端 
腹 側 寄 り 0.0015 mm に 口 が 開い 
て いる . 体 表 の 小さ な 許 状 の 突起 
が 不 規則 に 認め られ る . 

食道 は , 口 に 続く 細い 管 で , 輸 
卵 管 と 卵黄 管 合 一 部 及び 卵巣 前 端 
に て 分 岐 し て 2 条 の 腸管 と な り , 
受精 電 直 前 に て 再び 結合 し て 1 条 
と な り , 体側 を 通り 体 後 端 直 前 に 
管 に 終る . 

生殖 口 の 位置 は 体 前 端 よ り 
0.054 mm へ ~0.056mm の 腹面 に あ 
り . 1 隻 の 雌 虫 に 於 て は , 開口 部 よ 
り 不 整 形 の 卵子 を 産 九 せ も ん と する 
所 見 を 認め た . 生殖 口 に 続い て 長 
い 子 宮 が あり 横 紋 状 に 見 える と 共 
に 側壁 の 筋 層 は 厚く 粗大 に な つて 
いる . 其 の 長 さ 0.36 mm~0.83 
mm で ある . 子宮 の 後 端 は 卵 形成 
膝 前 端 に 連 る . 子宮 腔 内 に は 未熟 
卵子 4~7 個 を 認め る 場合 が あぁ る, 
成 の 後方 に は 卵巣 , 受精 
が 並ん で 見 られ る . 

卵巣 は , 体 前 端 よ り 2.156 mm 
へ ~2.169 mm に 在り . 長 さ 0.604 
mm へ ~0.656 mm で 7 へ ~8 回 の 螺旋 
を 画 い て 次 第 に 細く な り 漏 斗 状 と 
な り , 更に 細く な つて 輸 卵 管 に 移行 し , 輪 卵 管 は 反転 前 
走 し て いる . 内 壁 に は 繊毛 が 体 後方 に 向 つ て 秘 生 する . 
受精 裏 は , 卵巣 の 直後 に 位置 する 誤 状 器 官 で 内 腔 に 多 
数 の 精子 を 入れ て いる , 長 さ は 0.161 mm~0.229 mm 
で 前 端 は 細い 管 を 出し 輪 卵 管 に 連 つ て いる . 一 方 表皮 よ 
り 来 た Laurer 氏 管 も 細い 管 を も つて 精 放 壁 に 入 つ て い 


る 


Fig. VIII 


卵黄 巣 は , 体 部 後半 部 に 在り 泡 漆 状 に 見 え 腸 管 両 側 に 
見 られ る . これ ら を 連ね て 卵黄 管 が 前 走 し , 受精 後 


(5:) 
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Fig. IX 


方 で 部 分 的 に 強く 膨大 せる 部 が あり . 更に 受精 斉 , 卵巣 
の 一 側 即 ち 輪 卵 管 上 行 部 の 対 側 を 前 走 し て , 卵巣 の や や 
前 に て 輸 卵 管 と 合流 1 条 と な つて 卵 形成 腔 に 連 つ て い 
る . 尚 , 卵 形成 腔 内 の 未熟 卵子 の 数 は 4~7 個 で あぁ つた. 
2. 表皮 , 皮下 筋 及び パレ ン ヒ ー ム 細胞 は 雄 虫 と 差異 
を 認め る こと は 出来 な い . 

3. 消化 管 も 雄 虫 に 於 ける と 同様 で ある . 

4. 生殖 器 
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子宮 は , 細長 の 管 腔 で , 壁 は 外輪 内 縦 の 2 層 の 筋 層 よ 
りな り , 横断 面 に お いて は や や ゃ 背 腹 に 選 平 な 椿 円 形 を 示 
し , 内 径 は 長径 0.0013 mm, 短 径 0.0003 mm, 壁 の 厚 
さ は 背 腹 両 部 は 厚く 0.0005 mm, 両側 に お いて 最も うぅ うす 
く 0.0002 mm で ある . 

成 に 近づく と 不 整 形 の 卵 認め られ る が , 其 
の の 構造 は 不明 あぁ つた . 

2) 卵 
外壁 は , Azan 染色 に て 淡 青 色 に 染まる 1 層 の 膜 より 
な り , 蛇行 する 一 つの 斉 を 形成 し , 内 膝 に は 多数 の 卵 細 
胞 を 入れ て 
卵細胞 は , 核 は 強い 塩基 性 を 示し , 核 色 質 の や や 之 
し い , 大 き さ 0.0021 mm Xx0.0021 mm ~0.0027 mm x 
0.0027 mm, 路 正 円 形 で あぁ あり, 外層 に お いて は 核 が 大 き 
く 内 層 程 核 は 小さ い . この 核 を 持つ 卵細胞 の 大 き さ は 
0.0018 mm へ ~0.0045 mm Xx0.0036 mm~0.0053 mm の 青 
染 せ る 細胞 で , 後 端 に 近い 程 胞 体 が 大 きく な る . 

卵 巣 後 端 は 次 第 に 細く な り , 内 径 0.0045 mm の 輸 卵 

管 に 移行 し , 輪 卵 管内 腔 に は 繊毛 (0.0027 mm) が 密生 し 
て いる . 即ち 管 , 長径 0.0027 mm の 紡 の 核 を 
持っ 繊毛 上 皮 細 胞 に より 構成 され て いる . この 卵 管 起 始 
部 に は . 受精 旗 よ り 出 た 内 径 0.0027 mm の 短い 管 が 連 
つて 居り , ここ に 精子 2-3 を 認め る 

, 卵巣 , 受精 腹面 近く に , 内 径 0.0036 mm の 
Laurer 氏 管 の 断面 が 認め られ た . 

3) 受精 , の 精 は 形態 上 全く 異 つ て 
り , 外壁 は 厚 さ 0.0005 mm の うぅ すい 膜 で 務 れ て 居り , 
内 膝 に は 渦 状 に 精子 が 充満 する の が 見 られ た . 

4 巣 

体 後半 に 濾胞 状 に 見 られ た 卵黄 巣 は ,, Azan 染色 に て 
淡 青 色 に 染まる うぅ すい 膜 内 に 大 き さ 0.053 mm Xx0.037 
mm へ ~0.017 mm Xx0.016 mm の 細胞 が 不 規 則 に 存在 し て 
いる . この 細胞 は 其 の 性 格 上 明 ら か に 三 つ の 発育 段階 を 
示す 構造 が 見 られ る . 即ち , 

(1) 大 き さ 0.0053 mm Xx0.0037 mm で 核 も 小さ く 細 
胞体 も 小さ い . 

(2) 好 塩 基 性 の 胞体 が 大 きく な り , 胞体 内 に 核 の みな 
ら ず 0.0009 mm x0.0009 mm の 空 胞 が 出現 する と 共に 
0.0005 mm x0.0005 mm の 円 形 の 題 粒 (P.A.S. 陰性 , 
Azan 染色 に て 淡 青 色 ) が 見 られ る 様 に な り , この 時 の 
細胞 の 大 き さ は 前 者 に 比 し て や ゃ や 大 きく 0.0062 mm Xx 
0.0010 mm を 人 算 す る . 

(3) 発育 が 進め ば 更に 細胞 の 大 き さ 0.0071 mm xX 
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0.00116 mm と な り , 胞体 に 大 き な 空 胞 を 作り , 基 の 周 
辺 に が 多く な る 更に 大 き な 細 (0.0117mmx 
0.0160 mm) で は , 胞体 に 空 胞 を 認め ず 弱 塩基 好 性 を 示 店 
す 逢 粒 が 充満 し , 核 は 1 側 に 偏在 不 整 形 と な る , * 
以上 の 3 型 の 細胞 は 外側 細胞 か ら 内 例 の 細 息 に 移行 所 
る 形 像 を 示し た . 

間隙 を 通り , 内 径 0.0007 mm の 卵黄 管 腔 に 集合 し て 香 
卵黄 を 充満 し て いる . 
総括 及び 接 
東 地区 に て 捕獲 せる ムク ドリ Spodiopsar cineraceus 
の 壁 静脈 より 採取 せる 鳥 住 血 吸 Gigantobilharzia 
sturniae Tanabe, 1948 の 生鮮 時 の 体制 を 検討 し た . 
体長 は 全 形 標本 に 於 て , 雄 虫 8.9 mm~10.5 mm, 雌 
25.8mm を 算 し た . 何れ も 及び 腹 吸 
く . 体形 細長 に し て 田部 (1948), 小田 (1953) , 北村 (1957 久 
等 が 報告 する 体制 と 全く 一 致し て いる ) 
田部 の 所 見 で は , 雌 成 虫 の 体長 は 記載 され て いる が , 
雄 申 の 体長 に つい て は これ まで 計測 を 欠き 不明 で あぁ 
た , 前 述 の 雄 成 虫 の 体長 計数 は 村 鳥 住 血 吸 虫 に つい て 初 
め て 明らか に され た 所 見 で ある. 一般 に 本 吸虫 の 成虫 の 
完全 採取 は 極め て 困難 で あぁ る . 即ち , 雄 成 虫 の 棲息 部 位 
は , 北 膜 面 に 近い 血管 か ら 粘 膜 下 織 , 粘膜 深層 に か け で 
の 小 血 管内 に 屈曲 レ つつ, 認め られ, 雌 は 体 の 
が 粘膜 下 織 か ら 粘 膜 に 認め られ る こと が 多い . ) 
表皮 は 1 層 の cuticula に , 皮下 は 内 外 輪 の 
5 すい 2 層 の 筋 層 より な る . この cuticula 及び 筋 暦 の 
間 に は 好 銀 線維 層 が 明瞭 に 認め られ た . 

野村 (1950) は 棟 鳥 住 血 吸 躍 の cercaria の 微細 構造 に うろ 
いて 記載 し , 表皮 は うす い cuticula 層 よ りな り , 直下 筒 
は 好 銀 性 線維 が あり , 更に 基 の 内 層 に 皮下 筋 と し て 外 終 
内 輪 の 筋 層 を 認め る と , 述べ て いる . この 事実 と 前 述 剖 
る 成虫 に ける 所 見 と は よく 一 致す る . の 1 に 
いて , 精 端 位 側面 表皮 cuticula の 欠如 せる 部 分 
認め られ た . この 部 位 は 腸 分 岐 部 の 後 側 に 於 ける cer: 
caria 期 腹 吸 の 痕 当る と 考え られ る が , 生態 
て 観 祭 し 得 た の み で , 切片 上 観察 する こと は 出来 な か 天 
た 
表皮 下 に 多数 の 皮下 細胞 と 体 肉 細胞 の ぁ ある こと は , 催 
種 属 成虫 と 同 所 見 を 示し て いる が , 大 き さ の 点 に 於 て 還 
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15. 


写真 説明 


血 吸 虫 成虫 全 (生鮮 ) (10 X10) 

血 吸 虫 成 全 (生鮮 ) (10x10) 
同 成 前 半 部 (生鮮 )(10X10) 

雌 成 虫 尾 端 (生鮮 標本 ) (10 X10) 

雌 成 虫 の 卵 形成 腔 内 に 卵子 が 認め ちら れる (10X40) 

雌 虫 の 卵黄 が 洒 に 体側 交互 た 見 れる (10X10) 

成 の 丸 , 屈折 する 腸管 の 左右 に 交互 た 認め られる. 

及 び 食 道 

食道 中 間 部 の 横断 面 , cuticula 及び 皮下 筋 , 実質 細胞 

食道 腺 細 胞 , 皮下 細胞 

虫 , 精 端 部 横断 

虫 , 生 

抱 雌 溝 内 面 小 面 

表皮 下 細 胞 群 

抱 雌 溝 内 面 の 筋 細胞 

及び 腸管 

卵 形 成 腔 及び 腸管 

卵 

卵巣 及び 卵黄 

受精 

卵黄 
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本 住 血 吸 虫 , エ ヂ デ プ ト 住 血 吸 虫 より 劣る も の で ある . 

消化 器 は , Azan 染色 に て 淡 青 色 に 染まる 好 銀 線維 か 
ら な る . 曲 膝 は 漏斗 状 を 示す の み で , 咽頭 と 考え られ る 
部 分 は 認め られ な い . 

生殖 器 に て 精 半 部 を 強く 囲 す る 強い 好 塩 
基 性 を 示す 細胞 は . 抱 雌 溝 内 層 に ある 筋 細胞 と 基 の 性 格 
に 於 て 共通 し て 居る . 叉 一 方 , 食道 腺 細 胞 の 染色 性 と も 
類似 し て 居る が , この 細胞 に つい て , 多田 (1928) は 日 本 
住 血 吸 虫 に 於 て 単に 若干 の 細胞 が あり と し て いる の み で 
あぁ る. 

私 は , この 細胞 は 腺 細 胞 と 云う より も むし ろ 艇 細胞 に 
近い も の と 考え , これ ら 細 胞 は 精 電 を 支持 する と 共に こ 
れ を 絞 拓 し て , 陰 茅 方 面 え 精 子 群 を 圧 出 する 機能 を 有 す 
る も の で あう ろ と 考察 する も の で ある . 

生殖 口 の 内 面 は , 抱 雌 溝 内 面 と 同様 の 小 球 に 枯れ , 更 
に 上 部 に は ほぼ 円 形 を 示す うす い 筋 層 よ りな る 陰茎 奏 が 
あり , これ より 精 褒 に 連 る 管状 の 筋 層 が 認め られ た . 日 
本 住 血 吸 虫 に 於 て は これ を Protraktor と 称し て いる . 
この 外側 に は 陰茎 才 と 精 放 を 連ね る 筋 束 の 走 行 す る を 見 
る . これ は 射精 に し て 強く 収縮 し て 陰茎 口 を 
開口 する も の と 考え られ る . 

抱 雌 溝 は , 表皮 直下 に 2~3 列 の 太い 筋 線維 束 が 体 還 
の 方 向 に 一 致し て 走行 し , 筋 束 は 相互 に 線維 を 出し て い 
る . 内 面 に は 多数 の 小 隷 が あぁ る. これ は 生態 に 於 て も 充 
分 観 健 し 得る も の で ある . 

事 丸 は , 周辺 部 に 圧 平 され た 細胞 と 中 央 に 精 母 細胞 を 
入れ て 居り , 細胞 間隙 に は 精子 が 散在 性 に 認め られ る . 
この 外側 は Azan 染色 に て 淡 青 色 に 染まる 輸 精 管 と 共通 
の 固有 膜 に 首 れ て 居り , 細胞 間 に は 精子 の 列 状 配列 を 認 
め る . 

一 方 雌性 生殖 器 に つい て は , 生体 に 於 て , 卵巣 , 輪 卵 
管 及び 内 面 の 繊毛 , 更に 受精 電 と の 連 り と Laurer 氏 管 
と の 関係 に つい て 詳細 な る 所 見 を 得 た . 

卵 梨 の 後 端 の 漏斗 部 に は , 卵細胞 の 認め られ ざる 部 が 
あり ここ に 精子 を 認め , これ より 続い て 輸 卵 管 が ある . 
輸 卵 管 の 内 面 に は , 卵黄 管 と の 合流 点 に 至る まで 後 傾 せ 
る 繊毛 が 密生 し て いる . これ は 他 種 属 住 血 吸 虫 (Tricho 
bilharzia 属 及 び Schistosomatinae 属 ) と 同様 所 見 で 
あぁ る . 

受精 旗 に 対し て は , 体 表 より 続く Laurer 氏 管 が 受精 
誤 前 端 に 入り , 受精 裏 よ り 短 い 管 で 輪 卵 管 起 始 部 に 連 つ 
て いる . 

精子 は , 卵巣 漏斗 状 部 で 卵細胞 と 会 い 受 精 が 行わ れる 


と 考え る . 

卵巣 は ,, うす い 固 有 膜 に 包ま れ , 7~8 回 螺旋 し , 内 
膝 に 多数 の 卵細胞 を 入れ , 卵巣 後 端 近く の 卵細胞 は 核 が 
や や 小さ く 胞 体 が 大 きい . 

受精 者 は , 二 重 の 筋 層 に 囲ま れ て いる . 更に 内 層 に は 
Azan 染色 に て 青 染 する うすい 膜 が 認め られ た . 

輪 卵 管 壁 は , 繊毛 上 皮 に より 構成 され て いる . 

体 後半 に あぁ る 卵黄 巣 は , 卵黄 形成 の 段階 が 明瞭 に 認め 
られ る . 即ち , 小さ な 細胞 が 最 外 層 に あり , 其 の 内 容 に 
は 胞体 内 に 空 胞 を 持つ ゃ や 大 き な 細 胞 , 次 いで 卵黄 題 粒 
を 充満 せる 最も 大 き な 細 胞 が 見 られ る . 

卵黄 管 は , は つき り し た 管 を 形成 せ ず , 最前 位 卵 黄 巣 
上 方 に 比較 太い 管 腔 が 見 られ る . 

管 壁 は , Azan 染色 に て 青 染 する うす い 固 有 膜 で ある . 

以上 の 如く , 諸 臓 器 の 微細 構造 は Looss 及び 多田 の 
ェ デ ヂ デア プア ト 住 血 吸 虫 , 日 本 住 血 吸 虫 と 大 差 が な か つた が , 
口 及 び 食 道 に 於 て , 本 種 に 於 ける 発育 は 充分 で な く , 精 


宮 の 周辺 の 細胞 に つい て は , 本 種 に 於 て 特長 的 な 所 見 で 


あつ た. 
1. 住 血 吸 , 雌雄 成虫 の 生態 に ける 体制 を 再 
検討 し , 更に 薄 工 標 本 に より 微細 構造 を 検索 し た . 
2. 雄 成 虫 の 全体 長 は , 生鮮 状態 に お いて , 8.9 mm 
~10.5 mm を 計測 し た . 


3. 成 体 表 は 1 層 の cuticula を 以 て れ て い 


る が , 精 斉 前 端 位 の 腹面 に cuticula 層 を 欠く 部 を 認め 
る . この 部 は 腹 吸 盤 の 痕跡 に 当る と 考え られ る . 

4. 表皮 及び 皮下 筋 の 形態 は , cercaria 期 の 体 部 に お 
ける 其 の 構造 と 一 致す る . 


5. 食道 及び 腸管 の 内 層 に は , 上 皮 性 の 細胞 を 認め な 


6. の 生殖 器 は , 生殖 用 に 続き て 陰茎 び 
Protraktor を 認め る . 精 埋 の 後半 外側 を 周り て , 発育 良 
好 な る 筋 線維 を 認め た . 府 丸 の 数 は 43~62 を 人 算 し た . 
輸 精 管 は 牽 丸 膜 と 軌 を 一 つ に し た も の で ある . 


成虫 生殖 器 に お いて , 子宮 は 厚 き 層 の り 


な る . 卵巣 は 長大 で 7~8 回 の 螺旋 を 画 き 輸 卵 管 に 連 る . 


輪 卵 管内 壁 に は 繊毛 が 体 後方 に 向 つ て 密生 する . 卵黄 巣 
に は 外層 の 選 平 な る 小 細 胞 と , 内 層 の 卵黄 題 粒 を 充満 す 
る 大 型 細胞 及び 其 の 中 間 に 存 在 す る 大 空 胞 性 の 胞体 を 持 7 


つ 細 胞 の 3 型 の 細胞 が 認め られ る . これ ら の 細胞 に は 移 
行 型 が あぁ り , 卵黄 題 粒 の 発生 機 庁 を 明示 する . 
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稿 を 終え る に 当り , 終始 女 代 な る 御 指 導 及 び 御 校 関 を 4) Looss, A. (1895): Anatomie und Histologie d. 
つた 田 部 授 深 基 な る 意 を 表し , 併 を て 多 Archiv f. mikroskop. Anatomie. XLVI 
5 定 (1960) : Trichobilharzia physellae & 
大 の 御 援助 を いた だ いた 田中 実 に 感謝 し ます Trichobilharzia ocellata の 
本 要 , 日 本 寄生 学会 穫 回 西日本 支部 会 に 造 関す る 研究 , 寄 生 学 雑誌 9(6), 744-759. 
報告 し た . 6) 野村 一 高 (1960) : 血 吸 Cerearia の 
構造 た 関す る 研究 , 寄生 虫 誌 , 10(1), 発表 予定 . 
参考 文献 7) 小田 (1955) : 片山 病 皮 膚 の 研究 (2), 岡 
1) 岩崎 三 郎 (1960) : 血 吸 虫 ミ ラチ ジウ に 医学 雑誌 , 65, 849-858. 
関す る 研究 , (1) ~ (3) , 寄生 虫 学 雑誌 , 9, 575- 8) 多田 築 (1928) : 日 本 住 血 吸 虫 の 終 宿 幸 体内 に 於 
595. ける 発育 及び その 構造 た について, 岡山 医学 雑誌 , 
2) 北村 直 二 (1957) : 岡山 市 高島 に 発生 する 遷 鳥 住 40, 1539-1574, 1826-1891. 
血 , 岡山 交 年 報 , (6). 9) 高橋 造 (1928) : 日 本 血 虫 の ツェ ルカ リヤ 
3) Komiya, Y. et al. (1951): The morphology of に つい て , 岡山 医学 雑誌 , 40, 1349-1392. 
Cercaria sturniae Tanabe, 1948 (Cercaria of 10) 田部 浩 (1948) : 湖 病 の 原因 た に ついて, 米子 医 
Gigantobilharzia sturniae Tanabe, 1951), a 学 雑誌 , 1, 2-3。 。 
cause of cercaria dermatitis. Jap. Jour. Med. 11) 田部 (1951) : 血 吸虫 ついて, 
Sci. and Biol..5, 215-220. 生 , 9, 207-212. 
附図 説明 
Fig. I Gigantobilharzia sturniae Tanabe 1948 成虫 
Fig. I 同 血 吸虫 成 
Fig. IV 雌 生殖 器 輸 び 卵 黄 合流 点 
Fig. V 同上 , 卵 菓 , 輪 卵 息 及び 受精 墨 の 連 り と Laurer 氏 管 
Fig. VI 日 及び 食道 
Fig. MI 生 殆 器 後 端 
Fig. VI 虫 , 丸 及び 輸 精 
Fig. IX 雌 虫 , 卵黄 及び 卵黄 
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MORPHOLOGICAL STUDIES ON GIGANTOBILHARZIA 
STURNIAE TANABE, 1948 


SYUN TAKAOKA 
(Department of Phathology, Osaka Medical College, Osaka) 


Although the life history of an avian schistosome, Gigantobilharzia sturniae, the cercariae. 


of which has been well known as a causative agent of the dermatitis in Lake Shinji, Shimane: 


Prefecture were reported by Tanabe(1948), Oda(1953), Nomura (1960), and Iwasaki (1960) information 
about fine structure of the adult worms of this species is very restricted by the inability to get them 
without any injury from the capillaries of the host intestine. This study was designated primarily 
to investigate the morphology of the male and female adults of this species, especially on their fine 
structure. The results obtained from microscopic examinations were as follows : 

1) A fresh adult worm measuring 9.9 to 10.5mm long by 0.044 to 0.053 mm wide, is 
covered with a thin layer of cuticle. This cuticlar layer is absent on the part of the body surface, 
which may be presumablly considered as a trace of rudimentary ventral sucker. 

2) Male genital organs consist of the genitalpore, penis sac and protractor. Considerably well- 
developed muscle fiber occurs on the posterior half of seminal vesicl The number of testes are 
counted up to 43 to 62. 

3) The female reproductive organs are consisting of uteri with thicked muscular wall, ovaries 
with 7 to 8 coilings and oviducts with cilia inside. In the vitelline glands three types of cells occurs, 
i. e., small cells flattened in shape, large cells containing numerous yolk granules and cells with 


vacuoles, which are transitional each other in shape. 
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本 住 血 Cercaria の 微細 構造 に 関す る 研究 


大 阪 医科 大 学 病 理学 教室 (指導 四部 浩 教授 ) 


(昭和 35 年 10 月 15 日 受領 ) 


特別 掲載 


言 

島根 県 道 に 発生 する 性 皮膚 ( 急 性 湖 ) 
の 病原 体 が , ムク ドリ Spodiopsar cineraceus (Tem- 
minck) を 終 宿 主 と し , ヒラ マキ モドキ Polypylis hemis- 
phaerula (Benson)-Segmentina nitidella (Martens) を 中 
間 宿 主 と す る 棟 鳥 住 血 吸虫 Gigantobilharzia sturniae 
Tanabe 1948 の cercaria で ある 事実 は , 1948 年 田部 教 
授 に よ つ て 明らか に され た と ころ で ある . 本 種 cercaria 
の 形態 に 就 い て は 田部 (1948), 小宮 (1952), 小田 (1953) 
等 の 記載 が あり , 体制 上 の 構造 の 詳細 な る 報告 が ある. 
これ ら の 記載 は すべ て 生鮮 , 或 は 固定 標本 に 於 ける 観 宗 
で ある が , 各 器 官 の 微細 構造 に 束 い て は 記 る され て いな 
い . 他 種 住 血 吸 虫 の cercaria の 微細 構造 に つい て は 精密 
な 研究 が あぁ あり, 市 か も 近 時 は 超 微 細 構 造 の 観 祭 に も 及ぶ 
( 稲 臣 , 1960, 等 ) 超 勢 に ある . 然るに Gigantobilharzia 
属 の cercaria は 既に 5 種 を 算 す る に も 拘ら ず , 其 の 微細 
構造 に 関す る 知見 は 殆ど ど 明 か に され て いな い . 以上 に 
鑑み 私 は 田部 教授 指導 の も と に Gigantobilharzia stur- 
nzae の cercaria に 就 い て 形態 学 的 検索 を 行う と と も に 。, 
特に 微細 構造 に 関し 検討 を 加え た 第 で あぁ る. て 其 
の 成果 を ここ に 報告 する . 

研究 材料 及び 研究 方 法 

島根 県 川 村 出 東 地区 の 水田 及び 棲息 する ヒラ 
マキ モドキ を 集 収 し , 試験 管内 の 水中 に 2~3 個 投 入 し 
て cercaria の 自然 湊 出 する 貝 を 撰 別 する と と も に , 其 の 
海 出 cercaria を 採取 し た . 

感 る 上 , 及び 自然 出 せる cercaria を 生鮮 状態 の 
まま 観察 し , 90°~100°C 加熱 10 族 フォ ル マ リ ン 液 固定 
後 計測 し , 一 方 脱水 後 , 法 の 如く パラ フィ ン 包 埋 , 連続 切 
片 を 作製 Haematoxylin-Eosin 染色 , 鉄 Haematoxylin- 
Eosin 重 復 染色 , Azan 染色 及び Bielschowsky 鍼 銀 染色 
を 施し 鏡 検 し た . 又 同 地 に 於 いて 水田 作業 後 1 時間 以内 
の 作業 者 の 発症 皮膚 組織 片 。 及び 洗 出せ る cercaria を 実 


験 的 に 感染 せしめ た る 1 時 間 以 内 の 人 体 皮 膚 組織 を 眼科 
用 トレ パン に て 採取 し , 上 記 同 様 に 切片 作製 鏡 検 し た . 

但し 微細 構造 の 項 の 計測 は 加熱 フォ ル マ リ ン 液 固定 標 

本 に つい て 行 つ た . 
研究 

I. 自然 出 の 鳥 住 血 吸虫 cercaria 

体制 的 構造 (第 1 図 , 第 1 表 , 写真 1) 

cercaria の 体制 は , 体 部 , 幹 尾 , 岐 尾 の 3 部 に 大 別 す 
る . 体 部 は 体長 0.196 mm, 体 幅 ( 腹 吸盤 の 位置 に て 測 
定 ) は 0.086 mm で , 体 部 の 前 リ :』 は 頭 部 器官 , 体 部 後 端 
より 全長 の リ s の 腹面 中 央 部 に 奏 状 に 突出 する 径 0.021 
mm の 腹 吸 盤 が 見 られ る , 頭 部 器官 は 長 さ 0.073 mm, 
幅 0.055 mm で 境界 筋 附 着 部 で 咽頭 様 構 造 の 境界 筋 に 
よっ つて 体 部 後半 と 境 さ れ て いる . 器官 内 に は , 中 央 部 や 
や ゃ 背面 に 位置 する 不正 な 球状 を 示す 頭 奉 が ある . 又 体 部 
前 端 に は 小さ な 乳頭 様 の 突起 が 左右 5 対 ぁ あり, 基 の 頂点 
に 針 状 突起 が 認め られ る . 

眼 点 は 1 対 あ つて , 腹 吸盤 及び 頭 部 器官 の 逆 円 鑑 形 の 
先端 と の ほぼ 中 央 の 高 さ に 位置 し , 背面 に 近く 認め られ 
る . 大 さ は 径 0.0096 mm で 非常 に 微細 な 黒褐色 の メラ 
ニン 逢 粒 が 球状 に 集合 し , 其 の 外側 に レン ズ 様 の 物質 が 
認め られ た . 

毒 腺 細 胞 は , 腹 吸盤 を は さん で 前 に 2 対 , 後ろ に 3 対 
存在 する 大 形 細胞 で , 前 2 対 は 細胞 内 に 不透明 な る 題 粒 
を 多数 含有 し , 一 方 後ろ 3 対 は ほぼ 透明 で ある . これ 等 
の 細胞 より 出 た る 腺 導 管 は , 一 番 前 の 細 胞 の 
前 より 5 条 1 束 と な つて 眼 点 の 内 腹 側 を 通 つ て 前 走 し , 
左右 5 回 , 前 後に 5 回 屈曲 し , 境界 筋 の や ゃ 側 背 縁 を 貫 
いて 頭 部 器官 内 の 毒 腺 導管 に 連 つ て いる . 

排 洪 系, 終末 細胞 は 体 部 に お いて , 腹 吸盤 より 前 に 3 
対 , 腹 吸 磐 より 後方 に 3 対 見 られ る . 前 3 対 の 終末 細胞 
より 出 た 細 排 江 管 は 前 排 江 管 に 集合 し , 腹 吸盤 の 後方 の 
3 対 及 び 幹 尾 に お いて 前 端 近く に ある 1 対 の 終末 細胞 よ 
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第 1 表 吸虫 cercaria の 計測 値 ( 単 位 mm) 


記載 者 及び 年 度 田部 (1948) 小宮 (1951) 野村 (1960) 
0.084 0.095 0.086 
電 尾 基き 0.203 0.205 0.205 
幅 0.035 0.039 0.036 
長き 0.133 0.114 0.059 
尾 0.015 0.014 
腹 径 0.022 0.021 
0.070 0.073 
頭 部 0.048 0.055 


策 1 図 生鮮 cercaria 前 額 断 全 形 と 同上 矢 状 断 全 形 


第 1 図 符 号 解説 
ps・…・ 突起 act……・ 前 排 
a …… 腹 吸 
c Cilia 
fc…・ 終 末 細 tb…… 
cg…… 腺 細 胞 
ds……・ 腸 原 基 
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り で た 細 排 江 管 は , 後 排 江 管 に 集合 し て , 腹 吸盤 側 背 に 
て 合流 し , 排 洪 主管 に 連 る . 各 排 江 主 管 に は , 前 後 排 注 
管 の 合流 点 に 近い 内 壁 に 2 条 の cilia を 認め る , 左右 の 
排 洪 主管 は 玉 曲 屈折 し て 後 走 し , 体 部 後 端 に て 排 洪 膝 に 
そそ いで いる . 更に 排 より 2 条 の 排 管 が 幹 尾 に 入 

り , 直ちに 1 条 と な つて , 幹 尾 中 心 を 紀 き , 後 端 近く に 
於 て 再び 2 条 に 分 れ て , 左右 の 岐 尾 に 入り 岐 尾 先端 の 反 
の 内 膝 を 通り 排 江口 に 開い て いる . 即ち 本 吸虫 cercaria 
の 終末 細胞 の 配 式 は 2[(3 二 3) 十 1] で ある . 

感覚 突起 は , 体 の 両側 壁 に 針 状 に 認め られ 頭 協 前 端 の 
横断 線上 に 1 対 , 境界 筋 両側 附 着 部 に 1 対 , 基 の 条 後 方 
に 1 対 , 最前 端 の 終末 細胞 の 横断 面 に 1 対 , 眼 点 の 横断 
面 に 1 対 , 計 5 対 を 認め た . 

腹 吸盤 辺 縁 部 より 両 体側 に 向 つ て 6 本 の 筋 束 の 走行 を 
認め る が 一 番 前 は 眼 点 側 方 表皮 に 2 本 に 分 れ て 終り , 中 
位 の 2 本 は 体側 面 に 2 本 に 分 れ て 終っ つっ て いる . 他 の 2 本 
の 筋 束 は 最後 位 の 考 腺 側面 の 表皮 に 終っ て いる . 幹 尾 は 
長 さ 0.205 mm, 幅 0.036 mm で 表面 に 多数 の 小 隷 が 密 
生 し て 体 部 の 表皮 と は 明らか に 異な る . 又 前 述 の 如く 幹 
尾 前 端 の 両側 に 1 対 の 終末 細胞 が 認め られ , 細 排 洪 管 は 
体側 を て 後 排 管 に 直接 て いる . 尾 を 構成 す 
る 細胞 は , 側壁 部 は や や 小さ く 中 心 部 は 大 型 の 核 を 有 す 
る 細胞 が 計 4 列 配 列 し て いる . 岐 尾 は 長 さ 0.059 mm, 
幅 0.014 mm で 矢 状 面 に 一 致し て 薄い 鱗 膜 が 全長 に 豆 
り 認 め ら れ た . 爪 管 は 岐 尾 先端 に あり 長 さ 0.014 mm 
で 其 の 先端 に 排 洪 日 を 認め る . 

微細 構造 

1) 表皮 , 皮下 筋 , 実質 細胞 (写真 2 33, 34 第 2Z 
図 ) 

表皮 は 全体 面 に わた つて cuticula に 艇 れ 生 鮮 状態 に あ 
り て は 二 重 構 造 の 膜 状 を 示し , 其 の 厚 さ は , 0.75x で あ 
る . 其 の 表皮 直下 に は 内 輸 外 縦 の 皮下 筋肉 が 14 の 厚 さ 
で 認め られ た . 体 前 半 部 に 於 いて は この 縦走 筋 の 内 層 に 
更に 1 種 の 斜 走 筋 が あぁ つて (写真 3 ), 2 本 づつ の 筋 繊維 
より な る 数 本 の 筋 束 が 交互 に 交叉 し て 綱 眼 を 形成 し , 筋 
束 停 止 部 は ほぼ 体 前 端 に 近く の 皮下 に 終っ てい る. 更に 
其 の 内 層 に は 大 さ , 0.75ggX1.25m の 核 を 持つ た 実質 継 
胞 が 認め られ る . 又 主 と し て 境界 筋 後方 及び 毒 腺 細胞 側 
方 に 1.25uX1.25m の 比較 的 核 色 質 の 少 い 核 を 持つ 実 
質 細 胞 ( 写 真 31) が 不 規 則 に 配列 し て いる . 

2) 頭 部 器官 

頭 才 (写真 5,9, 10) は 頭 部 器官 の ほぼ 中 央 背面 に 近く 
類 円 球状 を 量 し , 薄い 1 枚 の て 所 々 に 形 


; | 0.050mm 
| | 
ト || 
| | 
な 
好 


図 cercaria 前 断 と 矢 状 断 細 村 


ps'…・ 起 神経 細胞 

ss …… 感覚 突 起 ncc 神経 中 枢 連 合 
cu'…… 友 a 腹 

bm 筋 gs……… 生 原 基 
境 dcg 毒 腺 導 

fc 終末 細胞 sbc … 皮 下 細 胞 
scm … 皮 下 cg … 腺 

e …… 食 道 eg … 脱 出 腺 

pc …… 体 本 mm… 筋 東 


の 大 さき 0.3mX1.1z の 核 を 持つ 細胞 が 存在 する . 其 の 
後面 は 1.5gX1.25g, 0.75mX1.25g の 色 質 の 豊富 
な 細胞 体 の 小 細 胞 が 不 規 則 に 配列 し て いる . 頭 褒 内 に は 
強い 好 酸 性 を 示す 無 構造 な 硝子 様 物質 が 充満 し て いる 


(写真 5). 


毒 腺 導 管 (写真 15, 17, 18, 19, 20, 21, 22。 23) は 
頭 部 器官 に 於 いて , 背 腹 2 回 , 左右 3 回 屈曲 し , 左右 1 
対 の 導管 束 が 体 前 端 両 側 の 右側 寄り に , それ ぞ れ 5 本 の 
容 刺 針 ( 写 真 16) を 表皮 より 1.5g 突出 する 一 方 , 奏 腺 
導管 に 向 つ て も 1.7 gm の 円 鑑 を 栓 者 状 に 突出 し て いる . 
導 官 内 に は この 答 審 部 迄 3 対 の 強い 好 酸 性 題 粒 と 2 対 の 
好 塩 基 性 題 粒 と を 充満 し て いる . 前 者 3 対 の 導管 は 外側 
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か ら 背 側 に か け て で 見 られ , 後者 2 対 の 導管 は 内 側 
に 認め られ る . 基 の 導 官 は 何れ も 実質 細胞 に よ つ 
て 其 の 位置 を 固定 され て いる . 尚 考 腺 導管 の . 幅 は 
眼 点 位 に いて で ある . 

3) 境界 筋 (写真 4) 

境界 筋 は 体 部 を 前 後に 境 す る 逆 円 鑑 形 の 筋 層 
で , 外 縦走 筋 と 内 輪状 筋 (写真 6, 8) と より 成り , 体 
軸 上 に 於 いて 円 鑑 後 端 部 より 体 前 端 及び 体 後 端 と 
の 比 は 1 : 1.68 で あぁ る . 境界 筋 は 其 の 前 縁 に 近く 
左右 両側 に いて 導管 を 通過 せしめ て 逆 円 
形 の 頂点 に 於 いて 食道 が 貫い て いる (写真 6, 7. 
境界 筋 の 外側 に は , 外 縦 走 筋 の 内 側 に 交叉 する 4~ 
6 本 の 筋 層 が 認め られ る . 特に 輪状 筋 は 円 鑑 部 に 
於 いて 強く 発育 し 14~16 の 筋 束 に 依っ て 形成 せ 
られ て いる . 其 の 一 つの 和 束 は , 幅 は 1z 々 で ある . 
一 方 外 縦走 筋 は 4~6 本 の 筋 繊維 束 が 12~14 本 認 
め ら れ , それ ぞ れ の 筋 束 の 起 始 部 は 円 氏 の 頂点 に 
あぁ あり, 放射 状 に 前 外 走 し て 体 壁 に 達し , 其 の 末端 
は culticula の 内 面 に 終 つ て いる . 外 の 
幅 は 1.5 で ある . Azan 染色 に いて 内 外 筋 
の 間 に 厚 さ 0.16z の 境界 膜 が 青 染 され て 認め ら 
た 

4) 腹 吸 (写真 25, 26, 27, 28) 

腹 吸盤 は 腹面 より 見 た る 時 は H 状 の 腹 吸盤 溝 を 
示し , 矢 状 断 面 に いて は 形 を 示す -. 

前 脚 は 23 X3.3g, 後 脚 は 18 々 xX3.3m で 前 脚 
は 後 脚 に 比 し て よく 発達 し て いる . 腹 吸盤 底部 に 
は 1.25gX0.75 x の 長 円 形 の 核 が 多数 に 存在 す 
る . 底部 は 0.2m の 1 層 の 膜 を へ だ て て 前 奏 腺 細 
胞 と 接し て いる . 

5) 感覚 器 

感覚 器 は 生体 に 於 いて は , 体側 面 に 6 対 認 め ら れ た が 
これ 等 は cuticula の 層 よ り 円 鑑 形 に 体 表 に 突出 し , 基 の 
底部 は 径 0.75m。 高 さ 0.5m で あり , 基 の 基底 部 に は 体 
内 側 ょ り 微 細 な 繊維 が 連絡 し て いる と 思わ れる . これ ら 
の 感覚 突起 は 体 部 に 於 いて の み 認 め ら れ , 幹 尾 及 び 岐 尾 
に は 認め 得 な か つた . 

6) 眼 点 (写真 11) 

眼 点 は 黒色 の 極め て 微細 な l 題 粒 が 集合 し 基 れ は 1 光学 
断面 に 於 いて 基 の 数 38~40 個 を 算 し , 個々 の 径 は 0.25 
gz で 全体 の 径 は 2.5m で ある , 
外側 か ら 腹 側 に か け て 好 酸 性 の 硝子 球 が 認め られ , 眼 
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点 を 取り まい て 神経 細胞 と ほぼ 同性 格 の 細胞 が 存在 す 
る . 両 眼 点 の 距離 は 12.5m で ある . 

7) 神経 系 (写真 12, 13) 

神経 節 は 境界 筋 及び 眼 点 の 間 に 於 いて 縦断 面 で は 蝶 型 
を 量 し , 矢 状 断面 に 於 いて は , 背 側面 に 平行 な 底辺 を 持 
つ ほ ぼ 正 三角 形 に 近い 型 を 示し , 横断 面 で は 縦断 面 同様 
の 蝶 型 を 示す . 

腹面 横 径 は 70。 最大 縦 径 は 20, 前 後 径 は 15xm で 
ある . この 左右 対称 に 見 られ る 三角 鑑 を 示す 神経 節 は 。 
中 央 に 於 いて 神経 中 枢 連 合 に 依っ つて 合 一 し て いる . 神経 
中 枢 連 合 は , 横 走 する 神経 繊維 より 成り 。 鐵 銀 染色 に よ 
り 好 銀 性 が 明らか で ある . 表面 は 1.25gmX1.25g の 核 
を も つ 神 経 細胞 が 一 重 ~ 二 重 に 衝 れ て いる . 耐 し て 其 の 
内 部 は 多数 の 神経 織 維 が 縦横 走 し て お り , 更に 神経 節 
か ら は , 前 上 方 に 1 対 , 後 上 方 に 1 対 , 前 下方 に 1 対 , 
後 下 方 に 1 対 及 び 眼 点 に 放射 状 に 向う 神経 繊維 の 走行 
を 認め , 其 の 内 の 前 下方 に 向う 神経 繊維 は 腹 吸盤 底 に あ 
る 細胞 群 に 繊維 を 出し て いる . 

8 消化 管 

消化 管 の 口 は 頭 部 器官 の 腹面 中 央 に あり , 其 の 高 さ は 
境界 筋 附 着 部 上 縁 で ある . 日 に 連続 し て 細い 内 径 0.9 
の 食道 が ぁ り , 逆 円 鑑 形 の 境界 筋 の 内 側 に 治 つ て 其 の 中 
央 部 で 頭 部 器官 を 綱 い て 眼 点 の 中 間 部 背 側 を 通過 し て 2 
本 に 分 れ て 短い 腸 原 基 に 連 る . 腸 原 基 は 短 程 状 で 盲 管 に 
終っ つっ て いる . 食道 及び 腸 原 基 の 壁 は Azan 染色 で は 青色 
に , 鍼 銀 染 色 で は 明らか に 鐵 銀 繊維 を 認め る . 

9) 器官 (写真 24) 

生体 標本 に 於 いて 明瞭 に 認め られ た 排 洪 管 は 切片 標本 
上 に 於 いて は 容易 に 見 出す 事 は 出来 な い . 終末 細胞 は 。, 
核 の 大 さ 10 で 基 の 一 部 より 長 さ の 状 
の 繊維 束 を 出し , この 周辺 に は 薄い 膜 が 甘 状 に 認め られ 


10) 生殖 原 基 (写真 25) 

生殖 原 基 は 腹 吸盤 の 直後 , 皮下 細胞 の 内 側 に あぁ る 大 さ 
1gx1g の 核 を も つ 細 胞 群 より 成る . 其 の 核 の 数 は 1 光 
学 縦断 面 に 於 いて 17~19 個 を 認め る . 矢 状 断面 に 於 け 
る 形態 は 三角 形 を 呈 し , 前 額 断 面 に 於 いて は 姜 形 を 示 
す . 大 さ は , 背 腹 径 10g。 左右 径 18.6 。 前後 径 14.2 
zr で ある . 氏 銀 染色 で は 細胞 周囲 に 好 銀 繊維 を 認め る . 
se11) 細 胞 

毒 腺 細 胞 は 腹 吸盤 の 前 に 2 対 , 後ろ に 3 対 の 大 形 細胞 
で ある . 前 2 対 の 各々 の 細胞 (写真 21) に 於 ける 核 の 大 
さ は 3.5gX3.5z で 核 色 質 は や や 逐 し く , 核 小 体 1 個 を 


明 瞭 に 認め , 細胞 原形 質 に は 極め て 微細 な る 好 塩 基 性 の 
題 粒 を 入れ て いる . 一 方 和俊 ろ 3 対 の 考 腺 細胞 は (写真 23) 
前 毒 腺 細 胞 よ りや や 小さ く , 原形 質 内 に は 好 酸 性 の 微細 
題 粒 を 充満 し て いる . 毒 腺 細胞 膜 は 極め て うぅ すく, 細胞 
体 は 周囲 の 皮下 細胞 及び 実質 細胞 を 支持 組織 と し て い 
る . これ ら の 三 腺 細胞 体 は 前 走 す る 毒 腺 導 管 を も ち 第 1 
毒 腺 細 胞 の 前 で 一 束 と な つて 両側 に 2 回 , 、 背 腹 に 2 回 屈 
曲 し て 境界 筋 側 背 部 を 貫い て 頭 部 器官 内 の 直 腺 導管 内 に 
連 つ て いる , 導 管束 の 径 は , 眼 点 位 に いて 1.6 
境界 筋 通 過 部 に いて 9.6g, 頭 部 器官 内 に いて 
2.08um で ある . P.A.S 染色 に いて は , 前 記 の 細 
胞 内 題 粒 は 前 2 対 は P.A.S. 反応 陰性 , 後 3 対 に 於 いて 
は 強 陽 性 を 呈し , これ ら の 題 粒 は 毒 腺 導管 に も それ ぞ れ 
充満 し て いる . 

12) 幹 尾 (写真 32) 

幹 尾 は 表面 cuticula に 角 れ て , 厚 さ 0.25gz で 体 部 表 
面 と は 明らか に つ た を 認め る , の 長 さ は 0.25 
z で 表皮 直下 に は , 厚 さ 1.25m の 皮下 筋 層 が あり , 其 
の 内 側 に は 核 の 大 さ 1.5gX1g の ほぼ 円 形 の 細胞 が 比 
較 的 規則 正しく 並ん で 認め られ る . 中 央 の 排 江 管 周辺 に 
は , 核 の 大 さ 1.5gX1.5g の 紡 氏 形 の 細胞 が 並ん で い 
る . この 横断 面 で は 皮下 細胞 は 4 列 に , 実質 細胞 は 2 列 
に 並ん で いる の が 見 られ る . 更に 核 の 数 は 146~153 を 
た 

13) 岐 尾 

岐 尾 も 又 幹 尾 と 同様 の 構造 を 示し 核 の 数 は 42~43 で 
あぁ る. 

14) 人 爪 管 

爪 管 は 薄い 固有 膜 より 成り 内 腔 を 有 し て ほぼ 円 往 形 
を 示す . 尚 は 極め て 非 な P.A.S. 陽 性 の 固有 
に よっ つて 構成 され て いる . 

II. 中間 宿主 体内 の 住 血 吸 虫 cercaria 

一 般 的 な 構造 は , 自然 涯 出 の cercaria と 同様 で ある . 
中 間 和 宿主 に ヒラ マキ モドキ の 終 腸 腺 内 の cercaria と 自然 
海 出 の cercaria と の 違い と し て は , Escape gland が ( 写 
真 29, 30) あげ られ る , この Escape gland は , 左右 体 
側 に 8 対 認め られ , 前 より 第 1 細胞 体 は 境界 筋 円 氏 部 側 
方 , 第 2 細胞 体 は 神経 節 の 前 下 枝 に あり , 第 3, 第 4 も 
同様 基 の 部 に 縦 に な らん で 存在 する 。 第 5,。 第 6 細胞 体 
は , 第 1 毒 腺 細胞 の 両側 , 更に 第 7, 第 8 細胞 体 は 。, 
腹 吸盤 の や や 後 位 側 方 に 認め られ る . これ ら の 細胞 は , 
何れ も 細い 導管 を も ち , それ は 境界 筋 の 毒 腺 貧 通 部 辺り 
で 不鮮明 と な つて いる . 第 1 細胞 体 の 大 さ は , 1.6gX 
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0.48m で , 核 は 0.64mXx0.64m, 第 2 細胞 体 の 大 さ は 
1.9gX1.12m, 核 は 0.8mXx0.48m, 第 3 細胞 体 の 大 さ 
は 1.76mX0.96g, 核 は 0.8mX0.8m, 第 4 細胞 体 の 大 
さ は 2.3gX1.12m, 核 は 0.64 ヶ zxX0.64m, 第 5 細胞 体 
の 大 さ は 1.924X0.96 核 は 第 6 細 
胞体 の 大 さ は . 1.12mmX1.44 核 は 0.48 zx0.64 
第 7 細胞 体 の 大 さ は 2.4mX0.96, 核 は 0.8 zx0.48 
第 8 細胞 体 の 大 さ は 1.92gX0.64, 核 は 0.48 gx 
0.64 ヶ um で ある . 以上 の Escape gland は 自然 湊 虫 cerca- 
ria 及び 皮膚 容 刺 後 の 表 皮肉 の cercaria に は 認め られ な 
い . 叉 P.A.S. 染色 で は 胞体 に 非常 に 微細 な る l 題 粒 が 強 
く 陽 性 を 示し , Azan 染色 で は 深紅 色 を 量 す る . 

I 人体 皮膚 に 侵入 後 の 棟 鳥 住 血 吸 虫 cercaria の 構造 

人 体 皮 膚 侵入 後 の 表 皮 内 に ある cercaria は , 尾部 を 失 
い , 体 部 の み が 不 規則 な 方 向 に 体 前 端 を 向け て 認め られ 
る (写真 35). 人 体 皮 膚 侵入 後 2~7 時 間 後 の 切片 に 於 け 
る cercaria の 構造 は 次 の 諸点 に 於 いて , 自然 湊 虫 の cer- 
caria と 異 る . 即ち 体 前 端 の 容 刺 突起 は , 容 刺 針 が 消失 
し て お り 単 に 針 状 突起 の 基底 部 に あぁ た る 小 膨 隆 部 の み が 
残 つ て いる (写真 36), 又 反 対 側 の 毒 腺 導 管内 に 見 られ 
た の 突起 も 全く 見 られ な か つた . に 細 胞 は 全 
く 認 め ら れず , 腹 吸 毅 の 前 後に は 類 円 形 の 支持 組織 の 細 
胞 核 が 散在 件 に 見 られ る の み で , 腹 吸盤 直後 に は 生殖 原 
基 細 胞 群 が 明瞭 に 認め られ る 様 に な つて いる (写真 38). 
毒 腺 導管 は 内 容 物 を 失 つ た 為 に 存在 が 全く 不明 の 状態 で 
あぁ る. 

頭 困 は 内 容 物 が 殆 ん ど 見 られ ず , 頭 旗 後部 の 細胞 核 が 
殆 ん ど 体 前 端 の 体 壁 に 接し て な らん で いる (写真 37). 
眼 点 は 題 粒 が 散在 し て いる 事 が 多い . 中 間 宿 生体 内 に 於 
いて 認め られ た Escape gland は 全く 認め られ な い . 

皮膚 切片 に 於 ける cercaria 体 の 主要 計測 値 は , 体 部 の 
大 さき 107 頭 部 器官 の 大 さ , 38gXx28, 腹 吸 


"の 直径 は 12m で 体 後 端 より 腹 吸盤 迄 の 距離 は 34.4g 


で ある . 尚 ヒ ラマ キモ ドキ 体内 の cercaria の 主要 計測 値 
は 体 部 96 X37.8 g, 頭 部 器官 36 々 X28 g, 腹 吸盤 径 12 
体 後 端 より 腹 吸盤 の 距離 は 24m を 算 し た . 


総括 及び 者 


李 鳥 住 血 吸虫 cercaria の 体制 的 構造 に つい て は 田部 
(1948), 小宮 (1952), 小田 (1953) の 報告 が ぁ り 特に 小宮 
が 詳細 に 記載 し て いる . 私 の 前 項 に 述べ た 所 見 は 多く の 
部 分 に お いて 一 致 を 認め る が , 排 洪 系 に お ける 終末 細胞 
の 配 式 に 関し て は 小宮 の 所 見 と 相違 する . 田部 (1948) 及 
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び 小 田 (1953) は 棟 鳥 住 血 吸 虫 cercaria の 終末 細胞 を 7 対 
即ち 2[(3 寺 3) +1〕 の 配 式 を 有 す と 述べ た る に 反し , 小 
宮 (1952) は 2[(3 寺 2) +1] で あぁ る と 述べ て いる . 私 の 所 
見 で は 田部, 小田 と 一 致し 2C[(3+3) 二 1〕 の 配 式 で あ 

る , 小宮 は な お 排 江 主 宮 に 2 個 の cilia を 有する こと を 
指摘 し た が , この 所 見 は 私 の 観察 に お いて も 確認 し 得 た . 

cercaria の 微細 構造 は , 体 部 に 於 いて 前 リ 』 は 内 輪 外 
縦 の 良く 発達 し た 境界 筋 に 依っ つて 境 さ れる 頭 部 器官 が あ 
り , この 境界 筋 2 層 の 間 に は 薄い 境界 膜 が 存在 する . こ 
れ は 生鮮 標本 に て は 容易 に 認め られ ず , Azan 染色 に 依 
つて 青 染 す る 非 薄 な 膜 で あぁ る . 内 輪 筋 は 14~16 本 の 筋 
束 よ り 成 り , 外 縦 筋 は 食道 通過 部 より 放射 状 に 前 上 走 し 
表皮 直下 に 終る . 体 表 面 を 覆う 球 皮 の 直下 に 外 縦 内 輪 の 
うす い 筋 層 が 認め られ た . 特に 頭 部 器官 前 半 部 の 皮下 筋 
の 内 層 に は 境界 筋 附 着 部 を 起 始 と する 終 走 筋 が 綱 眼 状 に 
交叉 し て 体 前 端 に 終っ つっ て いる . 

頭 部 器官 内 に は , 不正 な 球状 を 示す 頭 故 が あり , 内 に 
好 酸 性 の 硝子 様 物質 を 充満 し て 頭 部 器官 前 半 部 を 占め で 
いる . 

感覚 突起 は 生体 に 於 いて 体側 に 5 対 認め られ た が , 切 
片上 感覚 突起 は 乳頭 様 に 膨 せる 基 頂点 に 小 認め 
る 形態 を 示す . 

眼 点 は メラ ニン 微細 題 粒 と レン ズ 様 硝子 体 よ り 構 成せ 
られ , 左右 1 対 存 在 し , 眼 点 中 心 問 の 距離 は 12.5x で 
神経 節 よ り 眼 点 に 向い 神経 繊維 の 走行 が 認め られ た . 

毒 腺 細胞 は 5 対 あ り , 前 2 対 は Haematoxylin-Eosin 
染色 に 於 いて や や 塩基 性 の 無 構造 な 物質 が 充満 し , 後 3 
対 は 前 2 対 の 細胞 に 比 し て や や 小さ く 強 い 好 酸性 を 示す 
題 粒 が 充満 し て いる . それ ぞ れ の 毒 腺 細 胞 よ り 細 い 毒 腺 
導管 が 出 て 最前 位 の 毒 腺 細 胞 の 前 で 1 束 の 導 管束 と な り 
眼 点 内 方 を X 状 に 前 走 し , 境界 筋 の 辺 縁 部 を 紀 い て 頭 部 
器官 内 に 入り , 更に 前 後 両 側 に 屈折 し な が ら 体 前 端 の 毒 
腺 開 品 部 に 連 つ て いる . 

腺 開 部 に は 表面 に 突出 する 小 が お の お の 
腺 導 管 に ーー つ ず つっ つ 認め られ る 一 方 , 表皮 を 境 に し て 導管 
内 に 向 つ て 円 氏 状 の 内 腔 を 有する 突起 が 認め られ る . 
導管 内 に も 災 腺 細胞 内 容 に 一 致す る l 題 粒 を 充満 し て い 
消化 管 は , 腹面 中 央 の 境界 筋 附 着 部 に 日 が あぁ り , 其 の 
口 に 続い て 食道 が 連 り , 食道 は 境界 筋 中 心 を 任 通し て や 
や ゃ や 背 側 寄 り に 眼 点 後方 内 側 に 於 いて 2 条 の 腸 原 基 に 分 岐 
し て 盲 管 に 終っ つっ て いる . 其 の 壁 は 食道 , 腸管 共に Azan 
染色 に 依り 青 染 す る . 
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腹 吸盤 は 前 脚 が 後 脚 に 比 し て 良く 発達 し て いる . 生体 
に 於 いて は 小宮 が 記載 せる 筋 束 3 対 を 認め , 何れ も 終止 
部 に 於 いて 2 条 に 分 れ て いる . 

神経 節 は , 1 層 か ら 2 層 の 神経 細胞 に 逆 れ た 亜 鈴 形 を 
呈 し , 内 に 多数 の 交錯 せる 神経 繊維 を 認め , 中 央 に 神経 
中 枢 連 合 を 認め て 左右 の 辺 緑 部 より 上 下 , 前 後 及 び 眼 点 
に 向 つ て 5 対 の 神経 繊維 を 放射 状 に 出し て いる . これ ら 
の 神経 繊維 は 鐘 銀 染色 に 於 いて 好 銀 性 を 示す 

排 洪 管 は 生体 に 於 いて 明瞭 に これ を 観 祭 し 得 た が , 切 
片上 で は 容易 に 見 る 事 が 出来 な い . 

終末 細胞 は , 円 形 の 核 を も ち 其 の 部 より 細 排 洪 管 に 向 
つて 和 毛筆 状 の 好 酸 性 の 繊毛 束 を 有 し , 周囲 は ぅ すい 黄 膜 
に て いる . 生体 に いて さ れ た cilia は 切片 上 
で は 観察 し 得 な か つた . 

生殖 原 基 は 腹 吸盤 直後 , 表皮 直下 に 好 塩 基 性 の 強い 村 


集団 と し て 認め られ 1 光学 断面 に 於 いて 其 の 細胞 数 17 . 


~19 を 人 算 し た . 

幹 表皮 の 皮 体 部 表皮 の 皮 より 長く 上 且つ で あ 
。 
岐 尾 も 又 同 様 の 表皮 を も っ つ . 

中 間 宿 主体 内 に 於 ける cercaria の 構造 は , 自然 海 出 
に は 認め られ な い Escape gland 脱出 腺 8 対 が 観 察 さ れ , 
何れ も P.A.S. 染色 陽性 物質 を 充満 し て いる . 各 細 胞 よ 

り 出 た る 細い 導管 は 毒 腺 の 境界 筋 通過 部 附近 に 於 いて 寿 
腺 導 管 に 連 る 如く 見 られ る . 考 腺 同様 導管 内 に も , P.A. 
S. 陽性 の 硝子 様 物質 を 入れ て いる 。 

人 体 皮 内 へ 侵入 し た cercaria は , 幹 尾 , 岐 尾 は 見 られ ず 
cercaria 体 部 は 全 形 を 保っ つ て お る が 主として 毒 腺 系 と 頭 
褒 に 強い 変化 が 認め られ た . 即ち 考 腺 細胞 は 其 の 内 容 を 
失い 細胞 形態 を 示さ ず , 其 の 位置 に は 周辺 の 実質 細胞 が 
散在 する . 生殖 原 基 は 極め て 明瞭 な 輪 廊 を 示す 

毒 腺 導管 は 不明 上 際 と な り 和 形態 を 観 祭 す る こと が 出来 な 
い . 導管 開口 部 に は 容 刺 針 を 失 つ た 5 対 の 小 膨 隆 部 の み 
が 認め られ た . 

住 血 吸虫 cercaria の 中 間 宿主 体内 , 出 期 , 人 体 
皮膚 侵入 後 の 3 期 に 豆 る 微細 構造 上 の 変化 と し て は , 中 
間 宿主 内 成熟 cercaria と cercaria で は , P.A.S. 
色 陽 性 物質 を 持つ 脱出 腺 の 有無 で あぁ つて , この 腺 の 性 格 
は 中 間 宿 主 内 より 脱出 する 際 , 其 の 内 容 を 放出 し て 脱出 
* を 容易 な らし め る 作用 を も つも の と 考え られ る . 

皮膚 侵入 後 の cercaria と 溢 出 cercaria と の 差異 は , 
毒 腺 細胞 の 所 見 に あり , 其 の 内 容 が 全く 見 られ な く な る 
・ こ と が 特徴 で ある . 御前 (1960) は , Cercaria ocellata 


及び Cercaria physellae の 皮膚 侵入 後 の 考 腺 細胞 内 容 
の 消失 に つい て 述べ て いる .。 この 腺 物 質 は cercaria が 皮 
膚 に 侵入 する と き 其 の 侵入 を 容易 な らし め る も の で あろ 
うこ と は 疑 の な いと ころ で ある . 測 cercaria の 体 前 端 
の 究 刺 針 の 消失 も 又 皮 膚 容 刺 時 に 失わ れ た も の と 考え ら 
れる . 容 刺 針 基 底部 の 特異 な る 構造 に 就 い て は 他 に 未だ 
記載 され ざる 所 見 で ある . 

諸 種 住 血 吸 虫 類 の cercaria の 微細 構造 に 就 い て は , 高 
橋 (1928) の 日 本 住 血 吸 虫 cercaria, 御前 (1960) の Cerca- 
ria physellae KM び Cercaria ocellata に つい て の 記載 
は 詳細 で ある. 其 の 他 Sewell (1919), Miller (1923), 
Talbot (1936) , Ssinitzin (1909), Faust (1919), Blacklock 
and Tompson (1924) , Neuhaus(1951) 等 の 業績 が 挙げ ら 


れる . こと に 私 の 得 た 上 述 の 所 見 と 先 人 の 知見 と の 比較 


検討 を 試み , 考案 を 加え て みる . 
感覚 突起 は , 表皮 より 突起 基底 部 が 膨 隆 し 基 の 中 心 よ 


り 針 状 の 突起 が 認め られ る . この 所 見 は Trichobilhar- 


zta szidati, 及び 日 本 住 血 吸 虫 cercaria に 於 ける 知見 と 
一 る . 

境界 筋 は , 基 の 筋 東 数 は , 内 輪状 筋 は 14~16, 外 縦 
走 筋 は 12~14 の 筋 束 で Trichobilharzia 属 cercaria 及 
び 日 本 住 血 吸 虫 cercaria の それ と 大 差 は な い . 双頭 部 器 
官 の 皮下 筋 直 下 に 交叉 する 狼 走 筋 が 認め られ , 他 種 で は 
日 本 住 面 吸虫 の cercaria に の みこ の 記載 が ある . 

毒 腺 細 胞 に 就 い て は , Trichobilharzia 属 , 及 び Schi- 
stosome 属 住 血 吸虫 と は , 数 , 位置 , 形態 の 点 に 於 いて 
一 致す る が , Azan 染色 に より 其 の 内 容 は 青色 , 赤色 の 
題 の 外 に 第 3 の 細胞 内 に 褐色 の 粒 が 認め られ 
た . これ は 普通 染色 に 於 いて 認め られ な い 所 見 で ある . 

毒 腺 導 管 は , 各種 属 共 に 走行 は 同様 で ある が 第 1 第 
2 の 腺 導 管 は 内 側 , 第 3 ~ 第 5 の 腺 導 管 は 外側 に 並ん で 
いる . 人 体 皮 侵入 後 の 腺 開 部 の 針 が 消失 する 
事実 は 毒 腺 内 容 の 消失 と 共に 興味 ある 所 見 で ある . 

神経 系 統 で は , 各種 属 に 於 て 形態 は 同 1 で あぁ つて , 左 
右 の 神経 節 よ り 5 枝 を 出し 1 枝 は 眼 点 に , 1 枝 は 腹 吸 毅 
基底 部 に 分 布 す る と 認め た が 高橋 の 日 本 住 血 吸 虫 cer- 
caria の 記載 に ある 如き 体 後半 部 の 神経 分 布 は 観 祭 す 
る 事 が 出来 な か つた . 又 Cercaria szidati, Cercaria 
ocellata, Cercaria physellae も か な り 詳細 に 記載 し て 
ぁ る が 其 の 分 枝 数 は 本 例 と 同数 で あぁ る. 

排 江 系 は , 排 洪 管 は 生態 に 於 て 観 宗 し 得 た が , 切片 上 
で は 不明 で ある . 

終末 細胞 は , 切片 上 胞体 少 き 細胞 体 か ら 和 毛筆 状 の 繊毛 


2 
7 
ノ 
3 
; 3 
( 92 ) 


束 が 出 て 居り , 其 の 周辺 に 英 膜 状 に うす い 固 有 膜 が 杖 つ 
て いる . この 形態 は 高橋 の 日 本 住 血 吸 虫 cercaria の 終末 
細胞 の 形態 と 同じ で ある . 

有 眼 点 は 微細 な メラ ニン 和 題 粒 よ りな り , 外 背 側 に 硝子 様 
レン ズ 体 の ある こと は 御前 等 の Trichobilharzia 属 の 
cercaria と 一 致す る . 

生殖 原 基 細 胞 は , 基 の 数 が 光学 断面 17~19 で あぁ つて , 
同じ 性 格 の 細胞 より な る が 御前 は C. ocellata, C. phy- 
sellae は 2 種 の 細胞 より な り 前 者 は 25, 後者 は 16 と 述 
べ て いる . 生殖 原 基 細 胞 数 は お そら く 一 定 の 種 属 に お け 
る 特性 を 表わす も の で あろ 5. 

以上 株 鳥 住 血 吸 虫 の 自然 湊 出 cercaria, 中 間 宿 主体 内 
成就 cercaria 及び 人 体 皮 膚 内 侵入 後 の cercaria に お け 
る 形態 学 的 差異 は 御前 (1960) の Trichobilharzia 属 住 
血 吸 虫 に お ける 所 見 と ほぼ 一 致し て いる . この 知見 は 一 
般 住 血 吸 虫 cercaria の 宿主 に 対す る 生態 上 共通 の 事実 で 
あぁ ろう 5. 

鳥 住 血 吸 虫 cercaria の 体制 並び に 微細 構造 に つき 検 
索 す る と 共に , 自然 湊 出 時 , 中 間 和 宿主 内 , 及び 人 体 皮 膚 
侵入 後 の 構造 上 の 変化 に 就 い て 記載 し た . 

1) 棟 鳥 住 血 吸虫 cercaria の 終末 細胞 の 配 式 は 2[(3 
3) 十 1] で ある . 排 江 主管 に 2 条 の cilia を 認め る . 

2) 部 器官 に は , 輪状 筋 , 縦走 筋 の 他 に 走 筋 が 存 
在 す る . 

3) 腺 開口 部 容 突起 は , 体 表 より 隆起 する 基底 
部 , 針 及 び 後 方 に 向 つ て 各 導 内 に 突出 する 
状 構造 を 具有 する . cercaria が 皮膚 侵入 せる 後 は , 
刺 突 起 に 容 刺 針 を 認め な い . 

4 中間 宿主 体内 で は , 腹 吸盤 前 後 の 両 側 表 皮下 に 8 
対 の 脱出 腺 が 存在 し , 細胞 体 に は P.A.S. 陽性 物質 を 充 
満 す る . 自然 湊 出 の cercaria 体内 に は 脱出 腺 を 認め 得 
な い . 

5) 中間 宿主 体内 の 成熟 cercaria 及び 自然 涯 出 cer- 
caria の 奏 腺 細 胞 内 容 は P.A.S. 陽性 物質 を 充満 する . 
人 体 皮 膚 に 容 入 後 の cercaria は 毒 腺 細 胞 の 形態 を 認め 
ず , P.A.S. 陽性 物質 は 消失 する . 


稿 を 終る に 当り , 終始 御 急 第 な る 御 指示 並び に 御 校閲 
を 賜 わ つ た 恩師 田部 教授 に 衣 心 より 感謝 する と 共に , 本 
研究 に 多大 の 御 援助 を いた だ いた 田中 議 師 に 謝意 を 表し 
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写真 説明 


1) 自然 遊 出 cercaria (生鮮 X100) 

2) 前 額 断 全 形 染色 X200) 

3) 体 前 部 の 用 筋 (H.E. 染色 X900) 

4) 境界 : 内 輸 (H.E. 染色 X900) 

5) 境 泉 膜 (Azan 染色 x900) 

6) 外 輪 筋 ( 横 断面 HH.E. 染色 X900) 及び 腺 導 過 部 

7) 境 円 氏 部 及び 食道 染色 X900) 

8) 外 筋 及 び 筋 ( H.E. 染色 X900) 

9) 染色 Xx900) 

10) 頭 (横断 H.E. 染色 X900) 

11) 眼 点 (HE. 染色 X900) 

12) 神経 節 及 び 神 経 中 枢 連 合 ( X900) 

13) 神経 節 及 び 神 経 細胞 ( 染色 X900) 

14) 同 上 (横断 面 HH.E. 染色 X900) 

15) 腺 導 及び 腺 細 胞 (Azan 染色 メ X900) 

16) 及 び 突 起 ( 染色 X900) 

17) 腺 導 頭 端 位 ) (横断 面 HH.E. 染色 X900) 

18) 同 上 (神経 節 位 )( 横 断 HH.E. 染色 X900) 

19) 同 上 (神経 節 後 端 位 )( 横 断 HL.E. 染色 X900) 

20) 同 上 (第 一 毒 腺 細 胞 位 )( 横 断 陸 .E. 染色 X900) 

21) 腺 導 (第 二 腺 細 胞 位 )( 横 断 X900) 

22) 同 上 ( 腹 吸 盤 位 )( 横 断 HH.E. 染色 X900) 

23) 導 及び 原 基 ( 腺 細 胞 )( 横 HH.E. 染色 X900) 

25) 腹 吸盤 ( 矢 状 断 H.E. 色 X900) 

26) 腹 吸 盤 (前 額 断 HL.E. 染色 X900) 

27) 腹 吸 ( 矢 状 断 銀 染 色 X900) 

28) 腹 (横断 HH.E. 染色 X900) 

29) Escape gland (横断 面 HH.E. X900) 

30) Escape gland ( 矢 状 断 HH.E. 染色 X900) 

31) 皮下 細胞 (H.E. 染色 X900) 

32) 尾 及び 岐 尾 (HH.E. 染色 X900) 

33) 状 断 体 部 全 形 (H.E. 染色 x900) 

34) 略 々 前 額 断 体 部 全 形 ( 鐘 X900) 

35) 表皮 内 carcaria 体 部 全 形 ( .E. X400) 

36) 究 刺 針 は 失わ れ 隆 起 の み を 認め る (LLE. 染色 X900) 

37) 頭 容 叉 見 ちら れ な い . (H 正 . X900) 

38) 毒 腺 細 胞 内 容 は 認め ず , 生殖 原 基 が 明瞭 た 見 られ る 
(HE. 染色 X900) 
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MORPHOLOGICAL STUDIES ON CERCARIA STURNIAE TANABE, 
1948 (CERCARIA OF GIGANTOBILHARZIA 
STURNIAE TANABE, 1948) 


KAZUTAKA NOMURA 
(Department of Pathology, Osaka Medical College, Osaka, Japan) 


Despite a large amount of works on the cercaria of an avian schistosome, Gigantobilharzia: 
sturniae, which has been well known as a causative agent of dermatitis in Lake Shinji, Shimane. 


Pref., its fine structure is still poorly understood. 
The present study was undertaken in an attempt to investigate the finer structure of the. 


cercaria with special reference to its morhpological changes on emerging, in the snail host, Polypylis 
hemispherula, and in the human skin. The results obtained from the microscopical observations. 


were as follows : 
1) Terminal cells of this cercaria is represented by the formula, 2 [(3+3)+1} Main canals. 


in the excretory system are provided with ciliae in two rows near the part where the canals divide. 
themselves into the secondary canals. 

2) The occurrence of the inner circular, outer longitudinal and the oblique muscle is recognized 
in the anterior region of the body. 

3) Collar spines (oral spines) consist of basal part somewhat projecting from the body surface, 
spine, and wedge-like structure getting in the end of the duct of penetration gland. No spine is. 
seen after the penetration of the cercaria into the human skin. 

4) The cercaria in the intermediate snail host is provided with 8 pairs of escape glands. 
which disappear after the emergence from the snails. 

5) Penetration gland cells of cercaria both in the intermediate host and after emerging from. 
it are filled with P. A. S.-positive substance and are absent from cercaria in the human skin. 


3 
| 
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言 
Trichobilharzia ocellata は , 1855 年 La Valette St. 
4George が 始め て Cercaria ocellata を 記載 し , Brumpt 
1931) が , その 成虫 の Trichobilharzia kossarewi 
‘Skrjabin Zakharow, 1920 と 同種 で ある る こと を 明か に 
し 種 属 名 の 決定 し た 住 血 吸虫 で ある . 後 年 Mc Mullen & 
Beaver (1945) は , Cercaria elvae Miller, 1923 を 成虫 青 
成実 験 に より . oceZlata と 同一 種 と 同定 し た . 

C. ocellata は , 欧洲 に 広く 分 布 し , C. elvae は , 北 
米 に 分 布 し , 共に 人 体 に 皮膚 炎 を 基 起 する 病原 性 住 年 吸 
虫 と し て 周知 の 種類 で ある . 世界 の 他 の 大 陸 に 於 て は , 
アフ リカ に 於 て Porter(1938) が C. ocellata を 見 出 
報告 が あぁ る 他 , 余り 知ら れ て いな い . 

我国 に 於 て は , 田部 は 1953 年 始め て 隠岐 諸島 島 前 に 
捕獲 し た ヵ カルガモ ? の 腸 壁 に , oceZZata の 貝 卵 
に 酷似 する 半月 型 の 住 血 吸虫 卵 を 発見 し た . 次 で 小田 
(1958) は , 隠岐 産 の カル ガ モ に , . ocellata に 酷似 す 
る 成虫 及び 卵子 を 検出 し 記載 し た . 尚 , 田中 (1960) は 
乙 岐 産 モ ノア ラガ イ に 寄生 する ocellata 型 cercaria 群 を 
如 型 に 分 ち , Cercaria B は , Cercaria elvae に 類似 す 
る こと を 述べ て いる . 然し 何れ も , . oce 好 ata 類似 型 
と し て , 成虫 ・ 卵 子 及び cercaria が 記載 され , 之 の 種 属 
員 定 は 保留 され た まま , 今日 に 至 つ て いる . 

以上 の 知見 は , 欧米 に 於 ける 住 血 吸 虫 皮 膚 炎 の 最も 普 
: 遍 的 な る 病原 体 と し て 知ら れ て いる . 7:. ocellata の 我国 
に 於 ける 分 布 を 示唆 する 有力 な 事実 で ある と 共に 隠岐 諸 
人 和 島 に 於 て は 既に , 小田 , 田中 等 の 研究 に より , 北 米 に 分 布 
千 る 病原 性 住 血 吸 虫 の 1 種 で ある Trichobilharzia phy- 
-sellae の 存在 が 明か に され た の で , 7 ocellata の 我国 特 
に 隠岐 諸島 に 於 て 検出 され る Trichobilharzia ocellata 
苦 似 種 の 検索 を 企図 する と 共に , 広く 全国 的 に カモ 類 に 
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於 ける 寄生 の 実態 を 宮 知 すべ く 本 研究 を 行 つ た . 
研究 材料 及び 研究 方 法 
Trichobilharzia 属 住 血 吸 虫 の 終 宿 主 と 見 人 芝 さ れる 
国内 の 訣 鳴 科 鳥類 の 内 ,・ 下記 6 種 の カモ 類 を 検索 し 
な; 
1. カル ガ モ Anzas poecilorhyncha zonorhyncha 
Swinhoe 
マガ モ Anas platyrhyncha platyrhyncha 


tS 


Linnaeus 
キン クロ ハジ nr Hyroca fuligula Linnaeus 
ドリ ガ モ Mareca penelope Linnaeus 


コガ モ Querquedula crecca crecca Linnaeus 


ョ シン ガ モ Querguedula falcata Georgi 

各種 の 捕獲 地方 と 羽 数 及び 卵子 検出 数 は 第 1 表 の 通り 
で ある . 

成虫 卵子 及び miracidium の 形態 観察 は 生鮮 状態 に 於 
いて 人 行い, その 他 , miracidium は , Carnoy 固定 後 Gie- 
msa 染色 を 施し て 検 し た . 

文 実験 的 に 起 生 せしめ た 皮膚 炎 発 症 部 位 を 切 取 し て , 
ホル マリ ン 固 定 後 , 法 の 如く 脱水 旬 理 し て , 切片 標本 を 
作製 し て Haematoxylin-Eosin 染色 後 鏡 検 し た . 

成 

ここ に 記載 する Trichobilharzia ocellata の 成虫 は , 
前 項 記載 の カモ 類 227 羽 の 内 , 隠岐 産 の マガ モ 1 羽 及び 
カル ガ モ 1 羽 に 於 て 寄生 を 認め られ た も の で ある . マガ 
で は , 虫 の 不全 形 2 カル ガ に は (完全 形 ) 
1 隻 を 検出 し た . 雄 申 は , 貝 垂 よ り 15cm 口 側 に , 雌 
虫 は , 肛門 に 近 き 腸管 静脈 より 採取 し た . 

A. 雄 虫 (第 1 図 , 第 2 表 , 写真 3) 


雄 申 は , 中 央 で 分 断 さ れ た 不全 形 で あぁ る が , 1 隻 は , 
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第 1 表 地方 別に ょ る 捕獲 カタ そ 数 と 種別 及び Trichobilharzia ocellata 卵子 検出 数 


県 


福井 県 
三国 地方 


三重 県 
長島 地方 


青森 県 
津軽 地方 


捕獲 数 下 


捕獲 数 及び 躍 卵 陽性 数 
ヵ そ 種類 


捕獲 数 卵 


捕獲 数 捕獲 数 下 


Anas poecilorhyncha zonorhyncha 


8 1 


ガ が モ 
Anas platyrhyncha platyrhyncha 


キン クロ ハジ 
Hyroca fuligula 
Mareca penelope 
モ 
Querquedula crecca crecca 
Querqguedula falcata 
種 


計 


2 


158 


総 計 


227 羽 中 18 羽 虫 卵 陽性 


策 2 表 際 産み カモ に 寄生 せる Trichobilharzia ocellata 成虫 


計測 値 (単位 : mm.) 


著 者 (1960) 


McMullen & Beaver (1945) 


体 長 2.75 
体 0.062 
~ 腹 吸盤 0.412 
吸 の 大 きき 0.045x0.041 
腹 大 きき 0.065Xx0.052 


結 合 部 精 直前 

0.285 XxX0.075 

全長 ほ 中央 

0.306 Xx0.075 


76 
0.019~0.042x0.032~0.055 


5.0 


0.320~0.40 
0.032X0.020 
0.009x0.018 
0.04~0.05 
精 前 
0.06~0.10Xx0.028~0.040 
腹 吸盤 より 0.030~0.036 


0.20~0.22 Xx0.12 


同 


多 数 
0.016~0.028 x0.016~0.032 


体 長 4.93 
体 幅 0.068 
吸盤 の 大 きき 0.047x0.065 
腹 大 きき 0.051 


0.141 
再 結 合 部 受精 端 よ り 前 0.014 
腹 吸 盤 直後 


自腹 吸盤 0.281 後方 
0.169 
卵 形成 腔 後 端 後方 0.035 
0.280 x0.035 
0.119x0.030 


卵巣 後 端 よ り 0.035 


2.7 


0.32~0.37 
0.016~0.020 Xx0.018~0.022 


0.048~0.052 
受精 端 り 前 


子宮 口 の 後方 0.12 
0.16 

腹 吸盤 後方 0.24~0.36 
x0.02 


多数 0.016~0.032 
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体 の 前 半 部 を , 他 の 1 隻 は , 後半 部 を 残し た 体形 を 保つ 
て いた の で , 以下 之 を 線 合 し て 述べ る . 

体長 は , 2.57 mm, 体 幅 は , 0.062 mm, 抱 雌 潜 の 位置 
で は , 0.075 mm で , 最も 幅 が 広く , 雌 虫 より 全体 に 太 
. 盤 は , よ り も や や 小さ く , 0.045mm x0.041 
mm で 体 前 端 に 位置 する . 腹 吸盤 は , 口 吸盤 の 後方 0.412 
mm の 腹面 に 突出 し , 大 き さ は , 0.065 mm Xx0.052 mm 
で よ りか な り 大 きい 。 溝 , ほぼ 体 中 位 に あ 
り , 長 さ 0.285 mm, 幅 0.075 mm と 膨大 し た 部 分 で , 
内 面 に は 無数 の 小 隷 が 認め られ た . 

食道 は , 日 吸盤 に 続く 細い 1 条 の 管 で , 腹 吸盤 の 直前 
に て 分 岐 し て , 2 条 の 腸管 に 移行 する . この 腸管 は , 腹 
吸盤 の 後方 に 存在 する 精 可 前 端 の や や 前 に て 結合 し て 1 
条 と な り , 精 電 の 背 側 を 通 つ て , 抱 雌 溝 後半 の 牽 丸 の 間 
を 乏 曲 後 走 し , 体 後 端 直前 に て 盲 管 に 終る . 

精 許 は , 長 さ 0.306 mm, . 幅 0.075mm あぁ あり, 1 層 の 
うす い 固 有 膜 か ら な り , 後方 に 行く に 従い 漏斗 状 と な 
り , 1 本 の 管 と な つて , 抱 雌 溝 内 面前 端 の ほぼ 中 央 の 生 
殖 口 に 開い て いる . 斉 内 に は 多数 の 精子 が 充満 し て い 
る . 府 丸 は 抱 雌 溝 や ゃ 後方 より 体 後 端 近 くま で 腸管 の 左 
右 に 次 互 に 並び , その 数 76 個 を 算 し , 大 き さ は , 0.019 
mm へ ~0.042 mm Xx0.032 mm へ ~0.055 mm で ある . 何れ 
も 細い 輸 精 管 に より 連ね られ て いる . 体 尾 端 は , 雌 虫 よ 
りゃ も 幅広 く 膨大 し 鈍 円 を 呈し て いる . 

B. 雌 虫 (第 2,3,4 図 , 第 2 表 , 写真 1, 2) 

形態 及び 体制 

全 形 は 系 状 で 腹 背 に や や 圧 平 され て いる . 体 全長 4.93 
mm, 体 幅 0.068mm 口 吸 盤 は , 体 前 端 に あぁ あり, や や 腹 
側 寄 り に, 大き さ 0.047 mm Xx0.065 mm, 内 面 に は 多数 
の 小 隷 が 見 られ る . 腹 吸盤 は , 口 吸盤 後方 0.766 mm 
で , 腹 側 に ちあ ちり, その 径 0.051 mm で , 褒 状 に 突出 し て 
いる . 

食道 は , 口 吸 盤 後 端 に ま 始 まる 緩 か に 蛇行 する 細い 管 
で , 腹 吸 般 の 前 0.141mm に て 分 岐 し , 2 条 の 腸管 に 移 
行 す る . この 腸管 は , 腹 吸盤 , 卵 形成 膝 , 卵巣 の 両側 や 
や ゃ 背 側 を 直進 後 走 し , 卵巣 後方 に ある 受精 井 の 後 端 より 
や や 前 0.014 mm の 所 で 結合 し て , 卵黄 管 と 交錯 , 左 
右 交 互 に 卵黄 巣 の 間 を 通 つ て , 体 後 端 直前 に て 盲 管 に 終 
つて いる . 腸管 の 内 容 は , 黒褐色 和 題 粒 が 充満 し て いる . 
* 生 器 は , 腹 吸 後に , 筋 束 を 有する 子宮 が , 
列 口 を 以 っ て 認め られ , これ より 後方 に , 1 個 の 未熟 卵 
子 を 入れ た 長径 0.169 mm の 卵 形成 膝 が だ ある. 
卵巣 は , 卵 形成 腔 後 端 0.035 mm より 長 さ 0.280mm 
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幅 0.035 mm の 螺旋 状 の 器 ある . その 後 端 は 
漏斗 状 と な り , 輸 婦 管 に 移行 し て いる . 卵巣 内 に は , 
較 的 大 き な 卵細胞 が 充満 し て いる が , 漏斗 状 の 部 分 に 
は , 1 列 に 2~3 個 が 認め られ る に 過ぎ な い . 

受精 裏 は , 卵巣 後 端 より 0.035 mm に その 前 端 が あぁ 
り , 大 き さ 0.119 mm Xx0.030 mm の 析 円 球形 で , 内 に 
激しく 運動 する 精子 を 充満 し て いる . 受精 斉 前 端 は , 輸 
に 連 つ て いる . Laurer 氏 管 は , 不明 瞭 で 観 し 
な か つた が , その 体 壁 に 開口 する 部 は , 卵巣 及び 受精 裏 
の 腹 側 に 認め られ た . 

卵黄 巣 は , 形 像 泡 深 状 で 多数 (数 不明 ) 連 続 し て 体 の 後 
半 に 分 布 す る . 各 巣 は 卵黄 管 に より 連ね られ て 前 走 し , 
受精 裏 後方 で は か な り 太 く な り , その まま , 卵巣 , 受精 
を 通 つ て , 対 側 を 前 行 し て いる 輸 と , 
前 端 や や ゃ 前 に て 合流 し , 1 条 の 管 と な つて 卵 形成 腔 に 
る . 輸 卵 管 は , 内 壁 に 後 傾 せ る 多数 の 線 毛 が 認め られ 
た . 体 部 後 端 の 形態 は , 鈍 円 を 示し て いる . 卵 形成 腔 内 
の 卵子 は , 1 個 の 卵細胞 と 多数 の 卵黄 細胞 と を 卵 鼓 内 に 
入れ , 形態 は 比較 的 不 規 則 で あつ た . 

2. 卵子 (第 1 表 , 第 3 図 , 写真 4) 

卵子 は , 雌 成 虫 の 寄生 する カル ガ モ の 腸管 の 虫垂 根部 
附近 に 見 られ た . 分 布 は 比較 的 散在 人 性 で ある . 各 発 育 箕 
階 の 同様 な る 卵 が それ ぞ れ 群 を 旋 し て いる . 成熟 卵 に 
は , miracidium が 完成 し , 緩 か に 運動 する も の が 見 られ 
た . 卵子 の 大 き さ は , 径 0.206 mm, 短 0.056 
mm, 形態 は , 特異 な る 三日月 型 を 示し , その 長 軸 は , 
繧 か に 弧 を 画 き , 中 央 部 は 軽く 膨大 し て いる . 卵子 に 清 
水 を 加え れ ば miracidium は 容易 に 出 する . その 他 縮 
上 の 卵子 と 全く 同一 の 形態 の 卵子 を , 隠岐 産 カ ル ガ モ 8 
羽 , マガ モ 1 羽 , 三重 産 キ ンク ロ ハ ジ ロロ 2 羽 , ヒド リガ 
モ 1 羽 , カル ガ モ 1 羽 , 青森 産 カ ル ガ モ 1 羽 , 福井 産 か 
ル ガ モ 2 羽 の 腸 壁 粘膜 層 よ り 発 見 し た . 

3. miracidium (第 4 図 , 写真 5) 

1) 形 

生鮮 標本 に て 観 祭 する と , その 全 形 は , 西洋 梨 型 で , 
長径 0.138 mm. 短 径 0.035 mm で , 体 表 に は , 体 前 部 
より 4 列 に 並ぶ 線 毛 上 皮 が 各 列 前 より , 5,7,6,4 個 ず っ 
配列 し て お り , 第 1 列 の 線 毛 の 長 さ は , 0.0023 mm~ 
0.012 mm, 第 2 列 は , 0.014 mm, 第 3 列 0.014 mm, 第 
四 列 0.013 mm で あぁ つた. 

第 一 列 線 毛 上 皮 後 端 の 体側 に は , 長 さ 0.0047 mm, の 
乳 様 突起 が 認め られ る . これ は 感覚 突起 で ある . 

体 前 端 に は , 1 対 の 頭 腺 開 口 部 と , それ に 挟ま れ て 溢 
化 の 開口 部 即ち ある . 
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消化 奏 は , 体 部 中 央 に ある 内 容 や や 不透明 な る 放 で , 
日 え 行 く 程 細 小 と な り , 前 後に 1 回 届 曲 する 細い 管 と な 
り , 体 前 端 中 央 暴 部 に 開口 し て いる . 頭 腺 は , 消化 論 の 
両側 に 各 1 個 ザ っ ある 大 形 細胞 で , 内 容 は , 不透明 な 微 
細 題 粒 を 多数 入れ て いる . 

頭 腺 の 後 端 に 接し て , 横 径 0.033 mm の や や 中央 の 
くびれ た 亜 鈴 状 の 神経 節 が 存在 する . 神経 節 後方 に は , 
体 後 端 に 儲 る まで 前 後 2 群 に 分 れ た 用 細 胞 18~20 が 見 
られ た . 

排 江 系 と し て , 神経 節 前 端 の 両側 及び 肥 細 胞 前 後 群 の 
中 間 両 側 に , 終末 細胞 前 後 2 対 が 認 め ら れ , それ ぞ れ の 
終末 細胞 より 出 た 細 排 洪 管 は , 神経 節 後 端 側 方 に 於 て 前 
後 合 流し て 排 江 主管 と な り , 近 曲 後 走 し て , 第 3 列 及 び 
第 四 列 線 毛 上 皮 の 中 間 側 方 の 排 港口 に 開口 し て いる . 

尚 , Giemsa 染色 で , 皮下 細胞 , 実質 細胞 が , 器官 の 
潮 に 介在 する こ と が 認め られ た . 

2) 生 

運 動 ; 

卵 り 自 然 し た miracidium は , 水中 を 体 表 線 
毛 を 激しく 動か し て , 体 軸 に 囲 転 し つつ 前 進 し , 時 に 
角 的 に 方 向 を 変え る . 試験 管 壁 に 衝突 する こと は な い . 

運動 可能 ; 

(1) 水温 8C~35°C・ ま では, 僅か に 線 毛 を 動か し て 
生存 し て いる が , 4°C 及び 38°C で は 殆ど 水中 に 静 
止 す る の み で ある . 従 つ て 運動 可能 城 は 8°C~35°C で 
最も 活 潤 な 運動 を する の は , 水温 20C~28°C で , この 
際 の 速度 は , 秒速 0.8 mm~6.2 mm で ある . 

(2) 光 特異 な 反応 は 示さ な い . 

宿主 撰 択 性 : スラ イド グラ ス 上 に , モノ アラ ガイ 
Lymnaea japonica, ヒラ マキ モドキ Polypylis hemis- 
phaerula, ヒラ マキ ミズ マイ マイ Gyraulus hiemantium 
を , 予め 水滴 と 共に 置き , 更に miracidium を 含む 水滴 
を 滴下 し , 実体 顕微 鏡 下 に て 観察 す に , モノ アラ ガイ へ 
は 5~30 分 に て その 体 表 に 接着 する が , 他 の 中 に は , 体 
表 近 く へ 行く が 接着 する こと は な い . 

以上 の 成績 より , 本 住 血 吸 虫 は 体制 上 T. ocellata 
(LaValette, 1855) Brumpt, 1931 と 同定 する が , 同定 に 
関し て は 後 章 に 譲る . 

4. cercaria 

1) _cercaria 育成 実験 及び 方 法 

前 項 の 自然 湊 出 せる miracidium 1~2 令 を 研究 室内 に 
飼養 せる モノ アラ ガイ Lymnaea japonica 4 個 に 感染 
せしめ , 28 日 目 に その 1 個 ょ より 岐 尾 cercaria の 海 出 を 
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認め た の で , この cercaria を 生鮮 状態 の まま 生態 と 形態 

を 観 祭 する 一 方 , 90°~100°C 加熱 , 10 % ホ ル マ リ ン 周 
定 後 , 計 

2) 形態 (第 5 図 , 写真 6) 

形態 は , 細長 ほぼ 円 簡 形 の 体 部 , 円 柱状 の 幹 尾 , 鱗 膜 
を 有する 2 本 の 岐 尾 , に 大 別 す る . 体 部 は , その 前 リ s 
に 頭 部 器官 が あり, その 前 端 に 小 を 持つ 導管 開 
部 の 突起 が , 体 両側 背面 に 近く 認め られ る . 頭 部 器官 
腹面 中 央 に は , 僅か な 間隙 と し て 食道 に 通ずる 日 が 認め 
られ た . 頭 部 器官 の 境界 と な る 境界 筋 は 多数 の 筋 線維 よ 
りな る が , その 数 は 生鮮 状態 で は 不明 で あぁ る. 器官 中 央 
や ゃ や 背 側 に , 不 整 形 の 頭 格 が か な り 大 き な 部 分 を 占め て 
いる . 

体 後 端 よ り リ : の 部 分 , 腹面 に 両側 四 対 の 筋 束 に 支持 
され た 突出 せる 腹 吸盤 が 認め られ る . 考 腺 は , この 腹 吸 
批 を 挟ん で , 前 に 2 対 , 後に 3 対 の 毒 腺 細 胞 よ りな り , 
前 の 細胞 は , 不透明 題 粒 を 充満 し , 後 3 対 は ほぼ 透明 で 
ある . これ ら ょ より 出る 奏 腺 導管 は , 左右 に 5 回 , 前 後に 
5 回 屈折 し な が ら , 境界 筋 束 を 婁 き , 体 前 端 に 5 対 ず つ 
2 東 と な つて 開い て いる . 

食道 は , 前 述 せ る 如く , 口 に 続く 細い 1 本 の 管 で , 境 
筋 の 逆 円 に 終 つ っ て いる 部 を いて , 眼 点 の 間 を 
り , や や その 後方 に て 2 本 の 腸 原 基 に 分 れ , 短 程 状 の 次 
管 に 終 つ っ て いる . 

眼 点 は , 頭 部 器 管 後 端 と 腹 吸盤 の ほぼ 中 間 位 に あり , 
黒褐色 の 題 粒 と 透明 な る 硝子 様 球体 と ょ より な つて いる . 
この 眼 点 上 方 に , 不鮮明 で は ある が 神経 節 細 胞 群 に 相当 
する 細胞 集団 が ある . 

排 江 系 は , 腹 吸盤 を 境 に し て , 前 後に 3 対 ず つの 終末 
細胞 が あぁ あり, この 終末 細胞 より 出る 細 排 尿 管 は , 腹 吸 胡 
の ほぼ 両側 背面 近く で , 左右 1 対 の 排 洪 主管 に 入 つ てい 
る . この 排 江 主管 は , 細 胞体 の 間 を し つつ 体 後 
端 中 央 に 集 つ て 排 洪 入 に 入り , 再び 左右 2 本 と な つて 幹 
尾 に 入り , 直ちに 1 本 と な つて , 幹 尾 排 洪 管 と な る . こ 
の 排 江 管 の 太 さ は 一 様 で な い . 幹 尾 後 端 直 前 に て 再び 2 
本 に 分 れ , 左右 の 岐 尾 に それ ぞ れ 1 条 ず つが 連 り , 岐 尾 
後 端 の 爪 部 に 連 つ て いる . その 人 爪 部 失 端 に は 排 洪 口 が 開 
いて いる . 尚 , 幹 尾 前 端 に 近く 1 対 の 終末 細胞 が ある 
が , この 細 排 は , 体側 を て , 直接 後 排 管 に 連 
つて いる . 又 , 排 洪 主管 起 始 部 に は , や や 間隔 を お いて 
2 本 の cilia を 認め た . 終末 細胞 の 配 式 は 
3) 1〕 で ある . 

体 部 体 表 に は , 側面 に 於 て , 頭 部 器官 の 部 分 に 3 対 , 
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第 3 表 Trichobilharzia 属 Miracidium の 比較 


線 毛 上 皮 数 


報 者 


. elvae (Miller 1923) 0.102~0.153 Xx0.044~0.057 10~18 
. ocellata (La Valette 1855) 0.138 Xx0.035 18~20 
. stagnicolae(Talbot 1936) 0.102~0.166 Xx0.044~0.069 21~30 


. physellae (Talbot 1936) 0 25~28 


. szidati (Neuhaus 1952) 0.180Xx0.050 
. corvi (Yamaguti 1942) 0.108~0.160Xx0.042~0.068 12~20 


5,7,6,4 計 22 


5,7,6.4 計 22 


6,7,5,4 計 22 


Ameel et al. (1953) 
Chikami (1960) 

Ameel et al. (1953) 
Ameel et al. (1953) 


神 (1960) 


Neuhaus (1952) 
伊藤 ・ 野 村 (1960) 


表 Trichobilharzia ocellata 類似 Cercaria 比較 表 


部 
長 


Cercaria 種 ( 計 測 者 ) 


頭 部 器官 


長 


自 中 部 腹 
腹心 後 吸 
吸 端 
盤 体 


Cercaria B(Tanaka 19£ 9.317. 0.067 0.383 0.050 
育成 Cercaria (Chikami 1、 ,.295 0.067 0.368 0.046 
C. elvae(Talbot 1936) 0.307 0.067 0.401 0.046 
C. szidati(Neuhaus 1952) 0.305 0.072 0.431 0.044 
C. physellae(Talbot 1936) 0.265 0.060 0.374 0.040 0.196 


0.100 
0.091 
0.097 
0.092 
0.095 


0.050 


0.042 


0.042 
0.055 
0.038 


0.100 0.033 
0.095 0.024 
0.108 0.034 


0.080 0.029 


単位 mm. 許 :90~100°C 加熱 10 % ホ ル マ リ ン 固 定 後 の 計測 値 


第 5 表 育成 cercaria 個々 の 計測 値 (単位 mm.) 
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; | | 
1T 
長 長 幅 
0.030 
0.023 
. 0.024 
る 
ツ 
長 幅 長 幅 長 幅 長 幅 
0.267 0:083 0.358 0.050 0.183 0.025 0.083 0.050 0.025 
0.283 0.050 0.383 0.050 0.216 0.033 0.092 0.033 0.025 
0.283 0.050 0:367 0.042 0.200 0.025 0.:100 0,033 0.025 
; 0.283 0.067 0.367 0.050 0.217 0.033 0.083 0.033 0.033 
0:283 0.067 0.367 0.033 0.217 0.033 0:100 0.042 0.017 れ 
0.283 0.067 0:367 0.050 0.217 0.033 0.083 0.050 0.025 
: 0.283 0.067 0.349 0.050 0.200 0.033 0.083 0.033 0.025 
0.283 0.075 0.383 0.050 0.217 0.033 0.100 0.050 0.025 
0.283 0.067 0.383 0.050 0.217 0.033 0:100 0.050 0.025 
10 0.283' 0.067 0:349 0.042 0.208 0.033 0:100 0.042 0.025 ] 
; 11 0.283 0.067 0.349 0.050 0.200 0.033 0.092 0.033 0.017 中 
12 0.291 0.075 0.349 0.033 0.200 0.033 0:100 0.050 0.025 
13 0:300 0.067 0.367 0.042 0.217 0.025 0.067 0.033 0.025 の 
14 0. 0.067 0.349 0.050 0.200 0.033 0.092 0.033 0.017 
15 0. 0.067 0.349 0.050 0.200 0.033 0.083 0:.042 0.025 
16 0. 0.067 0:367 0.050 0.217 0.033 0.067 0.033 0.025 
17 0. 0.067 0.367 0.042 0.217 0.033 0:100 0.042 0.025 
18 0. 0.067 0.358 0.042 0.200 0.025 0.:100 0.050 0.025 
19 0. 0.075 0.383 0.050 0.033 0.100 0.042 0.025 
20 0. 0.067 0.367 0.042 0:233 0.033 0.083 0.042 0.033 
21 0 0.067 0:383 0.050 0:217 0.033 0.067 0.033 0.025 Be 
22 0 0.067 0:367 0.042 0.217 0.033 0:083 0.042 0.025 
23 0 0.067 0:383 0.050 0.233 0.033 0.:100 0.033 0.025 の 
24 0 0.067 0.383 0.050 0.233 0.033 0.083 0.033 0.025 
25 0 0.067 0:383 0.050 0.217 0.030 0.092 0.042 0.017 
(110) 


風 吸盤 側 方 に 3 対 , 腹 吸盤 の 後に 2 対 の 感覚 起 が 認め ら 
れる . 又 , 幹 尾 , 岐 尾 表 面 に は , 多数 の や や 長い 皮 隷 を 
認め る . 岐 尾 で は 矢 状 面 に 一 致し て うす い 鱗 膜 が 全長 に 
豆 つ て 認め られ た . 。 

計測 値 は , 体 部 , 長 さ 0.267 mm へ ~0.316 mm, 幅 0.050 
mm へ ~0.083 mm, 幹 尾 , 長 さ 0.349 mm へ ~0.383 mm, 幅 
0.033 mm へ ~0.050 mm, 岐 尾 , 長 さ 0.183 mm ~ 0.233 
mm, 幅 0.025 mm へ ~0.033 mm, 頭 部 器官 , 長 さ 0.067 
mm へ ~0.100 mm, 幅 0.033 mm~0.050 mm, 腹 吸盤 の 直 
径 , 0.017 mm~0.033 mm. 

3) 育成 cercaria の 生態 

岐 尾 cercaria は , 体 部 , 幹 尾 , 岐 尾 に 大 別 し , 体 部 
及び , 体 ・ 岐 尾 接 点 部 を 支点 と し た 振幅 運動 を 行っ つて 前 
進 す る . 

長 さ 30 cm, 内 径 3 cm の 試験 管 水 中 に cercaria を 入 
れる と , 短 時 間 激 し い 運 動 を し た 後 , 体 部 を 下方 に 両 岐 
尾 を 広げ て , 比較 的 水 表 面 に 近い 水中 に て 静止 する も の 
或いは 管 壁 に 腹 吸 盤 に て 吸着 し て 「 く 」 字 型 に 静止 する . 
この 静止 せる cercaria 群 に , 急激 に 強い 光源 を 照射 す 
る と , 光源 に 向 つ て 容易 に 前 進 し , 急激 に 遮光 する と , 
速 か に 運動 を 停止 する . これ ら の 出 cercaria は , 
後 , 24~36 時 間 に て , 体 部 と 幹 尾 が 離れ て 運動 を 停止 し 
死亡 する . . 

4) 育成 cercaria と 既知 T. ocellata の cercaria と 
の 比較 (第 6 図 , 第 4 表 ) 

C. ocellata と 同種 で ある Cercaria elvae Talbot 1936 
と 田中 記載 Cercaria B と は 固定 法 が 一 致す る の で , こ 
の 2 種 を 比較 に 採用 し た . これ ら 3 種 の cercaria は , 何 
れ も そ の 体制 構造 は 同一 で あり, 大 き さ の 計測 数 値 は , 
第 4 表 に 示す 如く で あり , 育成 cercaria 25 隻 に つき 個 
々 の 計測 値 は 別表 の 如く で ある (第 5 表 ). その 計測 値 の 
変動 閣 は , か な り 大 きく , Talbot 記載 の C. elvae, 田 
中 記載 の Cercaria B の 計測 値 は , 何れ も 育成 cercaria 
の 計測 値 闘 に 包含 され て いる . 育成 cercaria の 生態 は , 
C. elvae と 超 光 性 及び 静止 時 の 態度 に 於 て 一 致し て い 
る . 

この 事実 は , 育成 cercaria と C. elvae 即ち , Tri- 
chobilharzia ocellata (LaValette, 1855) McMullen & 
Beaver, 1945 の cercaria と が 同種 で あり , 又 , 田中 記載 
の Cercaria B も 体制 上 一 致す る も の で ある こと を 裏 付 
ける も の で ある . 

この 計測 値 の 低 に は , C. physellae Talbot 
1936, 田中 記載 の C. physellae, 小田 記載 の C. phy- 
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sellae に 近似 する 計測 値 を も 認め る が , 体 部 長 と 幹 尾 長 
の 比率 に じ に お いて は , 育成 cercaria は , 1 : 1.25~1 : 1.29 
C. elvae は , 1:1.30, Cercaria B は , 1:1.25 で あ 
り 之 に 対し , C. physellae (Talbot) は , 1:1.40, 田中 
記載 の C. physellae は , 1 : 1.35, 小田 記載 の C. phy- 
sellae は , 1 :1.32 で , 両 種 間 に 明か な 差異 を 認め る こ 
と が 出来 る . 

5) 皮膚 炎 起 生 性 

前 述 の 育成 cercaria の 病原 性 を 検 す る 為 cercaria 数 
隻 を 含む 水滴 を , 私 自身 の 皮膚 2 カ所 に 接触 せしめ た る 
に , 約 10 分 後に 局所 に 刺激 痛 を 覚え , 15~20 分 後 , 2 
カ所 ぞ れ ぞ れ 数 コ っ の 微細 な 発赤 を 生ずる と 共に 軽度 の 療 
浴 感 を 覚え た . 30~40 分 後に は 着 塗 感 増 加 する と 共に 
発赤 を 増し , 小 丘疹 を 形成 し た . 1 時 間 ~ 1 時 間 半 で は 
発赤 , 丘疹 共に 更に 顕著 と な り , 毛 孔 が 極め て 明 腺 で, 
境界 鮮明 な 選 平 の 丘疹 を 形成 し た . 一 部 は 切 取 し た が , 
残 つ た 丘疹 部 は , 更に 冶 湊 感 を 増し , 約 1 週間 後に 色素 
沈着 を 残し て 治癒 し た 
以上 た により, 本 育成 cercaria は 人 体 に 対し 皮膚 炎 起 生 
性 を 有する こと が 明か で ある . 

皮膚 炎 発 症 部 の 組織 学 的 所 見 

感染 30 分 後 で は , 角 下 層 直 下 に 形態 明瞭 な 幹 , 岐 尾 
を 失 え る cercaria の 体 部 が , その 前 端 を 表皮 層 深 部 へ 向 
け て 認め られ る . 表皮 の 上 皮 細 胞 は , 周囲 に 圧 排 され , 
核 の 葵 縮 が 認め られ た が , 真皮 に は , 何等 の 変化 も 認め 
られ な か つた . 更に , 1 時 間 後 の 標本 で は , 真皮 深層 の 
血管 周辺 に 。 リンパ 球 , 単 核 細胞 の 浸潤 が あり , これ ら 
の 細胞 が , びまん 性 に 脇 原 線維 の 間 を 通 つ て , cercaria 
虫 体 侵入 部 に 延び て いる . 

総括 及び 考 接 

前 項 記 載 の 所 見 を 総括 概 述 すれ ば 次 の 如く で ある . 隊 
岐 産 カ ル ガ モ 2 羽 よ り Trichobilharzia ocellata 類似 
住 血 吸虫 の 1 , 2 得 , 8 羽 の 腸 粘 膜 に 特 
異な 形状 を 示す 住 血 吸虫 卵子 を 見 出し た . 更に , 三重 県 
長島 地方 の カモ 185 羽 中 4 羽 , 福井 県 三国 地方 カモ 19 
羽 中 2 羽 , 青森 県 津軽 地方 カモ 11 羽 中 1 羽 よ り , 同型 
卵 を 検出 し た . 

雌雄 成 は 共に , 体型 細長 で ( 4.93 mm, 忠 
2.57 mm で 長 さ に 於 いて 雌 虫 が 勝る ), 品 ・ 腹 吸盤 を 備 
えて いる . 又 , 体 尾 端 は , 雄 虫 は 雌 虫 より も 幅広 く 膨 大 
し 鈍 円 を 示し , 雌 虫 も 鈍 円 を 示し て いる . 巡 虫 の 消化 管 
は , 腹 吸 盤 の 前 後に て 分 岐 結合 を 認め , 体 後半 で は , 亭 
丸 の を 互 に し て , 体 後 端 に て 管 に 終る . 
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方 では, 腹 吸 に て 分 岐 し , 卵巣 , 受精 
の 両側 を 後 走 し て , 受精 栓 後 端 よ りや や 前 に て 結合 し て 
体 後 端 に 至る . 

雄 虫 生殖 器 は , 精 坦 , 前 立 線 と 続い て , 体 中 間 部 に 位 
置 す る 抱 雌 潮 内 面前 端 ほ ぼ 中 央 に 生殖 口 が 開い て いる . 
抱 溝 後方 体 後 端 に 至る まで 多数 の 牽 丸 が 見 られ る . 

雌 成 虫 は , 腹 吸盤 の 後に 子宮 孔 が 開き , 次 いで 特異 な 
形態 を 示す 未熟 卵子 を 入れ た 卵 形成 腔 , 螺旋 を 画 く 卵 
巣 , 受精 喪 が あり , 体 後半 に , 卵黄 管 に 連ね られ た 活 洒 
状 の 有形 像 を 量 す る 卵黄 巣 が 多数 配列 し て いる . 

以上 の 本 忠 の 体制 は , Trichobilharzia 属 Skrjabin et 
Zakharow, (1920) の 特徴 に 一 致す る . 尚 本 虫 の 卵子 は , 
極め て 特異 な 形態 を 呈し , 一 定 種 の 特徴 を 示し て いる . 
項 く の 如き 三日月 型 卵子 を 持つ 住 血 吸 躍 は , 文献 上 
Brumpt (1931) の 記載 し た Trichobilharzia ocellata, 
McMullen & Beaver(1945) の Trichobilharzia ocellata 
syn. T. elvae., び Neuhaus(1952) の Trichobilharzia 
szidati が 知ら れ で お り , 小田 (1958) は 己 に 隠岐 島 に 於 
ける Trichobilharzia ocellata 類似 住 血 吸虫 の 卵子 を 
報告 し て いる . これ ら の 卵子 の 形態 と 大 き さ を 比較 すれ 
ば , 第 3 図 に 示す 如く 甚だ 近似 し て いる の で , 成虫 の 種 属 
同定 に は , 上 述 の 類似 凡 子 を 持つ 種 の 成虫 を 検討 する 要 
が あぁ る. 先ず 本 吸虫 と Trichobilharzia szidati と を 比 
較 す る に , 雌雄 成虫 の 腸管 分 岐 結合 部 の 位置 に 閉 明 な る 
差違 が 見 られ る . . szidati の 尋 虫 で は , 結合 部 の 位置 
は 精 褒 の 後方 で ある が , 本 躍 の 腸管 の 後 結合 部 は 精 裏 の 
前 に ある . 雌 申 は , Trichobilharzia szidatti で は 腸 再 
結合 部 が と 受精 の 問 に ぁ る が , 本 で は 受精 
端 近 くに あり , 明か に 異種 と 考え られ る . Brumpt 及び 
McMullen Beaver の . ocellata に 於 て は , 腸 結 合 
部 の 位置 関係 は 雌雄 共 本 吸虫 と 同様 で あり , 成虫 の 一 般 
体制 及び 卵子 の 特異 な 形態 が 両者 よく 合致 する こと が 知 
られ た (第 2 表 ). 

以上 に より , 本 種 住 箇 吸虫 は Trichobilharzia oce- 
llata (LaValette, 1855) と 同種 で ゐる る こと を 米 に 同定 す 
る . 
隠岐 島 に お いて 先 に TT. ocellata 類似 住 血 吸 虫 及び 卵 
子 と し て 小田 (1958) に より 報告 され た 実例 は 明らか に 私 
の 検索 例 と 同種 と 認 な べき で あり , 田部 (1953) の 報告 例 
と 共に 我国 に ける oceZlata の 最初 の 発見 例 と 見 
すべ き で あろ う . 

以上 の 検討 成果 に より , 隠岐 島 に お ける 水田 皮膚 炎 
の 病原 住 血 吸 虫 は 単 一 種 で な く 既 知 の Trichobilharzia 


physellae の 他 に Trichobilharzia ocellata を 加 う べき 
こと が 明か と な つた . 本 種 の 卵子 は , 三重 , 福井 , 青森 
地方 に 棲息 する カモ 類 に も 見 出さ れる の で , T. ocellata 
は 我が国 に 広く 分 布 す る こ と が 確認 され た . 

Trichobilharzia ocellata の miracidium は , 形態 上 
長径 0.138 mm, 短 径 0.065 mm で , Trichobilharzia 
physellae の miracidium 0.128 mm Xx0.056 mm より や 
や 勝 り , Trichobilharzia stagnicolae (Ameel et al.) 
0.133 mm XxX0.059 mm, Trichobilharzia szidati (Neu- 
haus, 1952) 0.180 mm Xx 0.050 mm, Trichobilharzia 
corvuz 0.149 mm Xx0.056 mm より 僅か に 小さ い . 

Trichobilharzia ocellata の miracidium の 線 毛 上 皮 
細胞 に 関す る 知見 は 欧米 の 文献 に も 見 られ な い の で 本 検 
索 例 の 所 見 は , 本 種 に お ける 新知 見 で ある . 

体制 は , 体 表 に は 4 横 列 に 並ぶ 線 毛 上 皮 細 胞 が , 各 列 
前 より 5, 7, 6, 4 個 , 計 22 個 が あり , Trichobilharzia 
hysellae と その 数 は 一 致す る が ;, Trichobilharzia corvi 
は , 6, 7, 5, 4 個 , 計 22 個 で 配 数 に 差異 が ある . 

Cort 等 が , 種 の 鑑別 点 と し て 指摘 する 用 細 胞 の 数 及 
びそ の 位置 は , 本 検索 例 で は その 数 18~20 個 , 前 後 2 
群 に 分 れ て いる . この 所 見 は , Cort (1953) の 指摘 し た 
Trichobilharzia ocellata の miracidium の 特徴 と 全く 
一 致す る . Trichobilharzia _physellae, Trichobil- 
harzia corvt 12~20 両側 及び 後部 3 群 に 分 れ , Tricho- 
pilharxia stagnicolae 21~30 前 後 2 群 で , 胞 
一 致し な い . 

以上 の 検討 に より , 本 検索 例 の miracidium は , TT. 
ocellata の miracidium と 形態 的 に 最も 近似 し 同種 と 司 
定 す べき で ある (第 3 表 ). 

miracidium の 生態 に 関し 水中 に 於 ける 生存 可能 域 は , 
pH. 5.8~7.6, 水温 4C~38°C, 運動 可能 域 は ,pH. 6.2 
へ ~7.6, 水温 8*C~36°C, 最適 域 は , pH. 6.2~7.6, 水 
温 20C~28°C で ある . 

この 所 見 は , Gigantobilharzia sturniae の miracidium 
(岩崎 , 1960), Trichobilharzia corvi (伊藤 , 1960), 
Trichobilharzia physellae( 岩 神 , 1960) の 観察 所 見 と ぼ 
ぼ 一 致し て お り , 種 属 間 の 特徴 は 認め られ な か つた . 

本 種 住 血 吸 虫 miracidium は , 好 ん で モノ アラ ガイ 
Lymnaea japonica に 侵入 する . 従来 T. ocellata の 中 
間 宿 主として 知ら れ も て いる の は , 北米 で は Physa par- 
keri, 欧洲 で は Brumpt(1931), Planorbis corneus 及び 
Lymnaea stagnalis で あぁ ある. よ つ て 日 本 に 於 ける 新 中 章 
宿主 と し て モノ アラ ガイ を ここ に 新た に 追加 する も の で 
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ある . 

本 実験 に 於 て 検出 し た Trichobilharzia ocellata 
の miracidium より 育成 し た cercaria は , 体 部 , 長 さ 
0.295 mm, 幅 0.067 mm, 幹 尾 , 長 さ 0.368 mm, 幅 
0.046 mm, 岐 尾 , 長 さ 0.212 mm, 幅 0.030 mm, で あ 

り , 体制 上 , 既知 の Cercaria ocellata び Cercaria 
elvae と 同種 で ある . 尚 , 隠岐 産 モ ノア ラガ イ に 寄生 す 
る 田中 記載 の Cercaria B と も 一 致す る . Cercaria B( 田 
中 , 1960) は , 田中 (1960) が 体制 構造 上 Cercaria ocellata 
類似 cercaria と し て 示唆 し た が , 育成 実験 未 施 行 の 為 同 
定 を 保留 し て いた cercaria 種 で あり , 私 は これ を 前 述 の 
検討 成果 に より Trichobilharzia ocellata の cercaria 
と 同一 種 と 断定 する も の で ある . 

Cercaria B (田中 , 1960) は 隠岐 島 に 分 布 す る ocellata 
型 cercaria の 1 種 で あぁ り , 隠岐 水田 皮膚 炎 の 病原 体 の 1 
種 で る る こと は , 田中 の 既に 指摘 する と ころ で ある . 従 
つっ つて TT. ocellata の cercaria は 隠岐 水田 皮膚 炎 の 病原 
体 の 1 種 で ある こと は 明か で あり , 隠岐 島内 に 分 布 す る 
住 血 吸 虫 の 1 種 で ある こ と が 確認 され た . 

; 

1. 隠岐 産 カ ル ガ モ を 終 宿 主 と す る 1 種 の 住 血 吸 虫 の 
中 雄 成虫 及び 卵子 を 検出 し た . 本 住 血 吸 虫 は , 成虫 , 卵 
子 , miracidium 及び 育成 cercaria の 体制 構造 に 基き , 
Trichobilharszia ocellata (LaValette, 1855) Brumpt, 1931 
と 同定 する . : 

小田 (1958) 記載 の Trichobilharzia ocellata 類似 住 
血 吸 虫 及び 卵子 を 同種 と 同定 する . 

2. Trichobilharzia ocellata 住 血 吸虫 卵子 を , 隠岐 
諸島 , 青森 県 津軽 地方 , 三重 県 長島 地方 , 福井 県 三国 地 
方 に 於 て 捕獲 し た 雇 鴨 科 鳥 類 カ ル ガ モ , マガ モ , ヒド リ 
ガ モ , キン クロ ハジ ャ ョ の 腸 粘 膜 に 認め , これ 等 の 鳥類 を 
本 吸虫 の 終 宿 主として 追加 する . 

3. Trichobilharzia ocellata の miracidium は , 体 
表 線 毛 上 皮 4 列 , 5, 7, 6, 4 個 計 22 個 を 有 し , 用 細 胞 
数 18~20 個 に し て , 前 後 2 群 の 肥 細 胞 群 に 分 れる こと 
が 本 種 に 於 ける 特徴 で ある . 

4. Trichobilharzia ocellata の 中 間 和 宿主 と し て モノ 
アラ ガイ Lymnaea japonica を 追加 する . 

5. 隠岐 産 カ ル ガ モ より 検出 し た 住 血 吸 虫 の miraci- 
dium より 実験 的 に 育成 し た cercaria の 体制 は , Tri- 
chobilharzia ocellata の Cercaria, syn. Cercaria elvae 
Miller, 1923 と 一 致す る . 

Cercaria B( 田 中 , 1960) を 同種 と 同定 する . 
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6. 育成 Cercaria ocellata は , 実験 的 に 人 体 に 対し 
皮膚 炎 起 生 性 を 有 す . 

7. Trichobilharzia ocellata は 隠岐 水田 皮膚 炎 の 病 
原 体 の 1 種 で ある . 


筆 当り, 終始 御 な る 御 , 御 批判 並び に 御 
校 を 賜っ つた 思 師 田部 浩 教授 に より 感謝 する と 


に , 本 研究 に 多大 の 御 援 助 を 頂い た 田中 実 庶 師 に 深 基 の . 
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一 方 虫 で は , 腹 吸 前 に て 分 岐 し , 卵巣 , 受精 
の 両側 を 後 走 し て , 受精 井 後 端 よ りや や 前 に て 結合 し て 
体 後 端 に 至る . 

雄 虫 生殖 器 は , 精 坦 , 前 立 線 と 続い て , 体 中 間 部 に 位 
置 す る 抱 雌 溝 内 面前 端 ほ ぼ 中 央 に 生殖 口 が 開い て いる . 
抱 体 後 端 に 至る まで 多数 の が 見 られ る . 

雌 成 虫 は , 腹 吸 盤 の 後に 子宮 孔 が 開き , 次 いで 特異 な 
形態 を 示す 未 就 卵子 を 入れ た 卵 形成 腔 , 螺旋 を 画 く 卵 
巣 , 受精 が あり , 体 後半 , 卵黄 管 に 連ね られ た 
状 の 形 像 を 量 す る 卵黄 巣 が 多数 配列 し て いる . 

以上 の 本 忠 の 体制 は , Trichobilharzia 属 Skrjabin et 
Zakharow, (1920) の 特徴 に 一 致す る . 和尚 本 虫 の 卵子 は 。, 
極め て 特異 な 形態 を 呈し , 一 定 種 の 特徴 を 示し て いる . 
項 く の 如き 三日月 型 卵子 を 持つ 住 血 吸 虫 は , 文献 上 
Brumpt (1931) の 記載 し た Trichobilharzia ocellata, 
McMullen & Beaver(1945) の Trichebilharzia ocellata 
syn. T. elvae., M び Neuhaus(1952) の Trichobilharzia 
szidati が 知ら れ で お り , 小田 (1958) は 己 に 隠岐 島 に 於 
ける Trichobilharzia ocellata 類似 住 血 吸 忠 の 卵子 を 
報告 し て いる . これ ら の 卵子 の 形態 と 大 き さ を 比較 すれ 
ば , 第 3 図 に 示す 如く 甚だ 近似 し て いる の で , 成虫 の 種 属 
同定 に は , 上 述 の 類似 凡 子 を 持つ 種 の 成虫 を 検討 する 要 
が あぁ る. 先ず 本 吸虫 と Trichobilharzia szidati と を 比 
較 す る に , 雌雄 成虫 の 腸管 分 岐 結合 部 の 位置 に 著 明 な る 
差違 が 見 られ る . szidati の 雄 忠 で は , 結合 部 の 位置 
は 精 褒 の 後方 で ある が , 本 躍 の 腸管 の 後 結合 部 は 精 井 の 
前 に ある . 雌 申 は , Trichobilharzia szidati で は 腸 再 
結合 部 が と 受精 の に ぁ る が , 本 で は 受精 
端 近 くに あり , 明か に 異種 と 考え られ る . Brumpt 及び 
McMullen Beaver の ocellata に て は , 腸 結 合 
部 の 位置 関係 は 雌雄 共 本 吸虫 と 同様 で あり , 成虫 の 一 般 
体制 及び 卵子 の 特異 な 形態 が 両者 よく 合致 する こと が 知 
られ た (第 2 表 ). 

以上 に より , 本 種 住 血 吸虫 は Trichobilharzia oce- 
llata (LaValette, 1855) と 同種 で ある る こと を 六 に 同定 す 
隠岐 島 に お いて 先 に . ocelZata 類似 住 血 吸虫 及び 卵 
子 と し て 小田 (1958) に より 報告 され た 実例 は 明らか に 私 
の 検索 例 と 同種 と 認 ぉ べき で あり , 田部 (1953) の 報告 例 
と 共に 我国 に 於 ける ocellata の 最初 の 発見 例 と 見 人 懲 
すべ き で あろ う . 

以上 の 検討 成果 に より , 隠岐 島 に お ける 水田 皮膚 炎 
の 病原 住 血 吸 虫 は 単 一 種 で な く 既 知 の Trichobilharxia 


hysellae の 他 に Trichobilharzia ocellata を 加 う べき 
こと が 明か と な つた . 本 種 の 卵子 は , 三重 , 福井 , 青森 
地方 に 棲息 する カモ 類 に も 見 出さ れる の で , T. ocellata 
は 我が国 に 広く 分 布 す る こと が 確認 され た . 

Trichobilharzia ocellata の miracidium は , 形態 上 
長径 0.138 mm, 短 径 0.065 mm で , Trichobilharzia 
physellae の miracidium 0.128 mm XxX0.056 mm より や 
や 勝 り , Trichobilharzia stagnicolae (Ameel et al.) 
0.133 mm Xx0.059 mm, Trichobilharzia szidati (Neu- 
haus, 1952) 0.180 mm Xx 0.050 mm, Trichobilharzia 
corvz 0.149 mm Xx0.056 mm より 僅か に 小さ い . 

Trichobilharzia ocellata の miracidium の 線 毛 上 皮 
細胞 に 関す る 知見 は 欧米 の 文献 に も 見 られ な い の で 本 検 
索 例 の 所 見 は , 本 種 に お ける 新知 見 で ある . 

体制 は , 体 表 に は 4 横 列 に 並 下線 毛 上 皮 細 胞 が , 各 列 
前 より 5, 7, 6, 4 個 , 計 22 個 が あり , Trichobilharzia 
hysellae と その 数 は 一 致す る が , Trichobilharzia corvi 
は , 6, 7, 5, 4 個 , 計 22 個 で 配 数 に 差異 が ある. 

Cort 等 が , 種 の 鑑別 点 と し て 指摘 する 用 細 胞 の 数 及 
びそ の 位置 は , 本 検索 例 で は その 数 18~20 個 , 前 後 2 
群 に 分 れ て いる . この 所 見 は , Cort (1953) の 指摘 し た 
Trichobilharzia ocellata の miracidium の 特徴 と 全く 
一 る. Trichobilharzia physellae, Trichobil- 
harzia corvz 12~20 両側 及び 後部 3 群 に 分 れ , Tricho- 
bilharxia stagnicolae 21~30 前 後 2 群 で , 用 細 胞 数 は 
一 致し な い . 

以上 の 検討 に より , 本 検索 例 の miracidium は , 7. 
ocellata の miracidium と 形態 的 に 最も 近似 し 同種 と 司 
定 す べき で ある (第 3 表 ). 

miracidium の 生態 に 関し 水中 に 於 ける 生存 可能 域 は , 
pH. 5.8~7.6, 水温 4C~38°C, 運動 可能 城 は ,pH. 6.2 
へ ~7.6, 水温 8C~36°C, 最適 域 は , pH. 6.2~7.6, 水 
温 20°C~28°C で ある . 

この 所 見 は , Gigantobilharzia sturniae の miracidium 
(岩崎 , 1960), Trichobilharzia corvi (伊藤 , 1960), 
Trichobilharzia physellae( 岩 神 , 1960) の 観 宗 所 見 と ぼ 
ぼ ー 致 し て お り , 種 属 間 の 特徴 は 認め られ な か つた . 

本 種 住 血 吸 虫 miracidium は , 好 ん で モノ アラ ガイ 
Lymnaea japonica に 侵入 する . 従来 T. ocellata の 中 
間 宿 主として 知ら れ て いる の は , 北米 で は Physa par- 
keri, 欧洲 で は Brumpt(1931), Planorbis corneus 及び 
Lymnaea stagnalis で あぁ る . よっ つて 日 本 に 於 ける 新 中 闇 
宿主 と し て モノ アラ ガイ を ここ に 新た に 追加 する も の で 
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ある . 

本 実験 に 検出 し た Trichobilharzia ocellata 
の miracidium より 育成 し た cercaria は , 体 部 , 長 さ 
0.295 mm, 幅 0.067 mm, 幹 尾 , 長 さ 0.368 mm, 幅 
0.046 mm, 岐 尾 , 長 さ 0.212 mm, 幅 0.030 mm, で あ 
り , 体制 上 , 既知 の Cercaria ocellata び Cercaria 
elvae と 同種 で ある . 尚 , 隠岐 産 モ ノア ラガ イ に 寄生 す 
る 田中 記載 の Cercaria B と も 一 致す る . Cercaria B( 田 
中 , 1960) は , 田中 (1960) が 体制 構造 上 Cercaria ocellata 
類似 cercaria と し て 示唆 し た が , 育成 実験 未 施行 の 為 同 
定 を 保留 し て いた cercaria 種 で あり , 私 は これ を 前 述 の 
検討 成果 に より Trichobilharzia ocellata の cercaria 
と 同一 種 と 断定 する も の で ある . 

Cercaria B (田中 , 1960) は 隠岐 和 島 に 分 布 す る ocellata 
型 cercaria の 1 種 で あり , 隠岐 水田 皮膚 炎 の 病原 体 の 1 
種 で ある こと は , 田中 の 既に 指摘 する と ころ で ある . 従 
っ て TT ocellata の cercaria は 隠岐 水田 皮膚 炎 の 病原 
体 の 1 種 で ある こと は 明か で あり , 隠岐 島内 に 分 布 す る 
住 血 吸 虫 の 1 種 で ある る こと が 確認 され た . 

1. 隠岐 産 カ ル ガ モ を 終 宿主 と する 1 種 の 住 血 吸 虫 の 
尼 雄 成虫 及び 卵子 を 検出 し た . 本 住 血 吸虫 は , 成虫 , 卵 
子 , miracidium 及び 育成 cercaria の 体制 構造 に 基き , 
Trichobilharxzia ocellata (LaValette, 1855) Brumpt, 1931 
と 同定 する . 

小田 (1958) 記載 の Trichobilharzia ocellata 類似 住 
血 吸 虫 及び 卵子 を 同種 と 同定 する . 

2. Trichobilharzia ocellata 住 血 吸 虫 卵子 を , 隠岐 
諸島 , 青森 県 津軽 地方 , 三重 県 長島 地方 , 福井 県 三国 地 
方 に 於 て 捕獲 し た 礎 鴨 科 鳥 類 カ ル ガ モ , マガ モ , ヒド リ 
ガ モ , キン クロ ハジ ャ ョ の 腸 粘膜 に 認め , これ 等 の 鳥類 を 
本 吸虫 の 終 宿主 と し て 追加 する . 

3. Trichobilharzia ocellata miracidium は , 体 
表 線 毛 上 皮 4 列 , 5, 7, 6, 4 個 計 22 個 を 有 し , 肥 細 胞 
数 18~20 個 に し て , 前 後 2 群 の 膝 細 胞 群 に 分 れる こと 
が 本 種 に 於 ける 特徴 で ある . 

4. Trichobilharzia ocellata の 中 間 和 宿主 と し て モノ 
アラ ガイ ymnaea japonica を 追加 する . 

5. 隠岐 産 カ ル ガ モ より 検出 し た 住 血 吸 虫 の miraci- 
dium より 実験 的 に 育成 し た cercaria の 体制 は , Tri- 
chobilharzia ocellata の Cercaria, syn. Cercaria elvae 
Miller, 1923 と 一 致す る . 

Cercaria B( 田 中 , 1960) を 同種 と 同定 する . 
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6. 育成 Cercaria ocellata は , 実験 的 に 人 体 に 対し 
皮膚 炎 起 生 性 を 有 す . 

7. Trichobilharzia: ocellata は 水田 皮 の 病 
原 体 の 1 種 で ある . 


た 当り , 終始 御 な る 御 指導 , 御 批判 並び に 御 
校 賜 つ た 恩師 田部 浩 教 授 に より 感謝 する と 


に , 本 研究 に 多大 の 御 援助 を 頂い た 田中 実 詳 師 に 深 基 の . 


謝意 を 表し ます . 
谷 , 本 論文 要旨 の 一 部 は , 第 20 回 日 本 寄生 虫 学会 に 
て 報告 致し ま した. 
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附図 説明 


. ocellata 成 全 

7. ocellata 成虫 全 

. T. ocellata 成 虫 , 生殖 器 位置 及び 形態 
. . ocellata 成虫 の 尾 端 

. ocellata 成 子 

三日月 型 を 示す Trichobilharzia 属 住 血 吸 虫 卵 子 の 比較 図 
miracidium の 線 毛 上 皮 の 配列 及び 数 

miracidium の 形 

C. ocellata 生鮮 時 形 能 

同上 矢 状 断 

際 産 モ ノア ラガ イ よ り せる Cercaria B 
・ 育成 実験 に よる Cercaria ocellata 

. C. ocellata (Talbot の 計測 値 ょ より) 

. C. szidati (Neuhaus, 1952) 

. C. physellae Talbot, 1936 


用 語 説明 
第 1 図 c: 腸 管 , cr: 腸 細 結合 部 , e: 食道 , eg : 未熟 卵子 , eb : 食道 分 岐 部 , 


及び gc: 抱 雌 溝 , gp: 生殖 口 , し : Laurer 氏 管 , oc : 卵細胞 , oo : 卵 形成 腔 , 

2 os: 吸盤 , od : 輸 ov : 卵巣 , p : 前 立 腺 部 , sr : 受精 sv : 精 
t: 丸 , u: 子宮 , v: 卵黄 巣 , vd : 卵黄 vs : 腹 吸 

第 4 図 cxc: 排 exp : 排 孔 , f : 終末 細胞 , fc: 線 毛 上 皮 細 胞 , gc : 細胞 , 
hg : 腺 , ic : 消化 n : 神経 節 p : , sub.ep.c : 細胞 , s: 感覚 乳 
頭 . 

第 5 b: 排 洪 主管 , cg : 毒 腺 細胞 , dcg : 毒 腺 導 管 , ds : 腸 原 基 , e: 食道 , es : 


眼 点 , fc : 終末 細胞 , gs : 原 基 , act : 前 排 hg : m: , 
m : 境界 筋 , pct : 後 排 p : 突起 , s : 感覚 突起 , st : 幹 尾 , vs : 
腹 吸 . 
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STUDIES ON TRICHOBILHARZIA OCELLATA LAVALETTE, 1855 IN JAPAN 


ArsusH! CHIKAMI 
(Department of Pathology, Osaka Medical College, Japan) 


It has been made clear by works of Tanabe (1953), Oda (1958), and Tanaka (1960) the avian 
schistosomes bearing a strong resembrance morphologically to Trichobilharzia ocellata usually 
prevailing in America and Europe occure in our country, Japan. The lack of informations 
concerning the identification of these schistosomes is regrettable since these organisms constitute an 
important hitherto unsolved medical problem. In the present study a futher effrort was made to 
taxonomically investigate these schistosomes found in ducks of Japan. 

Results obatined were summarized as follows : 

1) A sort of schistosome was found in ducks, Anas poecilorhyncha zonorhyncha Swinhoe 
and A. platyrhyncha platyrhyncha Linnaeus and was identified with Trichobilharzia ocellata on 
the basis of morphological characters of its adults, eggs, miracidia, and cercariae obtained from 
experimental infection with miracidia. An avian schistosome and its eggs described by Oda(1958) 
and Cercaria B described by Tanaka (1960) were also identified with those of T. ocellata. 

2) Anas poecilorhyncha zonorhyncha Swinhoe, A. platyrhyncha platyrhyncha Linnaeus, 
Hyroca fuligula Linnaeus, and Mareca penelope Linnaeus caught in Oki islands, Aomori Pref, 
Mie Pref., and Fukui Pref., were proved to serve as the final host of T. ocellata by the presence 
of its eggs in their intestinal mucosa. 

3) In the miracidia of this speceies cilliated epidermis cells totalled 22 were arranged in 
four tiers, each of which was consisting of 5, 7, 6, and 4 cells from anterior end backward 
respectively. Germ cells of 18 to 20 could be divided into the anterior and the posterior groups. 
These are characteristic of this species. 

4) A fresh water snail, Lymnaea japonica, was proved to serve as an intermediate host of 
T. ocellata. 

5) The cercariae obtained from the experimental infection of L. japonica with miracidia 
from eggs removed from the intestinal mucosa of the duck in Oki Islands, was identified with that 
of T. ocellata (Cercaria elvae) and was experimentally proved to be a causative agent for der- 
matitis in Oki Islands. 
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[寄生 学 雑誌 第 10 第 1 号 119-125 


県 下 の バ パン クロ フト 状 症 に つい て 
(1) 疫学 的 研究 


岐阜 県 厚生 部 愛媛 県 部 (指導 佐々 学 教授 ) 


(昭和 35 年 12 月 10 日 受領 ) 
特別 掲載 


言 

バン クロ フト 糸状 虫 症 は , わが 国 は も と より ほとん ど 
全 世 界 の 熱帯 , 亜熱帯 地域 に 分 布 し , 現在 な お 著しい 病 
害 を 起 し つつ ある . 

Stoll (1947) は 全 世 界 に お よそ 2 億 の 衛 患 者 が 実在 す 
る と 推定 し て お り , また 佐々 (1959) は わが 国 だ け で も 
お よそ 100 万 の 保 虫 者 が いる と 推定 し て い る 。 北村 ら 
(1953) が フイ ラリ ア 症 の 症状 を 線 説 し て いる が , この 寄 
生 線 虫 に 感染 し た 人 々 の な か に は , 俗 に 草 芯 る いな ど と 
よ ば れる 熱発 作 , 乳 魔 尿 , 陰 奏 水腫 , 四肢 や 陰部 の 象 皮 
病 な ど , いろ いろ な 型 の 症状 を 示す 者 が あり , 本 病 の 流 
行 地 に お いて は これ ら 悲 惨 な 患者 を 多く 見 出す も の で あ 
る . 

本 邦 に お ける 分 布 に つい て は , 佐々 ・ 林 ら (1954~ 
1959)・ が バン クロ フト 糸状 虫 症 は 青森 県 を 北限 と し て , 
本 州 , 四国 , 九州 の 各地 域 に 散在 し た 流行 地 が あり , と 
くに 四国 西南 部 と 九州 南部 お よび その 離島 に 墓 延 が 著 し 
いと 述べ て いる . 本 症 に 関し て は , 部 分 的 な 臨床 報告 や 分 
布 調査 な どの 文献 は か な り 集 積 さ れ て いる が , 予防 医学 
な いし 公衆 衛生 学 的 な 見 地 か ら 広 汎 な 地域 を 対象 に 疫学 
調査 を 行い さら に その 駆除 対策 を 実施 し て 成功 を みた 
研究 は , わが 国 は も と より 諸 外 国 に も ほとん ど 例 を みな 
い . 著者 は 愛媛 県 衛生 部 に 在任 中 , 各 方 面 の 協力 を えて 
本 県 全般 に わた る 有 症 者 の 分 布 状 況 の 調査 と , と くに 西 
部 の バン クロ フト 糸状 虫 症 流 行 地 を 対象 に 組織 的 な 対策 
の 研究 を 行い , その 2 年 間 に わ た る 成績 を 集積 し て 著 し 
い 好 成績 を 収め る みえ た の で , その 全貌 を ここ に 報告 する . 

過去 の 調査 

愛 嬢 県 下 の フ イラ リア 症 ( バ ンク ロフ ト 和 糸状 虫 症 ) の 発 
生 状況 に 関す る 文献 は 比較 的 少 い . 

か っ て 陸軍 省 医務 局 (1912) で 全国 の 壮 丁 112.353 名 の 
検 血 を 行い その ミク ロフ イラ リア 陽性 率 を 隊 隊 区 別に 


集計 し た 成績 が 発表 され た が , この 結果 全国 で 2,090 名 
(1.86 %) の 陽性 者 が ぁ つ た に も か か わら ず , 松山 隊 隊 区 
は 2,073 名 の 全員 が 陰性 と いう 意外 な 成績 だ えら れ て い 
る . な お 隣接 地域 で は 善通寺 区 2,183 名 中 16 例 ⑩.73 
%), 丸亀 1,215 名 中 4 例 (⑩.33 %), 高知 2,089 名 中 33 _ 
例 (1.58 %) が 陽性 で あぁ つた . 

これ と 同じ ころ , 帖佐 (1913) は 愛媛 県 西部 で 検 箇 を 

松山 市 180 名 中 2 例 ( ユ 1.1 %), 西宇和 郡 信 幡 浜町 

142 名 中 1 例 (0.7 %), 東宇和 郡 依 津 514 名 中 0, 北宇和 
郡 下 灘 村 120 名 中 5 例 (4.2 %), 南宇和 郡 深浦 72 名 中 2 
例 (2.8 %), 同 岩 水 68 名 中 8 例 (11.8 %) の ミク ロフ イ 
ラリ ア 陽 性 者 を えた . 

その 後 , 長く 本 県 下 の フ イラ リア 症 に 関す る 報告 を み 
な か つた が , 最近 に な つて 荒川 ら (1955) は 西 字 和 郡 三 崎 
町 三崎 部 落 に お いて , 昼間 スパ トニ ン 誘 発 法 に より 760 
名 を 検 血 し , 11 名 (1.45 %) に ミク ロフ イラ リア を 検出 
し , 246 名 を 検診 し て 陰 旗 水腫 8 例 , 乳 魔 尿 7 例 ( 計 15 
例 6.10 %) の 有 症 者 を 見 出し た . 

さら に 瀬尾 (1958) は 三崎 町 松 部 落 に お いて 369 名 を 検 
査 し て ミク ロフ イラ リア 陽性 者 4 例 (1.08 %), 有 症 者 7 
例 (1.90 %) を 見 出し て いる . 
以上 が 本 研究 開始 以前 に 愛媛 県 に 関し て 報告 され た す 
べ て で ある . 
フイ ラリ ア 症 有 症 者 の 分 布 調査 

バン クロ フト 糸状 虫 症 の 分 布 を 知る た め に は , これ に 
よる 皮 病 , 乳 , 陰 な どい わ ゆ る 有 症 者 ( 
症 者 ) の 出身 地 を 調査 する こと が 最も 有力 な 手がかり と 
な る . この 目的 の た め , 一 つの 新しい 試み と し て 愛媛 県 
医師 会 を 通じ て 県 下 の 診 療 機関 に 第 1 表 の よう な 調査 用 
紙 を 配布 し , 回 答 を 求め て その 成績 を 集計 し た . 

1959 年 11 月 現在 で 愛媛 県 下 の 診療 機関 数 は 814, こ 
の うち 本 症 に 全く 無関係 と 思わ れる も の を 除い て 700 個 
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第 1 表 フィ ラリ ア 症 調査 に つい て 


も し 下 が 乳 び 症 , 陰 腫 , 象 皮 腫 , くさ ふ 
る い , ミク ロロ フィラ リア 陽性 者 な ど フ ィ ラ リア 性 疾 
患 と 推定 ( 診 定 ) され る も の を 診療 な い し 観察 され た 
と と が ある か , どう か に 基 い て 大 略 で も けつ と うら う で 
すか ら 記 入 れ 項目 の な いよ うど ど だ さい . 

1. フィ ラリ ア 症 は 当地 に は な いと 思う . (該当 
な れ ば 頭 初 た に 〇 印 を 付す と と 以下 同じ ) 
フィ ラリ ア 証 は 下記 地方 に ある . (市 町 村 部 
落 名 を 記載 する と と ) 

3. 最近 10 年間 くらい の あい だ に 次 の ょ うな 

状 の 患者 を みか けた と と が ある . 


to 


) 作 ( く さ ふ る い , , 肩 く 

( 例 数 ) (所在 地 ) 
(pm) せん き ( 例 数 ) (所在 地 ) 
(へ ) 乳 び 尿 ( 例 数 ) (所 在 地 ) 
(=) 


陰 うき ん た ま , み 
ずきん ) ( 例 数 ) (所在 地 ) 


(ホホ ) 象 皮 腫 ( あ し ぶ と ) ( 例 数 )( 所 在 地 ) 
4. フィ ラリ ア 性 疾患 と 推定 ( 診 定 ) され る 患者 を 診 
療 ま た は 観察 し た こと の ある 者 


所 (市 町 診療 また は 
| 村 部 落 名 ) | 月 日 


5. その 他 参 考 事項 
昭和 34 年 月 晶 
(医師 名 ) 


(診療 科 名 ) 


所 に 調査 用 紙 を 配布 し た と ころ , 279 件 の 回 答 が あり , 
この うち フイ ラリ ア 症 を 診療 し た と いう も の が 113 件 に 


達し た . 


第 2 表 最近 5 年 間 に 於 ける 郡市 別 


患者 分 布 状況 
人 唱 あ 
熱発 び 陰 象 皮 

三 .39,046 3 - 
字 摩 郡 27,192 2 2 0.74 
新居 浜 市 107,234 2 2 0.19 
西条 市 48,241 2 . 092% 
新居 郡 20,504 0 0 0 
周 67,417 4 4 0.59 
越智 郡 116,123 7 
今治 市 96,654 5 S50. 
北条 市 30,639 2 2 1 
松山 市 213,457 1 6 
温泉 郡 102,709 3 
伊予 市 30,031 1 
伊予 郡 58,385 3 3 0.51 
上 浮 穴 郡 47,365 3 3 0.63 
喜多 郡 62,058 3 12 
大 洲 市 46,816 5 : 
八幡 浜 市 55,471 3 3 0.54 
西 字 和 郡 67,147 1 19 2 1 23 3.43 
東 郡 70,062 5 1 1 
字 和 詞 市 66,154 2 2 0.30 
北宇和 郡 113,062 2 2 
南宇和 郡 49,166 6 1 


人 口 は 1955 年 国 葵 調査 に ょ る 


第 1 図 愛 媛 県 に 於 ける 最近 5 年 間 の 郡市 別 患 者 


1. 地域 別 分 布 状況 これら の 回 答 を 整理 し て , 最近 
5 年間 に 診 療 を うけ た 患者 の みた につい て , 症状 別に 各 和 郡 


市 に お ける 患者 数 を 示し た の が 第 2 表 で ある . 


これ まで の 記録 に よれ ば , 本 県 下 の フ イラ リア 上 症 の 分 
布 は 西海 岸 地 方 に の み に 限 られ て いた が , この 調査 結果 
に よっ つて 意外 に も ほとん ど 全 県 下 に 散発 し て いる こと が 


分 布 状 況 


越 0.60, 周 郡 0.59, 浜 市 0.54, 今治 市 0.52, 
伊予 郡 0.51 等 で ある . 


明らか と な つた . 


これ を 地域 別に 図示 し た の が 第 1 図 で 


この うち , と くに 渡 厚 浸 突 地帯 で ある 5 郡 に つい て , 


各 町 村 別 に 患者 数 を 示す と , 第 3 表 の よう に な る . これ 


に よる と , 瀬戸 町 お よび 三崎 町 が 上 六 度 が 高い . 


率 を 示す の が 西宇和 郡 で 3.43, 
1.96, 喜多 郡 1.93, 南宇和 郡 1.42, 大 洲 市 1.07, 東 宇 


あぁ ある. 


これ を 人 ロー 万 あたり の 穫 患 率 で 比較 する と , 最も 高 
これ に 続く の は 北条 市 


和 郡 1.00, 三島 市 0.77, 宇摩 郡 0.74,。 上 郡 0.63, 


2. 症状 別 患 者 数 この 調査 方 式 に お いて は , 患者 の 
症状 を 熱発 作 ( く さぁ ふぁ るい), せん き (急性 な い し 慢性 リ 
ン パ 腺 炎 ), 乳 訂 尿 , . 陰 褒 水 腫 , 象 皮 腫 の 5 症状 に 便宜 
上 分 類 し た . これ に よっ つて, 過去 10 年間 と , 過去 5 年 
間 の 受診 患者 を 分 類 し た の が 第 4 表 で ある . 
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第 3 表 最近 5 年 間 の 濃厚 流行 地方 に 
ぉ ける 町 村 別 患者 数 


崎 町 
4 4}23 
町 1 2 3 
郡 保 内 町 2 2 
長 浜 町 
内 子 町 
多 村 2 
郡 五十崎 町 1 1 
越 菊 間 町 4 4 
波 方 村 2 gh 
郡 1 1 
和 城 辺 5 1 
宇 郡 一 本 松村 1 1 
東和 町 5 5 
第 4 表 最近 10 年 間 の フイ ラリ ア 症 
症状 別 者 数 


過去 10 年 37 165 299 17 7 525 
間 患 者 数 7.0% 31.4% 57.0% 3.2% 1.3% 100.0% 


過去 5 年 4 0 94 4 2 104 
間 患 者 数 3.8% 0 90.4% 3.8% 1.9% 100.0% 


これ を 見 る と ま づ 本 県 下 で 過去 10 年 間 に 525 例 も の 
フイ ラリ ア 症 が 医療 の 対象 と な つた こと が 注目 され る . 
これ まで , 本 症 は と か く 局 地 的 で まれ な 疾患 と 一 般 に 考 
えら れ が ち で あつ た が , 全 県 下 に わた つて これ ほど 多数 
の 患者 が 存在 し て いた と いう 現実 が は じ め て 明らか に さ 

症状 別に その 比率 を みる と , 乳 魔 尿 が 過半 数 を 占め , 
と くに 過去 5 年 間 の 受診 者 に つい て は 90.4 % を 占め て 
いた こと が 注目 され る . 

陰 可 水腫 お よび 象 皮 腫 は これ より は る か に 少く , 熱発 
作 ( く さる い ) お よび 急性 リン パ 腺 炎 ( せ ん き ) の よう な 
急性 症状 は 最近 5 年 間 の 受診 に つい て 極め て まれ な も の 
に な つて いる . すなわち , 本 県 下 の フ イラ リア 症 は , 乳 
魔 尿 を 主訴 と する も の が 多い こと が 著しい 特徴 と いえ よ 

過去 10 年 間 と , 過去 5 年間 の 患者 に つい て 比較 する 
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と , まず 受診 者 の 数 に 著しい 開き が あぁ つて , 前 者 が お よ 
そ 5 倍 に 達する こと , すなわち , 近年 に は 受診 者 が 減 上 

し て いる こと が 指摘 され る . と くに 熱発 作 , リン ペ 腺 導 : 
の よう な 急性 症状 が 著しく 少く な つて いる の は , 県 下 の 
フイ ラリ ア 症 の 流行 が 自然 に 減退 し つっ あぁ る こと を 示す 
も の か も し れ な い . 

3. 年 齢 別 ・ 性 別 患 者 数 最近 5 年間 に お ける 受診 串 
者 の うち , カル テ が 保存 され て 性 別 お よび 受診 時 の 年 齢 
の 明らか な 者 に つい て 各 症 状 別に 年 齢 分 布 , 性 別 を 整理 
し た の が 第 5 表 で ある . 


第 5 表 最近 5 年 間 に フイ ラリ ア 
受診 者 の 性 別 , 年 齢 別 分 布 


有 び 水腫 象 熱発 作 

0~ 9 0 0 0 0 0 0 0 
10~19 1 0 0 0 0 0 0 
20~29 4 1 0 0 Q 0 0 
30~39 6 1 0 0 
40~49 7 5 0 0 0 0 CG: 
50~59 14 7 2 1 0 1 C0 
60~69 23 13 1 0 0 0 0 
70~79 - 1 0 0 2 0 1 
80 以 上 衝 0 0 0 0 0 0) 
計 64 39 4 2 > 1 1 


これ を みる と , 圧倒 的 に 多数 を 占め る 乳 訂 尾 に つい て 
は 男 の 受 診 者 が 女 よ り 多く て その 1.64 倍 を 示し , 年 齢 
的 に は 男女 と も 60 歳 台 が 最も 多く て , 合計 で 36 例 で あ 
り , 総数 103 に 対し 35.0 % を 占め て いる 。 つ いで 50 歳 
台 の 21 例 と な る . 他 の 症状 に 関し て も 高齢 者 が 多い . 

これ を 沖縄 お よび 奄美 な どの 濃厚 浸 浅 地 の 発 症 年 齢 に 
比べ る と , 本 県 の フイ ラリ ア 症 の 特徴 は 発症 が お そく 
て , 高齢 者 に 患者 が 多い と いえ よう . 

ミク ロフ イラ リア 陽性 者 の 分 布 調 査 

医師 会 を 通じ て の 受診 患者 ( 有 症 者 ) の 調査 と 平行 し 
て , 本 症 の 最も 濃厚 な 流行 地 と 推定 され る 本 県 西部 の 西 
字 和 郡 三 崎 半 島 に つい て 1958 年 か ら 2 年 間 に わた り 広 
激 な ミク ロフ イラ リア 保有 者 の 分 布 調査 を 行い これ に 
も と づい て 地域 的 な 駆除 対策 の 研究 を 行 つ た . 疫学 的 に 
は , 前 項 の 有 症 者 の 調査 は 過去 に お ける バン クセ ロフ ト 夫 
状 虫 症 の 流行 の 有無 お よび 程度 を 推定 する 資料 と な る の 
に 反し て , ミク ロフ イラ リア 陽性 者 の 調査 は 現在 に だ おけ 
る 活動 的 な 流行 の 程度 と , 将来 に お ける 有 症 者 の 発生 予 
宗 に 役立つ 点 で 意義 が 異 る . 
調査 方 法 : 各部 落 に お いて , あら か し じ め 責 任 者 と 充分 
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な 打合せ を 行 つ た 上 で , 夜間 21 時 より 24 時 の 間 に 満 1 
歳 以上 の な る べく 全 住 民 を 学校 な い し 公民 館 に 集め た . 
各 被 検査 者 に 対し て は 注射 針 を 用 いて 耳 秦 を 刺し , 
指 で 血液 を し ぼり 出し , 1 滴 約 10c. mm. の 濃 滴 標本 3 
個 ( 合 せ て 約 30 c. mm.) を 同一 スラ イド 上 に 作製 し た . 
これ は ゴム 輪 の 切れ は し を は さん で 約 30 枚 づ つ 束 と し, 
翌朝 まで し た 上 で , の まま 水 に 漬け て 血 し , さ 
ら に ギ ム サ す 原液 を 20 % メ タ ノ ー ル 水 を 用 いて 5 % に 稀 
釈 し た も の に 1 時 間 漬 け て 染色 の うえ , 検 鏡 し た . 陽性 
者 の 成績 は 各 滴 ご と の ミク ロフ イラ リア 数 を 記入 した. 
な お , 陽性 者 の 再 検証 に あぁ たつ て は , メラ ンジ ュー ル ・ 
ピペット を 用 い , 20c. mm. づつ っ 3 滴 , 合せ て 60c. 
mm. の 定量 採血 を 行 つ た . 採血 技術 者 の 標本 採取 能率 
は 1 時 間 あ ぁみ た り 30 名 な いし 40 名 分 と し て 計画 し た . こ 
の 地域 で 発見 され た ミク ロフ イラ リア は すべ て バン クロ 
フト Wuchereria bancrofti(Cobbold, 1877) と 判 
定 さ れ た . 


第 6 表 西部 に ける 和 集団 検 に よ 
る ミク ロフ イラ リア 陽性 者 の 検出 成績 


町 部 落 名 年 人 員 者 数 
三崎 町 1958 の 6 0.49 
松 1958 813 
1959 885 208 
(4 1960 686 4 0.58 
7/4 1960 331 3 0.91 
1960 564 16 2.84 
名 取 1960 833 46..5.52 
三 崎 1959 1,991 
瀬戸 町 塩 成 1959 998 18 1.80 
1960 843 
神 崎 1960 464 13 2.80 
川 浜 1960 604 3. 90:50 
田 部 1960 511 5 0.98 
三 1960 880 
初 年 度 検 査 成績 合計 9.963 159 1.60 


調査 成績 : 以上 の 方 法 で 1958 年 度 よ り 1960 年 度 ま で 
の 間 に , 三崎 半島 の 大 半 を 占め る 三崎 町 お よび 瀬戸 町 管 
内 の 12 部 落 9, 963 名 ( 各 初 年 度 の 合計 ) の 採血 を 行 つ た . 
この 結果 , 全 地 域 を 平均 し て 陽性 率 1.60 % (陽性 者 159 
名 ) と な り , 最高 陽性 率 は 名 取 の 5.52 % (833 名 中 46 
っ いで 松 の 3.32 % (813 名 中 27 例 ), 2.84 
% (564 名 中 16 例 ), 神崎 の 2.80 % (464 名 中 13 例 ) の 順 
で 逆 に 三 机 0.11 %, 三崎 0.15 %, 二名 津 0.49 % の よ 
うな 低 率 の 地区 も 見 出さ れ た . な お , 松 , 二名 津 , 明神, 


塩 成 に つい て は , 第 1 回 検査 の さい の 陽性 者 に スパ トニ = 
ン 投 を 行 つ て さら に 翌年 度 に 総員 検証 くり か し 
た 成績 も 示し て ある . これ ら の 陽性 者 は , 前 年 度 の 陰性 
者 , 検査 も れ , お よび 前 年 度 陽 性 者 で あぁ つて 陰 転 し な か 
つた も の な ど が ふく まれ て いる . 

以上 の 成績 か ら こ の 地方 の フイ ラリ ア 症 の 疫学 的 な 特 
徴 と し て つぎ の よう な 諸点 が 注目 され る . 

1. ミク ロフ イラ リア の 陽性 率 は , 名 取 の 5.52 % を 
最高 と し て , あぁ あと は 5% 以下 で あぁ り , 奄美 , 沖縄 の よう 
な 濃厚 浸 淫 地 に 比べ て 一 般 に 低 率 で , 佐々 (1960) の 提唱 
し た BB 級 流行 地 の 特 徴 を そなえ て いる . 

2. これ ら の 部 落 は 三崎 半島 に 散在 し て いる が , ミク 
ロフ イラ リア 陽性 率 か ら み た フイ ラリ ア 症 の 浸 淫 度 は 一 
様 で な く , 濃厚 な 地区 と 低 率 な 地区 と が 混在 し て いる . 
一 般 的 な 傾向 と し て , 三崎 , 三 机 , 二名 津 の よう な 市 街 
地 を 形成 する 大 部 落 に は 少く , 交通 不便 で 隔離 され た 小 
部 落 に 高 率 を 示し て いる . た と えば , 各部 落 の 検査 人 数 
と 陽性 率 の 相関 を 求め る と , 逆 で ある . 

3. 各部 落 に つい て , で きる だ け 全 員 を 検 血 し , 保 虫 
者 (ミク ロフ イラ リア 陽性 者 ) を 摘発 し て , これ ら に スパ 
トニ ン 投 薬 を 適当 な 方 法 で 行う と , 次 編 に 述べ る よう に 
その 大 部 分 が 陰 転 し, 翌年 度 に 同じ 部 落 を 検査 する と そ 
の 陽性 率 は 前 年 度 に 比べ て は る か に 低く な る . し か し , 
不在 や 移動 の た め の 検 血 も れ , 新 陽性 者 の 出現 な ど に よ 
つて , いずれ る も 1 年 な いし 2 年 で は 完全 陰 転 を 示さ な 
か つた . た と えば , 松 で は 第 1 年 度 3.32 %, 第 2 年 度 


第 7 表 ミク ロフ イラ リア 陽性 者 の 年 齢 分 布 
三崎 町 (1958 年 8 月 ) 


部 
別 
分 検査 陽性 検査 陽性 検査 陽性 検査 陽性 
征 、 数 数 数 数 


一 名 津 ( 人 口 1,304) 松 ( 人 口 938) 
女 女 


0~ 4 63 0 0:.26 0 
5~ 9 99 0 
10~14 0 1 60 0 
15~19 40 0 48...0. -22 0 19 1 
30~39 55 1 3 0 42 2 6 1 
40~49 43 0 6 
50~59 59 0 5 0-35 3 46 2 
60~69 39 3 04 BD 0 4 44 0 
70 以 上 28 1 2 44 2 
不 0 0 5 0 4 0 

計 553 6 D379 434: 
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三崎 町 (1959 年 8 月 ) 


瀬戸 町 (1959 年 8 月 ) 


部 落 二名 津 ( 人 口 1,343) 松 ( 人 口 1,163) 部 落 塩 成 (人 口 1,027) 
性 別 男 性 別 
検査 陽性 検査 陽性 検 査 陽性 検査 分 検査 陽性 検査 陽性 
5~ 9 94 0 95 0 44 0 45 0 5~ 9 血税 を 
15~19 29 0 0 15~19 17 0 
60~69 2 46 0 60~69 29, 3 
70 以 上 19 0 0 32: 70 以 上 ト 
計 2 073606; 40: .8 計 466. 13 533,:-5 
三崎 町 (1959 年 8 月) 瀬戸 町 (1960 年 7 月 ) 
部 落 明神 (人 口 597) 三崎 (人 口 2,628) 部 落 川 之 浜 (人 口 1,180) 大 久 ( 人 口 1,264) 


性 女 女 
分 検査 陽性 検査 陽性 検査 陽性 検査 陽性 、 検査 陽性 検査 陽性 検査 陽性 検査 陽性 
20~29 5 0 108 0 20~29 10 0 24 2 


2.03 %, 第 3 年 度 0.58 % と 次 第 に 低下 は し て いる が , 
3 年 後 も な お 4 名 の 陽性 者 を みた . し た が つて , この よ 
5 な 方 式 の フイ ラリ ア 対 策 は その 完全 な 成果 を あげ る ま 
で に は 数 年 間 に わ た る 継続 作業 を 必要 と する こと が 推定 
され た . 

4. 年 齢 分 布 ミク ロフ イラ リア は 5 歳 台 に 既に 見 ら 
れ , 以後 年 齢 と と も に 増加 し , 40 歳 な いし 60 歳 の 間 に 
多く , 陽性 者 が 25 % に も 達する 所 が ある , 流行 の 少 い 
地域 で は 若い 年 齢 層 に 見 る こと は 少 い . 

総括 及び 考察 3 

1. に お ける フイ ラリ ア 症 (バン クロ フト 

状 虫 症 ) の 分 布 , 疫学 相 お よび 駆除 対策 の 研究 を 目的 と 
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し て 諸 方 面 の 協力 を えて 広汎 な 調査 を 行 つ た . 

2. 本 県 下 の フ イラ リア 症 に 関す る 従来 の 記録 は 西海 
江 地 帯 の 一 部 だ け に 限ら れ て いた が ,. 県 下 の 医 療 機関 に 
調査 表 を 配布 し , 回 答 を 求め る と いう 方 法 で 集計 し た と 
ころ , ほとん ど 全 郡市 に わた つて 有 症 者 が 発生 し , と く 
に 三崎 半島 に 濃厚 な 傾向 が み ら れ た . 

3. この 調査 に お いて , 最近 5 年間 に 受診 し , 比較 的 
正確 な 記録 の ある 患者 は 104 名 に 達する が , その 大 部 分 
(94 例 , 90.4 %) は 乳 魔 尿 で 他 は 陰 奉 水腫 4 例 (3.8 %) ,. 
熱発 作 4 例 (3.8 %), 人 象 皮 病 2 例 (1.9 %) に すぎ な か > 

4. 有 症 者 は 高 令 者 に 多く て , 若年 者 に は 少く , 前 記 
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瀬戸 町 (1960 年 7 月 ) 


三崎 町 (1960 年 7 月 ) 


部 落 神崎 (人 口 677) 田部 (人 口 858) 


部 落 明神 (人 口 597) 松 ( 人 口 1,163) 


へ 、 区 分 検査 陽性 検査 陽性 検査 陽性 検査 陽性 


性 別 女 女 


へ 、 区 分 検査 陽性 検査 陽性 検査 陽性 検査 陽性 


0~ 4 21 0 24 0 0~ 4 134 2 
5~ 9 っ 39 0 0 5~ 9 28 0 32.- 
40~49 20 34 1 40~49 18 18 0 1 41. で 
70 以 上 11 14 1 70 以 上 0 29 0 38 
部 落 三 机 (人 口 1,481) 塩 成 (人 口 1,144) 部 落 名 取 ( 人 口 1,136) 与 修 (人 口 700) 
区 分 陽性 検査 陽性 検査 陽性 検査 陽 分 検査 陽性 検査 陽性 検査 陽性 検査 陽 
数 敷 数 数 数 数 数 ~ 数 数 数 数 数 数 
年 
0~ 4 9 31 0 0 0~ 4 51 0 41 
5~ 9 59 0 84 0 、 5~ 9 63 1 81 2 31 1 
10~14 80 0 68 0 79 0 10~14 61 2 92- 5 35 0 
30~39 39 .9 3 0 30~39 3 66 3 0 
40~49 0 68 0 34 1 49 1 40~49 2 58: 3 30 
50~59 32 0 61 0 38 2 34 1 50~59 26 4 31 1 25 4 34 
60~69 9 38 1 0 60~69 25 41 4 
70 以 上 9 70 以 上 18 1 17 14 0 
の 乳 魔 尿 が 多い と いう 特徴 と 合せ て , 奄美 沖縄 な どの 7。 総員 検 相 に より ミク ロフ イラ リア 陽性 者 を 摘発 


濃厚 浸 淫 地方 と は 異 つ た 特徴 を 示し て いる . 

5. 三崎 半島 の 三崎 町 お よび 瀬戸 町 の 大 部 分 を ふく む 
12 部 落 9,963 名 ( 初 年 度 検査 人 員 の 合計 ) の 血液 濃 滴 標 
本 (3 滴 法 , 約 30c. mm.) に よる 夜間 検 自 を 行い , その 
一 部 に つい て は ミク ロフ イラ リア 陽性 者 の スパ トニ ン 治 
療 を 行 つ た 上 で さら に 毎年 総員 検証 を くり か え し た . 全 
体 と し て 陽性 者 159 名 (1.6 %) を 示し た が , 部 落 別に は 
最高 5.52 %, 最低 0.11 % と 著しい 差 が み ら れ , この 地 

* 帯 の フイ ラリ ア 浸 水 は 一 様 で な いこ と が 示さ れ た . 

6. ミク ロフ イラ リア 陽性 者 の 年 齢 分 布 は 既に 5 歳 台 
か ら 現 れ , 年 齢 と と も に 増加 し , 40 歳 か ら 60 歳 の 間 に 
席 が だ あり, 25 % に も 達する 所 が ある . 


し , これ に 後述 する スパ トニ ン 集 団 投薬 を 行う と , 著 明 
な ミク ロフ イラ リア の 減少 な いし 陰 転 を 見 る が , 翌年 鹿 
の 総員 検 自 に は 新 陽 性 者 が 発見 され る こと が 多く , この 
よう な 駆 除 作業 は 何 年 か に わた り 根 気 よ くく りか えす 導 
要 が ある こと を 知 つ た . 
結 論 

愛媛 県 下 の フ イラ リア 症 患 者 は 全 県 下 に わた つて 散在 
し て いる が , 次 第 に 減退 し つつ あぁ ある 傾向 を 思わ せる . レ 
か し 県 内 に お ける ミク ロフ イラ リア 陽性 者 の 新 発 見 は ま 
だ 起り 得る の で , ミク ロフ イラ リア の 除 対策 を 続け る 
必要 が ある 。 
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第 8 表 初 年 度 検 査 時 の ミク タロ ョ フイ ラリ ア 隆 性 者 
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STUDIES ON THE BANCROFTIAN FILARIASIS IN EHIME PREFECTURE 
|. EPIDEMIOLOGY 


OsAMU SHIMONO 
(Public Health Department, Ehime Prefectural Government, Japan) 
(Present address : Public Health & Welfare Department, Gifu Prefectural 


Government, Japan) 


l. Extensive surveys of clinical filariasis and microfilarial carriers were made in Ehime 
Prefecture, northwest of Shikoku Island. Although our information on the distribution of filariasis 
based on previous reports has been restricted to west coats, results of the present survey as 
accumulated by the medical association elucidated that such clinical cases as chyluria, elephantiasis 
or hydrocele are distributed almost all over the prefecture. Chyluria was found to be the pre- 
dominant clinical manifestation of the bancroftian filariasis in this region. 

2. Surveys of microfilarial carriers among the inhabitants of Misaki Peninsula have been 
made with the three-drop blood examination method. 159 positive cases were detected out of 
9,963 individuals examined, with the positive rate of 1.60%. Remarkable differences in the positive 
rates were seen among the villages concerned, from the highest of 5.52% to the lowest of 0.11%. 
The positive rates increased as the age get older, with the highest peak at the age-group of 40 


to 60 years’ old. 
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[寄生 虫 学 雑誌 10 第 1 号 126-134 1961】 


愛 の バン クロ フト 状 虫 症 に つい て 
(2) 地域 的 駅 除 対策 の 研究 


厚生 部 前 県 部 (指導 佐々 学 教授 ) 


(昭和 35 年 12 月 10 日 受領 ) 
特 


言 

人 の フイ ラリ ア 症 (糸状 虫 症 ) に 対し て これ を あぁ ある 範囲 
の 流行 地域 か ら 駆 除 し よう と する 試み は , 近年 に な つて 
その 媒介 上 麗 の 駆除 法 が 進歩 し , また diethylcarbama- 
zine の よう な 抗 糸 状 虫 剤 が 発見 され て , よう や く 成 功 の 
希望 が も て る よう に な つた . し か し 明らか に こう し た 目 
的 を か ざし て 行わ れ た 研究 は これ まで 比較 的 少く , わ ず 
か に 佐々 ら (1952~57), 林 ら (1959) が 八丈 小島 の マレ ー 
系 状 虫 流行 地 に 対 し て , Kessel et aZ. (1955~58) が 南 太平 
洋 の Tahitj 島 の 非 週 期 型 フイ ラリ ア 症 non-periodic type 
Wuchereriasis に 対し て , また Edeson et aZ. (1958), Wh- 
arton etalZ.(1958) が マレ ー 症 に 対し て つた 研究 
な ど を あげ うる に すぎ な い . 

著者 は , 1958 年 度 か ら 東 大 伝 研 , 長崎 大 学 , 鹿児島 大 
学 な どの 協同 で 開始 され た 文部 省 試 験 研究 費 「 未 状 虫 駆 
除 研 究 班 」 の 活動 に 協力 し , 東大 伝 研 と 協同 で 愛媛 県 下 に 
お ける バン クロ フト 糸 状 虫 症 の 流行 地 に 対し て その 地域 
的 な 駆除 対策 の 研究 を 行 つ た . その 初期 の 成果 の 一 部 は 
すでに 佐々 ら , 下野 ら (1959) の 報告 に も あぁ あげ られ て いる 
が , ここ に は その 後 2 年 間 の さら に 広汎 に わた る 観察 結 
果 を まとめ て , この 分 野 に お ける いく つか の 新知 見 を 紹 
介する . な お , 糸状 虫 駆除 研究 班 の 他 の 地域 に お いて 行 
われ た 研究 成果 は , 奄美 大 島 に つい て は 佐々 ら (1959), 
長崎 県 下 に つい て は 大 森 ら (1959), 鹿児島 県 下 に つい て 
は 阿部 ら (1960) の 報告 が ある が , 愛媛 県 下 に お ける われ 
われ の 研究 は , これ ら の 地域 より も 御 患 率 が 低い 流行 地 
で 行わ れ た こと , 対象 地域 が は る か に 広く て 対象 人 員 も 
ずつ と 多い こと , 行政 的 に 強力 な 体制 を し いて 行わ れ た 
こと , いろ いろ の 選 除 方 式 を 比較 し て その 結果 他 の 地域 
に お いて えら れ た 成績 より も すぐ れ た 方 式 の 見 出さ れ た 
こと な どの 諸点 に 特徴 が ボ が ある と 考え られ る . 

また , 諸 外 国 で 行わ れ た この 種 の 研究 は 主として マレ 
ーー 糸状 虫 症 な い し 非 週 期 性 糸状 虫 症 に 関す る も の で あ 


り , 人 の 糸状 虫 症 の うち 最も 分 布 が 広く て 御 患 者 数 も 多 
い バ ンク セフト 糸状 虫 症 に 関 する も の と し て は 1958 年 
度 よ り 日 本 で 開始 され た これ ら 研 究 が 最も すす ん だ も の 
で ある と 考え る . 
駆除 対策 方 針 

フイ ラリ ア 症 の 地域 的 駆除 法 の 研究 に あ た つ て は , そ 
の 方 針 と し て 最近 世界 各地 で 著しい 成功 を 収め つつ ある 
マラ リア 対策 の 考え 方 を 採用 し て みる こと に した. す な 
わ ち , この 両 疾 患 と も , 一 定 の 流行 地域 が あぁ つて, その 
住民 に 御 患 者 (すなわち 感染 源 ) が あり , 病原 躍 は あぁ る 種 
の 麗 が 媒介 する . これ に 対し て は , (1) 集団 検診 こよ る 
保 虫 者 の 摘発 と これ に 対す る 化学 療法 剤 の 集団 投薬 , 
(2) 流行 地 の 全 住家 に 対す る 殺虫 剤 残留 噴霧 法 お よび 発 
生 源 対策 を 併用 し た 媒介 刷 の 駆除 の 2 つの 対策 を 同時 に 
実施 する こと が 最も 能率 よい 駆除 効果 を あげ うる も の と 
考え られ る . し か し , マラ リア と フイ ラリ ア 症 と は その 
感染 様式 お よび 発病 経過 に 基本 的 な 相違 が だが あり, 媒介 政 
の 種類 , し た が つて その 生態 に も 大 き な 差 が ある た め 
に , た と ぇ 駆 除 対策 の 原則 は 一 致し て も , 具体 的 な 技術 
に つい て は 個 有 の 方 式 を 開発 する 必要 が ある こと は いう 
まで も な いい 

われ われ は 以上 の よう な 考慮 の も と に , フイ ラリ ア 親 
の 地域 的 駆除 の 研究 を 実施 する に あぁ た つて , つぎ の よう 
な 計画 を 立て た . 

実施 地域 の 選定 : 有 症 者 の 分 布 か ら 推 定 し て 濃厚 な 流 
行 が 予想 され る 部 落 で あぁ る こと , 地元 の 町 村 だ お よび 各部 
落 が この よう な 対策 の 実施 に 対し て 熱意 を も ち , 人 的 お 
よび 経済 的 等 各 般 に わた り 協 力 的 で ある こと の 2 点 が 考 
され た . 

作業 の 手順 : 

1. 計画 の 立案 作業 開始 に 先立ち , あら か し じ め 検 査 
対象 と な る 地域 の 数 , 人 口 , 行動 範囲 な ど を 検討 し て , 
作業 技術 者 の 能率 も て ら し 合せ , 駆除 指導 員 の 編成 と そ 
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、 の 日 程 を 決定 した. その 上 で , 実施 地域 に お いて , 研究 


班 と 現地 責任 者 の 会 合 を 開き , この 計画 の 実施 に 確実 を 
期し た . 指導 員 は 責任 者 ( 殖 長 ) の 指揮 下 に さら に 検 血 斑 
と 昆虫 班 に 分 け , それ ぞ れ ほぼ 独立 に 行動 せしめ る こと 

2. 基礎 調査 検 血 班 は 各部 落 全 員 ( 満 1 歳 以 上 ) を 対 

に 夜間 検 邊 を 行い , 翌日 昼間 は 血液 標本 の 染色 と 検 鏡 
に 費 す . 採血 者 の 能率 は 1 時間 あたり 40 名 分 (3 滴 法 ) 
と し て 計画 し た . 班 は 発生 源 調査 お よび 
幼虫 の 標本 採集 , 各 殺 躍 剤 に 対す る 下 お よび ハエ の 抵抗 
性 の 測定 , 残留 噴霧 の 指導 な どの 作業 を 分 担 し た . 

3. 駆除 対策 の 実施 採血 に よる ミク ロフ イラ リア 隆 
性 者 に 対し て は 一 定 方 式 に よる 抗 フ イラ リア 剤 (スパ ト 
ニン ) の 投薬 を 指示 し , その 実行 に は 地元 医師 お よび 各 
部 落 責 任 者 に 任せ も て これ を 監督 する こと と し た . 媒介 改 
駆除 に は , と くに アカ イエ カ に 重点 を お き , 地元 の 衛生 
班 の 自主 的 な 活動 に よる 発生 源 除去 を 指導 する こと と , 
DDT また は dieldrin の 全戸 残留 噴霧 の 実施 に よる 成虫 
駆除 の 両方 策 を 実施 し た . 

4. 効果 観察 系 状 虫 保有 者 に 対し て は , スペ パト ニン 
投薬 後 定期 的 な 採血 を 行い 血 中 ミク ロフ イラ リア の 減少 
な いし 消失 状況 を 定量 的 に し ら べ て その 除 効果 を 長期 
に わた り 観 る こと と し た . 媒介 除 の 効果 に つい 
て る も, 政 の 成虫 お よび 幼虫 の 発生 密度 を 定期 的 に し ら 
べ , 合わ せ て ハエ 類 の 消長 も 観察 し た . 

ミク ロフ イラ リア 保有 者 に 対す る 
スパ トニ ン の 駅 虫 効果 

1. 駆除 方 法 

各種 の 糸状 虫 に よる 人 畜 の 感染 に 対し て , diethylcar- 
bamazine 剤 が その 駆虫 効果 を も つこ と , と くに 成虫 よ 
り も ミク ロフ イラ リア に 対し て 有効 で ある こと は すでに 
知ら れ て いた が , バン クロ フト 糸状 虫 の 保 虫 者 に 対し て 
集団 投薬 を 行う さい に , その 1 回 の 投薬 量 , 投薬 間隔 , 投 
薬 回 数 を どの よう に し た ら 最 も 好成績 だ が えら れる か に つ 
いて は ほとん ど 暗 中 模索 の 状態 で あつ た . 本 剤 は , は し じ 
め フ イラ リア 症 の 入院 患 者 に 対し て は , 1 日 量 体重 lkg 
あぁ あたり 6 mg 程度 を 2 週間 連用 すれ ば か な り の 効果 が あ 
る こと が 知ら れ て いた が , その 後 Kessel et aZ.(1955) は 
Tahiti 島 の 非 週 期 性 フイ ラリ ア 症 に 対し て , 1 回 量 
6 mg/kg を 毎月 1 回 , 1 年 な いし 2 年 間 連 用 する 方 法 が 
集団 駆虫 法 と し て 好成績 を 収め みた こと を 報告 し た し , 
Edeson et aZ.(1958) は マレ ー 系 状 虫 症 に 対し て 6 mg/kg 
を 毎月 1 回 , な い し 毎週 1 回 , の 間隔 で 12 回 程度 くり か 


えす こと に より , ほとん ど 全 員 が 陰 転 する こと を 報告 し 

著者 あら は , この 研究 の 開始 に あぁ ゅ た つて , (1) 薬剤 量 を 
どの くら いま で 節約 し うる か , (2) 投薬 間隔 を どの よう 
に したら 最も 経済 的 か つ 有 効 で ある か , の 2 点 を 明 ら 
か に する 目的 で 実験 を 開始 し た . 本 剤 を ミク ロフ イラ リ 
ア 陽 性 者 に 投薬 する と , は じ め の 1~2 日 間 は 時 に より 
は げ し い 発 熱 , 頭痛 , 嘱 気 な どの 副作用 を 示す こと が 分 
つて いた の で , いづ れ に せよ 服薬 開始 に あぁ ゅ た つて は 1 回 
の 投薬 量 を 2 mg/kg に お さえ る こと と し た 。 ま た , 入院 
治療 と 異 っ つて, 集団 投薬 は いづ れる も 平常 通り に 仕事 を つ 
づけ て いる 一 般 人 が 対象 で ある た め , 服薬 は 1 日 1 回 と 
し , 毎晩 8 時 以後 に 各部 落 の 集会 場 に あつ め て 責任 者 の 
確認 の も と に 服薬 せしめ る こと と し た . 

この 実験 に 用 いた 薬剤 は スパ トニ ン ( 田 辺 製 薬 ) の 錠 
で , 1 錠 中 に 50 mg の diethylcarbamazine dihydrogen 
citrate を ふく むものである . 薬 量 の 計算 は 便宜 上 成人 の 
平均 体重 50kg と 考え て , 1 錠 を 以 て 1mg/kg と し , 中 
学生 は その 3 分 の 2, 小学 生 は 2 分 の 1 を 規準 と し た . 
効果 の 観 祭 に は 主 と し て 各 保 虫 者 の 血 中 ミク ョ ロフ イラ 
リア 数 の 消長 を 目標 と し た . すなわち 夜間 21 時 より 24 
時 の 間 に メ ラン ヂュー ル ・ ピ ペッ ト を 用 いて 耳 秦 より 
20c. mm. を 採血 し て スラ イド 上 に 濃 滴 標 本 と し , 1 名 
に つき これ を 3 滴 ( 合 せ て 60c. mm.) 採取 し て 翌朝 , 紗 
血 ム サ 染色 の うえ , 各 滴 中 の ミク ロフ イラ リア 
か ぞ え た . この 検査 を 各部 落 ご と に , 投薬 前 と , 投薬 義 
始 後 一 定期 間 を お いて くり か ぇ し 実施 し た わけ で ある . 
スパ トニ > ン 投 泉 後 の 陰 転 状況 の 判定 に は , 前 述 の 
60c. mm. 濃 滴 法 の ほか に , 肘 静 脈 よ り 約 1ml を 採血 
し , これ を 血 し た 上 で 沈 沈 より ミク ョ フイ 
ラリ ア を 検出 する 集中 法 も 試み た . 集中 法 に つい て は こ 
れ ま で 溶血 に 酢酸 , フォ オル マリ ン , 一 結 , メタ ノー ル な 
ど を 用 いる 方 法 が 報告 され て いる . 

著者 あら は バン クロ フト 糸状 に つい て 比較 検討 を 行 
い , これ ら の うち 宣 結 法 お よび メタ ノー ル 法 が よく , 洗 
湾 も 少 い こと を 知っ つた. これ に つい て は 別に 報告 する 
が , ここ に 用 いた メタ ノー ル 法 と は , 20 % メ タ ノ ー ル 水 
溶液 を 用 いて ギ ム サ 原液 を 5 % に 稀釈 し , その 4ml を 
小 試験 と り , 血液 lml を 加え て よく し し 
た 上 , 翌朝 これ を 遠心 沈 濾し て その 沈 湾 を スラ イド に 上 ぬ 
り 束 燥 後に 検 鏡 し た も の で ある . 

2. 駆除 成績 

第 1 群 :1958 年 8 月 7 日 , 三崎 町 の 二名 津 お よび 松 部 
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第 1 表 


ミク ロフ イラ リア 保有 者 の 個人 別 駆虫 経過 (第 1 群 ) 1958 年 開始 


検 査 回 数 (10) 各 人 の 
検 査 年 度 1958 1959 1960 服薬 総 
月 : 8:7. 8:20.10:16 12:20 5:28. 6:30 8:65 9:8 10:7 6 と 

経 過 日 数 0 13 70 997 426 674 (mg/ 
と の 間 の 投薬 量 (mg/kg) 投 薬 前 30  ※20 20 21 30 12 kg) 
1 笹 〇 豊 〇 65 男 176 4 ※0 0 0 0 0) 70 
2 音 〇 ア 〇 子 18 女 102 2 ※0 0 0 0 (0) 70 
3 垣 〇 太 〇 松 53 男 94 21 ※10 4 6 2 0 0 0 0) 0 (0) 133 
6 ※2 3 0 0 (0) 70 
5 木 O ハ へ 〇 =59 女 56 4 ※1 1 0 0 0) 70 
6 加 〇 和信 〇 子 41 女 42 8 ※3 5 1 0 0 0 (0) 0 3488 
4 0 0 0 0 0) 0(0) 133 
35 0 0 0 50 
34 3 9 0 0 (0) 70 
10 面 O 一 〇 64 男 33 8 ※0 0 2 0 0 0 0) 0.(0) : 133 
11 〇 郎 58 27 0 8 0 2 (0) 50 
12 西 0 イ O 〇 子 46 女 23 2 ※0 1 0 0 0) 70 
大 〇 34 .16 3 0 0 0 0 0) 133 
末 〇 ぇ O56 15 0 1 0 0 0 0 0) 
15 加 〇 ヌ x 〇 子 44 女 15 0 5 1 0 0 0) 0 (0) 50 
16 渡 〇 松 〇 門 60 男 15 1 -※ 1 1 0 0 0) 70 
17 皇 〇 宮 喜 〇 郎 75 男 15 0 0 0 0 0 (0) 50 
18 木 〇 乾 〇 70 男 15 12 5 0 0 (3) 50 
花 〇 女 14 1 ※0 0 0 70 
3 1 0 0 0 0 ©) 70 
〇 O61 10 8 ※0 0 0 0 ©) 70 
9 0 0 0 0 0 (0) 0 (0) 50 
23 木 〇 48 0 0 0 0 0 (0) 0 (0) 50 
24 津 〇 鹿 〇 58 田 6 0 1 0 0 1 0 0) 0 
25 垣 〇 ヵ 〇 子 43 6 0 0 0) 70 
26 西 0O ミ 〇 = 31 女 4 3 ※0 0 0 .0 (0) 70 
27 水 〇 国 〇 61 4 0 0 0 0 0) 0 (0) 
28 新 〇 65 3 る 0 0 0 0) 0 (0) 70 
29 隅 〇 司 28 男 3 0 0 0 0 (0) 50 
:38: 2 0 0 0 0 0 0) 50 
31 加 〇 藤 〇 24 男 1 0 0 0 50 
32 平 〇 長 〇 愉 75 男 1 8 ※0 0 0 0 0) 0 0) 70 

合 征 906 109 60 34 18 3 0 0 0 
陽性 数 / 検 査 数 32/32 21/31 15/30 10/24 9/32 2/7 0/9 1/9 0/16(0/16) 1/25(2/25) 
率 0.0 4.0 
同 上 100 1.98- 1382 00 0:98 0.28 


落 の 総員 検 過 で 見 出 し た ミク ロフ イラ リア 陽性 者 32 名 
を 対象 と し た . 投薬 方 式 は 1958 年 度 は 連日 集中 投薬 法 
を 用 い , 中 間 採 自 で いぜん 陽性 な 者 に は 集中 投薬 法 を く 
りか え ぇ え し て 陰 転 を 期し た . その 成績 は 第 1 表 に 示さ れ 
る 


投薬 前 の 第 1 回 検 血 (8 月 7 日) に は , 60c. mm. の 血 
中 に 176 正 の ミク ロフ イラ リア を 検出 し た 者 が 最高 で , 
陽性 者 32 名 の 平均 く ミク ロフ イラ リア 数 ( 各 人 の 60c.mm. 
中 の 数 を 合計 し , 検査 人 員数 で 割 つた も の ) は 28.3 を 
和 し た . 

これ ら の 保 虫 者 に 対し て , 8 月 7 日夜 よ り ス パト ニン 
を 体重 1kg あたり 2mg 前 述 の よう に 成人 体重 を 便宜 
上 上 50kg と し て 2 錠 ( 中 学生 1 錠 半 , 小学 生 1 錠 ) の 割 で 
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1 日 1 回 5 日 間 連 用 , あと 引 つ づき 1 日 1 回 4 mg/kg を 
5 日 間 連 用 , 合計 し て 総量 30 mg/kg を 10 日 間 に わ た つ 
て 投薬 し 終っ た . 

この あと , 投薬 日 か ら 起算 し て 13 日後 の 8 月 20 日 に 
第 2 回 の 定量 検 正 を 行 つ た . その 結果 , 31 名 中 10 名 ミ 
クロ フイ ラリ ア 陰 性 と な り , 21 名 (67.7 %) が いぜん 陽 
性 で , その 平均 ミク ロフ イラ リア 数 は 3.52, 投薬 前 の 
28.3 に 対し て 12.44 % に 低下 し た . 

そこ で , 10 名 の 陰 転 者 を 除い て , いぜん ミク ロフ イラ 
リア の 消失 し な い 20 名 (※ 印 ) に 対し て , スパ トニ ン を 
1 日 1 回 4mg/kg の 割 で 5 日間, 計 20 mg/kg を 追加 投 
し た . 
10 月 16 日 , 第 70 日 目 に 行 つ た 定量 検 血 (3) で は , 被 
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検 者 30 名 中 15 例 が 陰 転 し , 陽性 率 は 50%, 平均 ミク 
ョ フイ ラリ ア 炒 は 60c. mm. あたり 2.00 (は じ め の 7.07 
%) に 低下 し た . この うち , 第 2 回 投薬 を うけ た 20 名 の 
5 ち 8 例 は 陰 転 し て いた が , 第 2 回 検 面 で 陰性 の た め 投 
薬 し な か つた 9 名 中 2 例 が 再び 陽性 と な つた . 

そこ で , これ まで の 投薬 量 30 mg/kg な いし 50 mg/kg 
で は 全 例 を 陰 転 せしめる に は 不 充 分 で あり , し か も 一 度 
陰 転 し た 者 の 中 か ら , その 後 再 び ミ クロ フイ ラリ ア の 検 
出さ れる こと も ある こと を 知 つ た の で , 全 例 に 対し て 再 
び 4mg/kg を 5 日 間 , 計 20 mg/kg を あぁ た えた. 

以上 の 処置 を 終っ つっ た あと , 135 日 目 の 12 月 20 日 に 定 
量 検 血 (4) し た 成績 で は , 24 名 中 10 例 (41.7 %) が い ぜ 
ん ミク ロフ イラ リア を 宿 し , 平均 ミク ロフ イラ リア 数 は 
1.42 (初め の 5.02 %) に 低下 し た . 

以上 が 1958 年 度 の 処置 で ある が , 1959 年 5 月 28 日 
(第 294 日 ) に これ ら 保 虫 者 を 定量 検証 (5) し た と ころ , 
32 名 中 9 例 (28.1 %) は 少数 な が ら 陽 性 を 示し , 23 名 
(71.9 %) は 陰 転 し で て いた, その 平均 ミク ョ フイ ラリ ア 数 
は 60c. mm. に つき 0.56 で , 投薬 前 の 1.98 % に 低下 
し た . 
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この うち , 陰性 者 は その まま 無 処 置 で すぎ , 陽性 者 の 
9 名 に 対し て は , つぎ の 2 群 と 全 じ 方 式 で 投薬 し た . す 
な わ ち , 第 1 日 1mg/kg, 第 2 日 2 mg/kg, 第 3 日 より 3 
日 間 , 毎日 6 mg/kg,。 あと 6mg/kg を 1 週間 お き に 5 
回 , さら に その あと 6 mg/kg を 1 月 お き に 2 回 , 合計 
1 名 あたり 63 mg/kg を ぁ あたえ た . (集中 後 間 隔 投 薬 法 ) 

この 結果 , 前 年 度 の 治療 で 陰 転 し な か つた 保 躍 者 も 第 
6 回 以後 の 検査 で は 急速 に ミク ロフ イラ リア が 減少 , な ・ 
いし 消失 し 10 月 7 日 の 第 9 回 検証 で は 被 検 者 の 全員 が 
陰性 と な つた . 

1960 年 6 月 11 日 , 投薬 開始 後 ほ ぼ 2 年 た つて 検査 し 
た 成績 (10) で は , 25 名 中 1 例 に 2 正 の ミク ロフ イラ リ 
ア が みつ か つた だ け で , 他 は すべ て 陰性 で あぁ つた. この 
2 年 間 の 投薬 量 は 最高 133 mg/kg, 最低 50 mg/kg で , 
陽性 者 (11 番 ) は 50 mg/kg し か あぁ あたえ て いな い 和 群 に 属し 
て いた . 

第 2 群 : 1959 年 5 月 に 三崎 町 の 松 お よ び 明 神 部 落 で 
見 出し た 21 名 の ミク セロ フ イ ラリ ア 陽性 者 を 対象 と し た 
も の で ある . 投薬 方 式 は いわ ゆる 集中 法 と 間隔 法 を 併用 
し , 投薬 の 間隔 を 後に な る ほど 長く する と いう 方 式 を 試 


第 2 表 ミク ョ フイ ラリ ア 保 有 者 の 個人 別 駆 虫 経過 (第 2 群 ) 1959 年 開始 


検 査 回 数 4 ) (23 (8) (4) (5) (6) 
検査 年 月 10:7 
数 0 33 69 103 132 380 
と の 間 の 投薬 量 (mg/kg) 21 18 12 12 
RS 1 0 0 (0) 0 (0) 
2 浜 〇 〇 76. 139 47 3 0 (0)} 0 (2) 
0 0 0 (0) 0 (0) 
4 7 0 3 0 (25) 2 (2) 
6 〇 56 8 2 2 0 (0) 5 (2) 
7 〇 〇 84 54 6 0 0 (0) 
8 0 0 0 (1) 0 (0) 
9 3 0 0 0 (0) 0 (0) 
10 次 〇 63 37 44 14 4 3 (3) 
〇 29 35 5 0 0 0 (0) 
12 池 〇 . 姓 2 4 0 0 0 (1) 0 (0) 
1 1 0 0 0 0 (0) 0 (0) 
0 0 0 0 (0) 0 (0) 
0 0 0 0 (0) 0 (0) 
0 0 0 (0) 0 (0) 
17 OO ッ O 〇 =a 50 女 6 0 0 0 0 (0) 0 (0) 
18 山 〇 < OO 79 女 5 0 0 0 0 (0) 0 (0) 
19 大 〇 タ 〇 子 33 女 1 0 0 0 0 (0) 0 (0) 
20 〇 1 0 0 0 0 (0) 0 (0) 
21 へ Gs-62- 1 4 0 0 0 (0) 0 (0) 
合計 924 155 65 12 1 10 
陽性 数 / 検 査 数 21/21 13/20 5/21 4/21 1/21 (4/21) 3/19 (4/19) 
陽 性 率 100 65.0 23.8 19.0 4.8 (19.0) 15.8 21.1 
平均 Mf 数 0 0.53 
同 上 100 705 1.20 
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第 3 表 ミク ロフ ィ ラ リア 保 虫 者 の 個人 別 駆虫 経過 (第 3 群 ) 1959 年 開始 

検 査 回 数 (2) (3) (4) (5) (6) 

経過 日 数 0 33 69 103 132 380 
と の 間 の 投薬 量 (mg/kg) 63 
34 29 23 8 (44) 4 
33 14 9 14 3 (93) 2 (3) 
27 3 0 0 0(0) 
7 : 20 2 0 0 0(0) 0(0) 
8 51 16 0 0 0 0(0) 0(0) 
14 0 0 0 0(0) 0 (0) 
13 0 0 0 0(0) 0(0) 
11 0 3 0 0(0) 0 (0) 
11 0 0 0 0(0) 0 (0) 
13 作 〇 9 8 0 0 0 0 (10) 0 (0 
14 松 〇 条 一 41 田 8 0 1 0 0(0) 0(0) 
6 5 0 0 0 0(0) 0(0) 
16 〇 郎 84- 4 0 0 0 0(0) 
3 0 0 0(0) 0(0) 
1 0 0 0 0 (0) 

合 系 672 55 48 39 13 6 

陽性 数 / 検 査 数 18/18 5/18 6/18 4/18 3/18 (518) 2/16 (3/16) 

平均 Mf 数 0.38 


みた . すなわち , 第 1 日 は 副作用 の 軽減 を 期し て 1mg/ 
kg, 第 2 日 は 2 mg/kg, 第 3~5 日 の 3 日 間 は 各 6mg/kg, 
以上 5 日間 に 21 mg/kg を あたえ る . この あと , 毎週 1 
回 6 mg/kg を 5 回 , この あと 1 月 お き に 6mg/kg を 2 
回 , 合計 し て 約 3 月 半 に 63 mg/kg を あたえ る も の で あ 
る . その 成績 は 第 2 表 に 示さ れる . 

投薬 前 の 定量 検 で は, 60c. mm. の 血 中 に 最高 
150 定 , 平均 44.0 下 の ミク ロフ イラ リア が 見 出さ れ た . 

33 日 後 の 第 2 回 検 和 相 () に あぁ たつ て は , この 期間 に 
21 mg/kg の スパ トニ ン が あたえ られ た 結果 , 20 名 中 7 
例 が 陰 転 し て 陽性 率 は 65.0 % に , 平均 ミク ロフ イラ リ 
ア 数 は 7.75 と な つて , は じ め の 44.0 に 対し て 17.61 % 
に 低下 し た . 

第 3 回 の 8 月 5 日 (69 日 後 ), 第 4 回 の 9 月 8 日 (103 
日後 ) と , 投薬 が すす む に つ れ て 陽性 率 , 平均 ミク ョ フイ 
ラリ ア 数 と も に 低下 し て ゆき , 投薬 完了 後 の 10 月 7 日 , 
第 5 回 検 訓 に は 1 名 に 1 下 が 見 出さ れ た に すぎ な か つ 
た . た だ し , この さい の 血液 ml を 用 いた メタ ノー ル 集 
中 法 の 検査 成績 で は , な お 4 名 が 陽性 を 示し た . 

1959 年 度 の 処置 は 以上 で 終了 し , さら に 1 年 後 , 1960 
年 6 月 11 日 の 検 血 (6) で は 60c. mm. の 血液 標本 に よ つ 
て は 19 名 中 3 例 (15.8 %) が 陽性 , 平均 ミク ロフ イラ リ 


ア 数 で は 0.53 (は じ め の 数 に 対し 1.20 %) を 示し , 投薬 
終了 後 の 10 月 7 日 の 成績 (5) より も 両者 と も や や 高 率 で 
あつ た 

第 3 群 : 1959 年 5 月 に 瀬戸 町 塩 成 部 落 の 総員 検 血 に 
さい し 見 出さ れ た 18 名 の ミク ロフ イラ リア 陽性 者 を 
対象 と し た . 投薬 方 式 は 第 2 群 と 同じ く 総 量 63 mg/kg 
と し , 第 1 日 は 1mg/kg, 第 2 日 は 2 mg/kg, 第 3 日 より 
第 12 日 まで 10 日 間 毎 日 6 mg/kg を あたえ, 連日 集中 投 
薬 の 方 法 を と つた . その 成績 は 第 3 表 に 示さ れる . 

この 成績 を 第 2 群 の 長期 間隔 投薬 法 に 比べ る と , 第 2 
回 の 33 日 後 の 検 血 で は , 陽性 率 27.8 % 平 均 ミ クロ フイ 
ラリ ア 数 は 3.06 (8.20 %) と いづ れる も 第 2 群 の 同時 期 の 
成績 より 低い これ は , この 期間 の 薬 量 が 多い た め に その 


効果 も 著 し か つ た こと と 推定 され る . それ 以後 は 投薬 を 


行わ ず に 検 相 の みく りか え を し て 観 祭 し た と ころ , 第 3 回 
の 69 日 後に は 陽性 率 , 平均 ミク ョ ロフ イラ リア 数 共に 第 
2 回 と 大 差 な く 第 2 群 の この 時 期 に 比べ て ほとん ど 同 水 
準 を 示し た (第 1 図 お よび 第 2 図 ). 


9 月 8 日 (103 日後) の 第 4 回 検 , お よび 10 月 7 日. 


(132 日 後 ) の 第 5 回 検 血 の 成績 は , 軽度 な が ら 陽 性 率 , 
平均 ミク ロフ イラ リア 教 共 に や ゃ や 低下 の 傾向 を 示し た 
が , 第 2 群 の 場合 に 比べ て その 低下 は 少く , この 期間 の 
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30g 60g 1208@ 2408 1 年 6608 
ミク ロフ イラ リア 陽性 者 に 対す る 各種 え 
パト = ン 投 薬 方 式 の 効果 比較 (平均 ミク 
ョ フイ ラリ アテ 数 か ら み た 場合 ) 

ee 第 1 群集 中 法 の 繰返し ) 

©) 〇 第 2 群 ( 長 間隔 法 ) 


a 人 ム 第 3 群 ( 短 期 集 中 法 ) 


1 図 


観察 で は 第 3 群 よ り 第 2 群 の 成績 の 方 が すぐ れ て いる と 
いう 結果 が 示さ れ た . 

し か し , 1 年 後 の 1960 年 6 月 11 日 の 検 血 成 績 を 比べ 
る と , 意外 な こと に , 第 2 群 と 第 3 群 は 陽性 率 , 平均 数 
と も に ほとん ど 同 水準 を 示し , その 成績 に 全く 甲 心 な 
く ,。 いずれ る も 治療 開始 前 の 状態 に 比べ て 非常 な 駆虫 効果 
が あぁ る こと が 示さ れ て いる . 第 3 群 で も 60c. mm. 検 血 
で は 16 名 中 2 例 (12.5 %) の み が 陽 性 で あり , その ミク 
ョ フイ ラリ ア 数 も わ ゎ わ づ か 4 赴 と 2 定 に 減少 し 平均 値 は 
0.38 (1.02 %) に すぎ な か つた . 血液 ml を 採 つ て メタ 
ノー ル 法 に よる 集中 検査 を 行 つ た が , その 陽性 率 は い ず 
れ ゃ も 60c. mm. に 比べ て 高 か つ た . 

媒介 駆除 対策 


バン クロ フト 系 状 虫 の 媒介 者 (中 間 宿 主 に は これ まで 
いろ いろ の 種類 の 政 が 検討 され た が , 大 森 (1959) が 報告 
し た よう に , わが 国 に お いて は アカ イエ カ Culez pip- 
zens pallens Coquillette が 最も 重要 な 役割 を する も の と 
され て いる . われ われ は 愛 嬢 県 西部 の 流行 地 に お いて 採 


220mg) 


第 2 図 ミク ロフ イラ リア 陽性 者 に 対す る 各種 え 
パト = ン 投 薬 方 式 の 効果 比較 (陽性 率 か 
ら み た 場合 ) 
群 ( 集 中 法 の 繰返し ) 
〇 群 ( 長 間隔 ) 
----- 人 ム 第 3 群 ( 短 期 集 中 法 ) 


取 し た 彼 を 害 検 し た が , その 採取 数 も 少く , 住民 の 陽性 
率 も 著しく 低い た め に これ まで の と ころ 感染 下 は 見 出し 
て いない. 

流行 地 に お ける 麗 の 種類 : われ われ が 三崎 半島 で 調査 
対象 と し た 地域 は , いずれ る も 山 脚 な いし 海岸 の 水平 地 に 
位 し た 部 落 で , 水田 も 少く , 沼沢 地 は 全く み ら れ ず , 表 
の 種類 も 衝 弱 で あぁ つた . この 地方 で 幼虫 な いし 成虫 と し 
て 採集 し た 下 の 種類 は , アカ イエ カ , コガ タ ア カイ エ 
カ , カラ ツイ エ カ , トラ フカ クイ カ , ヒト スジ シマ カ , 
トウ ゴウ ヤブ カ , オウ クロ ヤブ プ カ , シナ ハマ ダラ カ の 8 
種類 で あつ た . この うち , 部 落 内 で 採集 し た も の は アカ 
イエ カ , オウ クロ ヤブ カ の 両 種 が 多 か つ た が , すでに 一 
般 住 民 の 努力 に よる 発生 源 除去 の 作業 が すす ん で いた た 
め に , それ ら の 採集 数 も 他 地 域 の 経験 に と 比べ て 著しく 少 
な か つた . 


発生 源 対策 : この 地域 に お ける アカ イエ カ の 発生 源 は 
いずれ も 人 工 的 な 汚水 で , これ を 便宜 上 4 つの 型 に 分 け 
る こと が で きた . すなわち , 1. 下水 , 2. 部 落 内 の 水 桶 , 
か め な ど 不 要 な 水 溜 容器 , 3. 肥料 溜 , 4. 防火 用 池 で あ 
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る . この うち 下水 は 傾斜 地 で ある た め に 清掃 , 改修 に よ 
り 容 易 に 発生 源 を 除き うる し, 不要 な 水 溜 も 除去 し う 
る . 肥料 溜 に つい て は , 毎週 1 回 程度 の リン デン 乳剤 の 
撤 布 を 指導 し た . 防火 用 池 は 各部 落 に 数 個 か ら 十 数 個 も 
あつ て, 重要 な 発生 源 で あぁ つた が , 金魚 また は メダ カ を 
移入 し て 放 養 せしめ, 好成績 を えた , この よう に , フイ 
ラリ ア 症 媒介 上 下 と し て の アカ イエ カ 発生 源 対 策 は , 東南 
アテ アジア な どの マラ リア 媒介 上 下 の 場合 に と 比べ て は る か に 容 
上 易 で ぁ あり , いわ ゆる ネズ ミ , 衛生 害虫 駆除 を 目的 と し た 
地域 組織 の 活動 に よ つ て 極め て 効果 的 に その 駆除 が 行わ 
れる こと を 認め た . 

成虫 対策 , と く に 殺虫 剤 の 残留 噴霧 : DDT な いし 
Dieldrin の よう な 残 効 性 の ぁ る 殺虫 剤 を 流行 地 の 全 住家 
に 撤 布 し て , 屋内 に 侵入 な いし 棲息 する 害虫 を 駆除 し よ 
うと いう 試み は , と くに 熱帯 各地 に お ける マラ リア の 予 
防 策 に 著 し い 効果 を あげ て いる . 著者 あら は, これ を フイ 
ラリ ア 症 の 予防 に も 導入 し て その 効果 を 観 祭 し た . 合せ 
て , 各地 域 の アカ イエ カ , イエ バエ な どの 殺虫 剤 抵抗 性 
の 定量 的 な 試験 を 実施 し た . この 研究 の 一 部 は 佐々 ら , 
下野 ら (1959) , お よび 池 圧 悟ら (1959) に より 報告 され て 
いる の で , ここ に は その 後 の 成績 も 加え て 要約 を 記す こ 

残留 噴霧 に 使用 する 殺虫 剤 に つい て は , 1958 年 度 は 
DDT と Dieldrin を 考慮 し た が , 前 者 は こ の 地域 で も 
従来 か ら か な り 使 用 され て きた こと と , 壁面 に 白斑 を 貴 
すこ と が 嫌悪 され る お それ が あつ た の で , 後者 を 採用 し 
た . すなわち , 59% dieldrin の 乳剤 を 水 で 20 倍 に うめ 
て 0.25 % 液 と し , これ を 壁面 1 平方 m あたり 40ml の 
割 で 肩 掛 式 の 噴 器 の 一 般 規 準 に 比べ て が 2 倍 
(すなわち , 撤 布 量 が 半分 ) で あつ た が , それ は 対象 部 落 
の 各戸 の 大 き さ が 予想 より 大 きく て , 人 準備 し た 薬剤 が 少 
な すぎ た 理由 に よる . 

二名 津 部 落 は 戸数 305 で , これ に 対し 1959 年 8 月 7 
日 に 59% dieldrin 乳剤 181 入り 10 缶 (1801) を 用 いた . 
1 戸 あ た り 平 均 dieldrin と し て 29.5g, 1 向 9,000 円 
と し て 1 戸 あ た り 296 円 の 支出 に 相当 し た . 

松 部 落 は 戸数 230 で 181 入 り 7 缶 を 使用 し , 1 戸 あ 
た り dieldrin と し て 28.8g, その 原価 274 円 に 相当 し 
た . 
se 残留 噴霧 実施 に あ た つ て は , 早朝 に 青年 団員 を 集め て 
撤 布 法 の 講習 を 行い , 分 担 を きめ て 肩 掛 式 の 噴霧 器 で 全 
戸 を 戸別 訪問 し , 屋内 の 壁面 の み を 対象 に 撤 布 せしめ 
た . 各戸 で は あぁ あらかじめ 畳 を あげ て 大 掃除 を 行い , 屋内 


の 器物 を 庭 ま た は 室 の 中 央 に 移し て 壁面 を 搬 布 し ゃ すい 
よう に 人 準備 され た . 

Dieldrin に よる 残留 噴霧 の 結果 は 佐々 ら , 下野 ら . 
(1959) が さき に 報告 し た よう に , 撤 布 直後 は 下 , ハエ , 
ノミ , ゴキ ブリ 等 の 衛生 害虫 が ほとん ど 部 落 内 か ら 姿 を 
消し , 麗 の 駆除 に は 一 夏 を 通じ て 著 効 が ぶ み られ た が , イ 
エバ エ が 約 1 月 後 か ら 再び 増加 し , 約 2 月 半 後 の 10 膨 
20 日 に は 撤 布 前 の 採集 数 の 3 倍 以上 の 密度 に 達し た 。 

1959 年 度 お よび 1960 年 度 に は , 以上 の 経験 に も と 
いて , と くに イエ バエ の 対策 を 考慮 に 入れ , ダイ アデ ヂ デフ ノ 
ン ま た は デル ドリ ン と ダイ アデ ヂ デノン の 混合 乳剤 を 採用 
し , 好成績 を 収め た . この 成果 の 詳細 に つい て は 別に 寺 
告 す る 予定 で ある . 

総括 及び 考察 

1. バン クロ フト 糸状 虫 症 を , ある 範囲 の 流行 地域 か . 
ら 駆 除 し よう と いう 有 目的 で いろ いろ な 方 式 を 比較 研究 し 
た . 基本 方 針 と し て は 保 虫 者 お よび 媒介 貞 に 対す る 基礎 
調査 を 行 つ た 上 で , 保 虫 者 に 対し て は diethylcarbamazine: 
剤 の 集団 投 を , 媒介 上 政 に 対し て は 幼虫 の 発生 源 除去 と 
殺虫 剤 の 屋内 残留 噴霧 に よる 成虫 駆除 と を 併用 する こと 

2. 集団 投薬 法 と し て は , 一 定量 の 薬剤 を 毎日 1 回 , 
連続 し て 集中 的 に あたえ ぇ る 方 式 ( 集 中 法 ) と , これ を 1 税 
間 な いし 1 月 お き に 長期 に わた りく りか えす 方 式 ( 間 陳 
法 ) と を 比較 し , また その 薬 量 を か えて みた . その 結果 は 
投 薬 総量 が 多い ほど 好成績 で 体重 1kg あぁ あたり 63 mg 以 
上 を 使用 し た 保 虫 者 は ほとん ど 全 例 が ミク ロフ イラ リア 
の 陰 転 を きた し た . 薬 量 が 足り な いと , 服薬 量 終了 後 多 
く の 例 に お いて ミク ロフ イラ リア 数 が 再び 増加 し て く 
る . また 同じ 薬 量 を 連日 集中 的 に あたえ を た 場合 と これ 
を 長期 に わた り 間 隔 を ぁ あけ て あたえ を た 場合 と で は , ミケ 
ョ フイ ラリ ア の 減少 傾向 に 差 は ぁ る が , 1 年 後 の 長期 効 
果 に つい て は 大 差 が み ら れ な か つた . 

3. 本 症 の 主要 媒介 邊 で ある アカ イエ カ の 駆除 に つい 
て は , と くに 発生 源 除 去 の 対策 が 有効 で あり , これ に 
dieldrin な ど を 用 いる 残留 噴霧 を 併用 すれ ば その 伝播 を 
有効 に 除き うる 見 透 し が つい た . 

4. 以上 の 成績 か ら , この よう な 方 法 を 合理 的 に 実施 
すれ ば バン クロ フト 未 状 虫 症 は 一 定 の 流行 地 か ら 確 実に 
駆除 し うる こと が 実証 され た も の と 考え る . 

結 

ミク ロフ イラ リア 保有 者 が 住民 の お お むね 5% 以下 で 

あぁ る 愛媛 県 で は その 陽性 者 に 1 日 1 回 6 mg/lkg の スパ ト 


(132 ) 


| 


- い > 


ニン を 集中 法 あ る い は 集中 後 間隔 法 に よ つ て 総量 63mg/ 
kg 以上 を 服用 させ れ ば 大 部 分 の も の が 陰 転 し , 年 1 回 
の 流行 地 住民 の 定期 検診 を 行い 陽性 者 に スペ パト ニン の 上 服 


"用 を させ る と 同時 に 部 落 全体 の 媒介 政 の 駆除 を 行う こと 


数 年 に し て その 部 落 よ は より ミク ロフ イラ リア を 駅 除 し う 
. 

本 論 区 の 一 部 は 第 28 回 日 本 寄生 虫 学会 総会 , 第 15 回 
日 本 公衆 衛生 学会 総会 , 第 5 回 四国 公衆 衛生 学会 総会 に 
ポポ いて 演説 し た . 

本 稿 を 終る た にあたり, 御 指 導 , 御 校 半 を いた ざい た 東 
京 大 学 伝染 病 研究 所 佐々 学 教授 に 深く 感謝 する . また 本 
研究 に あ た つ て は 厚生 省 の 田波 , 高 部 両 課長 ちら, 訟 媛 県 
医師 会 長 今 川 七郎 博士 は じ あ 多数 の 会 員 , 謎 媛 県 衛生 部 
の 波多 野 精 美 予防 課長 ほか 多数 の 職員 , 概 媛 県 衛生 研究 
所 山岡 邦夫 技師 ら , 和信 幡 浜 保健 所 小糸 賢太 郎 所 長 ら , 神 
松 名 診療 所 長 矢 田部 勤 他 現 地 の 諸 氏 の 協力 を 受け , 東京 
大 学 研 究 所 林 生 助 教授 , 鈴木 竜 
ら , 陸上 自衛 際 生 学 校 高橋 弘 士 ら , 部 省 試験 研究 
費 「 状 虫 駆除 研究 」 の 諸 生 の 御 指 御 援助 を 受け 
た . な 自衛 小 野 ょ び 通 寺 と ん 部 際 の 御 援 
助 を 受け た の で と > に 深 其 の 感謝 を 捧げ る . 
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STUDIES ON THE BANCROFTIAN FILARIASIS IN EHIME PREFECTURE 
Il. RESULTS OF AREAL CONTROL MEASURES 


OsAMuU SHIMONO 
(Public Health Department, Ehime Prefectural Government. Japan) 
(Present address : Public Health & Welfare Department, Gifu Prefectural 


Government. Japan) 


l1. Comparative studies were made to detect the most effective and economic method of 
controling the bancroftian filariasis in Ehime Prefecture. The control measures were directed, as 
the principle, to the simultaneous application of mass-treatments of the microfilarial carriers and 
of the eradication of the vector mosquito, Culez pipiens pallens. 

2. Repeated blood examinations were made to the carriers before and after diethylcarba- 
mazine (Supatonin, Tanabe Seiyaku Co. Ltd.) was administered by various systems. In the long- 
term effect on the microfilarial counts, the total amount of the drug was found to be the most 
important factor, and the intervals of the administration (whether daily, weekly or longer periods) 
seemed to show no significant difference in its effect. It has been demonstrated that the use of 


the drug by the doses higher than 63 mg/kg was effective to eradicate almost completely the 


microfilariae from the carriers. 


3. The control of Culez pipiens pallens was found to be most effectively made by 


environmental sanitation. Residual spraying of dieldrin or DDT, with or without the simultaneous 


use of diazinone, was also effective as the vector control measure. 
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第 7 回 日 本 寄生 虫 学会 北日本 支部 大 会 


期 日 昭和 35 年 8 月 27 日 
会 場 東北 大 学 医学 部 東 講堂 
会 長 山形 一 


1. 北上 川 と 阿武 隈 川 流域 に お ける 肝 吸 虫 分 布 相 の 
考察 湯 田 和 郎 (宮城 県 親 研 ) 


2. 青森 県 に 検出 され た 肺 吸虫 症 の 1 例 
水 谷 昇 ( 第 1 病理 ) 
(黒石 保健 所 ) 
3. サン トニ ン , カイ ニン 酸 合 剤 に よる 駆虫 法 に つ 
いて (第 2 報 ) 移 川 二郎 ・ 古 川 三雄 
新井 鹿 一 郎 (気仙 沼 移 川 病院 ) 
4. 多 虫 駆虫 剤 チキ ラン に よる 集団 駆虫 成績 
高 仲 幹雄 (東北 大 山形 内 科 ) 
5. 新 広 男 囲 駆虫 剤 スミ レ の 使用 経験 
力 男 ・ 高 仲 幹雄 
遠藤 英 一 (東北 大 山形 内 科 ) 
6. 津軽 地区 に 於 ける 東洋 毛 様 線 虫 に 就 い て 


寛 ( 大 外 科 ) 
7. 宮城 県 に お ける 腸管 内 寄生 虫 の 浸 淫 状況 (続報 ) 
高 仲 幹雄 (東北 大 山形 内 科 ) 
8. エ ヒ ノ コツ クス に よる 診 定 され た 巨大 肝 許 腹 
前 多 豊 吉 ・ 宮 川 弘 杉 (秋田 市 中 央 病院 ) 
9. に お ける 娘 胞 形成 に 関す る 考 
大 林 正 士 ( 北 大 ) 
10. 二 包 症 の 実験 的 研究 
山 下 次 郎 ( 北 大 湯 医 ) 
11. 条 類 幼虫 の 組織 化学 研究 (予報 ) 
坂 本 司 (北大 ) 
12. 北海 道 の ク ツガ ムシ (3), ダイ セッ ツ ツ ガ ムシ 
Trombicula micrott に つい て 


大 野 右 衛門 (北海 道 ) 


第 20 回 日 本 寄生 虫 学 会 東日本 支部 大 会 
2 期 日 昭和 35 年 11 月 20 日 
ぼ 会 場 東京 医科 歯科 大 学 講堂 

会 長 加 納 大 

"a 
J 演 説 (1) 弱毒 株 と 強 株 の cyst の 形成 に つい て 
; 1. 赤痢 アメ ー バ 集団 定期 検査 成績 中 山 一 郎 ( 慶 大 寄生 虫 ) 
る 栗 屋 チ エ ( 東 女 子 医 大 寄生 虫 ) 6. トキ ソプラ スマ に 関す る 研究 (3 ) 谷 光 顕微 鏡 
2. ト リコ モー ナス の ラッ テ 騰 内 感染 実験 に よる の 観 


星 合 (慶太 寄生 虫 ) 
3. トキ ツ プ ラス マ 病 の 調査 , 静岡 県 下 の 必 場 従業 
員 お よび 必 訂 に お ける 色素 試験 成績 に つい て 

望月 久 ・ 浅 千 須 和 柳 三 ・ 川 豊 

野口 政 (静岡 研 ) 
4. トキ ソプラ スマ の 研究 
大 正 満 ・ 長 谷川 ( 新 医 動物 ) 

5. Tozoplasma の cyst 形成 に 関す る 実験 的 研究 


小山 力 ・ 小 林 昭 夫 ・ 石 井 俊雄 
熊田 三 由 ・ 小 宮 義 孝 ( 寄生 ) 
小 机 弘 之 衛生 ) 

7. トキ ツ プ ラス マ に 関す る 研究 (4) 豚肉 か ら の 

体 試 験 

石井 俊雄 ・ 小 林 昭 夫 ・ 小 山 力 
熊田 三 由 ・ 小 宮 義 孝 ( 予 研 寄生 虫 ) 
深沢 平 ・ 斉 藤 正 度 ・ (東京 居 
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検 ) 
8. 猿 の 寄生 映 虫 の 卵 , 幼虫 に よる 鑑別 
田 中 寛 ( 伝 研 寄 生 虫 ) 
9. 回 虫 筋 Mitochondria に よる Malic acid の 酸 
化 大 穴 裕 ・ 林 久子 ( 順 天 大 薬理 ) 
10. 回 虫 体腔 液 及 び 飼 養 液 中 の Histamine 量 に 及 
ぼ す 飼養 条件 の 検討 
宮川 雄一 郎 ・ 板 東 文夫 ( 順 天 大 薬理 ) 


特別 講演 


近 の 台湾 に お ける 状 症 並 びに の 過 研究 
津 (台湾 省 研 究 所 ) 


11. Dithiazanine 注射 剤 に よる 犬 効果 
大 石 勇 ・ 小 林 茂 雄 ・ 久 米 清治 (東農 工 犬 ) 
12. 釣 仔 虫 の 腸 粘 膜 侵入 性 に 関す る 研究 
安 戸 一 水 野 夫 ・ 柳 沢 利 喜 ( ) 
1 13. 多 虫 類 感染 幼虫 の 諸 種 刺激 に 対す る 反応 
| 佐々 学 ・ 田 中 寛 ( 伝 研 寄生 虫 ) 
14. 多 虫 幼虫 の 産生 する Hyaluronidase に つい て 
多 満 城 行 ・ 追 川 実 ( 衛生 ) 
15. 多摩 川 の ニゴイ Hemibarbus barbus (Tem- 
minck et Schlegel) に 発見 され た Isoparorchis 
trisimilitubis Southwell, 1913 に つい て で 
俊也 ・ 亀 谷 了 ・ 木 原 ( 黒 寄生 虫 館 ) 
16. 埼玉 県 下 の 肝 吸虫 に 関す る 調査 研究 (1) 北 埼玉 
郡 下 の マメ タニ シ に つい て 
分 島 整 ・ 関 口 軍 治 ・ 小 津 茂 弘 ・ 爪 谷 意 一 ・ 
会 田 忠 次 郎 (埼玉 衛 研 ) 荻野 激 郎 (加須 保 
健 所 ) 板垣 博 (麻布 獣医 大 ) 
17. 岡山 地方 に お ける 肝 吸 虫 メタ セル カリ ヤ 浸 淫 度 
の 変遷 と その 原因 長 野 治 ( 大 
18. ウェ ステ ルマン 肺 吸 息 の カ ワニ ナ へ の 感染 実験 
(1) 経 皮 感染 
小宮 義孝 ・ 鈴 木 了 司 ・ 伊 藤 洋 一 ( 予 研 寄生 虫 ) 
19. ウェ ステ ルマン 肺 吸虫 の 第 一 中 間 宿 主 に 関す る 
研究 (1) 山梨 産 カ ワニ ナ と 静岡 産 カ ワニ ナ と の 
ミラ シ ジ ウ ム 侵 入 状 況 の 差異 ) カワ ニナ 
の 大 小 に よる ミラ シ ジ ウ ム 侵 入 状況 の 差異 
鈴木 了 司 ・ 伊 藤 洋 一 ( 予 研 寄生 虫 ) 
20. Evans-blue Techniqgue に よる 肺 吸虫 の 
織 内 侵入 機転 に 関す る 実験 病理 学 的 研究 
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21. 


22. 


23. 


31. 


33. 


辻 守 康 大 医 動物 ) 
炎 酸 クロ ロキ ン に より 治癒 し た と 思わ れる 肺 吸 
の 1 例 鈴木 千 ( 衛生 ) 
日 高虎 之 助 ・ 高 橋 順 (聖母 病院 ) 
肺 吸虫 症 の 治療 に 関す る 研究 (1) Bithionol に 
よる 動物 実験 成績 
横川 宗雄 ・ 吉 村 ・ 野 基 人 ・ 大 倉 俊 
彦 ・ 辻 守 康 ・ 滝 沢 明 裕 ・ 原 田 豊 ( 陸 大 医 動物 ) 
木 畑 美智 江 (公衆 院 寄生 ) 
肺 吸虫 症 の 治療 に 関す る 研究 (2) Bithionol に 
よる 臨床 治療 成績 
横川 宗雄 ・ 大 倉 俊彦 ・ 吉 村 ・ 佐 野 基 
人 ( 千 大 医 動 物 ) 岩崎 基 ・ 弘 瀬 宏 忠 (国立 高 短 
病院 ) 


・ 日 本 住 血 吸 虫 卵 の 和解 化 条 件 , 特に 卵 容積 に つい 


岡本 謙一 ・ 森 和雄 (昭和 医大 動物 ) 


・ ミヤ イリ ガイ の 研究 (22) 制限 環境 要因 と し 


て の salinity 安 一 男 ( 予 研 虫 ) 


・ 寄生 性 抗原 に よる 内 反応 に 関す る 研究 


清水 重 矢 ・ 阿 久 沢 実 ( 旦 獣 大 医 動 物 ) 


・ 寄生 性 峰 虫 抗原 に よる 皮 内 反応 に 関す る 研究 ② 


清水 重 矢 ・ 阿 久 沢 実 (日 光 大 医 動物 ) 


. 条 忠 免疫 に 関す る 研究 (1) マン ツン 孤 虫 抗原 


感 作 赤 血球 凝集 反応 
武井 一 利 ・ 田 泰之 助 ( 衛生 ) 


. 小学 校 に お ける 成績 


佐久 間 正 人 ( 


. 学童 の 寄生 に つい て . 防除 特に 電気 


クリ ー ナ ー に 依る 駆除 に つい て で 
高 橋 安 (石田 原市 ) 
Pyrvinium pamoate 時 中 集団 駆虫 効果 に つい て 
近藤 武男 ・ 内 田 昭夫 ・ 荒 木 武 雄 ・ 
柳沢 利 大 農 研 ) 


・ 釣 虫 駆虫 剤 の 研究 (④) 


松 崎 義 周 他 (横浜 医大 寄生 虫 ) 


学童 の 寄生 虫 感染 と 環境 因子 
久 津 見 晴彦 ・ 態 田 三 由 ・ 石 崎 達 ( 予 研 寄 生 虫 ) 


. 集団 検便 に よる 寄生 虫 感染 量 の 統計 学 的 推測 法 


の 研究 西 三郎 ・ 木 畑 美 智 江 ・ 
大 島 夫 (公衆 衛生 院 寄生 虫 ) 


| | 
24 
25 
26 
27 
28 
30 
32 
34 
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日 本 寄生 躍 学会 第 16 回 西日本 支部 , 第 13 回 南 日 本 支部 合同 大 会 


日 昭和 35 年 11 月 23・24 日 


期 
会 場 山口 県 医師 会 館 
会 長 細 川 


. 膝 ト リュ コモ ナス の 組織 化学 的 研究 


兵藤 ・ 続 美佐 子 ( 熊 大 寄生 ) 


. 顕微 鏡 に よる Trichomonas 類 の 観 


久井 学 ・ 木 下 勝夫 ・ 高 田 季 久 ( 阪 市 大 医 動物 ) 


. 培養 法 に よる 口腔 内 原虫 検索 に 関す る 研究 


小原 活 郎 ・ 高 田 季 久 ( 阪 市 犬 医 動物 ) 


. 顕 に よる Toxoplasma の 観察 1) 


牧野 毅 ・ 高 田 季 久 ( 阪 市 大 医 動物 ) 


. 教 種 薬剤 の 抗原 虫 作用 に つい て 


高田 季 信 ・ 人 久井 学 ・ 織 田 行 正 ( 阪 市 大 医 動物 ) 


. 明石 市 附近 に お ける マメ タニ シ の 分 布 と 外部 形 


態 に つい て 杉 原 弘 人 (関西 大 生物 ) 


. 大 平 肺 吸虫 第 1 中 間 和 宿主 カイ 類 の 比較 研究 (T) 


川島 健治 郎 ・ 多 田 功 (丸大 寄生 虫 ) 


. 福岡 県 築上 郡 真 如 寺 川 の カワ ニナ に 寄生 する セ 


ルカ リヤ の 種類 と その 寄生 率 
浜 島 房 則 (丸大 寄生 虫 ) 


. 棟 鳥 住 血 吸 躍 Cercaria の 微細 構造 に つい て 


野 村 一 高 ( 阪 医大 病理 ) 


住 血 吸 の 形態 学 的 研究 


高 丘 駿 ( 阪 医 大 病理 ) 


・ 肝 吸虫 の 微細 構造 に 関す る 研究 ②) 


高 木 一 孝 ( 徳 大病 理 ) 


・ 時 虫 卵 に 関す る 研究 


坂 田 郎 ( 岐 医大 寄生 ) 


. 虫 の 産卵 つい て 


( 岐 医大 寄生 ) 


の 器 に つい て 石川 道 (名 2 解剖 ) 
・ 幅 虫 の 組織 化学 的 研究 


石原 道子 ・ 湯 村 道 子 ( 熊 大 寄生 躍 ) 


. Litomosoides carinit の 発育 並び に 組織 化学 的 


研究 
宇宿 不二夫 ・ 堀 栄 太郎 ・ 影 井 昇 ( 鹿 大 2 病理 ) 
実験 的 肝 吸 虫 症 に お ける 血清 看 白 分 選 像 


修 治 


上 原 清 史 ( 徳 大 病 理 ) 
18. 体 細 胞 よ り 分 離し た 超 心 分 物 質 の 生 
化学 的 活性 の 検討 
稲 成 一 ( 大 寄生 ) 
19. 超 分 割 法 に より 虫 体 細 胞 よ り 得 た 
性 分 割 と 不 沙 性 微細 構造 部 の 血清 学 的 研究 
岡 好 万 ( 岡 大 寄生 虫 ) 
20. 長崎 県 に お ける 肺 吸虫 分 布 (2) 
片 峰 大 助 ・ 本 村主 生 (長大 風 研 ) 
21. 中 国 地 方 に お ける 肺 吸虫 
加茂 西 田 弘 ・ 初 了 ・ 木 船 民 ・ 原 功 
( 鳥 大 公 
22. 肺 吸虫 皮 内 反応 陽性 群 の 胸部 X 線 所 見 
有 片 峰 大 助 ・ 村 上 文 也 ・ 本 村主 生 (長大 風 研 ) 
特別 講演 (1 
肺 吸虫 に 関す る その 後 の 研 究 (16 mm 映画 ) 
宮 崎 一 郎 ( 九 大 寄生 虫 ) 
23. の レン トゲ ン 診 断 に 対す る 考 接 
殿 順 (広島 ) 
24. 最近 5 年間 における 農村 保育 所 児 の 寄生 躍 感染 
状況 の 推移 と 考 松 田 (広島 ) 
25. 長崎 県 五島 某 村 に お ける 寄生 虫 事情 
麻 生 卓 郎 (長大 風 研 ) 
26. 神戸 市 に お ける 童 児 の に つい て 
宮田 杯 徳 ・ 浦 川 新治 ・ 網 家 キ ミ 子 
中 村 温 (神戸 市 衛 研 ) 
27. 学童 の 時 虫 卵 検査 成績 に つい て 
戸谷 徹 造 ( 名 市 大 医 動 物 ) 
服部 信 一 ・ 鈴 木 逸 夫 ・ 確 井 文 治 
(日 本 暁 虫 研 中 部 支部 ) 
症 の 自覚 症状 調査 高橋 克己 (福岡 研 ) 
. 時 虫 症 の 疫学 森 下 哲 夫 ( 岐 医大 寄生 虫 ) 
. 凌 中 症 に 関す る 研究 (続報 ) 
岩田 ・ 滝 ・ 荒 木 治 ・ 山 中 
( 阪 医 大 岩田 内 科 ) 
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31. 


33. 


34. 


大 阪 地 方 野 イ ヌ に お ける 大 人 釣 忠 の 感染 状態 の 統 
計 的 伏見 純一 ・ 李 玉 
近藤 力 王 至 ( 微 研 寄生 虫 ) 


.・ 集団 検便 に お ける 多 虫 卵 検査 法 の 検討 


一 特に セロ ハン 人 厚 層 塗 抹 法 に つい て 一 
戸谷 徹 造 ・ 武 田 正 義 (名 市 大 医 動 物 ) 

加藤 勝也 ・ 後 藤 寿 作 ・ 外 6 名 (公衆 保健 協会 ) 
鈴木 己 ・ 榎 本 誠 県 部 ) 

松井 勝 ・ 稲 石 桂 三 (田口 保健 所 ) 

奄美 群島 に お ける 釣 虫 症 の 疫学 的 流行 形態 に つ 
いて 阿部 康男 ・ 向 井 武 良 ・ 堀 栄 太郎 
荒田 辰 二 ( 鹿 大 2 病理 ) 

寄生 虫 卵 の 分 布 に 関す る 研究 (1) 交通 機関 の 塵 


より の 寄生 虫 卵 の 検出 状況 


35. 


36. 


37. 


38. 


45. 


武田 正義 ・ 戸 谷 徹 造 (名 市 大 医 動物 ) 
中 性 洗剤 の 舞 虫 卵 除 去 効果 ( 振 洗 い 回 数 と 除去 
率 の 関係 に つい て ) 

中 島 貞 ・ 上 ( 阪 府立 研 ) 
フイ ラリ ヤ 撲 滅 地 区 に お ける 麗 の 発生 消長 並び 
に 自然 感染 率 の 推移 に つい て 

大 南 三郎 (長大 研 ) 
久留 米 近 郊 の セタ リヤ 仔 忠 自然 感染 政 に つい て 
小 野 典 雄 ( 久 大 寄生 虫 ) 

肺 吸虫 ペ プチ ツ ド 抗原 の 皮 内 反応 特異 性 
石 井 洋 一 (丸大 寄生 虫 ) 
森 沢 成 司 医 化 ) 


・ 日 本 住 血 吸 虫 の 免疫 


小林 瑞穂 ・ 加 藤 真 平 ( 岐 医大 寄生 虫 ) 


. に よる レ エ ー リ ー 現 


加 藤 哲 夫 ( 鳥 大 石原 内 科 ) 


・ 多 虫 感 作 マ ウス の 一 腎 皮 質 に 及ぼ す 影 響 


明 ( 島 石原 内 科 ) 


・ 住 血 糸 状 虫 の 免疫 


林 瑞 穂 ( 医大 寄生 ) 


小 


. Filaria 症 の 免疫 学 的 研究 


田代 哲之 ・ 堀 太郎 ・ 大 野 ( 鹿 2 病理) 


. 本 者 に お いて 初め て 人 体 自然 感染 を 認め られ た 


Plagiorchis muris Tanabe, 1922 に つい て 
浅田 順一 ・ 大 田 垣 博雅 ・ 森 田 大 三 
(日 本 寄生 病 研 ) 
大 阪 府 新 淀川 に お ける Paragonimus iloktsue- 
nensis Chen (小型 大 平 肺 吸 虫 ) の 自然 終 宿主 
に 関す る 研究 
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46. 


51. 


52. 


53. 


54. 


55. 


56. 


57. 


59. 


・ 脳 肺 吸虫 症例 
・ 肝 蜂 の 経 口 , 皮下 お よび 腹腔 内 感染 試験 


一 色 於 薬 四 郎 ・ 冨 村 保 ・ 樽 本 勲 ・ 寺 内 淳 

大 杉 豊 ( 阪 府 大 ) 

いわ ゆる Paragonimus kellicotti Ward (ケリ y 

コッ ト 肺 吸虫 ) の 犬 に お ける 1 自然 感染 例 
寺内 淳 ・ 岡 武 挫 ・ 冨 村 保 ( 阪 府 大 獣医 ) 


・ 実験 的 脳 肺 吸虫 症 の 研究 


中 川 修 ・ 細 川 修治 (山口 医大 1 病理 ) 
岩崎 基 ・ 弘 瀬 宏 忠 (国立 高知 ) 


大 杉 豊 照 ・ 野 田亮 二 ( 阪 府 大 獣医 


・ 釣 虫 の 感染 経路 と 発育 に 関す る 研究 (1) ツ ビ ニ = 


虫 被 仔 中 仔犬 に 経口 感染 せしめ た 場合 
吉田 幸雄 ・ 岡本 ・ 肥 後 晃 
今井 貴美 子 ・ 中 西 靖 郎 ( 京 府 医大 医 動 物 ) 
釣 虫 の 感染 経路 と 発育 に 関す る 研究 (2) ツ ヅ ビ ニ = 
虫 被 を 仔犬 に 経 皮 感染 せしめ た 場合 
吉田 幸雄 ・ 岡 本 憲司 ・ 今 井 貴 美子 
肥後 ( 府 医大 医 動物 ) 
多 虫 の 感染 経路 と 発育 に 関す る 研究 
(3) ゾ ビ ニ 多 被 中 を 仔猫 に 経口 及び 経 皮 
感染 せしめ た 場合 
吉田 ・ 今 井 貴 美子 ・ 岡 本 
肥後 易 ・ 中 西 靖 郎 ( 京 府 医大 医 動物 ) 
アメ リカ 釣 虫 の 仔犬 体内 に お ける 発育 の 完了 に 
吉田 幸雄 ・ 岡 本 憲司 ・ 肥 後 晃 
今井 貴美 子 ( 京 府 医大 医 動物 ) 
若菜 病 の 人 体 実験 (3) 
長谷 川柳 三 ・ 三 上 義昭 ( 島 犬 石原 内 科 ) 
線 filaria 型 の 抵抗 性 に 関す る 研究 
川 元 達 徳 ・ 堀 栄 太郎 ・ 影 井 昇 ( 鹿 大 2 病理 ) 
特別 講演 (2) 
釣 虫 症 の 病態 生理 と 治療 の 現況 
岩 田 繁雄 ( 阪 医 大 岩田 内 科 ) 
Larva migrans の 研究 (4) 犬 の 鳥類 へ 
の 感染 実験 東川 和裕 ( 徳 大 病 理 ) 
Capillaria hepatica の 研究 (3) 卵 の 生態 に つ 
いて (②) 


島谷 敏男 ・ 佐 藤 淳 夫 ( 京 府 医 大 医 動 物 ) 


・ 口中 摘出 1 例 


岡村 一 郎 ・ 兵 ・ 湯 村 道 子 ( 熊 大 寄生 ) 
時 中 の 感染 と その 駆虫 に 関す る 研究 
房 子 (寄生 予防 研 ) 


・ 冬期 集団 に よる 虫 の 予防 実験 成績 
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見 69. 


70. 


72. 


62. 


63. 


時 症 の 集団 駆 に つい て 


森下 薫 ・ 柳 井 富夫 ・ 西 村 猛 ・ 李 玉 工 
近藤 力 王 至 ( 徴 研 寄 生 躍 ) 
釣 虫 駆虫 剤 に つい て 石原 国 ・ 三 上 義昭 
森下 明 ・ 加 藤 哲夫 ・ 正 木 英 生 ( 鳥 犬 石原 内 科 ) 
西田 弘 ・ 初 鹿 了 ・ 木 船 原 功 ( 公 ) 
Wormin, Thymolan, Tetren お よび Alcopar 
に よる 駆除 成績 
山口 富雄 ・ 上 原 清史 ・ 篠 藤 満 訓 ( 徳 大 病 理 ) 
Bephenium hydroxynaphthoate (Alcopar) の 
び 駆除 剤 と し て の 検討 (2) 体 排出 
時 期 の 問題 と 本 薬剤 の 人 体 諸 臓器 に 及ぼ す 影 響 
の 有無 に つい て 吉田 幸雄 ・ 肥 後 晃 
今井 子 ・ 岡 本 ( 京 府 医 動物 ) 
中 村 逸 朗 
上 田 郎 ・ 陰 山 藤 ( 阪 医 大 岩田 内 科 ) 


駆除 剤 の 研究 (3) 


青野 宏 ・ 佐 藤 淳 夫 ・ 島 谷 敏男 ( 京 府 医大 医 動物 ) 


56. 未成 犬 の 駆除 試験 


野田 亮二 ・ 野 田 周 作 ( 阪 府 大 獣医 ) 


. ね ずみ 械 線 虫 を 用 いた Dithiazanine の 薬剤 効 


果 に つい て (予報 ) 
影 井 昇 ・ 前 田 勝 ( 鹿 石 2 病理 ) 


. フイ ラリ ヤ 症 の 集団 治療 に 関す る 研究 


佐藤 信郎 ・ 米 沢 藤 士 ・ 福 島 英雄 ・ 尾 辻 義 人 
外山 寛 樹 ・ 国 東 考 ・ 与 那 
( 鹿 大 佐藤 内 科 ) 
鶏 条 虫 に た いす る ヨブ タン の 駆虫 効力 
(奈良 学芸 生物 ) 
肺 吸虫 症 の 治療 に 関す る 研究 (1) Bithionol に 
よる 動物 実験 成績 
横川 宗雄 ・ 吉 村 和 裕之 ・ 佐 野 基 人 ・ 大 倉 俊彦 
辻 守 康 ・ 滝 沢 明 裕 ・ 原 田 豊 ・ 木 畑 美 知 江 
( 千 大 医 動物 ) 
肺 吸虫 症 の 治療 に 関す る 研究 (2) Bithionol に 
よる 臨床 治療 成績 
横川 宗雄 ・ 吉 村 和 裕之 ・ 大 倉 俊彦 ・ 佐 野 基 人 
辻 守 康 ( 千 大 医 動物 ) 
岩崎 基 ・ 弘 瀬 宏 忠 (国立 高知 ) 
肝 吸 虫 症 の 治療 に 関す る 研究 (3) ジ チ ア ザ ニ ン 


73. 


74. 


75. 


76. 


™; 
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の 治療 効果 山口 富雄 ・ 田 春 敏 ( 大 病 理 
肝 吸 虫 症 の 治療 に 関 そ る 研究 (4) ジ チ ア ザ ニ ン 
の 胆汁 か ら の 証明 と 肝 に お よ ぼ す 影 響 
篠 藤 満 亮 ( 徳 大 病理 y 
肝 吸 虫 症 の 治療 に 関 する 研究 (5) Resochin, 
Propoquin お よび Bitin の 治療 効果 
山口 富雄 ・ 春 ( 徳 大 病 理 
S 688 は 日 本 佐 面 吸虫 の 感染 を 予防 出来 な い 
岡部 ・ 田 中 隆文 (久留 米 大 寄生 
日 本 住 血 吸 虫 感染 動物 の 治療 に 関す る 研究 
田 中 隆 文 米 大 寄生 虫 
示 説 
ゴリ ラ の バラ ンチ ジウ ム 症 に 関す る 研究 
一 色 於 薬 四 郎 ・ 冨 村 保 ・ 鵜 川 良平 
竹山 抑 一 ・ 野 田 周 作 ・ 寺 内 津 
( 阪 府 大 険 医 ) 


下 肥 中 の の 殺 効果 並 に 処理 下 肥 の 


に お ける 肥料 効果 試験 
作 本 台 五 郎 ・ 秋 田 史 郎 ( 岡 大 寄生 虫 ) 
セロ ハン 厚 層 塗 抹 標 本 の 作り 方 
戸 谷 徹 造 ( 名 市 大 医 動物 ) 
加 藤 勝 也 (公衆 保 健 協 会 ) 


・ メチ レン 青 脱色 能 を 態 用 し た 虫 検査 法 (②2) 


井 (日 本 虫 予防 協会 ) 


・ 余 等 の 方 法 に よる 山口 県 下 学 童 の 集団 虫 卵 検査 


成績 井上 朝 義 ・ 宮 崎 千 里 (山口 県 寄生 虫 研 ) 


・ 大 複 殖 門 条 躍 寄生 の 1 例 


岡 橋 正男 (大 阪 寄生 虫 研 ) 


・ の 電子 顕微 鏡 的 研究 


岡村 一 郎 ・ 続 美佐 子 ・ 山 本 博 ( 熊 大 寄生 虫 》 


・ 肺 吸虫 卵 の 形態 学 的 研究 (7) スマ トラ 産 ト ラ の 


内 に つい て 
色 四 郎 ( 阪 府 獣医 


粘 核 性 脳 膜 と 誤 られ た 肺 吸虫 症 の 1 誠 例 


宮里 梶 山 生 ・ 渡 辺 (山口 医大 1 病理 ) 


・ 腹腔 内 の 寄生 虫 性 肉芽 種 に つい て 


安藤 収 介 ・ 中 川 修 ・ 内 野 文 弥 (山口 医大 1 病理 ) 
渡 辺 浩 策 ( 興 産 サ ナトリウム )》 
山本 泰彦 ( 東 見 初 病院 ) 船津 元 (防府 


生 学 雑 
昭 和 36 
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印 所 
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強力 駆虫 剤 


特徴 


用 量 
包 装 


(日 本 薬局 方 四 塩 化 エ チレ ンカ プ セ ん ハ ん 
ン 球 は 局 方 四 塩 化 エ チレ ン 0.3g を 含む 真紅 透明 な カ ヵ カプ ャ セル 剤 で す 


1 . 四 塩 化 エ チレ ン に 生じ 易い 有毒 ガス ホス ゲン の 発生 を 防止 する た め 特 
殊 な 安定 色素 剤 (特許 186802、1868083) を 添加 し て あり ます 。 

2. 長期 連用 し て も 肝臓 ・ 堅 臓 等 に 忌 む や べき 副作用 な く 、 学 童 や 妊婦 に ゃ 安 
心して 投与 で きま す 。 

3 . 十 二 脂 腸 中 に は 最も 有効 で 他 剤 の 追 階 を 許し ませ ん 。 

4 . 従来 適 薬 の 少 い 暁 虫 に も 100 近 いい 駆虫 率 を 示し ます 。 

5. 特に サン トニ ン 性 の 虫 や サン トニ ン で 効果 の 少 い に も よく 
功 し ます 。 


1 日 量 幼 小児 は 年 令 1 年 当り 1 球 と し 、 成 人 (15 才 以上 ) は 15 球 を 使用 する 。 
100 球 500 球 及び 集団 用 大 包装 (各種 ) 


本 品 は 旧 黒 田 製薬 株 式 会 社 所 有 の 商標 権 並 びに 製造 法 (特許 権 ) 
を 譲受 け ま し た の で 品質 は 全く 同一 で あり ます 。 


発売 元 扶 双 薬 品 工 業 株 式 会 社 


製造 元 生 晃 栄養 薬品 株 式 会 社 
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